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序文 


*6 数年前、ゲーム業界では、“トランスメディア”とI、う言葉があちこちで聞かれた。ゲームからテ 

レビシリーズ、映画、書籍に至るまで、複数のメディアへの広がりを有する独自の世界観や性 
質を示す用語だ。誰もがこのアイデアに心を揺さぶられた。メディアの枠を越えて大きく広がる 
可能性を持つ作品が実現したならば、それはエンタテインメントの分野を席巻し、メディア消費 
の方法を変えてしまうことになるからだ。 

予見できたことではあるが、ほとんどのスタジオは、ゲーム業界を発展させ得るこの“至高な 
目標”を達成させることができなかった。それは、予算の大幅増を伴^ゝつつ、成果が未知数の 
新世界を構築するという大きな賭けだ。二の足を踏んでしまうのは当然だっただろう。しかしな 
がら、ユービーアイソフトは、「アサシンクリード」でこの‘‘トランスメディア”を成し遂げ、大成功 
を収めた。 


この事態としっかりと直視しよう。我々は互いにつながるデジタル世界の住人だ。情報の洪水 
に煩わされる世界では、ソーシャルメディアにせよ、モバイルメディアにせよ、常に多種多様な物 
事が我々の関心を引こうとひしめき合っている。今の時代、創造力を駆使して高度な技術でゲ 
ームや作品世界を作り出さねばならない。しかもプレイする側が簡単に手を出せてもすぐに興味 
を失ってしまうようなものではなぐしっかりと腰を据えて向き合い、愛してくれる作品にする必要 
がある。これを果たす道は幾通りもあるだろうが、最善な方法の1つは、全ての事実やディテール 
を味わうのに一筋縄ではいかないほど奥深い世界を持つゲームを作ることだ。「アサシンクリー 
ド」シリーズがまさに良い例で、すんなりとその世界観に入っていける一方で、何年プレイし続け 
てもその度に新しIゝ発見があり、感動があるのだ。 


そして、このエンサイクロペディアは、「アサシンクリード」のさらなる理解の出発点となるだろ 


う。是非楽しんでほしい。 

エピックゲームズデザイン•ディレクター 
クリフ*ブレジンスキー 


エピックゲームズのデザイン•ディレクターであるクリフ•ブレ 
ジンスキーは、ゲーム業界に20年近く身を置くベテランだ。最初 
の商業作品である f ジャズジャックラビット j を世に送リ出したと 
きは、彼はまだ学生だった。エピックゲームズに在職中のクリフ 
は、ゲーム賞を受賞し数百万本のセールスを記録した同社の f ア 
ンリアル j シリーズや、全世界で1300万本を売り上げ、小説、コ 
ミック、映画、アクションフィギュアなども発売されたメガヒット作 
r ギアーズ•オブ•ウォー j シリーズ製作の中心的存在だ。それだ 
けに留まらず、エピックゲームズのプロジェクト{■ギアーズ*オプ* 
ウオー 3j、CHAiR エンタテインメントの「インフィニティ•ブレー 
KJ,PEOPLE CAN FLY の 『BULLETSTORMj にも携わり、ゲー 
ムエンタテインメント業界の領域を超えた活動を展開している。 
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THE ASSASSIN 

BROTHERHOOD: 

THE BROTHERHOOD 

アサシン教団：結盟 


アサシン教団は、人間の選択の自由の権利を守るために献身する世界 
的な秘密組織で、現代まで続くその組織の起源は、はるか太古の昔にさか 
のぼる。彼らの思想は、自由こそが人間性を向上させられるという信念の 
上に成り立っている。個人個人が進歩してこそ、新しい発想や変革が生ま 
れると考えるからだ。自由意志には代償が伴い、時として危険な結果を招 
く可能性を教団側も認めているが、すべての自由意志が失われる脅威に 
比べると、これらのリスクは小さいことだと考えられている。 


1:A:1 

S23 

THE ASSASSIN 
ORDER 

教団の使命 

アサシン教団では、人間性の完璧さは期待されていない。 
失敗から学ぶことによってのみ、人は成長することができるか 
らだ。しかし、アサシンたちが理想を追 V 、求めることを教団側 
は願っている。それは、自由な自己表現と、知識に対する柔軟 
で寛容な姿勢を通じ、V、つの日か完璧の域に達するとVゝう理 
想だ。互いに絡み合った歴史の至るところでアサシンたちを 
テンプル騎士団——自由意志を奪って人類を救済するのが 
最善だと信じる強力な反対組織——に真っ向から対立させ、 
戦わせる。それが、まさしくアサシン教団の思想を表わしてい 
ると言えよう。 


テンプル 騎士たちが社会の上層部に入り込み、重要な役 
割や有力者の支持を得るのが常套手段だったのに対し、 アサ 
シンは 内密性と隠密行動を モットーと していた。ただしこれは、 
影響力のある協力者や教 W メンバー 同十にも知られないとい 
うことではない。教団に力添えしていた人物として、 レオナル 
ド•ダ.ヴインチ、カテリーナ•スフォルツァ、マルコ•ポーロらの 
名前が挙げられるが、大きな助力となった人間は数えるほどし 
かいない 3 また、教 RI のメンバーの 中には、 マルカス •ユ ニウ 
ス•ブルートゥス、ガイウス•カッシウス•ロンギヌス、ダンテ•アリ 
ギエーリ、ニッコロ •マキャベリ といった影響力のある歴史上 
の人物も幾人かいた。 

日の目を浴びない活動にもかかわらず、時に、一定エリア 
の大衆にアサシンたちの噂が広がってしまうこともあった。しか 
しながら、テンプル騎上たちが強大な組織の間で幅をきかせ 
るようになり、やがてアサシンは人里離れた場所を拠点としな 
ければならなくなった。その結果、彼らは人目につくことがなく 
なり、次第に世間からその存在が忘れられていく。 

今日の教団はかつてのような形ではないものの、アサシン 
たちはテンプル騎上の執拗な追跡を避けつつ秘密裏に活動 
を続け、アサシンとしての使命を果たそうと努めている。 


GOoHy 3 Hig 83 Hi < a§HSHi§8Nissvssv3Hi < SluvdlL A) 
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今 複数の呼び名 

アサシン教団は、 ASSASSIN BROTHERHOOD、 
HASHSHASHIN, ASSASSIN ORDER と 
複数の名前で呼ばれている。 







o 


1:A:1 


HISTORY 
OF THE 

ORGANIZATION 


組織の歴史 




アサシン教団は、暴政に反逆し、自由を勝ち取ろうとした人 
間の歴史にずっと寄り添ってきた。アサシンたちは人類の黎明 
期より存在し、古代からの敵——テンプル騎士団——と密か 
に戦ってきたのだ 3 環境に溶け込む能力に優れ、高 v 、機密性 
を維持し、彼らは何世紀にも渡って生き延びることができた。時 
とともに、その手法と戦略は変化してV、ったが、自由意志の思 
想に尽くす姿勢は今も昔も変わっていない。 


♦草創期 

教団のルーツをさかのぼると、はるか昔の地中海から中国へ 
と至る。紀元前465年、ペルシャ人アサシン、ダリウスは、アケメ 
ネス朝大王クセルクセス1世を殺害。クセルクセスは、教団特 
有の秘密武器、アサシンブレードで殺害された最初の犠牲者 
だ。1世紀半後、教団は別の王の命を奪う。バビロニア人のア 
サシン、イルタニが古代マケドニアの英雄王アレキサンダー大 
王を毒殺したのだ。また、紀元前210年には、秦の始皇帝が中 
国人アサシン、ウェイ•ユーの槍で死亡している。 

古代におけるアサシン教団の記録はほとんど残っていない 
が、この時期の文書化された歴史的出来事では、ユリウス•力 


エサルの暗殺も教団に起因してIゝると思われる。その共謀者 
であり、アサシンでもあったマルカス•ユニウス.ブルートゥスは、 
暗殺に至る行動の記録を残した。その文書はロムルスの巻物 
として知られ、古代ローマ期の教刚の動機や組織に対する見 
識をうかが t ゝ知ることができる。 

巻物によれば、カエサルの帝国主義的傾向と元老院を軽 
視するあからさまな姿勢が原闵で、彼はアサシン教団に敵と見 
なされたらしい。紀元前44年、ローマの自由を守るため、ブルー 
トゥス他39名が元老院会議場でカエサルを取り囲み、殺害し 
た。また、ローマの教間のアサシン、レオニウスは、紀元41年に 
皇帝カリグラを暗殺している。 


♦ マシャフの盛衰 

アサシンたちが組織立った教団として活動を始めたのは、中 
世のことだ。第3次十字軍までに、アル•ムアリム率 t ゝるアサシン 
教団は、レヴァント地方全域にその名声と悪評を蟲かせること 
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となった。教団の本拠地はマシャフの山岳城皆。組織の地盤 
となったこの城砦でアサシンたちは育成され、訓練を受け、教 
団の信条を教わった。 



12世紀が終わる頃には、アサシンたちは、エルサレム、アツ 
力、ダマスカスを含むレヴァント地方の各都市で自由に使える 
複雑な情報網を築いていた。アサシンがテンプル騎士 RI 総長 
ロベール •ド•サブレの勢力に抵抗し、その優れた軍事能力を示 
したのは、1911年、マシャフの包囲攻撃の際だった。 

豊富な人材を有してIゝたにもかかわらず、教団は表面上政 
治に関わる気配を見せず、人民の自由を脅かすと見なされた 
者を標的とし、暗殺を実行していた。平和を保つためとあらば、 
アサシンたちは政治的な忠誠に関係なく暗殺を実行した。サ 
ラセン人であろうと、キリスト教徒であろうと、同じように息の根 
を止めた。 


しかしながら、政治的展望におけるマシャフの台頭は短命だ 
った。アサシン側がロベール•ド•サブレの軍勢に勝利した商 
後、アル•ムアリムが私利のためにマシャフのアサシンたちを操 
るテンプル騎上団の同し者だったことが発良大導師の裏切 
りは教団に打撃を与えた。教団に留まったアサシンは、かつて 
の指導者を葬った後、メンバーの総数も優れた人材も減り、自 
分たちを統率する者がいなVゝ現実を知る。 

最終的に、指導者の役割はアル•ムアリムの教え子、アルタ 
イル•イブン•ラ•アハドに引き継がれ、彼は教団に内省と変革の 
時代をもたらした。 
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> ダリウス 


>ィルタニ 


>ウェイ OL~ 


令アルタイルの改革とモンゴルの脅威 

アル•ムアリムの死後ほどなくして、新たなテンプル騎士団 
総長のアルマン•ブシャールを討ち、その軍隊を撤退させるた 
め、アサシン教団は時期キプロス島にまで勢力を拡大した。 

12世紀末、テンプル騎士団は暗闇の中に消え、アサシンた 
ちも同様に行方をくらました。当時の状況が彼らにそうさせた 
のだ。そして、アサシンは砦を捨てた，毒の使用禁 ih や薬指の 
切断など、アル•ムアリムが決めたアサシンのしきたりは、次第 
に廃れていった。 

アルタイルの晩年、モンゴル将軍チンギス•ハンに対抗すベ 
ぐアサシンたちは再結集し、1227年、モンゴル人アサシンのク 
ーラン•ガルが馬の背から将軍を射殺。ガルのこの行動はモン 
ゴル人からの激しい報復を引き起こすことになった。1256年、 
チンギスの孫フレグ•ハンはアサシン教団に進撃し、レヴァント 
地方の砦のほとんどを破壊した。 


^イタリアルネッサンス 


突の背景となった。ロドリゴ•ボルジアの指揮の下、テンプル騎 
士たちはイタリア都市国家の掌捤を0論んだ。1500年まで、ア 
サシンたちは本拠地モンテリジョーニからボルジア家に対抗し 
て t ゝたが、ボルジアの息子チェーザレによって要塞は壊滅し、 
教団はローマでの再結成を強V、られた。 

教闭は総崩れになったかに見えたが、アサシンたちは敗北し 
たわけではなかった。マシャフでそうだったように、ローマのア 
サシンたちも新 U 、環境に適応し、これまでとは違った戦略を受 
け入れた。テベル島に隠れ家を設けた彼らは、教 M を再建させ 
るべく行動を開始する n アサシンの手口は進化を遂げ、地 p (単 
位でローマを解放して民衆の支持を勝ち取ろうとする試みがな 
された商人を後援し、老朽化した建物の修繕に出資、街角で 
アサシンの教義に賛同する新たなメンバーを勧誘することで、 
アサシンたちはローマの街そのものから力を引き出したのだ。 

1507年、チェーザレの死に伴い、アサシンはローマからテン 
プル騎士団の勢威を払拭し、教団の地位を新たな高みへと 
押し上げた。16世紀の変わり目が教団としての復興期となり、 
メンバーと資財は再生したが、その戦略では変化が見られた。 
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15世紀までに、アサシンの活動拠点はレヴァント地方からイ 
タリアへと移っていた。フイレンツエにも文芸復興の波は押し寄 
せ、当時の混乱はテンプル騎士団とアサシン教団の新たな衝 


















> アミュネット 



>レオニウス 



♦ 20世紀以降 

ローマを解放したアサシンたちは、世直しによって変革をもた 
らそうと考え、20世紀末までには、暴力ではなぐ社会的、政治 
的活動により重きを置くようになる。 

しかしながら、変化はなかなか進まなかった。ロシアでは、アサ 
シン教団は反体制テロ組織 < 人民の意志 >と関わるようにな 
る。この団体は、皇帝の独裁政権転覆を目的とする正真正銘 
のテロリストによって19世紀後半に結成され、王族に対する凶 
行に及んだ。< 人民の意志 >のアサシンたちは、1881年にアレ 
クサンドル2世の暗殺に成功。1888年にはその後継者のアレク 
サンドル3世の殺害も謀った。 

20世紀、アサシン教団はヨーロッパの社会変動に深く巻き 
込まれていぐ1917年、彼らはロシアの首都ペトログラードで起 
きた十月革命に参加し、第2次世界人戦の終盤にアドルフ•ヒ 
トラーを抹殺した。 

第2次世界大戦後、アサシン教団は性質を徐々に変え、変革 
を奮 t ゝ起こす手本になって t ゝった。世界の政治体制が帝国主 
義からグローパリゼーシヨンへと移るにつれ、教団も再び世の 
中の流れに順応して t ゝったのだ。かつてはあからさまだったア 


サシン教団とテンプル騎士団の戦いも、今では投票箱や新聞 
を通じて行われている。 

教団は非暴力による社会変革を目指していたが、テンプル 
騎士団の報復のために、それは守られなかった。2000年11月、 
テンプル騎士の潜伏スパイ、ダニエル•クロスはドバイにあるア 
サシン教団本部に潜入し、組織の最高位メンバーである導師 
を殺した。さらにクロスは、アサシンの訓練拠点の位置情報を 
世界中のテンプル騎士に暴露したのだ。 

2000年11月のこの出来事はアサシン教団の終焉の始まりだ 
ったと言えるだろう。その後の12年に渡り、テンプル騎士団は散 
らばったアサシンたちを追 t 、続けていI教団の運命は不確か 
なままで、メンバーの地位、資金、選択肢はどんどん限られてい 
く一方だ。それでもなお、彼らがテンプル騎士団の確罔たる敵 
であることには変わりはない。 
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> アサシン教団 
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1: A :1 

SB 

THE THREE 
TENETS 

3 つの教え 

アサシン教団全メンバ'一の行動の規律を示し、アサシンの修練に組み込まれ 
て現代まで受け継がれて I 、る3つの教義。それは以下の通りである。 

I . 汝® ，るべし 

II . ありふれた風景に溶け込め 

III . 教団の名誉を汚すことなかれ 

信条がアサシン思想の核であるならば、この3つの教義はアサシンの礼節の基 
盤を成す:第一の教えは教団の尊厳を守る,アサシンは自制を示さねばならず、 
必要な場合だけ他者の命を奪う。第二の教えは教団に強靭さをもたらす。アサシ 
ンは巧妙であるべきで、目立ぬよう群衆に紛れて己の存在を隠すのだ 3 第三の教 
えは教団の存続を確保する。アサシンのふるま V ゝには高潔さが伴わねばならず、 
教 bfl をおとしめる態度を取るのは厳禁だ。 

第一と第二の教義は、アサシンたちを宿敵テンブル騎上団と区別する手段と 
なる。テンプル騎士団が大衆をコントロールし、秩序と平和のために努力している 
と見せかけて V 、る場所でも、アサシンたちは民の強さ——すなわち数の強さ^— 
を重んじる。教団は民の間で、民を通じて事を遂行させていく。これはまさしく共生 
関係と言えよう。ほとんどの場合気づいていな t 、のだが、 hi 衆はアサシンをテンプ 
ル騎士たちの目から隠してやっている。そのお返しとして、アサシンは罪なき民た 
ちの命を尊重しているのだ。 

これらの教えを厳守するからこそ、アサシン教団は長きに渡って存続しており、 
锭を破る者はすぐさま深刻な結果と直面することになる。そして、最も重要なのが 
第三の教義。個人よりも教団に対する貢献が優先されるのだ。 


1: A:1 

ss 

THE THREE 
IRONIES 

3 つの矛盾 

自由意志と知力の進歩のため、アサシン教団は、 n 指すものとは裏腹に思え 
る戦略と手段を採用してぃる。次の3つの矛盾から浮かび上がるのは、教団の相 
反する性質だ。これらは、第3次十字軍の間に教 N 1の指導荇となったアルタイル • 
イブン•ラ•アハドによって、写本として知られる一連の文書に記された。 

I . ニブソ wan しよ3,二しているが\ 

殺人を犯す 

II . アサシンは人々の心を開こうとするが、 

規範の服従を求める 

III . アサシンは妄信の危険性を暴こうとするが、 

彼ら自身は教団への 

絶対的な忠誠を遵守している 

この3つの矛盾は、「真実はなぃ。許されぬものなどない」と^ゝうアサシンの信 
条を説ぃて t 、るとも取れる：教間の思想とアサシンたちの実践との間にある矛 
盾は、彼らの大義を帳消しにするものではなぐ必ずしも偽善として見なされる 
わけでもなぃ。この3点は、不整合性と二律背反を潔く受け入れようとする教 
団の意欲を示してぃる。 

さらに3つの矛盾は、アサシンたちを熟考する上での重要なポイントとなる。 
これらは、アサシンの思想に肉面性と不確実さをもたらすゆえ、盲目的な信奉 
や過度な自尊を防ぐ効果もあるのだ。 

後年、教団はその思想に見合う方法を導入することにより、徐々に矛盾を 
軽減させ始めた。21世紀までには、積極的に教育を促進させるなど、非暴力な 
手法を選ぶようになってぃく。このように、3大矛盾点は、教団が克服しようと努 
める難題を表わしても t 、るのだ。 
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EAGLE VISION 


「鷹の目」は、特定の血筋で受け継がれると考 
えられる特殊能力を衍す言葉だ。この能力の持 
ち主は、周囲に反応する遺伝的に並外れた知覚 
力——人間の目には見えないイメージや情報を 
感知する力や本能的に近くにいる人々の意図を 
読み取る力——を有している。これまで文書で確 
認できた、鷹の目を所有する血筋は、アルタイル • 
イブン•ラ•アハドとエツィオ•アウディトーレのもの 
だけだ。よって、デズモンド•マイルズのような彼ら 
の子孫のみ、この特別な能力を示すことがわかっ 
ている。 

鷹の目は本能的なものではあるが、他の感覚の 
ように、修練を積んで磨きをかけることが口 j 能だ。 
この能力は自然環境から特定の対象物に至るま 
で有効で、持ち主は周囲の状況を心や本能で感 


知し、ほとんど瞬時に敵と味方を見分けることがで 
きるようになる。鷹の H を持つ者は、時問が経過し 
て色煺せた足形や指紋をはじめ、人や動物が残 
す痕跡など、人間の視力が察知できる範疇を超え 
たかすかな証拠をも捉えられるのだ。この力は、長 
期に渡って使用し、訓練を重ねることで感度が上 
がると思われる,鷹の目を発達させた熟練者は、よ 
り広範囲の情報が取得可能になるだけでなぐそ 
の動きを正確に予測して、標的や対象物を捉える 
ことちできる。 

鷹の目は安定した力だとは 言 I ゝ難い。一定期間 
使えなくなることもあるし、幼少期に現われることも 
ある。鷹の目所有者の血を引く現代の子孫、デズ 
モンド•マイルズは、長期間アニムスシステムを被 
験した後、鷹の目の能力に目覚めた。先祖の記憶 


を追体験したことが、この潜在的な力を引き出すき 
っかけとなったようだ。 

鷹の目の起源は明らかにはなっていないが、被 
験体16号として知られる個人が行った調査によれ 
ば、ほとんど詳細が知られていない“かつて来たり 
し者’’という古代の存在者と、昔の人間との血が 
交わることによって起きたのではな t ゝかとされてい 
る。いかなる人間も鷹の目の能力に目覚める pJ 能 
性を秘めては V ゝるのだが、超古代文明の者たちと 
の強いつながりを持つ人間の方が、その力を得る 
機会が大きい。 


>写本 





分しに ふ 
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THE CODEX 

写本 

写本は、アルタイル.イブン•ラ•アハドが綴った観察と個人的思考の記録であ 
り、瞑想録だ。キプロスにあるテンプル騎上団の本拠地に向かう旅の間に執筆 
され始めた写本は、晩年までアサシン教団の指導荞として生きた彼の人生を 
浮き彫りにしている。善悪の観念やテンプル騎士 bfl とアサシン教 bfl の確執、信 
条の微妙なニュアンス、そしてエデンの林檎によって明らかになった隠された真 
実。そのような様々な事柄とアルタイルは向き合った。一心に教団の大義に己を 
棒げたものの、彼は多くを深く知り過ぎてしまう。そして、避けられぬ死への恐怖 
を募らせ、不安に取り憑かれた後半生を送った。写本からは、そんなアルタイル 
の複雑な人物像をうかが t ゝ知ることもできる。 

写本の内容は個人的かつ専門的なもので、彼がエデンの果実から得た先進 
技術や科学的アイデアを詳細に説明する図表や図解が載っている。また、地動 
説の初期モデル( ニ コラウス•コペルニクスが唱えるよりも数百年も早い)、多彩 
な暗殺のテクニックを示す解説図、改良されたアサシンブレード内部に組み込 
まれた最古の隠し銃器の設計図も含まれていた。さらにアルタイルは世界地図 
を暗号化し、写本に盛り込んだ。これは、写本自体がエデンの林檎の力に触れ 


たことで明らかになったもので、ルネッサンス期にようやくアサシン教団も知るに 
至った情報である。 

アルタイルが歴史から姿を消した後、マルコ•ポーロの到着まで、写本はモン 
ゴル人たちの所蔵となっていた。モンゴル帝国の第5皇帝クビライ•カーンの宮 
殿を訪問した際、ポーロはこの写本を取り戻し、ヴエネツィアへと持ち帰ったの 
だ。1321年、テンプル騎士団が再び台頭してきたことに脅威を覚えたポーロは、 
アサシン、ダンテ•アリギエーリに写本を委ねる。ところが、テンプル騎士たちは、 
アリギエーリが写本をスペインに移送する計画を暴き、彼を殺害。写本はアリギ 
エーリの後継者ドメニコ•アウディトーレの手に渡ったが、テンプル騎士団の追 
跡が執拗だったため、ドメニコは写本をバラバラにし、南イタリアのオトラントの 
波止場からイタリア各地に分散して隠すという措置を取った。 

年月が経ち、ドメニコ•アウディトーレの子孫が写本を手に入れ、再び1つに戻 
そうと企てたが、全てが揃うと V ゝう結果には至らなかった。教団は長 V ゝこと写本を 
探し求め、1499年、エツィオ•アウディトーレがレオナルド•ダ•ヴィンチの協力を得 
て、遂に全ページの在り処を突き止めた。そして、アサシンたちは30ページ全てを 
集め、解読することに成功したのだった。 
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THE ASSASSIN 

brotherhood ： 

WEAPONS AND GEAR 

アサシン教団：武器と装備 


1: A :2 


THE HIDDEN 
BLADES 


アサシンブレード 


アサシンブレードは、アサシン教団の特徴的な小型の暗殺 
道具だ。使 V ゝ手の意図に応じて即座に刃を出したり収納した 
りできるようにデザインされており、ナイフが3ヶ所で伸縮するメ 
カニズムとなっている。刃は通常鞘に収まっており、前腕の内 
側に隠すことが可能だ。発動時には、手のひらの上で伸び、指 
の長さを優に超える。アサシンが使用する瞬間まで、隠された刃 
が相手に察知されることはほとんどない。それが、アサシンブレー 
ドを密やかな殺しの武器にして V ゝる所以だ。この飛び道具を装 
着して I 、ることが、真のアサシンの証となる。 



♦ 初期のアサシンプレード 
紀元前5世紀一西暦紀元12世紀 

記録によれば、アサシンブレードが最初に使用されたのは、 
紀元前465年。ダリウスと I ゝう名のアサシンが、ペルシャ帝国ク 
セルクセス1世の暗殺時に用 t ゝたという。その際の武器は右腕 
に着ける簡単なメカニズムのもので、袖の下からアサシンブレー 
ドを発動させた。アサシンたちはそれまで短剣や毒に頼ってお 
り、ときには毒蛇に仕事をさせることもあったが、アサシンブレー 
ドの登場で教団の暗殺方法が火きく様変わりした。 

12世紀までは、使用の重要性を反映させるためにメカニズム 
に改良が加えられることもあったが、アサシンブレードを使うこと 


自体に、儀式的な意味合 I ゝが込められていた。第3次十字軍の 
時代、アルタイル•イブン.ラ•アハドは他の教団メンバー同様、 
伝統的なやり方でアサシンブレードを使った。武器はバネで発 
動する仕組みになっており、アサシンは手首を軽く動かし、小 
指に引っ掛けたリングを操作することで刃をすばやく出し入れ 
した。この装置は、アサシンの前腕の大部分を覆う申製の手甲 
の中に収まっており、普通は左腕に装着された。刃のサイズの 
関係と、革の手甲が長剣のような大型武器による攻撃を防ぐ 
には強度が十分ではないと t ゝう理由から、アサシンブレードは 
戦闘兵器としては用 V ゝられなかった。しかしながら、俊敏なアサ 
シンは、動きの遅い敵へ反撃するときにこの武器をよく用い、 
発動とほぼ同時に致命的な打撃を相手に与えた。 


Hss iv SNGd s M < ooOH a; 3 Hi§8 SSSVSSV3H1 < S13VLL. —L \ 一 
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アサシンブレードにおける最も大きな変化の 1 つは、その使 


用に伴うしきたりだった。この武器を使う代償として、アサシン 
は左手の薬指を切り落とす必要があったのだ。指の切断は教 
団への献身の証であるとともに、アサシンとしての通過儀礼だ 
った。 それだけはなぐ指1本を失うのは、実用的な目的のため 
でもある。薬指がなくなってできた隙間に刃が飛び出すよう設 
計された武器ゆえ、薬指と引き換えに、スムーズな刃の出し入 
れを確保したのだ。この措置が、アサシンブレードを彼らの身体 
t -体化させていた。肉体の一部を捧げる覚悟がな V ゝ者は使 
用できない代物だった。 



者ルネッサンス期のアサシンブレード 
西暦15〜16世紀 

やがてアサシンブレードは、教団の指導者となったアルタイ 
ルによって設計し直された。写本には、将来のアサシンブレード 
に対する彼のヴィジョンが記されており、イタリア•ルネッサンス 
期のアサシンたちによって実用化されていた。エツィオ•アウデ 
ィトーレは父親のアサシンブレードを受け継ぎ、レオナルド•ダ • 
ヴィンチがそれを修理、改良した。刃を飛び出させるリングスイ 
ッチを取り外したことで、相手に悟られにくくなり、ステルス性 
が強化されたのだ。リングを引く仕組みの代わりに、手甲内の 
圧カスイッチで操作するメカニズムが採用される。つまり、手首 
を曲げてスイッチを押し、刃の仲縮を可能にした。指が欠損し 
て v ゝるとアサシンだと見極められてしまうため、アルタイルはそ 
の短所を改善する方法を探して （ ゝたが、この改良でアサシンが 
指を切断する必要はなくなり、藥指がある状態でも十分にアサ 
シンブレードの効果が発揮できるようになったのだ。 


アルタイルはこの武器の製造方法をまとめ、より強靭な金属 
の使用を写本に明記していた。こうして、ルネッサンス期のア 
サシンブレードは先行者たちの物よりも大幅に強力な武器とな 
り、効果的な戦闘兵器としての使用に適うようになる。大型武 
器との衝突に耐え得るほど頑丈で、敵の防具に穴を開けるほど 
強竪になったのだ。さらに、戦闘以外にもいろ t ゝろ応用でき、機 
械装置を操作したり、錠を開けたりする場合にも活用できた。 
手甲に金属めっきを施すことで、アサシンたちの守備力がアッ 
プし、長剣や鎚矛のような武器からの防御も任せられるように 
なる。しかしながら、これらはアサシンブレードの有効性を増強さ 
せた小さな改良点に過ぎない。 
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> フックプレード 


umj fe 

t : 矗❿*， 


> ポイズンプレード 



アルタイルの写本には、より大胆な設計の変更が説明され 
ていた。まずは、アサシンのもう一方の腕にもアサシンブレード 
を装着し、両腕での攻撃が提案されていた。ダブルで武器を 
使うことで、アサシンは2人の敵を一度に倒すことができる。た 
だし、最高位のマスターアサシン以外、この2つのアサシンブレ 
ードの使用は制限された。エツィオが着けていたアサシンブレ 
ードはサイズもコンパクトになり、初期の武器よりも軽 t 、防護 
具ではあったが、致死威力は同等だった。初期のアサシンブレ 
ードの殺傷力を高めるため、アルタイルは刃の内部に極細の 
隙間を作り、そこに毒を仕込むポイズンブレードの構造を考え 
ついた。この機能を付け加えるのは容易なことではなかったが、 
一旦ポイズンブレードが完成すると、標的に致死量の毒を注入 
することが可能になった。しかも、相手が死に至るまで多少の時 
間がかかるので、その間にアサシンは姿を隠すことができる。こ 
の遅効性により、暗殺が一層ばれにくくなった。 

アルタイルの最も革命的なコンセプトの1つが、アサシンブレ 
ードに銃の機能を加えることだった。銃器の莰場をうまく利用 
し、アルタイルはアサシンブレードの内部に組み込む小さなピ 
ストルを設計した。銃は小型で察知されにくい h 、 弾丸の飛距 
離と命中率の高さは誇れるものだった。発砲時に大きな音を立 
て、周囲の気をリ I いてしまう欠点はあったが、狙いが iH 確であ 
れば、たった一発の銃弾で標的の息の根を出められるのだ。こ 
の飛躍的な性能の進歩によって銃撃戦にも対処できるように 
なり、アサシンブレードの有効性はさらに拡大した。 
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> 隠し銃器 
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ローマでポルジア家に仕える一方で、レオナルド•ダ•ヴイン 
チは、エツイオのアサシンブレードに矢を放てる機能を追加し 
た。これにより、敵を毒矢で貫くことも可能になり、銃機能を用 
いるよりも静かに暗殺を遂行できるようになった。標的は即死 
しな t 、ものの、致死性は紛れもなく高い。レオナルドはまた、ア 
サシンブレードに搭載された隠し発射装置からクロスボウの小 
型の矢を放つシステムも作り上げた。さらに、トルコ人のアサシ 
ンたちはフックブレードを開発。より速く壁を登れるなど、武器の 
用途が広がった。もちろん、 I ゝかなる条件下でも素晴ら U ゝ戦闘 
効果を持続できたのは言うまでもない。 


命現代のアサシンプレード 
西暦20〜21世紀 

20世紀後 t になっても、フイラデルフイア近くのアサシン訓練 
地の指導者、ポール•ベラミーを含む幾人かのアサシンがアサ 
シンブレードを扱っていた。テンプル騎士団の潜伏スパイ、ダ 
ニエル•クロスは、2000年に己の師を殺害するのに、師 n 身の 
正式なアサシンブレードを使用した。12年後、エツイオの記憶を 
追体験したデズモンド•マイルズもアサシンブレードを使用し始 
める。彼の最初のアサシンブレードは、エツイオが初期のミツシヨ 
ンで用いて I ゝたタイプに似た、未改良の物だった 3 後にデズモ 
ンドは、ブレード、発動装置、革製の装着帯から成る簡素化され 
たアサシンブレードを使った。この軽量の武器はエツイオのもの 
と同じように用途が広ぐデズモンドは主に機械の操作と解錠 
に使用していた。アサシンの隠れ家から逃亡中、デズモンドは 
アブスターゴ社の警備員の一団に遭遇。その直後の戦いで、 
時代にかかわらず、熟練者が使用すれば、アサシンブレードは 
素晴ら U ゝ殺人兵器であることを彼は証明した。 


>現代のデザイン 



癰羣3^ 


>ショックプレード 



UV 39 iv SNOd sM < goHSHiss isvssv 3 Hi < S1 3 Vd—L A) 
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1:A:2 

LEONARDO'S 

MACHINES 

レオナルドの機械 


♦ 飛行装置 

レオナルド•ダ•ヴィンチは、人間が飛行できる可能性がある 
ことに長 t ヽ間胸を躍らせていた。幼 I 、頃から大の鳥好きだった 
彼は、その飛行能力を技術的に模倣できな V ゝかと試行錯誤を 
繰り返してきたのだ。彼の筆記帳には、翼のような構造物やそ 
れらを操作するメカニズムのスケッチが山ほど描かれていたと 
いう。1480年には、長年の夢をかなえる機械の作製に着手で 
きる段階にまで来ていた。操作性が高い1人乗りのグライダー 
で、鳥の生体力学的な構造に十分に基づいて I 、る装置だ。と 
ころが、レオナルドはフイレンツエからヴエネツイアへ移ることに 
なり、飛行を突現化する試みは中断を余儀なくされた。それで 
も彼は、あれこれ改良を重ねてきた試作品をヴエネツィアに持 
って I ゝくことにしたのだった。 

レオナルドのその発明品は、1485年に友人のエツィオ•アウ 
デ仆ーレから引き合いがあるまで数年間、脇に置かれていた。 
エツ ィオはその機械を使ってドゥカーレ宮に侵入し、テンプル 
騎士団の標的となって I ゝる総督を救 I ゝ出そうと考えたのだ。自 
分の飛行装置を進んで試してくれる人物が見つかり、レオナ 
ルドは喜んだ。そして、背中にその“翼’’を着けたエツィオを、 
高 V 、塔の上から飛び降りさせた。だが、数秒間は滑空したもの 
の、エツイオはあっけなく墜落してしまう。あまりにも飛距離が伸 


びなかったことに落胆したレオナルドだったが、暖炉で浮かぶ 
紙切れを観察していて驚くべき事実を発見する。熱風で起こ 
る上昇気流をうまく使えば、飛行装置の滞空時間が伸びるの 
ではな I ゝかと気づ t ゝたのだ。そこで、ヴェネツイアの盗賊に頼ん 
で、目的地までの途中何ヶ所かで焚き火を起こしてもらうことに 
した。その結果、エツイオはレオナルドの飛行装置を駆使し、 
困惑する番兵たちを尻目に宮殿の防護柵を越えることに成功 
した。しかしながら、この機械はエツイオが飛行を終えると同時 
に大破してしまった。 

♦爆撃機 

最初の飛行装置が損壊してから15年後、この発明家はチ 
ェーザいボルジアに捕えられ、新たな飛行装搏を無理やり設 
計させられてしまう。しかも今回は、平和的な利用とは対極にあ 
る仕様となっていた。レオナルドの新たな飛行装置“爆撃機” 
は、爆発性の弾丸を発射できる小型大砲が搭載されており、外 
部からの補助がなくても飛べる工夫が施されている。生産工場 
はヴァルレリーナ、ウンブリアの町に建てられたが、チェーザレ 
はここで、イタリアを制するに十分な数の爆撃機を生産させる 
つもりで V 、たのだ。チェーザレの目論みに戦慄を覚えたレオナ 
ルドは、工場の位置をエツイオに漏らす。そして、エツイオはレ 
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オナルドが書 V ゝた設計図を焼却し、この機械の増産を食い止 
めた。完成品のうち1機を奪ったエツィオは、上空からチェーザ 
レの！:場を砲撃、破壊した。その後、彼は乗って t 、た爆撃機自 
体も壊し、使用不能にした。 

♦機関銃 

レオナルドがチェーザレに強要されて作った発明品の中に 
は、機関銃もあったぃ馬串の後部で使用するようになっており、 
再装填不要で大口径の銃身からの速射、連射が可能なこの 
兵器は、数分で100人の敵を倒せる威力があると言われてい 
た。この設計図と試作品は、ネミ湖を見渡せるコッリ•アルバー 
二に保管されていた。エツィオはそこへ赴き、1台の試作品を 
破壊。そして、もう1台を逃走用に使用し、追跡する敵兵を機関 
銃で▲掃した。 


また、レオナルドは他にも様々な銃器の開発を仟された。そし 
て、ホイールロック式の銃を最初に設計した1人となる 3 重くて 



扱 V ゝにくぐ雨の中ではほとんど使 V 、物にならな V ゝ火縄銃に大 
きな改善を施したのだ。チ x —ザレは、教皇軍の精鋭部隊を含 
む自軍の兵士にこの武器を装着させ、もちろん自分自身でも携 
帯していた。レオナルドは他にも多様な速射兵器を設計してい 
た。8本の銃身を持つ装置も存在して t 、たが、2人での操作が 
要求される上、人きすぎて扱 V パこくいと t ゝう難点があった。さら 
に彼の筆記帳には、破壊力が凄まじい鎌付きの中:輪を持つ特 
殊な馬車のスケッチも含まれていた。チェーザレのために設計 
した乗り物に、レオナルドがこの恐ろ U 、車輪を取り付けるまで 
に至らなかったのは、幸運なことだったのかもしれない。 

♦ 船舶用大砲 

3番目にレオナルドが作らされたのは、安定性に優れた特殊 
船舶だった。しかも、この船には、複数の火炎弾が発射できる 


大砲が搭載されていた。それはナポリ湾地下の施設に保管さ 
れて V ゝたが、ナポリ湾にはチェーザレの軍艦が停泊中だった。 
この海上兵器の建造計両に携わっていた技師の助けを借り、 
エツイオは施設に侵入して大砲付きの船を盗み出す。1人が 
船を操縦し、もう 1 人が大砲を扱うよう、 2 人での使用を前提に 
設計されては V ゝたが、エツイオは単独で船を操り、湾内にいた 
チェーザレの船隊を沈めてこの兵器の破壊力を見せつけた。 

レオナルドの筆記帳にはいろ t ゝろな海戦用の武器や道具 
が描かれており、初歩の潜水艦や耐水性のダイビング スーツ も 
あったという。1504年、フイレンツェのピサ制圧を支援する目的 
で、彼はアルノ川の水路変更計画に水理学の技術を応用しよ 
うとした。後にレオナルドは、オスマン帝国の君主のために、ボ 
スポラス海峡に架ける巨大な橋の建造計両も考案していた。 

♦戦車 

レオナルドが最後に手がけたのは、チェーザレのために作 
った兵器の中で、おそらく最も凶悪な発明品と言えるだろう。 
複数の大砲を有した装甲車で、360度全方向移動が可能。よ 
ほどの銃火器による攻撃でな V ヽ限り、びくともしないゝ造りになっ 
てい I この兵器の稼働には人力によるクランク操作が必要で 
(レオナルドは馬の使用も考えたが、動物は戦卓が発する音 
に驚ゝてしまうだろうと t 、う結論に達した）、十分な効果を発揮 
させるならば、3人の乗車員が必要だった。 

レオナルドはこの兵器の危険性を_解して t 、たので、実用 
化された場合、車輪が互 I ゝに逆らって作動し、機械が動かなく 
なるように敢えて設計していた。しかし、チェーザレはこの件に 
対処し、モンテ•チルチェオの麓に製造工場を設けた彼はシ 
チリアに対する奇襲攻撃で、この戦車を軍の前衛に据えるつ 
もりでいたのだ。 


yv 39 GNV sidv 3 M 〈 oOOHSHioys SSSVSSV 3 Hi < SNOI1 3 VLL. 
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THE TEMPLAR ORDER: 

THETEMPARS 

テンプル騎士団：テンプル騎士団の概要 


テンプル騎士団は、「神殿騎士団 j 「聖堂騎士団」とも呼ばれる騎士修道 
会で、1000年に渡る歴史を持つ秘密組織だ。この騎士団は分裂し、時間 
の経過とともに様々な呼び名を用いていた。だが、その起源は人類誕生ま 
でさかのぼり、少なくとも、人類が'“かつて来たりし者”という謎めいた創造 
主たちから解放されたとき以来存続する組織だと信じられている。一説に 
よると、アサシンとテンプル騎士は、かつて、人類に対して同じ理想、同じ 
夢、同じ希望を共有していた。テンプル騎士団がアサシン教団と共通の目 
的を持っていたのが事実だったとしても、その時代はとうの昔に過ぎ去っ 
た。歴史をふり返ってみると、アサシン教団とテンプル騎士回は互いに密 
かな戦いを繰り広げてきたことがわかる。人類のより良い未来について、 
双方の展望は相反するものだったが,彼6は目指す世界の実現化のため 
に競い合ってきた。 

テンプル騎士団の使う手□は残酷で荒々しく思えるが、そのメンバー 
は、自分たちは人類をよリ善き道に導くと頑なに信じて活動を続けてい 
る。人々の自由の守り手であるアサシンたちとは反対に、人類の可能性を 
十分に引き出すには、大衆を巧妙に操る必要があると彼らは思い込んで 
いるのだ。 




テンプル騎上団の起源が長いこと忘れ去られていた一 
方で、創設時のメンバーの1人は、旧約聖書に登場する、己 
の笫アベルを殺したカインではないかとも憶測されている。さ 
らに、アベル殺宵の動機は嫉妬からではなぐ“エデンの果 
実’’——かつて来たりし者が遺した謎の装置で、高度な先進 
技術が用いられている——を手に入れるためだったのでは、 
と考える者もいる。カインがテンプル騎七だったのか、教団の 
創設に積極的に関わって I ゝたのか、 M か影響を与えたのか 
否かは、依然として不明のままだ。しかしながら、昔のテンプ 
ル騎士の中には、自分たちがカインの子孫だと思っている者 
がいたという証拠は残っている。また、この騎士団の紋章で 
ある赤いクロスパティー（末広十字）は、カインの印だと信じ 
ている者もいたらしい。 


HISTORY 
OF THE 
ORGANIZATION 

組織の歴史 


その起源は謎に包まれているものの、テンプル騎士団は 
次々と形を変えつつ、千年もの間#続し続けてきた。残念な 
ことに、紀元前5世紀より前の教団についてはほとんど知ら 
れておらず、この時代から明らかになった情報も信憑性に欠 
けるものだ。それでも、己の王位を奪った者を倒し、ペルシャ 
帝国の王に即位したアケメネス朝4代目のダレイオス大王の 
背後には、テンプル騎士団がいたと信じられている。また、ダ 
レイオス大王の息子であり、後継者のクセルクセス1世がエ 
ジブトとバビロニアで起きた反乱を鎮圧した際や、テルモピ 
ユライの戦いの後に一旦ギリシャのほとんどを征服したとき 
も、テンプル騎士たちが手を貸していたという。ダレイオスと 
クセルクセス自身がテンプル騎 I :だったか、彼らが騎上団の 
存在や影響に気づ^、て t 、たかどうかは知られて V ゝない。とは 
いうものの、両君主ともテンプル騎十団の介人から大きな恩 
恵を受けたように思える。 


事業を行っており、早くも3世紀には、テンプル騎士たちがす 
でに世界を広げようとしていたことを立証した。 

西ヨーロッパでテンプル騎士団がとりわけ活動的だった 
のは、ローマ時代だった。他の大勢の古代の支配者と同様、 
ガイウス•ユリウス•カエサルがテンプル騎上たちと共謀して 
いたか、あるいは、その存在を知っていたのかは不明だ。力 
エサルがメンバーだったという情報の真偽はともあれ、古代 
ローマの 独裁宫に任命され、帝政ローマへの道を築いた彼 
が、テンプル騎士たちに支援されて t ゾこことは明らかだ。テン 
プル騎十団の影響は、約1世紀後、ローマ帝国第3代皇帝力 
リグラの支配下でも感じられ、それは西暦41年に彼が暗殺さ 
れるまで続いた。 


テンプル騎士団はアレキサンダー大王がイオニア海からヒ 
マラヤ山脈に伸びる大帝国を築くのにも、重要な役割を果た 
した。テンプル騎上たちはアレキサンダーに、かつて来たりし 
者たちの並々ならぬパワーを有する遺物“エデンの果実”を 
託した。負け知らずのアレキサンダーが弱冠30代で世界征 
服を達成したのも、その秘宝の力があったからだと言われて 
いる。その翌世紀、テンプル騎士団は中国戦国時代の秦王、 
始皇帝の支援も行った。始皇帝は、万里の長城などの巨大 


3世紀から、騎士団は分割した西ローマ帝国をまとめよう 
と画策したが、最終的には、アラマンニ人や東ゴート族、フン 
族などの蛮族によってその領土が征服されてしまい、彼らは 
目的を達成することはできなかった。それでも、その権力は疑 
いなく他の地域にも及んでおり、特にコンスタンチノープル 
や東ローマ帝国では顕苦だった。しかし、この時期の教団の 
関与を示す文献はほとんど残っておらず、詳細は今日まで明 
るみになっていない。 
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創設以来、先見の明のある優れた者たちが教団を統治し 
てきた。中でも、卓越した指導者とされた者の多くは、ローマ 
教皇シルウェステル2但のような科学者であった。不幸なこと 
に、そういった者は膨大な知識が災いし、信用されなかった 
り、異端者の汚名を着せられたりすることもしばしばだった。 
医学や科学を信奉し、地球は丸いといった事実を主張した 
ばかりに拷問を受け、殺されたメンバーも少なくなかったよう 
だ。12世紀、修道士クレルヴォーのベルナルドウス——おそら 
く彼自身、影響力の大きなテンプル騎士だったらい、が—— 
は、教会に騎士団の協力者になってもらう必要があると気が 
ついた。キリスト教ローマ•カトリック教会の聖人の中でも特 
に優れた学識を持ち、偉大な業績を残した者だけに与えられ 
る“教会博十”の称号を持って V ゝた彼は、聖地に9人の信頼 
できる人間を派逍し、エルサレムの ソロモン 神殿の調査をさ 
せた。9年後彼らが帰還し、ベルナルドウスはテンプル騎士団 
を改善させた。 

総長 ユーグ •ド•バイヤンとともに、ベルナルド ウスは“ラ テ 
ン語会則”を作成して教会の支援を取りつけ、1129年、テン 
プル騎士団はトロワ公会議にて教皇に承認された。その長 
V 、歴史にお n 、て、テンプル騎士団が公になったのはこのとき 
が初めてだったが、技術と科学の進歩を通じて人類を向上さ 
せると1、う騎士団の計画は、極秘のままであった。トロワ公会 
議後、騎上団は繁栄し、ほぼ200年に渡って、そのメンバーた 
ちは ヨーロッパ やレヴァント地方の各地で重要な役割を担っ 
ていた。彼らは至るところに存在し、王や教皇、科学者らに影 
響を与え続けた。 

しかしながら、黄金時代は突然終わりを告げる。13世紀の 
末までに、騎士団はアサシン教団とその協力者によって大き 
く衰退した。フランス王フィリップ4世はテンプル騎士団に陰 
謀を企て、彼らを異端者として弾圧したが、結果としてこのフ 
ランス王は、アサシンの大義に奉仕する形となった。最後の 
テンプル騎士団総長とされているジャック•ド.モレーは、騎士 
団が生き残るには、正式に解体するしか道はないとわかって 
いた。一個人よりも組織の方が重要だと信じ、彼自身は火あ 
ぶりの刑に処された。この尊べ、犠牲は、仲間のテンプル騎士 
と協力者の命を救っただけではなぐ騎士団は総 M と運命を 
ともにして滅んだと敵に思 V 、込ませたのだ。 

だが、死の直前、最も信頼がおける騎士9人を選び出した 
ジャック•ド•モレーは、古代人の知恵で備え、彼らを世界に送 
り出した。その日以降、テンプル騎士団は、歴史の最強権力 
者たちの陰から人類を操り続けることになる。彼らの助けを借 
り、技術及び科学革新を通して人間を高みへと導くという古 
からの目的を達成させようとしたのだ。 


祖先の気高 t 、志をよそに、ルネッサンス期の欧州のテンプ 
ル騎士団は悄然としたままだった。社会の過激派を操作しつ 
つ、騎上団の指導荇ら——最終的にはロドリゴ•ボルジアに率 
V 、られるのだが——は、欲と個人的野望に目がくらみ、本来の 
目的を忘れてしまう。テンプル騎: t たちは、この期間を“騎土 
団の闇の時代”と呼んだ，とはいえ、他地域のテンプル騎士団 
は強 I 、権力を固持していた。例えばアジアでは、中国明朝の嘉 
靖帝が国の支配を維持して I ゝたのは、テンプル騎士の力添え 
があったからに他ならない。 

ヨーロッパルネッサンスでの 失敗にもかかわらず、 テンプル 
騎士たちの知の探求は続いていた。高名な政治家、宗教 
家、文化人、科学者たちの背後に隠れながらも、多くの騎十 
たちが科学研究の パイオニアを 目措した。 

啓蒙思想が主流となった時代でも、テンプル騎上団の力 
は物事を左右し続けた。スピノザ、ロック、ニュートン、ベーコ 
ンといった知識人が登場し、社会の新たなモデルが現われ 
た。科学や技術が妨げられることなぐ繁栄する社会だ。テン 
プル騎十団はこれらの考えを受け人れ——そのほとんどを 
発展させるベく協力していたのは問違いないが——、産業 
革命への道を拓いた。この期間、騎士たちは陰で糸を引き、 
ロマノフ朝のような王朝全体を動かしていた。発展は後押し 
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されたが、そこには常に、テンプル騎士団の厳しい監視の目 
があった。 

20世紀が始まり、テンプル騎十団は新しい時代の幕開け 
だと考えた。科学が著しく進歩し、それによって社会構造が 
変わるだろうという青写真を思い描 V 、たのだ。1910隼、騎士 
団の指導者たちは計画を立て、27年後、メンバ'一の中の有 
力実業家たちは、テンプル騎上団の公の顔となる多国籍企 
業アブスターゴ社を創立した。その千年の歴史の中で、ささ 
やかではあるが、この組織が表舞台に登場するのは2度 fj の 
ことだった。しかし、過去の過ちを繰り返すことなぐ彼らはア 
ブスターゴを表问きの顔とし、会社がもたらす財を十分に活 
用していく。その一方で、自分たちの正体や真の計両を明か 
すことなぐテンプル騎士団は水面下で活動を継続している 
のだ。 

長い歴史を有する他の組織同様、テンプル騎七団の B 標 
と手口は進化を遂げてきた。とはいえ、正統なテンプル騎士 
たちが目指すものは、一貫して“人類の向上”であった。男女 
を問わず、メンバーたちは科学と技術の進歩によって、この 
気高い目的を自ら果たすことになると信じて it まない。はるか 
昔にエデンの果実が発見されて以来、彼らはその驚くべき遺 
物を理解し、使用し、コントロールしようとしてきた。それは、強 


力な秘宝自体から人類を守るためであり、秘宝のパワーで全 
ての者にとってより良き未来を確保するためでもあった。エヂ 
ンの果実を獲得し、科学的方法の進展を推し進めるべく騎 
士団が取った手段が過激だったと言われる場合もあるが、そ 
のやり方は正しかった上、最終目檔の到達には他に選択肢 
がなかったと彼らは信じている。 

表面上、テンプル騎士団は、長年の宿敵であるアサシン 
教団と似たような0標を共有していたとされているが、各々 
の理想と手法は大きく異なっている。アサシンたちが自由意 
志を強く信じる一方で、テンプル騎士たちは、人間は自らの 
意志に從うのではなぐ誰かに導かれなければならないとい 
う発想に固執していた：騎士団の衍導若たちは、胸の内で 
は、自由意志などというアサシンの古臭い考え方より己の概 
念がより重要だとし、その実現に邁進した。 
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THE TEMPLAR ORDER: 

ABSTERGO INDUSTRIES 

テンプル騎士回:アブ スター ゴ社 

20 世紀となり、テンプル騎士団は新時代を迎えることとなる。産業革命 
で大きな進歩を遂げた科学や技術がさらなる前進を続けるならば、まだ 
誰も見たことがない世界の訪れにつながるのだと、騎士団の指導者たち 
は固く信じていた。この革新こそが、テンプル騎士団の民衆支配を強化す 
る機会となり、人類はより良き未来へと導かれていくのだと一一01910 
年、テンプル騎士 0のリーダーで、先見の明を持つ実業家集団が T 計画 J 
を打ち立てた。27年後、彼らは多国籍企業くアブスターゴ社〉を創設。会 
社はテンプル騎士団の表の顔として存続していくことになる。2012年現 
在、アブスターゴ社は世界最大の多国籍複合企業の1つとなったが、そこ 
で働く全員がテンブル騎士というわけではない。実際のところ屬士団に 
入団しているのは、全体の従業員のほんの一握りで、それ以外、アブスタ 
ーゴ社はごく一般的な会社として機能している。とはいえ、テンプル騎士 
の個々人は、会社の無尽蔵の資金で最先端科学を駆使した機械や装置を 
調達し、それらを利用して太古から続く知識の探求を続けている。 
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1: B :2 

HISTORY 

歴史 

1910年、テンプル騎士団の指導者たちは、ある 
r 計両」を練るために集合した。それは、ただ単に 
「計両」という名称で呼ばれる策略で、うまくいけ 
ば、資本主義における彼らの展望が認められるだ 
けでなぐ事実上、現代社会の礎になるのは確実 
だった。集合した中には、ヘンリー•フォードとラニ 
一•オールズの顔もあった。彼らは世界に“アッセ 
ンブリーライン”を敷いた。テンプル騎士団が資本 
主義者と従業員の両方を一様にコントロールする 
ために、現在も使用が続けられて V ゝる手段だ。そし 
て、テンプル騎士囲の資本主義における考え方 
一「計画」によって導入された——は、1913年 
の連邦準備金制度の成立を導いた。 

フォードとオールズは、1937年のアブ スター ゴ社 
創立メンバーでもあるが、会社員としての顔は、テ 
ンプル騎士団の隠れ蓑に過ぎなかった。この企業 
は、テンプル騎士団の資金を集め、科学的進歩 


の探求を続けるための芋立てだったのだ。テンプ 
ル騎上団のリーダーは、企業の創始者たちによっ 
て作られた「計画」の実現化の ツールと してアブ 
スターゴを立ち上げた。テンプル騎士たちは、素性 
や計略を決して明かさず陰で糸を引いていたが、 
念願達成のために企業の膨人な資金を注ぎ込ん 
で t 、った。アブスターゴ社を通じて、彼らは人類が 
限界まで科学の開発を推し進める手助けをすると 
同時に、世界経済の中心的存在にもなっていぐ 

アブ スター ゴ社は何十年も目立たず、公然に行 
動するようになったのは、20世紀末頃だった。その 
間、世界中にオフイス、研究所、その他の施設を構 
えた多国籍複合企業として始動させるため、着々 
と準備が進められていた。日寺間をかけて多数の大 
企業を傘下に収めていったのも、その一環だった。 

第2次世界大戦中、アブスターゴ社は、ヒトラー 
やスターリンがもたらす恐怖や不安な情勢を巧み 
に活用し、科学や技術だけでなぐ西側諸国の社 
会構造も計幽通りに発展するよう導いていた。ア 
ブスターゴやその他テンプル騎士団の息がかか っ 
た会社は、一見、従業員や労働組合を優先させて 
I ゝたが、実際は、人間は彼らの資本主義構想の駒 
に過ぎないと考えていたのだ。1948年の経済学者 
で米財務次官のハリー•デクスター•ホワイトの死と 


1954年の人工知能の父と呼ばれた数学者アラン- 
チューリングの死には、 アブ スター ゴが関与して t 、 
た。一説には、両荇ともテンプル騎士で、間の捉に 
背いたのだと言われている。さらに、1950年代初 
頭のイランとグアテマラの解放運動の裏にも同社 
が、 ゝたことを示唆する証拠が存在して t ゝるという。 

1963年のケネディ大統領暗殺にもアブ スター ゴ 
は一役買って t ゝたとの見方もある。それは、ケネデ 
ィがソ連との月面着陸共同計画の案を打ち出した 
のが原因だった。テンプル騎十団はエデンの林檎 
——第一文明のアーティファクト——が月面にも 
存在していると確信しており、ケネディのプロジェ 
クトが大きな脅威になると判断して暗殺を実行に 
移したのだ。アブ スター ゴはアメリカの宇宙計両を 
初めから支援しており、活動の大部分に資金提供 
を行ってきた。ゆえに計画の主導権を握りた I 、ヒ願 
ったのは至極当然の流れだった。このプロジェクト 
は、1969年のアポロ計_として実を結び、人類を 
初めて月面に到達させることに成功した。 

1970年代から80年代にかけて、アブスターゴ社 
は世界に及ぼす影響力を強化すべく活動を続け 
た。その過程で、企業債務の転送先となったアル 
ゼンチンなど、複数の園の運命を変えてきた。世 
界的な有力者たちがテンプル騎七団に加入した 
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り、協力関係を結んだり、あるいは不本意ながらも 
操られたりしたが、その中には、ニクソン政権やフ 
ォード政権で国務長官などを務めたヘンリー•キッ 
シンジャーや、イギリス第71代首相のマーガレット • 
サッチャーもいる。1991年、テンプル騎士たちは、 
ロシアの民主化を先導するボリス•エリツィンに手 
を貸した。そして、ゴルバチョフは失脚し、ソビエト 
連邦は崩壊した。 

2000年11月、テンプル騎士団の潜伏工作員ダ 
ニエル •クロスは、アサシン教団の導師を殺害し 
た。アブスターゴ社に戻ったクロスが但界に散らば 
るアサシンの様々な隠れ場所の位置を明らかにし 
たことで、全てのアサシン施設の一掃を H 的とした 
大粛清が開始されてしまう。長年の宿敵に対する 
大勝利を収めて勢いづ I ゝたテンプル騎士たちは、 
アブスターゴ社を隠れ蓑にしながら、“アブスター 
ゴの眼”の打ち上げに必要なエデンの果実の探 
索も続けていた。アブスターゴの眼とは、—体型 
の通信衛星で、彼らの最も野心的な試みの足が 
かりとなるものだった。 


1:B:2 

PROJECTS: 

GENERAL 

研究計画概略 

アブ スター ゴ社では、何百というプロジェクトが 
進行中だ。会社の専門は薬学研究だが、他の分 
野にも手を伸ばしている。 

会社の規模とグローバルな展望を考慮に入れ、 
アブ スター ゴの科学者と技術者が世界各地で多 
様なプロジェクトを実行してもゝたとしても不思議で 
はない。しかしながら、プロジェクトの中には、テン 
プル騎士団に関わる者たちにとって特に重要と思 
えるものもあった。それらの科学的研究計画は全 
て、科学や技術を通じて人類をより良 I ゝ未来へ導 
くという最終目標に根ざしている。多くは公にされ 
て1 、るが、選ばれたテンプル騎士にだけ知らされて 
I、る ものもある。 


以下は、現在、特に重要とされてきた計画だ。 


令ソフィア計画 

この 計画で科学者は、生体細胞に刻まれ、1 つ 
の個体から別の個体に生物学的に伝えられる情 
報を研究している。細胞が何を含んで^ゝるか、それ 
らが人類の発達にどう影響するのかを分析し、ァ 
ブスターゴ社は人間生理学の理解を深めようと 
目論んで t 、るの だ 。 t 、つか 同社の科学者が この プ 
ロセスを操作し、不治の病を予防できる日が来る 
のかもしれない。 


令レガシー計画 

データ蓄積スキャナー ( DSS ) プログラムで様々 
な被験者の記憶を探るのがレガシー計画だ。技 
術者たちは多様な被験者からデータを集め（デー 
夕は未公表）、被験者全体の分析を行った。これ 
によってアブスターゴ社は特殊な能力を持つ者を 
追跡、観察、隔離することが可能となる。そのうちの 
一部は、会社に雇用されたと言われている。 

安全面で問題があるため、この計画は中断さ 
れ、再開の見通しは立っていない。 


杳アニムス訓練プログラム 

この プログラムは、テンプル騎士団の新人及び 
ベテランエージヱントの双方にとって最も効果的 
なシミュレーション訓練を提供するものだ。アニム 
ス装置のバリエーションを利用し、被験者は、3次 
元環境で記憶の断片を探索することになる。しか 
し、 アニ ムス計画とは異なり、このプログラムの 目 
的は、特定の被験者の遺伝記憶を探索するもの 
ではなぐテンプル騎士団のエージェントを多様性 
に富んだ環境や戦闘条件で訓練することにある。 


この訓練プログラムで、各被験者は新たなスキ 
ルを磨き、過去の理解を深め、同時に能力も向上 
させることができる。さらには、アブスターゴ側はこ 
のプログラムを通じ、エージェントの成 M 過程を詳 
しくモニタリングできる他、被験者の中で最も才能 
がある者や、熱心に取り組んでいる者が誰なのか 
を見極めることも可能だ。 


♦ 新フッ化物計画 

名前が示唆する通り、新フッ化物計両のフッ化 
物とは、水道水のフッ素添加用に作られた全く新 
しいタイプの化合物である。水のフッ素化は、人々 
の健康状態をまとめて改善するための手段だ。だ 
が、アブ スター ゴ社は、この合成薬品の試験のた 
めに、小さな町の給水を秘密裡に操作したとして 
告訴されている。その姑果、 FBI が最近会社の医 
薬営業部門の調査に乗り出したため、この計幽は 
一時的に凍結されることになった。 

命アカシック衛星網 

2008年から実施されているアカシック衛星網 
は、地球軌道上を周回する通信、気象、観察衛星 
から成るネットワークである。 

杳アブスターゴの眼 

アブ スター ゴの眼は、様々な機能が搭載された 
一体型の通信衛星で、2012年12月21日に打ち 
上げが予定されて V ゝる。一度、地球低軌道に乗れ 
ば、この通信衛星はアカシック衛星網の要となる 
だろう。 
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CLASSIFIED 

MEMORY 

FRAGMENTS 

機密扱いの記憶の断片 

アニムス装置とデータ蓄積スキャナー （ DSS ) プログラムを 
用い、アブスターゴの科学者は過去の遺伝記憶を研究する 
だけでなぐそれを事実上追体験することを付能にした。歳月 
と: r 段を重ね、会社の技術者は数え切れないほどの記憶の 
断片を収集した。そのほとんどがまだ分析されていないが、全 
てが極秘扱いとなっている 




sUJiHisis 0 9 sis 8 V < £§Ga: i3i 3 Hi < SI3V U- —L A) 
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as 

ANIMI AVATARS 

ペルソナ 


3 次元環境でのシミュレーションの際、 アニ ムス訓練プログ 
ラムの被験#は、いろいろな人物に扮し、その時代に見合っ 
た格好で環境に紛れることが可能である. 
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>騎士 


>鍛冶屋 


>娼婦 



> 医者 > 盗賊 > 密売人 > 修道士 



>隊長 



>女道化師 



>技師 



>道化師 



>処刑人 


>ならず者 


>床屋 


>遊び人 
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THE TEMPLAR ORDERS 

THE ANIMUS 

テンプル騎士団:アニムス 


アニムス計画は、アブスターゴ社が現在行っている計画 
の中で、最も意欲的に取り組んでいるものだ。アニムスと 
は、被験者の DNA 内の暗号化された遺伝的な記憶を解除す 
る装置を指す。アニムス装置によって、祖先の記憶が3次元 
の仮想現実の中に投影され、被験者はその中を探索するこ 
とができる。 



I 









s__3Hi < s§0H3iUJi 3 Hi < SN0I1 3 Vd L 


A) 
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1:B:3 

HISTORY 


アブスターゴ社が最初に開発したアニムスのプロトタイプ 
は、遺伝記憶の世界的権威者の1人ウォーレン•ヴィディック 
の研究によって実現された。ヴィディックは、立ち上げ時から 
アニムス計両の監修をしており、17名の主要被験者の起用 
において人きく関与している。 

アニムスを用 V ゝた初期の実験は、遺伝記憶の探索以上の 
結果を出した。ウォーレン•ヴイディックは、この装置によって、 



記憶の本質そのものまで操作してしまったのだ。この初期の 
実験の1つに関わったのが、1998年から2000年の間にアサシ 
ン教団に侵入した潜伏丁作員の被験体4号だった被験体4 
号は、アニムスで被験者の記憶をコントロールし、捏造された 
記憶を植えつけるというアブスターゴの試みの成功例であ I 

この装置の実験はその後も続けられ、生み出される結果も 
成功だけではなかった。実用的価偵のある情報がほとんど得 
られないことも少なくなぐときには被験体16号のように、負 
何過剌のため被験者が正気を失ってしまった事例もあった。 
しかしながら、2012年9月、血統調査及び捕獲部門がヴィディ 
ックに最も有望な被験者——デズモンド•マイルズ——を提 
供した。被験体17号と呼ばれる彼は、アサシン、アルタイル•イ 
ブン•ラ•アハドの直系の子孫で、残りのエデンの果実の在り 
処を解き明かす鍵となる人物でもあった。 



アニムス 1.0 基幹コンビュータ 




>コンピュータコアと移送用ケース 


>コンピュータコア 
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一方、テンプル騎士団に悟られないよう、アサシン教団は 
1 密かに自分たちのアニムス装置——アニムス 2.0 ——を作り 

八 出していた。アニムス 2.0 は、アブスターゴ社から盗んだ設計 

| 図をもとに製された。 

ち： 

アニムス 2.0 は、教団に思わぬ成果をもたらした。この最高 
I 性能の装置で、アサシンたちはエデンの果実と超古代文明 

g の宝物庫の所在地を得ることができたのだ。しかも、その中に 

5 はテンプル騎土网もまだ知らないものも含まれていた。ところ 

p が、教 WI が秘宝を敵の手に渡さぬよう躍起になって v ゝる問に、 

テンブル騎士団のアニムス計豳は新たな局面に入っていた。 
それは、彼らの最も優秀で忠実なエージェントを訓練するため 
に、アニムス装置を大量牛産すると v ゝうものだった。 

6 
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1:B:3 

ANIMUS- 
GENETIC MEMORY 


遺伝記憶は、受胎の際に、親から子へと受け継がれる。ア 
ニムスを通して、先祖の最も古い記憶をたどることが可能だ 
が、出産時の衝撃的な瞬間を蘇らせるなど、被験者に重い负 
荷をかけてしまう。とりわけ悲惨な経験は被験者に害を及ぼ 
す危険性がある。前もって準備せずにトラウマ的な記憶にさら 
されることで、一生残る心理的なダメージを受ける結果になつ 
たり、死を招いたりする恐れもあるのだ。 


アニムス:遺伝記憶 

逍伝記憶とは、進化生物学の一学説で取り上げられてい 
るもので、それによると、ある種の DNA が記憶、経験、技能、 
知識を保管する役割をし、それらを先祖から了-孫へと伝えて 
I 、くという。この理論は、動物の本能を遺伝記憶の発現だと 
説明するものだ。直接経験したことがなくても、動物は移動や 
冬眠、繁殖といった行動を本能的に行汊こういった行動を 
起こす本能的能力に、遺伝記憶が関わっていると見られてい 
る„しかしながら、祖先の記憶の研究は牛来の枠を超え、その 


これにより、遺伝記憶探索のプロセスは、被験者の潜在意 
識を先祖の記憶に段階的に順応させることが必要になる。被 
験 ff を先祖のアイデンティティーにゆっくりと導く慎道な過程 
は同調化と呼ばれ、被験者と祖先の人間性を致させる作 
用をする。時間をかければ、被験者は次第に先祖の記憶に 
慣れ、違和感は薄れていぐさらに時間を重ねていくと、被験 
者のアイデンティティーが先祖の中で増強されるようになる。 
これは完全同調と V ゝうもので、 DNA 内で眠って V ゝた記憶が覚 
醒し、先祖の経験を通じて、被験者に伝達される現象なのだ。 


経験、能力、感情をたどって先祖の人生の鮮明な記憶にまで 


遺伝記憶の研究は最近の試みで、まだ完全に押:解されて 


達することとなった。そして、このような記惊は、 DNA の二重ら 
せん構造に暗け化されて組み込まれているのだ。 

遺伝記憶の理論は、アカデミアと^ゝった団体をはじめ、科 
学界で論争を巻き起こしている。部分的には、テンプル騎士 
団がそのような知識を抑制しているせいでもあるが、遺伝記 
憶は容易にアクセスできるものではないという理由から、この 
概念はエセ科学のレッテルを貼られてしまう。それでも、遺伝 
記憶は実践可能な学説であり、ウォーレン•ヴィディックによっ 
て進められているアニムス計画には欠かせないものだ。彼の 
30年に渡る研究は、人類史初の遺伝記憶への探索と t ゝう偉 
業を成し遂げた。 



はいない。先祖の記憶に人間の意識が順応する可能性があ 
るならば、それは、遺伝記憶がある程度解除されるよう意図さ 
れて t ゝる ことを示す。これは、 アニムス 2.0 を使ったデズモンド • 
マイルズの訓練の裏にある基本的な前提なのだ。 
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SJ 

ANIMUS- 
VIEWING 

アニムス:記憶の再現 

アニムスはプロジェクター及びシミュレーターとし 
て機能し、被験者の意識を3次元で再構築された 
祖先の記憶の中へと同化させていぐアニムスに 
よって再現された記憶を被験者が探索すると、プ 
ログラムは微妙に変化し始める。この変化はバー 
チャルリアリテイの誤作動として表わされるが、記 
憶を通じ、より詳細なナビゲートを被験者に施すこ 
とが可能だ。 


被験者を再現された記憶にスムーズに転送でき 
るよう、 アニ ムスは“記憶の回廊”と呼ばれる機能 
を利用する。これは、シミュレーションの外側に存 
在する孤立した仮想空間だ。何もないがらんとし 
たスペースとして出現する記憶の回廊は、使用者 
をアニ ムスに馴染ませ、そのインターフェイスに適 
応させる役割を持つ。またこのエリアは、被験者が 
経験する祖先の記憶とは隔離されたヴァーチャル 
トレーニングの フィー ルドとしても使われる。さらに 
は、ここから特別な調杏データの詳細にアクセス 
することも可能だ。 

記録の回廊は、被験者の意識を先祖の記憶に 
シンクロさせる手助けとして、アニムスに搭載され 
ている複数のアプリケーションの1 つで ある。従つ 
てアニムスは、適合性の高い記憶への同化を制 
限したり、危険な経験やトラウマ的な記憶、その他 


祀性の悪いデータを除外したりすることで、被験 
若の同調レベルを調節しているのだ。このプロセ 
ス は、 アニムス 2.0 という後続モデルでさらに改善 
がなされている。例えば、 アニムス 2.0 は、被験者の 
同調具合に比例して、流動的に記憶の再構築を 
行うことが可能だ。被験者の潜在意識がァニ ムス 
に馴染むと、装置がデータを分析してより深い記 
憶を再現して V ゝくようになっている。 

記憶の最深層部は先祖によって抑え込まれて 
V 、るもので、心理的ダメージを受ける危険が高い。 
そのような記憶は、非常に過激な感情の爆発を伴 
うことが多ぐ十分にシンクロがなされていな t 、限り 
は探索が不可能なのだ被験者がうまく先祖の抑 
圧された記憶を引き出すことができれば、デジャ•ヴ 
のような形でそれらを経験することもあり得る。 


C %—H, 






1:B:3 

BLEEDING 

EFFECT 

出血効果 

被験者が鮮明な幻影を通して祖先の記憶を体 
験する際の心身状態で、出血効果というものがあ 
る。これは、アニムス装置に過度のアクセスを行っ 
た結果起こる作用だ。先祖の記憶に被験者の意 
識内で出血傾向があることから、この名前が付け 
られたが、少なからず危険を伴うものである。制御 
できないヴィジョンが展開され、深刻な場合には、 
被験者は永久的な心理ダメージを被ってしまう。 

この出血効果はまだ解明されていない部分も 
多いが、最初に確認したのはアブスターゴの研究 
者ウォーレン•ヴイディックとルーシー•スティルマン 


で、彼らの実験中に発生した。意識内での出血の 
度合、 ゝは様々で、症状は通常、 アニ ムスへの移入 
具合に比例する。最近の実験では、この作用には 
利点もあることがわかってきた。使用者が先祖の記 
憶をたどれるだけではなぐ彼らの経験や能力も共 
有できるようになるのだ。 

アニムスへの 没入が出血効果の起因である 一 
方、症状は被験者がアニ ムスの 外に出てしばらく 
経ってから現われることもある。症状としては、幻 
覚、幻聴、悪夢、吐き気、痛みなどで、重 （ ゝ場合に 
は、冋復が困難な精神的損傷を伴う。 アニムスの 
副作用として認知される以前、これらの症状は、深 
刻な妄想型統合失調症や多重人格障害だと勘 
違いされていた。 

若年期にアニムスに入ると、出血効果の症状が 
悪化する。アブ スター ゴ社の実験では、少なくとも 
子供の被験者1人——被験体4号——にこの作 
用が現われたという。それと全く同じ症状が後に 
被験体16号にも起きている。長時間、危険な状態 


でアニ ムスにさらされていたため、彼の体調は悪 
化した。16号は同時に複数の先祖の記憶を体験 
し始め、やがて混乱や幻党、アイデンティティーの 
喪失などに見舞われた。 

深刻な出血効果が起こる可能性があるにもかか 
わらず、アサシンとテンプル騎十団は、制御できる 
範囲で アニ ムス実験を開始する。 アニ ムスのブラ 
スの面から得られるものが大きかったからだ。例を 
挙げるならば、被験者の隠れた潜在能力が解除さ 
れたり、被験者が先祖のスキルを使用可能になっ 
たりすることだろう。この技術を正しく活用すれば、 
幻覚などの副作用そのものにもアクセスでき、それ 
らを軽減できるようになるかもしれない。 
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FIRST CIVILIZATION 


第一文明 



第一文明の詳細は謎に包まれたままであるが'、“かつて来たリし者” 
として知られる当時の存在は、人類よりも先に地球に棲息していたと 
されている。人間同様、彼らもまた進化の産物であり、何十万年もの時 
間をかけて変化を遂げてきたのは間違いない。この古代の存在は今で 
は絶滅してしまつたが、彼らは非常に進んでいたため、現代の科学者ら 
古き者たちの技術に遭遇するだけの幸運を掴めた者はほんのわ 
ずかだ一一は、未だ先人の知識に気づき始めてすらいない。 


かつて来たりし者は解剖学的に人間によく似て V 、るが、彼 
らの方が上背があり、頭蓋骨は30%ほど大きい。頭蓋骨が大 
き t ゝのは脳が大き t ゝためだと理論づけられており、脳が大きい 
ことで、彼らが五感ではなく6つの感覚を有していて、時空間 
の知覚が鋭 I 、ことも説明がつぐ彼らはまた人間より寿命が長 
ぐその痕跡は、滅びてしまった彼らの文明の遺跡からだけで 
なぐ神話や伝説の中でも発見されている。一説には、南アフ 
リカ、ボスコツプ周辺の遺跡現場から発掘された頭蓋得の化 
石が、彼らの存在を裏づけて t 、るようだ。 


iav 2 n> 31 si<wl3vd—L 


A) 
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1:C 

国 

HISTORY 


かつて来たりし者の起源が t 、つ始まったのか、彼らがどのくら 
V 、の期間存在して t ゝたのかは定かではないが、遺跡で発見さ 
れた品々から判断すると、彼らの文明は、最盛期には地球全十 
に広がって t 、たと考えられる。何 T 年も前に絶滅してしまったも 
のの、彼らは高度に発 M した技術を所有しており、その科学的 
進歩は、現代科学がこれまでに達成できたレベルをはるかに超 
えていた。 


明の荞たちは肉分たちに仕えさせる U 的で人間を創り出し、複 
雑な技術装置であるエデンの果実を使用して確実に服従させ 
ようとした。しかし、かつて来たりし者たちは滅び、その一方で、 
多くの欠点があるにもかかわらず、最終的に人間は自由の身と 
なり、生き延びた。これは、 I ゝくつも供代を重ねるうちに、人間と 
第一文明の者たちが交配したことで誕生した混血種の人間だ 
ったゆえに nj 能になったのではな V 、かと唱える者もいる。つまり、 
古き者たちの DNA を持つ人間は、エデンの果実の影響に耐え 
られるようになったらしい。 

奴隷化状態が何世紀も続 t ゝた人間の初期世代は、遂に卞 
人に反逆し、戦争が勃発した。かつて来たりし者は優れた技術 
を持って I 、たが、人間は数で勝っており、この抗争で第一文明 
の者たちの多くが殺された。あげくの果てに大災害が地球を襲 


第一文明の者たちが自ら思い描く通りに人間を創造するこ 
とができ、自然の進化過程を促進させるだけでなぐ既存の種 
を変形させ、遺伝子構造を根本的に変えられたのは、その優れ 
た科学知識があったからである。しかしながら、遺伝子操作によ 
り、かつて来たりし者たちは、人間が持って V ゝた能力を奪ったり 
もした。彼らに比べると人間は t 、くぶん劣る存在で、その感覚機 
能は5つに限られ、毐命も短い。 

人問を隸属させたままにじ C おくために、占き者たちは人間 
の潜在能力をわざと制限したと考えられて t ゝる。実際、第一文 


い、唐突に戦いは終わりを迎えた。 

この大変動は、6万9000年前から7万7000年前の間に起こつ 
たトバ火山の大噴火として知られており、人類とかつて来たり 
し者の双方に大打撃をなえた。古き者たちにわずかな生存者 
が\ ゝたものの、やがて彼らも次第に滅びていぐ一方、生き残つ 
た人間は地球全土に散らばり、世代の経過とともに人口は増え 
TV ゝつた。かつて来たりし者が地球上から完全に消えるまで、何 
卜万年と t ゝう月日を要したが、トバ事変が彼らの社会を破滅さ 
せ、人類を新時代へと導 t 、たのは明らかだ。 
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この大災害後、第一文明の者たちの生残者は 
人問と閲わり続け、地球上の多くの社会的な局面 


を左右してきた。古代神——例を挙げるなら、ギリシ 
ャ、口ーマ、エトルリア、インド、中米などの古代文明 
の神々^■は、かつて来たりし者の影響を大きく受 
けており、人間は、理解し難 t ゝ技術を所有するこれら 
の存在を“神’’だと勘違 t ゝしたのだ。異なる文化の 
神話や神性に非常に多くの相似点が見られるとい 

A う事実は、この仮説の強力な裏づけに他ならない。 

6 

最近の研究では、自分自身をコーンスス、ジュノ、 
ジュピター、ミネルヴァと名乗る者たちは第一文明 
の担もゝ手だったと I ゝう確固たる証拠が見つかって 
いる。この者たちがそうなった経緯はわかっていない 
が、彼らは寿命が尽きた後でさえも人類に影響を及 
ぼして t 、たことは確かなようだ。 


1:C 

PIECED OF 
EDEN 

エデンの果実 

かって来たりし者たちは遠い昔に減んだが、彼ら 
の技術は時代を越えて受け継がれてきた。“エデン 
の果実”と呼ばれるアーティファ外は極めて稀な人 
エ物で、強大なパワーを備えている。かって人々は、 
これらの物体にはもともと魔力が宿って t 、ると信じ、 
異星人がもたらしたのだと想像をする者さえもいた。 
もちろんそうではない。その起源は太古にさかのぼる 
が、エデンの果実は、人類文明の最古の記録以前 
から存在する先進的技術装置なのだ。詳細は知ら 
れていな V 、ものの、エデンの果実の中には、人間の 

心理に反応する-ある V 、はマインドをコントロー 

ルできる——ように設計されて V 、た物もある。残存し 
続けたこの複雑な技術装置は、現代まで人間の歴 
史の方向性を決めてきたのだ。 


エデンの果実は、その所有者に大きな力を与え 
た。世界中の神話には、軍事、政治、神の権威の象 
徴としてエデンの剣や杖が登場している。一体どの 
くらいの数の秘剣や聖杖が創り出され、回収された 
のかは定かではないが、大抵こう t ゝったアーティファ 
クトは強力な指導者の台頭と同時期に存在してお 
り、彼らの多くは伝説に名を残している。ギリシャ神 
話の英雄ペルセウスがエデンの剣を駆使した最初 
の人物だとされ、アーサー王伝説の剣エクスカリバ 
一は、おそらくこのアーティファクトを基にしたのだろ 
う。フン族の王アッティラもエデンの剣を用いて大帝 
国を築き上げ、百年戦争でフランス軍を勝利に導い 
たジャンヌ•ダルクの手に握られて V ゝたのもエデンの 
果実の剣だと信じられている。 

常に権威の象徴であった杖は支配力を具現化し 
たもので、それを手にした者は、たちまち高 t 、地位に 
達するのだった。秘宝の杖の力が使用された最も古 
t 、例は、旧約聖書に描かれている。預言者モーゼは 
杖を操り、紅海を2つに分けたように見せた。エデン 
の剣は征服の武器であったが、王や統治者、預言 
者の手中に杖が I 、っも描かれて i ゝるように、その幻 
覚を見せるパワーによって、杖は権力を保持し、行 
使する理想の道具となっていた。エデンの杖の1本 
は、空前の大帝国を築き、史上再挙の征服者となっ 
たアレキサンダー大王のものとなり、別の1本はロー 
マ教皇の手に渡った。さらには、ロシア•ツァーリ国王 
室にたどり着 I 、たエデンの杖もあったという。1908年 
にこの杖は破壊されたが、その一部が発見され、たと 
え破片になっても強力なパワーを帯びていることが 
わかった。この木片の一番新 U ゝ所有者として知ら 
れているのは、ロシアのアサシン、ニコライ.オレロフ 
で、彼は渡米前にグリコリー•ラスプーチンの墓から 
それを盗み出したのだ。 


さらに、かつて来たりし者は様々な記録装置に依 
存してきた。何千もの装置が作られたのは間違いな 
いが、“マシャフの鍵”と呼ばれる5つの装匱はよく知 
られている。これによって、アルタイル.イブン•ラ•アハ 
ドの書物庫は封じられており、それぞれに彼の記憶 
が刻まれていた。 

アサシンとテンブル騎士の長きに渡る戦いは、ず 
っとエデンの果実をめぐって展開されてきた。ルネッ 
サンスの問、肉‘組織は不思議な治癒力を持つ聖骸 
布を奪 V 、合った。この型遺物が最初に登場したのは 
ギリシャ神話で、マルカス•ユニウス•ブルトゥスに用 
^、られたとされている。ルネッサンスの時代に、アサ 
シンがモンテリジョーニに隠したトリノの聖骸布は、 
テンプル騎士団の手に渡らぬようにアニャデッロに 
移された。またこれは、先天性異常の赤ん坊ジョヴァ 
ンニ•ボルジアの命を救うために使用されたとも言 
われている。彼は、ルクレツィア•ボルジアがスペイン 
人従者のペドロ •カルデロンとの間にもうけた息子 
だとささやかれており、エデンの果実のおかげで生 
き長らえることができたが、精神に奇妙な影響が及 
んだという。 

1520年、アサシン教団は南米で水晶髑體を発見 
した。これは、遠距離間でも、テレパシーでのコミュ 
ニケーションを可能にするエデンの果実である。時 
代を越えて残存して V ゝる水晶髑髏の正確な数は、 
未だ明らかにされていはいない。 

エデンの果実をめぐる争 t 、は今日まで続いている 
が、テンプル騎士団は相次 I 、で秘宝の獲得に成功 
しており、多くが今でも彼らの所有物となっている。 
数世紀を経て、これらのアーティファクトが厳密にい 
くつ回収されたのか知る者は誰もいない。 
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APPLES OF EDEN 


エデンの林檎 

誰もが切望するエデンの果実の中で、林檎は、人間を確実に 
従属させるよう設計された第 - 文明の技術の結晶であり、対象 
物の思考、感情、行動をコントロールする力を秘めている。人間 
はエデンの林檎の影響を受けやす t 、傾向にあるが、それは、第 
—文明の存在であるかつて来たりし者たちに対する服従を促 
すため、人間の遺伝子構造がとりわけこの秘宝に反応するよう 
にできて I 、るからなのだ。長 t 、歴史の中で、林檎は人勢の手に 
渡り、その所有者は例外なく世界を変えてきた。 

皮肉にも、人間が第一文明の主たちに従うのをやめた原因 
は、おそらくこの林檎にある。アダムとイヴは、かつて来たりし者 
に反抗した最初の人間だと信じられてきた林檎を奪った彼ら 
はそれを用いて人類を促し、第一文明の者たちに対する反乱 
を勃発させたのだ歴史を通じて、林檎の力は突出しており、 
紀元前12沢紀のトロイ戦争のような人事件をも引き起こしてき 
たと考えられる。 

林檎の力で人の心を操作できるという事実は、1129年にはま 
だ小集団だったテンプル騎士団によって認められた。1つの支 
配組織下で世界を統一すると I ゝう騎 I :団の願望がゆえに、彼ら 
は躍起になってエデンの果実、とりわけ林檎を求めたのだ。そし 
て、捜索は今日まで続いている。1191年、アサシン教団の大導 
師でありながらもテンプル騎上団と裏で通じて V 、たアサシン、ア 


ル•ムアリムは、•時的に林檎の力でマシャフの山岳城砦を掌 
中に入れた。結局はアルタイル•イブン•ラ•アハドに制されるの 
だが、師の敗北は、このエデンの果実をめぐるアサシンとテンプ 
ル騎十の熾烈な争 V ゝの時代の幕開けとなった。 

エデンの林檎は幅広 t ゝ用途の道具で、第一文明の知識が 
保存された記憶装置としての機能も持っていた。アサシン教団 
もテンプル騎上団も、この隠された知識を調査してきたが、秘宝 
に封じられた情報を入 T : し、利用しようとするテンプル騎士たち 
の執着は相当のものだった。林檎や同類のエデンの果欠の研 
究は、数々の科学的大発見や技術の躍進を招いた。特に、エデ 
ンの林檎は、他の秘宝を探知し、その在り処を世界地図の幽像 
に映し出すことができたのだ。アニムスを通じて2012年に再発 
見されたこの地 N は、テンプル騎士とアサシンが残りのエデン 
の果実を探索するのに不可欠なものだった。 

テンプル騎上 lil はこの捜索で優位に立っており、21世紀ま 
でに少なくとも5つのエデンの林檎の存在を認識していた。しか 
し、うち1つは、デンバー国際空港で破壊されてしまう。この影響 
で、予定されて V 、た通信衛星“アブスターゴの眼”の打ち上げ 
は2012年12月21日に延期されることになり、それ以降、林檎の 
捜索はさらに強化されている。 
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ルネッサンスレガシー 
帝国□シア 
現代史 








AN ANCIENT DIVINE 

古代の神 


テンプル騎士とアサシンの戦いは、人間の黎明期から現代まで、人類史を通じて繰り広げられてき 
た。人間のために目指す世界は同じでも、目的達成に最適だと考える双方の手段は根本的に異な っ 
ている。そこに根ざす彼らの哲学的相違は、幾多の衝突を弓|き起してきた。まれに壊滅的な結果を招 
いた例外はあるものの、今日、両者は政治の世界や陰謀の裏側で戦いを続けている。 その 一方で、前 
世紀までのテンプル騎士団とアサシン教団の争いは、はるかに暴力的で血なまぐさいものだった。 


まずは中世から話を始めよう 




THE THIRD 
CRUSADE 

第 3 次十字軍 

聖地奪還という大義名分のもと、アナトリアと中東を行軍 
した十字軍は、1099年7月15日、エルサレム市内に侵攻した。 
この出来事は、以後およそ2世紀に渡って行われる十字軍遠 
征の始まりとされている。第1次卜字軍の成功により、エルサ 
レム王国、アンティオキア公国、エデッサ伯国、トリポリ伯闽 
という“十字軍国家’’が成立したが、周囲のイスラム勢力と絶 
えず攻防を続けた結果、深刻な人材及び財源不足に見舞わ 
れ、これらのキリスト教諸国の情勢は常に不安定であった。そ 
れでもなお、テンプル騎士団とホスピタル騎士聞のような強 
力な軍事集 bJ | の支援を受け、アイユーブ朝の創設者サラデ 
ィン （= サラーフッディーン）がイスラム勢力をほぼ統一するま 
で、彼らは持ちこたえた。 

1176年、サラディンは、アサシン教団の本拠地であったマ 
シャフを占領しようと試みたが、包囲攻撃の際、アルタイル•イ 
ブン•ラ•アハドの父であるウマルが己の命を投げ打って仲間 
のアサシンを助けた。彼の犠科:により、教団はサラディンのマ 
シャフ制圧を阻むことができたのだった。1187年、サラディンと 
その部隊は、ヒッティーンの戦 t 、で十字軍を破ってエルサレム 
とアッカを奪回。1189年、マシャフの山岳城砦は、今度は十字 
軍によって狙われたが、アサシンたちは砦の死守に成功した。 
このときの活躍で、アルタイルはマスター•アサシンの称号を 
得る。卜字軍はアンティオキア公 N とトリポリ伯国は何とか守 
り抜 V 、たものの、その2国の掌握は非常に危う V ゝものだった。 


この情勢の変化に、ヨーロッパは劇的な反応を示した。口 
ーマ教皇グレゴリウス8世は、ただちにイスラム教徒であるサ 


ラセン人たちに対する十字軍の遠征を要求、ヨーロッパの貴 


THE MIDDLE 

AGES 

中世 


族がこぞってこれに応えた。第1次十字軍では、二流の貴族 
や土地を持たない騎十、自ら志願した大勢の農民が多数派 
を占めていたが、この第3回となる十字軍には、“獅子心王” 
と称されるイングランド王リチャード1世、“尊厳王”フランス 
王フィリップ2世、“赤髭王”神聖口ーマ皇帝フリードリヒ1世 
という当時のヨーロッパ三大君主が参加したので、“王の十 
字軍”とも呼ばれている。第一陣として出発したのは、フリー 
ドリヒ1世の遠征隊だった。彼らは陸路を進んでいたが、フリ 
ードリヒ1世は途中、落馬して川に転落、溺死。靼地に到着し 
たのは、総司令を失った兵隊のみだったと言われている。フィ 
リップ2世とリチャード1世は海路を選び、1190年、ともにマル 
セイユを出帆2人は途中まで同行し、フィリップ2世が先に進 
む間、リチャー H 世はイタリアに立ち寄り、シチリア王タンクレ 
ーディに捕えられていた妹ジェーン王女を救い、さらに東口一 
マ帝国領キプロス島を征服した。1191年6月、リチャード1世 
は聖地に到着し、すでにアッカの街を包囲していたフィリップ 
2世と合流してキリスト教徒軍の武力を増強1ヶ月後、アッカ 
は陥落した。しかし、何かと反目し合って t ゝた両王の意見は、 
略奪品の分配をめぐって物別れに終わり、フイリップ率いるフ 
ランス軍と残っていた神聖ローマ帝国軍の兵士たちは帰国 
の途に着いた。 
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リチャード 1 世はキリスト教徒軍を串いて地中海沿いを南 
下、エルサレム攻略の要衝となる港町ヤツファを目指す。だ 
が9月、サラディンが指揮するイスラム軍がヤツファの北、アル 
スーフで十字軍の行く手を阻んだ。ホスピタル騎士団とテン 
プル騎士団の精鋭が勝利を収め、ムスリム勢は撤退を余儀 
なくされた。ほどなぐ J チャード1世はエルサレム目前まで迫っ 
たものの、イングランド王としてなすべき使命を熟考した際、聖 
地支配に対する執着に揺らぎを覚える。そして彼はサラディン 
との和約の交渉に入り、十字軍が沿岸諸都市を確保する ▲ 
方で、エルサレムはイスラム側の所領とし、非武装のキリスト 
教巡礼者たちの通行の自由は認められるという‘‘ラムラの停 
戦協定”が締結された。これは、少なくとも一時の平和を約束 
するものとなった。 


SOLOMON'S 

TEMPLE 

ソロモン神殿 

1191年、アサシン教団の大導師アル•ムアリムより、ソロモ 
ン神殿の地下に眠る古代超文明の遺物——エデンの果実 
——を同収せよとの命を受け、アルタイル.イブン.ラ•アハド、 
マリク•アルシャイフ、カダール•アルシャイフの3人のアサシン 
は現地に出発した。そして、任務開始早々、アルタイルはあか 
らさまにアサシンの3つの锭に背いてしまう。一行が神殿へ 
通じるトンネルへ入った際、危害を加えられたわけでもないの 
に、彼は門番の老人を殺害した。マリクは淀を守ろうとしない 


彼を咎めるが、マリクの弟カダールは、アルタイルの暗殺スキ 
ルに魅了されるのだった。アルタイルはマリクの警告をはねつ 
け、任務を続行した。3人がテンプル騎士団の一行と出くわし 
たときも、アルタイルは再び锭を無視する。隠密行動を取る気 
など微塵もなぐ彼はマリクの制止を振り切って敵陣へと飛び 
込んでいった。しかし、テンプル騎士団総長ロベール.ド•サブ 
レへの攻撃は全く通用せず、アルタイルは「アル•ムアリムに 
聖地は諦め、今のうちに逃げ帰れと伝えよ」とロベール言い捨 
てられ、投げ飛ばされてしまう。足場から落下し、仲間と離れば 
なれになった彼はマリクとカダールを置き去りにして敗走、マ 
シャフのアサシン教団砦へ戻った。 

アルタイルが大導師に任務失敗の報告をして^ゝると、死ん 
だと思っていたマリクが姿を現わした。しかも、探し求めてい 
た秘宝——エデンの林檎-一を持って。大ケガを負ったマ 
リクは、弟カダールの死はアルタイルのせいだと責め立てる。 
そして、テンプル騎士団がマシャフに攻め入ろうとしているの 
も、彼の傲慢さの結果だとマリクは大導師に訴えるのだった。 


THE SIEGE OF 
MASYAF 

マシャフの包囲 

その後まもなぐロベール•ド•サブレとテンプル騎士の大 
軍がマシャフに到着、街に攻撃を仕掛けてきた。村人と砦を 
守り、侵略軍を撤退させるベぐアサシンたちは飛び出してい 
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ぐ民衆であろうとアサシンであろうと構わず斬り掛かるテン 
プル騎士たちに、たちまちマシャフは混乱に陥る。アルタイル 
や他のアサシンたちが敵の気を引いて V ゝる間に、民の多くは 
無事に砦内に逃げ込んだ。アサシンたちは必死に応戦したも 
のの、彼らは退却を余儀なくされてしまう。門前でアル•ムアリ 
ムと対峙したロベールは人質を殺し、エデンの林檎を渡さな 
ければ兵糧攻めにすると脅した.アサシン教団の大導師は断 
固として要求を拒み、自分の弟子たちは死を恐れるどころか 
歓迎するだろうと言い返す。この主張を証明するかのように、 
アルタイルと他数名のアサシンは本拠地の塔の上からダイブ 
し、一見、峡谷へ身を投げたかのように思えた。だがこれは、 
アサシンたちに反撃させるための目くらましだった < 無事に干 


し草の山に着地したアルタイルは、敵から M えない場所を移 
動し、大量の丸太が保管されて I ゝた別塔へと上る。塔の上部 
へたどり着くと、彼は丸太を縛って v ゝた縄を切断、丸太は建物 
の下に集結して I ゝたテンプル騎 I :団目がけて落下した。意表 
をつかれて大勢が負傷、もしくは死亡したため、ロベールの軍 
は撤退せざるを得なくなる。こうして、アルタイルの活躍で城 
砦は死守されたが、アサシンや民衆を危険に晒した原因にな 
ったと、アル•ムアリムは弟子の身勝手な行動とアサシンの信 
条を無視した事実を重視した。ソロモン神殿での任務失敗と 
アサシン教団にもたらした影響を考慮し、大導師は彼を降格 
させ、武器を没収した。 
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UNDERSTANDING 
THE CREED 

信条の理解 

大失態を演じたにもかかわらず、アルタイルは十字軍とイス 
ラム勢両軍の幹部の暗殺を実行することで、名誉を挽回する 
機会を与えられた。こうして彼は、9人の標的を求めてダマスカ 



ス、アツカ、エルサレム、アルスーフと旅をし、任務を遂行する 
中で、アサシンの信条の大切さを学び直すことになる。 

暗殺の最初の標的となったのは、ダマスカスの貧困地区 
で閤市場を取り仕切る武器商人タミールだった。現地に到着 
したアルタイルは、地元のアサシンから、下調べは自分で行う 
ようにと言い渡される。標的の居場所や出現時間などの調査 
はドっ端のやることなのだが、それも今は、マスター•アサシン 
の位を剥奪されてしまったアルタイルの仕事。彼は現実を認 
め、粛々と手順に従うことにした。タミールが V 、つになく大量の 
武器の取引を行おうとしているとの情報を得たアルタイルは、 
アル•シラー市場へと向かい、標的を追跡、暗殺した^タミール 
は死に際、0分はより大きな目的のために奉仕していたのだ 
と漏らす。タミール殺害後、アルタイルはマシャフに戻った。ア 
ル•ムアリムは、次にサラセン人の都市エルサレムへ赴くよう 


指示をする。そこでの標的は、タラルという名の奴隸商人だっ 
た。アサシン教団エルサレム支部の管区長となったマリクは、 
弟がアルタイルの慢心のせ V 、で死んだと I 、うのに、彼がのう 
のうと生きて t 、ることに未だ怒りを覚えていた。ゆえにマリクは 
あまり協力的ではなかった。調査の結果、街の番兵は、基本 
的にタラルが取り仕切る大規模な奴隸売買組織を見て見ぬ 
ふりして V ゝることがわかった。どうやらタラルがエルサレムの大 
物と通じているらしい。さらにアルタイルは、タラルが十字軍の 
統治する街アッカに奴隸を出荷しようとしている証拠も掴む。 

アルタイルは、遂にタラルの居所を突き止める。その奴隸商 
人は、奴隸として無理やり連れてきた者たちを監禁する倉庫 
にいた。タラルは番兵たちを動 li してアルタイルに攻撃を仕 
掛け、エルサレムの街路で激し V ゝ追跡劇が展開される 3 最終 
的に、アルタイルは獲物を地面にねじ伏せるが、タラルは息を 
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引き取る直前、自分の死は聖地でのテンプル騎上団の仕事 
に何ら影響を与えな t ゝと明かす。そして、これまでの行いは拉 
致した若たちの助けになって t 、たと自信を持って言い、自分こ 
そ救済者だと、タラルは最後まで主張したのだった。 

次なる暗殺対象はアッカにおり、十字軍とともに戦ってい 
た。医者でありながら、倫理にもとる虐待や恐ろしい人体実験 
を患者に行っていたホスピタル騎士団総長のガルニエ•ド•ナ 
プルスだ。また、ガルニエは実験台となる人間をエルサレムか 
ら送ってもらっており、それがほぼ問違いなくタラルが手配し 
た奴隸たちであると t 、う事実も、アルタイルは掴んでいた。こ 
うして標的のうちの2人のつながりが明らかになった。ガルニ 
エの病院を探し当てたアルタイルは内部に侵入し、標的の命 
を奪う。最期にガルニエは、自分は人助けをして t ゝただけで、 
人生に何の意味もなかった患者に目的を与えてやったのだと 
放言した。 

標的たちの告白に次第に煩わされつつも、アルタイルは、 
“ダマスカスの大窗豪”の異名を持つ商人アブル•ヌクドのも 
とへと移動する。手段を選ばず私利私欲に走るこの男は、飲 
食と娯楽に贅の限りを域くしていた。街の貴族が大勢出席す 
る大宴会が男の自宅で開かれると聞いたアルタイルは、人知 


れず会場に忍び込み、アブルが来寶に向かって行う挨拶に 
耳を傾ける。アブルは、サランディンの戦への賛同を訴えつつ 
も、貴族たちが自分の陰口を叩いて V 、ることは知って t ゝると言 
い、彼らの偏狭さを皮肉った。そして最後に、客に振る舞われ 
たワインには毒が入って I ゝる事実を明かすのだった。華やか 
な裳の席の雰囲気は一変、人々はパニックに陥った。そして、 
アルタイルは混乱に紛れ、標的に刃を振るった。アブルは、市 
民から金を奪ったのはサラディンの戦いの資金にするためで 
はなかったと胸の内をさらす。それは、アルタイル自身と同様、 
大いなる善のためのささやかな悪だったと……。一緒くたにさ 
れたアルタイルは憤慨するも、新世界はまもなくやってくると 
言い残し、アブル•ヌクドは絶命した。 

その後、アルタイルは5番目の標的を探すベぐ十字軍の拠 
点となっているアッカに戻る。次に狙うのは、モンフエラート侯 
ウィリアム。イングランド王リチャード1世に代わり、アッカを統 
治する執行官だが、そのやり方は抑圧的なものだった。すぐさ 
ま候を組み敷いたアルタイルは、リチャード1世獅 f 心王の殺 
害を目論み、アッカを息子コンラッドのものにせんとしたことを 
責め立てた。しかし、企てはアツカを市民に返すためで、圧政 
は来たるべき新世界に備えるためだったとウイリアムは言い張 
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った。新世界では、食料は全ての民に公平に行き渡り、犯罪 
は起こらず、兵は秩序と起立を守るのだと，自分を殺すアルタ 
イルの行為は、市民を救うどころか彼らを地獄に落とす——そ 
れが、相手の主張だった。 

標的たちが遺す謎めいた言葉を無視することができなくな 
り、一旦マシャフに帰ったアルタイルは、大導師に疑問をぶつ 
けた。アル•ムアリムによれば、アルタイルの刃に倒れた者たち 
は、ロベール•ド•サブレに忠誠を誓った高位のテンプル騎上 
だったらしい。それならば、彼らの未来の展望が共通していたの 
も辻棲が合う。大導師の説明に納得したアルタイルは、次なる 
標的マハド•アツディーンを求め、エルサレムへと出発した。 

サラディンの不在をいいことに、マハド•アツディーンは エル 
サレムの街を恐怖と威嚇で支配した。アルタイルは、アツディー 
ンが予定している公開死刑の最中に暗殺を決行することにす 
る。マリクから、処刑を待つ者の中にアサシンの仲間が I ゝると 
聞かされたからだ。群衆に紛れたアルタイルは、数名の死刑が 
実行された後に標的を襲い、囚われていた仲間を他のアサシ 
ンに救出させた。死にゆくこの暴君は、アルタイルの他の犠牲 
者とは異なり、単に権力欲しさにテンプル騎上団に入団したと 
告げた。アツディーンが市民を次々と処刑して t ゝた理由は、権力 
を行使できる立場を確保する以外の何ものでもなかったのだ。 

アルタイルが教団本部の砦に戻ると、アル•ムアリムは、新 
世界を築くと V ゝうテンプル騎士団の計画で担うエデンの果実 
の役割について語り出した。目の前の若きアサシンに、大導師 
は秘宝が持つ巨大な力を説いて聞かせたのだ。 I 相者とも、エ 
デンの林檎を二度とテンプル騎士団の手に渡さぬということ 
で意見が一致した。そうしてアルタイルは、さらなるテンプル騎 
士ジュバイル•アル ハキーム 探索のため、ダマスカスに向かう。 

ジュバ'イルはサラディンの御用学者でありながら、知識に 
対する軽蔑を剥き出しにしていた。知識は人々に叡智をもた 
らすどころか、その心を汚し、堕落させると思 t 、込んで^ゝたの 
だ。調査の結果、アルタイルはジュバイルが指示する不穏な 
行動を嗅ぎつけた。この神学者は、ダマスカス市内の書物を 
全て燃やすベぐ片っ端から本という本を集めており、さらに 
新世界について精力的に説教を行っているという。しばらく 
の間、ジュバイルの後をつけたアルタイルは、ダマスカスの民 
や文学に対する無慈悲な行為を目の当たりにした。彼は標 
的が大勢に演説を行っている最中、その命を奪う。息を引き 
取る直前、ジュバイルはアサシンの哲学につ I 、て明確な知識 
をさらし、アルタイルを教育が人間を平和な道へ導くと信じて 
I 、る愚か者だと罵るのだった。 

次のミッションに移る前に、アルタイルはそれまで得た情報 
を報告するため、再びアル•ムアリムに会いに行ぐ標的を追 
い詰めるたび、彼はアサシン教団の仕事に対する理解を深め 
ていった。テンプル騎士団が人々をコントロールしようしてい 


るが、アサシンたちは民を解放するために努力を続けている 
のだ。この知識を得たアルタイルは、チュートン騎士団総長の 
シブラントを見つけ出すため、もう一度アッカに戻った。 

アルタイルによって仲間のテンプル騎士が次々と倒れ、自 
分も狙われて t ヽると怯えるシブラントは、アッカ周辺のバトロー 
ルを強化じ r いた。テンプル騎士団が計画を実行に移した場 
合、海上を封鎖して外部からの支援部隊がアッカに入るのを 
阻止するため、シブラントは船着き場を制圧した。しかし、結局 
アルタイルに追い詰められ、その船着き場がシブラントの死に 
場所になってしまう。虫の息のシブラントは、テンプル騎士団 
の 秘宝—— エデンの 林檎^現世こそが全てで死の先 
には神の国どころか何も待っていな t 、ことの証だと必死にな 
って訴えた。また、このチュートン騎士団の総長は、人々を信 
仰という圧政から解放しようとしてテンプル騎士 brt に加わっ 
たとも打ち明けた。 

マハド•アッディーンの葬儀に参列するため、ロベール•ド. 
サブレがエルサレムに来ているとの知らせを聞き、アルタイル 
は現地に急行。そのテンプル騎士団総長を市内で暗殺する 
予定だったが、彼は待ち伏せ攻撃に遭ってしまった。番兵たち 
を片づけたアルタイルは、ロベールを押さえつけ、ヘルメット 
を剥ぎ取った。ところが、鉄兜の下から現われたのはロベール 
ではなぐ身代わりの女性だった。その影武者は、ロベールに 
個人的に仕えて t 、たマリア•ソープ。自身が画になることで、彼 
女はアサシンを欺き、ロベールに逃亡の時間を与えたのだ。マ 
リアの話によると、ロベールは、すでにアルスー フへ 発ったら 
しい。共通の敵となったアサシンにともに立ち向かうベぐ彼 
は十字軍とサラセン人のイスラム軍が手を組むよう両軍を説 
得しに行ったのだと言う。アサシンの信条に留意し、アルタイ 
ルはマリアを生かしたままにし、すぐさまアルスー フ へと旅立 っ 
た。己の使命を遂行するために—。 

アルタイルがアルスーフに到着したとき、十字軍とサラセン 
人の軍隊は戦 v 、の真っ最中だった。彼は、両勢力と剣を交わ 
しつつ前進して行ったが、なんとかリチャード1世のもとにた 
どり着くことができた。ロベール•ド•サブレとともにいたイング 
ランド王に、アルタイルはテンプル騎十団総長の背信を暴露 
し、真摯に事情を説明しようと試みた。アルタイルの訴えに口 
ベールは激しく反駁したが、リチャード1世は心が揺れ、神に 
判断を任せて2人に一騎打ちをさせることにした。最終的にア 
ルタイルは敵を討ち負かしたが、ロベールは死ぬ間際に衝撃 
の事実を打ち明ける。なんと、アル•ムアリムは、アルタイルに 
暗殺させたテンプル騎士の面々と、実は共謀していたという 
のだ。獅子心王に別れを告げ、アルタイルは己の師と対峙す 
るためにマシャフへと向かった。 



RETURN TO 
MASYAF 


CYPRUS 


マシャフへの帰還 

マシャフに戻ったアルタイルは、大勢のアサシン 
に行く手を妨害された。彼らはアル•ムアリムのエ 
デンの林檎に操られて V ゝたのだ。心を入れ替えた 
アルタイルを再評価してくれたマリクと、秘宝の影 
嚮を受けて V ゝなかった数人のアサシンたちもまた、 
アル•ムアリムの裏切りに気づき、アルタイルに協 
力を申し出た。仲間の援護もあり、彼は遂にアル • 
ムアリムのところにたどり着ぐ大得師は林檎の力 
を利用し、かつて倒した標的たちの幻影でアルタ 
イルを惑わそうとし、さらに己の分身も作り出した。 
他の者たちとは異なり、アルタイルの心をコントロ 
ールすることはできなかったが、アル•ムアリムはそ 
の身体の動きを封じ、人々が自由意志を持っ限り 
真の平和が訪れることはないと訴える。今や、帥と 
弟子と t 、う2人の関係は崩れ、見解が大きく異なる 
互いの気持ちは相容れず、彼らは命を懸けて戦う 
しかなかった。アルタイルの勝利とともに、アル•ム 
アリムがアサシンたちを操作していた力も消えた。 
その後まもなぐアルタイルはアサシン教団の指導 
者へと任命されるのだった。 


キプロス 

ロベール •ド•サブレが死に、聖地制圧と いう テン 
プル騎士団の野望は砕かれた。 ロベールの 後釜と 
して騎上団総 M となったアルマン•ブシャールは、 
叫へ移動する增備を開始し、アツカの波止場に船 
団を編成した。アルタイルが長を務めるアサシンた 
ちはすぐに敵の後を追い、波止場を襲撃以前口 
ベール. ド•サブレの替え玉をしていたマリア •ソー 
プを捕え、テンプル騎士団がキプロス島へ N かっ 
たことを間き出す。その地は、最近リチャード1世が 
購入したばかりだった。 

アルタイルはマリアを連れてキプロスに渡り、テ 
ンプル騎士団と闘うキプロスの抵抗組織と接触す 
る。ブシャールの島の支配力を弱めるため、彼らは 
協力し、キレニア、リマ ソールに t 、る 敵の主要メン 
バーを排除テンプル騎士団に対して熾烈な反乱 
を繰り広げる。戦いの混乱の最中、捕虜だったマ 
リアは逃亡に成功するが、総 M アルマン•ブシヤー 
ルの助けを求めたとき、彼はマリアを背徳者扱い 


して部下に彼女を逮捕させた。アルタイルにテン 
プル騎士団から救い出された彼女は、遂にかつて 
の敵アサシン教 hfl と手を組むことを決意。アルタ 
イルをリマ ソール 城地 F にあるテンプル騎上団の 
秘密の保管庫へと案内する。そして、そこで彼らは 
ブシャールと対決するのだった。 

ブシャールの話によると、テンプル騎上団の保 
管庫はすでに秘密の場所へと移設されており 、 m 
ローマ帝国下のキプロス太守だったイサキオス • 
コムネノスに守られているらしかった。キプロスの 
独裁者だった彼は、リチャード1世に捕えられるま 
で、テンプル騎士団に島を自由に統治させてい 
た。そして、獅子心王に秘密を見破られるのを恐 
れた騎士団は、島を買い戻そうとする。アルタイル 
とマリアが到着するまでに、ブシャールは保管庫を 
ほぼ空にしていた。ブシャールと斬り結んだ結果、 
アルタイルはアサシン教 M に勝利をもたらす。その 
直後、保管庫は突然崩れ出し、彼とマリアは間一 
髪脱出に成功した。 
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I キプロスを解放し、ブシャールを打ち破ったアル 

コ タイルは、エデンの林檎の秘密を追究し、研究給 


果を写本に記し始めた。マリアは、かつて忠誠を誓 
っていた組織のやり方や理想を捨て、完全にテン 
プル騎士団と手を切った。そして、アルタイルととも 
に歩むことを決心。やがて彼らは1193年に結婚し、 
ダリムとセフと V 、う2人の息子をもうけた^その後の 
数年で、アサシン教 W は変化の時代を迎える。ア 
ルタイルの改革で、それまでアサシンたる者を定 
義づけていた儀礼的要素の多くを切り捨て、教 
も 団の分散化を着実に進め、世界中に散らばるアサ 

シン小集！！のネットワークを築き上げた。1209年に 
なると、アサシンたちは、テンプル騎士団も同様に 
各地に拡散したことを知った。決して喜ば U 、事実 
ではなかったが、それがアサシンたちの決意をより 
強固なものにしたのは確かだった。 


MONGOLIA 

モンゴル 

やがて、モンゴル帝国初代皇帝チンギス•ハン 
の台頭が気になったアルタイルは、この君主の権 
力獲得にエデンの果実の関孕を疑い、調査を開 
始する。教団本拠地のマシャフ砦の統轄をマリク 
に任せ、彼は妻マリアと長男のダリムを連れて東 
を目指した。そして、モンゴルで地元のアサシン、 
クラン•ガルと出くわす。モンゴル皇帝が本当にエ 
デンの果実を所有して t 、るのならば、それは無祝で 
きる事態ではなかったのだ。 

1227年、一行はモンゴルに到着し、クラン•ガ 
ルとチンギス•ハン暗殺計画の詳細を練っていっ 
た。最初の試みは失敗に終わったが、ダリムとクラ 
ン•ガルによって実行された2度目の企ては成功し 
た暴君に対する揺るぎな V ゝ姿勢と暗殺時の活躍 
により、クラン•ガルはアサシンたちから多大なる称 
賛を得た。しかしながら、チンギス•ハンが実際にエ 
デンの果実を入手して t ゝたかどうかは、わからずじ 
まんゝだった。 


CIVIL WAR 

内乱 

アルタイルがモンゴルに赴いて不在の間、アッ 
バス•ソフィアンが彼の次男セフの殺害を首謀し 
て V 、た。アッバスはかつてアルタイルの友であった 
が、2人は長 I ゝこと確執を抱えて V 、たのだ。マリクに 
この殺人の濡れ衣を着せて投獄すると、アッバス 
はまんまとアサシン教団を乗っ取った。アッバスの 
命令によるマリクの暗殺は、彼の計両の最終局面 
で、アルタイルらがモンゴルから帰還した直後に実 
行に移された。この一連の出来事でアルタイルは 
理性を失ってしまう。憤慨した彼は、エデンの林檎 
を奪ってみろとアッバスを煽るが、この挑発は恐ろ 
LV ゝ結果を招くのだった。秘宝を狙って V ゝたアッバ 
スの腹心であり、セフを殺した張本人のスワミは、 
アルタイルの怒りで強化された林檎のパワーに心 
をコントロールされる。林檎の威力により、スワミは 
自身の身体に武器を突き刺し、さらに絶命前、アル 
タイルの傍らにいたマリアの首を掻き切ってしまっ 
た 3 妻の死に打ちのめされたアルタイルは、マシャ 
フから離れることを決意する。 

20年後、アルタイルは、アッバスが悲惨なほどに 
教団の統治を誤ってしまったことを悟り、マシャフ 
に戻った。そして、マリクの息子タズム•アルシャイ 
フの力を借りる。2人は協力して、アッバスから権 
力を奪う計画を立てた。多くのアサシンがアルタイ 
ルの帰還を歓迎し、自身の味方が如何に少ないか 
を実感したアッバスが降参したので、教団本拠地 
の奪取は容易に見えた愚かにも、アッバスはアサ 
シンを1人も失うことなく教団を奪還してみろと大 
口を叩き、その結果、アルタイルが放った銃弾に倒 
れることになる。こうして彼は、本当にアサシンの犠 
牲者を全く出さずに教団を取り戻したのだった。 
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>マフェオ•ポー □ 







: 







THE END OF 
MASYAF 

マシャフの終焉 

再びアサシン教団の指導者となったアルタイルは、砦内に 
書物庫を作るように命令し、訪ねてきた冒険家のニコロとマ 
フエ オのポーロ兄弟を招き入れた。同時に、彼はマシャフ内の 
教団本拠地の解体に着手した教団を一拠点で活動させて 
いくよりも、世界各地に多くのアサシンギルドを置くべきだと 
考えたからだ。チンギス•ハンの孫が串 I 、たモンゴル人たちが 
マシャフを襲撃した際、アルタイルはニコロとマ フエ オを街か 
ら逃がし、秘密の書物庫を開く5つの鍵をこの兄弟に託した。 
彼は書物庫を何世紀も封じたいと願ったのだ 3 写本も2人に 
渡したアルタイルは、ポーロ兄弟にアサシン組織を全世界で 
立ち上げるのを任せた。 


遂に、アルタイルは書物庫の入り口に立ち、息子のダリム 
に最後の時が来たと告げる。ダリルが立ち去るとすぐに、彼は 
書物庫に入って鍵をかけ、エデンの林檎を取り出した。己の 
運命はインクでしたためられて伝えられるのではなぐ血を受 
け継ぐ子孫によって伝承されるべきだと、アルタイルは悟った 
のだ。壁のくぼみにエデンの林檎を隠し、彼はゆっくりと椅/ 
に腰かけた。そして、死が迎えに来るまで、6つ目で最後の鍵に 
記録を刻むのだった。 


>ニコ□.ポー □ 
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i CIVILIAN 
! AND MILITARY 
I, CLOTHING DURING 
^ MIDDLE AGES. 

中世の市民と軍人の服装 


6 



>肉屋 



>下層階級市民 



>鍛冶屋 




>なめし革職人 


>魚屋 


>w つ 



>中流階級市民 
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> ダマスカスの精鋭兵 


>ダマスカスの一般兵 



>エルサレムの一般兵 


>エルサレム兵の頭 



>ホスピタル騎士 


>エルサレムの弓兵 



>十字軍騎士 




73 



: 


EE 

THE 

RENAISSANCE 

ルネッサンス 

ルネッサンスは、文字通りでは「復興 j の意味だが、 1 3世紀末から17世紀 
にかけてヨー□ッパ全体で起こった文化的成長の重大な復興の動きを表 
わすのに、歴史家が用いた言葉だ。ルネッサンスに当たる時期は、ちょうど 
中世の終わりと近代の始まりの間と重なっている。ルネッサンスは、イタ 
リアの文化運動が最も有名だが'、そもそもは古典文献などの知の遺産の 
再発見によって、古代ギリシャ、古代□ーマの文化に新たな関心が'向けら 
れるようになったことが弓 I き金だった。これが、ヨー□ッパの芸術、文学、科 
学、哲学の変革へとつながったのだ。 

ルネッサンスは事実上、イタリアのフィ レン ツェの街から始 
まった。フィ レン ツェはヴェネツィアと並び、中世の時代を定 
義づけ、それを支えた封建制度の崩壊の中で繁栄した共和 
国の1っである。活気づく貿易で銀行制度が創設され、フィレ 
ン ツェとトスカーナではメディチ家、ミラノではスフォルツァ家 
と I 、っナこ' 各地域で権力者の立場に就 t ゝた高名な家の富をさ 
らに増強させることとなった。力をっけた貴族は、触発を受け 
た芸術家たちのパトロンとしての活動も行うようにな I その 
芸術家の中には、ミケランジェロ、ラファ エロ、 ダ•ヴィンチをは 
じめ、建築、絵曲!、彫刻を大きく革新させた天才たちも含まれ 
ていた。学者と冒険家も同様に、自然の不思議を解明する旅 
に積極的に飛び込んで行った,彼らは自然を探求するうちに、 


“新世界”を発見する。例えば、火薬の進化が戦場での銃火 
器や都市部の祝祭の花火を作り出したように、彼らは技術の 
面でも画期的な前進を実現したのだ。 

西洋文明に与えたこれらの変改は、社会の在り方や人々 
の日々の考え方にも深 I 、影響を及ぼした。科学的、哲学的思 
考によって fA 統的なキリスト教会の正当性が揺るぎ出し、異 
論や改革の波に火が点くと、権威と民衆の信仰心を欲しいま 
まにしてきた教阜の《場も弱まっていった。イングランド、スぺ 
イン、フランスなどの国民国家が超強国になったのを受け 、 Mi 
様にイタリア統▲もするのでは、というウワサがイタリア都 I 节 
国家の通りで囁かれ始めた。古 t ゝ権力構造が新 U 、形に取 
って代わり、世問は野心に燃える者たちで搔き回されることに 
なる。様々な組織が出現し、彼らは他よりも優位に立って大勢 
に認められ、我れ先に栄光を掴もうと躍起になった。貴族も、コ 
ンドッティエーレと呼ばれる傭兵隊長を雇うなどして、互いに 
争った方、娼婦や盗賊はこうした恩恵を受けずに日陰者 
のままであったが、彼らは団結して、多彩なアングラ文化の手 
引きをした。判断力と想像力の炎はヨーロッパの人々の心で 
燃え上がり、ルネッサンスは過去と未来をつなぐ交差路となっ 
た。そして、その流れは豊かで、勢 v 、はどんどん盛んになって 
いくのだった。 


CONSPIRACY 

策略 

1476年、アサシンであるジョヴァンニ•アウディトーレは 、夜の 
間に紛れてフィレンツエを離れようとしていた4人の男を逍跡、 
彼らと戦った。ジョヴァンニは、フォレンツエの有力荞メディチ 
家転覆計両に関するウヮサを追っていたのだ。1人を逃がし 
たものの、彼は2人を殺し、残る1人を「豪華王」と呼ばれる口 
レンツォ•デ•メディチとウベルト•アルベルティのもとへと連行 
した。アルベルティは、「正義の旗手」の意味を持つフィレンツ 
エのゴンファ ロニエー レ（判事）の職に就いて t 、たのだ。 拷問 
の末、捕えた男は、ミラノ公ガレアツツォ•マリーア•スフォルツ 
ァとメディチ家の彼の支援者に対する晴殺計両の詳細を吐 
露する。ジョヴァンニはミラノに向かい、ミサのためにサント•ス 
テファノ教会に入る公爵の行列に参加した。その日はまさに、 
捕虜から聞き出していた暗殺実行の最終予定日であった。 


3 Hi <Ao:ol—S3 


AO 
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時間に間に合うように参列した彼は、貴族ジョヴァンニ•ア 
ンドレア•ランプニャーニによってスフォルツァ公爵が剌殺され 
るのを目擊することになる。スフォルツァ側の衛兵とランプニャ 
一二の共謀者がぶつかり合う中、ランプニャーニは公爵の郜 
下によって殺された。手がかりを得るためにランプニャーニの 
死体を奪ったジョヴァンニは、ヴェネツィアのドゥカート金貨が 
入った財布を発見する 3 それがこの殺人の黒幕へたどり着く 
糸 U だと信じ、ジョヴァンニはヴェネツィアへの旅の準備のた 
め、フィレンツェに戻った。だが、彼は知らなかった。ジョヴァン 
二の手から逃れたあの男——テンプル騎 I :団総長ロドリゴ • 
ボルジア——も、動き出していたことを……。 

ミラノ公の暗殺で暗躍していた者たちを見つけ出すベぐジ 
ョヴァンニはヴェネツィアの地を踏んだ。そこで彼は、答えを求 
めてドゥカーレ K に侵入、ヴェネツィアの権力者で役人のシル 
ヴィオ.バルバリーゴとマルコ•バルバリーゴの会話を盗み聞 
きする3ゝとこ同士の2人は、彼らの指導者に重大な手紙を届 
けさせるため、ローマに密偵を送ろうとしていた。その密偵は、 
警戒しながらヴェネツィアの通りを抜けて街から出ようとして 
いたが、ジョヴァンニは屋根の h から追跡を続けた。そして、 
人気のな t 、路地で男に飛びかかった。ジョヴァンニの攻撃は 
最初こそ密偵にかわされたが、2人は激しく揉み合い、遂にジ 


ョヴァンニが優勢となる。ところが、密偵はジョヴァンニのアサ 
シンブレードの刃を自分で突き刺して自殺してしまい、この男 
を#問して秘密を聞き出すという R 論みはかなわなかった。 

ジョヴァンニは死んだ密偵から手紙を网収し、フイレンツェ 
のシニョリーア広場に戻んそして、ロレンツォとアルベルテイ 
に会い、ヴェネツイアで発見した品を見せた。手紙は暗号化さ 
れていたので、アルベルテイはロレンツォに仕える聖職苕アン 
トニオ•マフェイに解読を頼む。その晩遅くにマフェイは解読 
を終えるが、アルベルテイは彼に読み解いた稀秘事項を教え 
ろと要求した。さらには、手紙の内容も解読に成功したことも 
口外しな t 、よう誓わせたのだった。 

アウデ仆ーレ邸を訪ねてきたマフェイに呼び出され、ジョヴ 
ァンニは出かけようとしたが、夜 M くの外出が彼の次男エツイ 
才の気を引いてしまう。エツイオは、ジョヴァンニの本当の職 
業をその時点では知らなかった。彼は心配そうな顔を見せる 
エツイオを安心させ、自分が不在の間は兄のフェデリコに手 
を貸して家族の曲倒を見るようにと言い聞かせた。再びロレ 
ンツォとアルベルテイと会ったジョヴァンニは、判事から手紙 
の解読ができなかったと知らされる。アルベルテイは、手紙の 
受取人を知るには、手紙を複製して口ーマに届けさせるしか 
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ないと主張。メディチ家とフィレンツヱの安全の確保のためローマまでの旅を 
買って出たジョヴァンニは、手紙を目的地まで届けることを約束した。ロレンツ 
才はジョヴァンニの申し出を認め、彼に謎に包まれた敵の掃を任せた。こうし 
てジョヴァンニは、その晩、フィレンツエを馬で出発した。 

手紙をローマの宛て先に配達した後、ジョヴァンニは、それが受取人の手に 
渡るまでの過程も追跡した。最終的に手紙が届けられたのは、ロドリゴ•ボルジ 
アだった。ロドリゴとの対決でジョヴァンニは傷を負い、相手に逃げ出す隙を 
与えてしまう。フィレンツエに帰ったジョヴァンニは、陰謀の一部は明らかにした 
ものの、もっと大きくて恐ろし I 、策略が控えて t 、ることを確信していた。 





THE EXECUTION 


処刑 

ある夜、父から頼まれた用事を終えたエツィオがアウディトーレ邸に戻ると、 
家はめちゃくちゃに荒らされていた。しかも、父と兄のフェデリコ、弟のペトルチ 
才がどこにも見当たらない。彼は敵と勘違も、されてメイドのアネッタに襲われた 
が、それを難なくかわし、彼女から父と兄弟がフィレンツェの番兵に捕えられ、シ 
ニョリーア広場に収監されたと知らされる。妹クラウディアと母マリアは無事だ 
ったが、母はそれ以来、 L 1 が利けなくなってしまった 3 アネッタは安全のため、2 


人を彼女の姉のもとへ速れて V ゝくと申し出る。妹と母をアネッタに頼み、エツイ 
才は父と接触するために広場へと向かった。 

父が投獄されている監房を見つけたエツイオは、ジョヴァンニが何らかの襲 
撃があるとは予想していたが、これほど早く起きるとは思っていなかったと聞か 
される。ジョヴァンニはエツイオに、書斎にある秘密郜屋の収納箱を見つけろ 
と指闐した。そして、箱の中にある物は、たとえ馴染みがな t ゝように見えても全 
て持ち出すようにと付け加える。さらにジョヴァンニは、箱の中にある手紙と文 
書を友人のウベルト•アルベルテイに届けて欲しいとも息子に頼むのだった。 




_ 


自宅に戻ったエツィオは、第六感の一形態である鷹の目 
を用い、ジョヴァンニの指示に従って秘密部屋の扉を見っけ 
た。秘密の部屋の収納箱には、父が言って I ゝたアルベルティ 
宛ての手紙と文書の他に、ローブー式と剣、壊れたアサシン 
ブレード、古びた紙切れ1枚が入っていた。家を出ようとした 
際、エツィオは番兵2人に襲われたが、なんとか彼らを倒した。 
そして、すぐさまウベルト•アルベルティを探しに行った。 

アルベルティは、会いに来たエツィオの顔を見て驚いた。何 
があったのかと訊ねられた彼は、その夜の出来事を判事に説 
明し、父から託された文書を手渡した。その文書にはアウディト 
ーレ家に対する陰謀の証拠が記されて t ヽるゆえ、法廷の場で、 
父と兄弟を助けることができるだろうとアルベルティは語った。 

ところが翌日、事態は予想外の展開を見せる。法廷の場に 
立ったアルベルティは、この件には証拠がな I ゝので、アウディ 
トーレ家の者たちの有罪は確定、全員を反逆罪で極刑に処 
すと宣告したのだ。エツィオは処刑台の父たちを助けようとし 
たが、無情にも3人とも首を吊られてしまう。そして彼は逃亡を 
余儀なくされた。 


EZIO，S REVENGE 


会って、この壊れた武器を修理してもらうよう提案する。ジョヴ 
ァンニの所有物の1つだった写本の断片の助けにより、レオ 
ナルドはアサシンブレードを直しただけでなぐ装着者が薬指 
を切断しなくて済むよう改良も加えることができた。ところがエ 
ツィオが工房を出る直前、番兵が玄関に現われた。生き残っ 
たアルディトーレの家族に関する情報を集めているという。レ 
オナルドが何も知らなぐゝと答えた途端、番兵が何か隠している 
だろうと暴力を振る I ゝ始めたので、エツィオが新し t ゝ武器です 
ばやく兵を刺し殺し、友の危機を救った。レオナルドの無事を 
確認した彼は、その場を後にした。 

準備が整ったエツィオに、パオラはサンタ•クローチェ修 
道院の方角を指差した。なんでも、その回廊で画家ヴェロッ 
キオの新作が披露されるらしい。街全体が厳戒態勢にあった 
ため、気づかれずに会場に近づくのに、エツィオは習得した 
ばかりの技を使わねばならなかった < 修道院の庭に入ったエ 
ツィオは、ロレンツオ•デ•メディチとウベルト•アルベルティの 
会話に聞き耳を立てた。ロレンツォは、アルベルティのアウデ 
ィトーレ家に対する裏切りとメディチ家と敵対するパッツィ家 
の扱いを判事に問いただす。フィレンツヱを乗っ取ろうとする 
巨大な陰謀には、パッツィ家が荷担して t 、るようだった。その 
後、エツイオは判事に近づき、相手が助けを呼ぶ間も与えず 
に暗殺した。 


闕 


エツィオの復謦 

処刑の後、エツィオは恋人のクリスティーナ•ヴェスプッチ 
に会 V ヽに行き、何が起こったのかを説明した。打ちひしがれた 
彼を見て、クリスティーナはエツィオがジョヴァンニたちの遺体 
の在り処を突き止める手伝いをしようと決める。3人は弔いの 
儀式を受ける権利があるというエツィオの意見に同意したか 
らだった。その後、エツィオは彼女に自分と一緒に来る気があ 
るかと訊ねたが、クリスティーナは逃亡者となった彼にはつい 
ていけないと首を縦には振らなかった。 

それからエツィオは、アネッタの姉の娼館“ラ•ローザ•コル 
夕” （= 摘み取られたバラ）へ问かった。母と妹はそこにかくま 
ってもらっていたのだ。フィレンツェの高級娼婦をまとめるバオ 
ラは、ウベルト•アルベルティに対する復讐計画をエツィオか 
ら聞き、支援を申し出る。パオラは、人混みの中で目立たずに 
移動し、ありふれた風景の中に溶け込む方法、そしてスリの技 
をかなり効率よくエツィオに伝授してくれた。 

エツィオの訓練が終わり、あと必袈な物は然るべき武器だ 
けだとパオラは言った。彼女は、エツィオが父の書斎から持ち 
出したアサシンブレードを取り出し、レオナルド•ダ•ヴィンチに 


MONTERIGGIONI 

モンテリジョーニ 

エツィオはバオラの娼館を離れ、母と妹を連れてトスカーナ 
のモンテリジョーニへ出発した。そこには、伯父で傭兵隊長の 
マリオ•アウデ仆ーレが暮らしているのだ。旅の途中、3人は 
エツィオの長年の宿敵ヴィエリ•デ.パッツィとその部下の待 
ち伏せ攻撃を受ける。エツィオが全力で敵と戦っていたとこ 
ろ、マリオが自身の兵と一緒に参戦し、ヴィエリを退けた。マ 
リオの案内で一行はヴィラ•アウディトーレに到着するが、伯 
父はエツィオにここに滞在して戦闘の仕方を学べと主張、そ 
の方が家族を守れると説得した。結局、エツィオはその言い分 
も一理あると利断し、マリオから訓練を受けることに同意した。 

マリオはそれからの2年間、エツィオをトレーニングして過ご 
した。同時に、彼は甥に、ジョヴァンニの本当の職業を打ち明 
け、アサシン教団のことやテンプル騎士団との闘争について 
も語った。真実を知れば、エツィオがモンテリジョーニに留ま 
り、父の後を継いで写本の断片を探し、宿敵と戦おうと考え 
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て直してくれるかもしれな t ゝと思ったからだった。しかし、スペイ 
ンへ行くと t 、うエツィオの意志は固かった。そんな折り、ヴィエ 
リが兵を召集して襲撃を計画して V ゝることが判明する。マリオ 
は部下を引き連れて、ヴィエリの悪事を止めさせるべくサン•ジ 
ミニヤーノに向い、エツイオも伯父の後を追った。 


SAN GIMIGNANO 

サン•ジミニャーノ 

マリオに追いついたエツイオは協力を申し出、伯父は喜ん 
で受け人れた。ヴイエリはテンプル騎十ゆえに、アサシンのマ 
リオたちに対して面倒事を起こしているとも取れたが、その裏 
には、もっと根深 V 、に何かが起凶して V ゝるのではな t ゝかとマリ 
才は疑っていた。やがて一行は、サン•ジミニャーノの街が封 
鎖されていることに気づく。そこでエツイオは、防護壁を越え 
て侵入路を見つけ、門番たちを倒してマリオたちのために扉 
を開ける任務を課せられた。 


一旦市内に人ると、マリオたちの傭兵は分かれて、市内を 
パトロールしているヴィエリの兵たちの気を引くことにした。彼 
らが再び合流したとき、エツィオはヴィエリの相手をする小集 
団の指揮を任された 0 —方の伯父と他の傭兵たちは、番兵を 
片づけに行った。エツィオは、サン•ジミニャーノの別の門の 
近くで、一連の陰謀の共謀者たちが密会している場曲に出く 
わす。スペイン人とおぼしき男が、バッツィの面々に今後の指 
示を出しているのをエツィオは立ち聞きする。彼らが解散する 
と、兵たちがやってきて、ヴィエリに街が攻撃されていると報 
告した。そのパッツィ家の若者は、戦いに手を貸すために駆 
け出していった。 

ヴィエリを追って、街を取り關む城壁の塔の上にやってき 
たエツィオは、彼の暗殺に成功した。サン•ジミニャーノを離れ 
るとき、家族の宿敵を倒すというエツィオの意志は強いもの 
になっていた。そして彼は、父が残したリストを参考に、テンプ 
ル騎 I :たちを討減させると心に決めた。 


>サン•ジミニャーノ 



79 










CIVILIAN 
AND MILITARY 
CLOTHING 
DURING THE 
RENAISSANCE 

ルネッサンス期の市民と軍人の服装 




>火縄銃を持つ兵士 




>斧槍を持つ兵士 


>兵士 


>クロスボウを持つ兵士 
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> ト スカー ナの農民 


>トスカーナの農民 


>音楽家 


>鍛冶屋 


>仕立て屋 


>フィレンツェの芸術家 


>ヴエネツイアの商人 
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THE PAZZI 
CONSPIRACY 

パッツィ家の陰謀 

フィレンツェに戻った エツ ィオは、陰謀者たちの密会の場に 
潜入する。スペイン人——ロドリゴ•ボルジア"は教皇シクト 
ゥス4世が彼らの計画を祝福じ G ゝると言い、襲撃はサンタ•マ 
リア•デル•フィオーレ大聖堂で予定されているとフランチェス 
コ•デ•バッツィに付け加えた。その後まもなぐフランチェスコと 
共謀者たちは計画を実行、 エツ ィオが阻止しようとしたものの、 
彼らはロレンツォ•デ•メディチに重傷を負わせ、弟ジュリアーノ 
を殺害してしまう。ロレンツォの安全を確保した後、 エツ ィオは 
陰謀者たちの追跡を開始する。シニョリーア広場で激戦が展 
開する中、フランチヱスコは エツ ィオの手を振り切って逃亡を 
試みる。執拗な) a 跡の末、彼はフランチェスコを追 t ゝ詰め、/ j 、 
の根を lh めた。計画の立て直しが不可能だと悟ったヤコポ. 
デ•パッツィは、街から逃げる道を選んだ。 


後に、ロレンツォはェツィオに他の共謀者のリストを渡す。そ 
こには、アントニオ•マフェイ、フランチェスコ•サルヴィアーティ. 
リアーリオ、ベルナルド•ディ•バンディーニ•バロンチェッリ、ス 
テフ ァノ •ダ •バニョーネの 名前が並んでいた その 情報を手が 
かりに、ェツィオは残りの男たちを探し始めた。そして、彼らがヤ 
コボの居場所を暴露してくれるのを願っていた。 

聖職者アントニオ•マフェイはサン•ジミニャーノにおり、メディ 
チ家の害悪につ I ゝて市民に説いていた t 複数のづ兵を身の周 
りに配すると t ゝう厳重な曾戒を敷いて V 、たにもかかわらず、彼 
は市内で一番高い塔の上でェツィオに殺された。 

1479年、 エツィオはフランチェスコ•サルヴィ アーティの居場 
所を突き止めた。ピサの大司教である彼は、トスカーナの村に 
引きこもっていたのだ。マリオ伯父の部下の助けを借り、 ェツ 
ィオは その村にたどり着くとマフェイと戦った。大司教は ヤコ ポ 
の居所につ t 、て何も手がかりを寄こさなかったが、 ヤコ ポはテ 
ンプル 騎士と会うときだけ隠れ場所から出てくることを言い残 
して死んだ。 
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サルヴィアーティを始末した エツ ィオは、ベルナルド•ディ•バ 
ンディーニ•バロンチェッリを追跡してサン•ジミニャーノに戻っ 
た。 エツ ィオはバロンチェッリを捕えて死に追 V ゝ やったが、怠を 
引き取る間際、彼は エツ ィオに、テンプル騎士は召集がかかる 
と、常に教会で会うとの情報を明かした。 


ことに気づいたロドリゴは、番兵たちに侵入者が逃亡する前に 
殺せと命じる。だが、エツィオはすばや V ゝ動きで番兵を始末し、 
瀕死のヤコポのとどめを刺した。 

こうしてメディチ家に対する脅威は消え、エツィオはフィレン 
ツエに帰還した。 


THE VENETIAN 
CONSPIRACY 

ヴエネツイアの謀略 


テンプル騎士 hfl の影響がフィレンツェだけではなぐ他の地 
域にも広がって v 、るのを 知り、 エツ ィオはヴェネツィアに赴くこと 
にした。そこには、陰謀の共犯荇の1人が t ゝるからだった。道中 
のアペニン山脈で、彼はレオナルドと合流ヴエネツイア行きの 
船に乗るため、緒にフォルリ近郊の波止場へ向かう。 


ヴエネツイアに到着したエツイオとレオナルドは、街案内を 
受けている間、セタ宮の主でヴエネツイア商人ギルドの長エミ 
リオ•バルバリーゴが市民を抑圧しているとのゥワサを耳にす 
る。 その後レオナルドは、協力が必要なときは I 、つでも歓迎す 
ると言って自身の工房へと去って v 、った。友と別れたエツイオ 
は、気になっても、たセタ宮の調査を開始する。宮殿を観察して 
V 、たとき、みずぼら U 、身なりの男たちの集団が門番の兵を挑 
発してもゝる場面に出くわした。番兵が彼らに気を取られている 
間に、若 t 、女性——ローザ——が壁をよじ上って V ゝくのを エツ 
イオは目撃する。彼女は、エツイオ以上の壁登りの技能とジャン 
プカであっと t ゝう間に屋根へと駆け上がっていぐその顔にエ 
ツイオは見覚えがあった。ヴエネツイアに到着してすぐに彼にぶ 
つかったスリだったのだ。しかしながら、彼女は途中で弓兵の矢 
に太腿を射抜かれ、撤退せざるを得なくなる。 


遂に エツ イオは、ステファノ •ダ•バニョーネの 潜伏場所がトス 
カーナの修道院だと t ゝう事実を掴む。彼は兜職者の中に紛れ 
て エツ イオの目をごまかそうとしたが、この若きアサシンは敵を 
見つけ出し、他の修道僧たちの目の前で手にかけた。絶命直 
前、ステファノはヤコ ポの 発見につながる重要な手がかりを遺 
す。テンプル騎士団は ローマの 神々のすぐ近くで会うと言うの 
だ。 それは、古代 ローマの 神が祀られ る 遺跡を意味して V ゝるに 
m 、なかった。 エツ イオは、次の密会の日にちが記された手紙 
をステファノから奪い、サン•ジミニャーノへの帰路についた。 

会合当日の夜、エツイオはヤコボを求めてヴォルテッラ近く 
の ローマ 劇場の遺跡までやって来た。そこで ロドリゴ •ボルジア 
は、計画を台無しにしたとして憤りを露にし、期待に応えなかっ 
たヤコポに短剣を突き立てたその場にアサシンが潜んでいる 


エツィオは彼女を助けて追っ手を振り払い、仲間の待つゴン 
ドラへと連れて^、った。ヴェネツィアの運河を使い、彼らは盗賊 
ギルドの本拠地へと向かう。そこで出会ったアントニオ——ギ 
ルドの長であり、実はアサシンでもあった——はエツイオのテン 
プル騎士団に対する仕事ぶりは知っていると明かす。アントニ 
才の組織はエミリオ.バルバリーゴ打倒計画を進めており、エ 
ツィオは協力を申し出た。そして、盗賊たちから新 u ゝ技を学び 
つつ、アントニオのための仕事をこなして v 、った。 

1485年、全ての準備が整い、アントニオはいよいよ作戦を 
実行に移すことにした。ミッションの最中、エツィオはエミリオ • 
バルバリーゴともう1人の男——後に、十人委員会の1人で提 
督の側近、カルロ•グリマルディと判明する——の会話を立ち 
聞きする。エツイオはエミリオを暗殺し、グリマルデイの動きを 
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探った。グリマルディは、ヴエネツィアの審問官シルヴィオ•バ 
ルバリーゴともつながっていたのだ。グリマルディは総督モチ 
エニ ーゴの信用を得ようと努めてきたらしいが、そのモチ エニ 
ーゴこそ、彼らの暗殺の対象者だった。グリマルディは、計画に 
つ t 、て話し合うため、シルヴィオので、とこであるマルコ•バルバ 
リーゴとマルコの護衛ダンテ.モロとも待ち合わせをしていた。 

ドゥカーレ宮に侵人するため、エツィオはレオナルドが発明し 
た飛行装置を使わせてほ U ゝと彼の工房まで頼みに行ぐ試 
験飛行で、エツィオは空を飛べたものの、どうしても飛距離が足 
りなかった。レオナルドは思案に暮れるが、ひよんなことから、熱 
I ゝ空気の上昇気流を利用して長く飛べる方法を思 V ゝつぐそこ 
でエツィオはアントニオの盗賊を経路上の何ヶ所かの建物に 
配匱し、彼らに屋根の上で焚き火を起こしてもらった無事に空 
から宮殿内部に人れたエツイオはグリマルディを処分したが、 


この陰謀者はすでに総督に毒を盛ってしまっていた。毒が回 
ったモチェニーゴは、暗殺はエツイオの仕業だと勘違いして 
混乱、犯人扱 I ゝされた彼は街から逃げ出さねばならなくなった。 

1年後、ヴェネツィアに戻ったエツィオは、グリマルディから 
奪った写本の断片をレオナルドに渡す。そこには、小型銃を搭 
載したアサシンブレードの設計図が載っていた。新たな武器を 
装着したエツイオは、ヴェネツィアの娼 ㈣ を仕切って t 、るテオド 
ラ•コンタントのところに行く。彼女からの情報によれば、新総督 
となったテンプル騎士マルコ•バルバリーゴに接近できる絶好 
の機会となる祝宴が近々開かれるらしかった。ただしそのため 
には、カーニヴァルで行われる試合を勝ち進み、優勝して金の 
仮面——祝宴へのフリーバス——を獲得する必要があるとい 
う。その全ての勝負でエツイオが勝ったにもかかわらず、優勝 
者はダンテ•モロだと発表される。どうやら、最初から筋書きはで 




き上がって V ゝたようだった。そこでテオドラの娼婦たちに手伝っ 
てもらい、エツィオはダンテから金の仮面を盗み出す。こうして 
彼はマルコ•バルバリーゴの祝宴会場で総督に近づき、銃火 
器を使って一撃で射殺した。 

しばらくして、エツィオは傭兵隊 M のバルトロメオ•ダルヴィア 
ーノと会い、彼の部下たちの救出に一役買うことになった。そし 
て、バルトロメオの傭兵に市内で騒動を起こさせ、シルヴィオ* 
バルバリーゴの手 F を海軍造船所アルセナーレからおびき出 
す作戦を実行した。エツィオがシルヴィオとダンテを倒したこと 
で、モチヱニーゴ暗殺に嚙んでいた者は全て始末された。だ 
が、前総督に対する策略は、キプロス行きのテンプル騎士団 
の船が無事に出航するための目くらましでしかなかった事実を 
エツイオは知るのだった。 


INDUCTION 
INTO THE 
BROTHERHOOD 

アサシン教団への仲間入り 

1488年、ローザはエツィオに誕生日の贈り物を手渡す。それ 
は、アルセナーレ港の入港予定薄だった:中を見ると、キプロス 
へ発ったテンプル騎士同の船がじきに戻ってくることになって 
いる。連中は、強大なパワーを持つアーティファクト、エデンの 
林檎をヴエネツィアに持ち買ってくるに違いない。そう踏んだエ 
ツィオは、アルセナーレ港に張り込んだ。そして、秘宝が人って 
I 、た箱を運んで I ゝた兵士を殺して入れ替わり、ロドリゴ•ボルジ 


アに接近。ボルジアたちとの激戦が始まると、伯父マリオ、狐と呼ばれる盗賊、ア 
ントニオ、バルトロメオが姿を現わし、 エツ イオに参戦した。ロドリゴは逃げたが 
エツ イオと仲間たちは無事に林檎を手に人れる。 

その場にパオラ、ニッコロ •マキャヴェリも到着し、やがてエツイオは、正式にア 
サシン教隨への仲間入りを果たした。 

BATTLE OF FOR LI 

フォルリの戦い 

1488年にロマーニャの街で起きたフォルリの戦いでは、貴族のチェッコ•才 
ルシとルドヴイコ•オルシとアサシンたちが衝突した。テンプル騎十団に雇われ 
たオルシ兄弟は、フォルリの城主、カテリーナ•スフオルツエの C き夫ジローラ 


モ•リアーリオが作成した地図を奪うために街を襲撃。その地図には、イタリア 
全土に散らばった写本の断片の在り処が記されており、断片を集めて写本を 
完成させれば、第一文明の宝物庫への道が開けるのだった。 

エツ イオと ニッコロ •マキャヴェリ率いるスフォルツァ軍はフォルリの城塞を 
死守したが、オルシ兄弟にカテリーナの子供たちを人質に取られてしまう。2人 
は子供たちの命と引き換えに、写本の地岗と エツ イオが持ち込んだエデンの 
林檎を渡せと脅迫する敵の脅しに屈することを招み、 エツ イオは街から密か 
に抜けてカテリーナの子供たちを救出し、ルドヴ イコ. オルシを抹殺した。 しか 
し、 エツ イオがフォルリを留守に している 間に、 チェッコ •オルシは街に攻撃を 
什掛け、マキャヴェリとカテリーナから林檎を奪ってしまって いた。 

オルシ兄弟の片割れの後を追うエツイオは、敵兵を蹴敗らして街から山脈 
へと入り、遂にチヱッコを暗殺した。エツイオが林檎を奪還したのも束の問、チ 
ェッコが最後の力を振り絞ってエツイオの腹部を 短剣で 剌してしまう。不意打 




ちを喰らって意識が薄れゆく中、エツイオは黒衣の修道僧が傍らに立ち、林檎 
を持ち去るのを見た。この僧は、ジローラモ•サヴォナローラだった。 

カテリーナの介抱を受け、エツイオはやがて意識を取り戻す。林檎は失われ 
たままだったが、彼女の統治下にあったフォルリの街は安全を取り戻していた。 
感謝の印として、カテリーナはエツイオに写本の地図を渡した。 

SPAIN 

スペイン 

エデンの果実をめぐる長い歴史を紐解くと、イタリア人冒険家クリストファ 
一 •コロンボが大西洋横断の航海を計画し始めた頃には、テンプル騎士団は 
新大陸の存在を確かに承知じ c いたことがわかる総長ロドリゴ•ボルジアの 


命により、テンプル騎士たちは、キリスト教徒とイスラム教徒のムーア人とのス 
ペイン戦争を長引かせ、イザベル1世がコロンボの航海資金を出せないよう 
にした。そうなれば、ロドリゴ•ボルジアが経済支援を餌にクリストファーをヴエ 
ネツィアに誘い出せるからだ。アサシンであり、この冒険家の友人であったル 
イス•デ•サンタンゲルは、敵の密会につも、て通告されおり、新大陴をテンプル 
騎士だけの秘密に留めておきたいというロドリゴの願望も知っていた。サンタ 
ンゲルはクリストファーに付き添ってヴエネツィアに问かい、現地の盗賊ギルド 
の長アントニオに協力を頼む。そしてアントニオは、エツィオ•アウディトーレの 
力を借りることにした。 

テンプル騎士の奇襲を受けたクリストファーを間一髪救い出したエツィオは、 
サンタンゲルから、スペインのアサシンギルドの危機を聞かされるトマス•デ•トル 
ケマダによるスペイン異端審問の▲環で、ギルドが目をつけられ、アサシンが逮 
捕されたと I 、うのだ。彼は仲間を助け出すべくバルセロナに向かい、アサシンの 



ラファエル•サン チヱ スと出会う。サン チヱ スは、今回の逮捕劇 
の裏にいる審問官ガスパール•マルティネスの名前をエツィオ 
に教えた。マルティネス殺害後、エツィオとサンチェスはアラゴ 
ン王国のサラゴサに入り、投獄されて V ゝたアサシンを助け出し 
て地元の審問官ペドロ •ジョレンテを問 L 、詰めた。ジョレンテに 
よって、ロドリゴ•ボルジアがスペインのアサシン弾圧のために 
異端審問を利用したことが判明した。 

2人のアサシンの次なる fl 的地はグラナダだった。彼らは、 
ムーア人最後の砦があるその地のテンプル騎士を-▲掃しよ 
うと考えていた。グラナダで、エツィオはアレハンブラ宵殿に 
侵入し、闪われていたムーア人の王ムハンマド12世を解放し 
た。そして、王にイザベラ Ult と和解し、テンプル騎士絡みの 
戦争を終わらせるべきだと進言する。エツィオら“異端者”を 
捕まえるため、トルケマダは審問官ホアン•デ•マリッロを派逍 
するが、始末されたのはマリッロの方だった。イザベラ1世がク 
リストファーを後援するアイデアを受け入れたので、テンプル 
騎士団は、フランス王が彼の資金援助に意欲的だとニセの 
情報を流し、冒険家をスペインから引き離そうとした。そのた 
め、エツィオは再びクリストファーを守らねばならなくなった。 

ようやく戦争が終結し、イザベラ女王はクリストファーの航 
海を金銭面で支えることになった。テンプル騎上!>11の最後の 
報復として、トルケマダはサンタンゲルとサンチェスの逮捕を 
命令する。しかし、エツィオは2人の拘束を未然に防ぎ、トルケ 
マダを追 t ヽ詰めた。 しばし刃を合わせた後、トルケマダは逃亡 
してしまう。だがエツィオは彼を追わな t 、ことにした，無知な卜 
ルケマダはテンプル騎士団の捨て駒にすぎず、彼を殺しても 
事態を悪化させるだけだと考えたからだ。ようやくクリストファ 
一は四へと出航したが、そのときは、よもや偶然新大陸を見つ 
けることになるとは彼自身も知らなかった。エツィオはイタリア 
へ戻り、スペイン人アサシンたちは来たるべき密問に備えた。 


BONFIRE OF THE 
VANITIES 

虚栄のかが'り火 

1947年、ジローラモ•サヴォナローラは、エデンの林檎を使 
い、フイレンツエを支配した。その秘宝は、フォルリの戦 t 、を終 
えて ft 傷したエツイオから奪ったものだった。この舉職者は影 
響力の大きい街の権力者の信頼を勝ち取り、彼らはルネッサ 
ンスで生み出された芸術品を破壞し尽くすことで、フイレンツ 
エを浄化しようとした。サヴォナローラの手下は、絵画や書物 
を躊躇なく火の中に放り人れ、悔 t ゝ改めよと叫びつつフイレン 
ツエ市民の抑圧を強化した。林檎を追っていたエツイオは冉 
び故郷の地を踏み、その在り処をアサシン仲間のニッコロ •マ 


キヤヴェリから知らされる。バオラと狐はフィレンツェの娼婦や 
盗賊を集め、サヴォナローラに対する暴動を秘密裏に進めて 
いた。一方エツィオは、危険な支配者を妄信する有力者を消 
していぐ暴徒化した市 K たちはアサシンたちに誘導され、サ 
ヴォナローラがいる修道院を襲撃、彼を引きずり出す。混乱 
の中、サヴォナローラはエデンの林檎を落としたが、すぐにエ 
ツィオに冏収された。しかしながら、シニョリーア広場で火あぶ 
りの刑に処されるサヴォナローラを見たエツィオは、彼を殺し 
て業火の苦しみから解放したのだった。その後、エツィオは広 
場に集まっていたフィレンツェの群衆に | hj かって演説し、自由 
を大事にし、分自身で進むべき道を選択するべきだと訴え 
た。そして、静かに壇上を降り、アサシンたちのところへと戻っ 
ていった。 

THE VAULT 

宝物庫 

1499年、エデンの林檎と教皇の杖がローマにもたらされ、 
いねゝよヴァチカンの地下に封印された第一文明の宝物庫 
の鍵が開くことになった。争 I ゝ続けるアサシン教団とテンプル 
騎上団の長い歴史の中で、重大な局面となる対決は、もは 
や避けられな I ゝ状態だった。そしてそれは、人類の創造者の1 
人、ミネルヴァの発見へとつながることになるのだ。15供紀の 
ロドリゴ•ボルジアのイタリア全域に及ぶ陰謀は、宝物庫に入 
るのに必要なエデンの果実を確保するための壮大な策略だ 
った。宝物庫には神そのものが存在していると信じていた彼 










ツィオの記憶に刻み込まれ、何世紀もの後にエツィオの子孫に 
よって引き出されるという。そして、そのメッセージを受け取るの 
は、未来に存在するデズモンド•マイルズと t ゝう人物らしかった。 
大惨事が切迫して V 、ると V ゝう警告も、第一文明につ t ゝての謎 
めいた描出も、エツイオには到底理解し難いものであった。彼 
女のメッセージの重要性は、それから何世紀もの歳/】を経て、 
デズモンド•マイルズがアニムスに入り、ヴアチカンの地下での 
出来事を追体験したときに初めて理解されることになる。 


は、己が伝説的な預言者になると V ゝう揺るぎない自信を持ち、 
その秘密こそが宝物庫にあると思っていたのだった。こうして 
ロドリゴはローマの教皇となり、まずはエデンの果実の1つで 
ある教皇の杖を人手した。 

一方で、林檎はサヴォナローラから奪還され、アサシン教団 
の手に戻っていた。翌年、アサシンたちはアルタイル•イブン* 
ラ•アハドが書 I ゝた写本の断片を集め、中身を読み解いた。さ 
らには、エデンの林檎の機能と重要性への理解も深めてい 
ぐそして写本から、宝物庫がヴァチカンの地下に隠されてい 
ることも 1 PI 印 i した。 

巨大なパワーを秘めた宝物庫へ是が非でも人りたいロドリ 
ゴ•ボルジア。あと一歩に迫ったロドリゴの目的達成を何とし 
てでも阻止した V ゝアサシン教団。この衍敵同十が、遂にヴァチ 
カンで対峙の時を迎える。そして、エツィオはエデンの林檎を 
携え、ヴァチカン内部に侵入。死闘の末、ロドリゴ•ボルジアを 
退けた。さらに彼は、杖と林檎の力を合わせ、鬼物庫の邡を明 
けた。ところが、内部へ入ったエツィオは、定物庫はテンプル 
騎上団が思 I 、描いて V ゝたようなものではな V 、ことを知る。そこ 


語られていぐ彼女はエツイオにではなぐその先に V ゝる者に話 
して V 、ると言った。ミネルヴァの説明によれば、彼女の言葉はェ 


に神の肉体はなかったのだ。しかしながら、ミネルヴァという第 


文明の者の1人からのメッセージが遺されていた。 


女神のようなミネルヴァの姿が映し出されると、それは人類の 


起源につ V 、て語り始めた。“かつて来たりし者’’として知られる 


第一文明の種によって創り出されたという誕生の真相から、や 


がて起こる創造主に対しての反逆まで、人間の歴史が滔々と 
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FALL OF 

MONTERIGGIONI 


モンテリジョーニの陥落 

イタリアのアサシン教団の本拠地であり、アウディトーレ家 
の先祖伝来の邸宅があるモンテリジョーニが、1500年1月、チ 
ヱーザレ•ボルジア——ロドリゴ•ボルジアの息子で教皇軍の 
司令官——の連合軍とフランス人男爵オクタヴィアン•ド•ヴ 
ァロワ率いる軍によって攻め落とされた。この襲撃によって、 
アサシン教団は地ドに潜ることになり、全盛を極めるチェー 
ザレの力を思い知らされた。 


分だった。とはいえ、市民を避難させるだけの昤間は稼ぐこと 
はできた。しかし結局、モンテリジョーニ勢は撤退するしか道 
はなくなり、敵兵と戦いながら通りを駆け抜け、後ろ髪を引か 
れる思いで自分たちの街を諦めたのだった。 



ボルジア家の財産の恩恵に預かるチェーザレ軍は、潤沢 
な資金があり、包囲攻臀兵器や銃火器を含む最新の道具 
で完全武装をしていた。それらの兵器は、仕方なくボルジア 
家に仕えるレオナルド•ダ•ヴインチによって設計されたものだ 
った。ド•ヴァロワ労爵の支援を受け、チェーザレは密かに軍 
隊を動民し、モンテリジョーニの城壁を取り囲んだ。数で圧倒 
し、相手の不意をつ V 、たことで、勝算はチヱーザレ陣営にあ 
るのは決定的だった。攻撃は、大砲の集中砲火で本格的に 
幕を開けた。 

アサシンたちが守備を固める前に、ボルジア勢はすでに城 
門を抜け、市内に入り込んでいた。モンテリジョーニの城壁に 
配されたマリオの M 兵は少なぐ大砲で武装し、エツイオが最 
善を域くしたにもかかわらず、敵の猛攻を阻 ih するには不十 


チェーザレのモンテリジョーニ襲撃の動機には、微妙な意 
味合 v ゝがあったと思われる。アサシンによって屈辱的な扱いを 
受けたボルジア家の報復が主な理由だったに違いないが、今 
回の侵攻は、父ボルジアの意を得ずに行われており、ほと 
んどチェーザレ独内の軍略だった。エツィオ•アウディトーレと 
すでに対決していたロドリゴは、アサシンへの攻撃を避ける 
方策を取っていたからだ。 

チェーザレの動機は何であれ、このモンテリジョーニの包囲 
攻撃は、ボルジア家が待ち望んでいた貴重な戦利品をもたら 
した。長年テンプル騎士団が探し求め、アサシンの所有物と 
なって v ゝた秘宝エデンの林檎である。街は激しく破壊され、生 
き残った数人程度の傭兵らは逃亡せざるを得なかった。チェ 
ーザレはアサシン教団のリーダー、マリオ.アウディトーレを処 
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刑し、林檎をその手で掴む。さらに、宿敵の1人カテリーナ•ス 
フォルツァを偶然捕えた。こうして、チヱーザレ軍は完全勝利 
を収めたのだった。 

アサシン教団の中心的指導者 一 ~ツイオ——は、市民と 
ともにヴイラ•アウデイトーレの地下にある隠し通路から脱出し、 
無事だった。モンテリジョーニを失ったことはアサシンたちにと 
って大きな痛手であったが、この大損失をひるむことなぐ彼ら 
はローマに拠点を移し、敵との戦 t 、を続けて t ゝくことになる。 


ROME 

□ーマ 

1500年代初頭、テンプル騎士団がその大半を統治してい 
たローマは、文化的、経済的衰退の時期に差し掛かってい 
た。1942年にローマ教皇に任命され、アレクサンデル6世とな 
ったロドリゴ•ボルジアは、ヴァチカン宮殿に居住し、ボルジア 
兵に街のパトロールをさせていた。アサシンたちは、彼に対す 
るローマ市民の不満が高まりつつあるのを感じ取り、それを利 
用した活動を開始する^こうして、その後3年に渡ってアサシン 
たちが推し進めるローマ解放運動が、彼らの地位を M 復して 
いくのだった。しかしながら、第-段階として、アサシンが効果 
的に、しかも人固につかず行動できる拠点をローマに作る必 
要があった。積極的に基盤岡めをしていたアサシン教団は、 
やがてバルトロメオ•ダルヴイアーノのいとこで傭兵隊長のフ 
ァビオ•オルシーニ率いるオルシーニ家の協力を得られること 
になる。オルシーニ家はボルジア家の隸属状態にうんざりして 



おり、チェーザレに反撃できる機会を歓迎した。そして、ファビ 
才はアサシンたちにテベル島の活動拠点を提供してくれた。 

テベル島は、アサシンたちに過去から未来へと続く教団の 
在り方を考えさせる場所だった。しかしながら、まず何よりも、 
ローマをボルジアから解放するためには、社会のあらゆる層 
に働きかける必要があった。フィレンツェやヴヱネツィアでもそ 
うだったように、アサシンたちは街全体に情報収集網を張りめ 
ぐらせていぐ最初に取り掛かったのは、表向きは宿屋だが、 
実はアサシンが資金提供する盗賊ギルドの拠点“眠る狐亭” 
と、ローマで最も人気の高い娼館の1つ“薔薇の館”の再建 
だった。そして、カンパーニャ地区にバルトロメオの傭兵部隊 
の兵舎を置き、こうして教団は、ローマの主要地点に仲間を 
配置することができた。 

アサシンたちは、ローマで情報提供者や協力者のネットヮ 
ークを再構築するのに1年を費やし、ゆっくりと力を蓄えてい 
った1501年、彼らはロドリゴとチェーザレの暗殺を W 論み、 
同時にサンタンジェロ城に監岱されていたアサシンの協力若 
カテリーナ•スフォルツァの救出を試みる。あいにくロドリゴは 
ちょうどローマを離れており不在で、チェーザレもエツィオが 
事を運ぼうとした矢先に城から出て V ゝってしまう n それでも、城 
内への侵入に成功したエツィオはカテリーナを助け出し、テ 
ベル島のアサシンの隠れ家へと連れて t 、った。ローマでの教 
団の立ち上げは、反ボルジア運動であると N 時に社会事業 
の一面も持っていた。テベル島に本拠地を据え、市内に協力 
組織を有しつつ、彼らは弟子の採用も行った。ローマ解放に 
賛同し、アサシンの大義に仕える熱心な若者たちをローマ市 
民の中から集め、アサシンとして育て上げることで頭数を増や 
し、着実にボルジアの勢力に影響を及ぼしていった。 
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BORGIA ARSENALS 

ポルジアの武器庫 

1499年、発明家であり芸術家でもあるレオナルド•ダ•ヴイ 
ンチは、ボルジア家に仕えるよう迚行され、技術的専門知識 
と精巧な新型兵器の数々を提供することになる。その翌年、 
レオナルドによって開発された新たな銃器の技術のおかげ 
で、ボルジア勢はローマとイタリア半島の支配を確実なもの 
にした。密かにアサシン教凹の盟友であり続けた彼は、チェ 
ーザレに逆らってボルジアの4つの兵器の在り処を親友エツ 
イオに教えるのだった。 

コッリ•アルバーニ丘陵の麓に保管されていた武器は、馬 
車に搭載された機閲銃の最も初期のプロトタイプで、似たよ 
うな兵器は19世紀になるまで作られることはなかった。ハング 
グライダーを大量生産していたヴァルネリーナの工房にあっ 
たのは爆撃機で、ナポリの港では船舶用大砲が建造されて 
いた。さらに、モント•チェルチオのボルジア領地で作られて 
いたのは、昔の戦車を連想させる装甲包囲攻撃兵器だった。 

各工房の位置を入手したエツイオは、敵の製造物の破壊 
に成功。この行為は、ボルジア家の技術的な優位性をくじき、 
同等の機械の開発を数世紀に渡って妨げることとなる。そし 
て、レオナルドの戦閼兵器の域滅させたことは、ボルジア勢 
力の弱体化を目指す長期的丁•作活動の役に立ち、レオナル 
ド自身に対する彼らの束縛も緩める結果となった。 



THE COPERNICUS 
CONSPIRACY 

コペルニクスをめぐる密計 

1500年、プロイセン人の学者ニコラウス.コペルニクスは、 
ヴァチカンで天文学を学ぶため、ローマ教皇ロドリゴ•ボルジ 
アに謁見した。コペルニクスの学者仲間のほとんどが、ギリシ 
ャ人哲学者プトレマイオスが喁えた宇街の認識に固執して 
いた。その1つが、地球が宇宙の中心にあり、その周りを惑星 
が回っているという天動説である。ところが、コペルニクスは 
0らの研究で、実は地球は太陽の周りを回って t 、る多くの惑 
星の1つだったことを解き明かしたのだ。しかし、テンプル騎士 
団は天動説を強く支持して I 、たため、ジレンマが生じることに 
なってしまう。コペルニクスがローマ市民に自身の科学的洞 
察を広めるのは、それまでテンプル騎十団が認め、教えてきた 
プトレマイオスの宇宙モデルを脅かすことになり、彼らの大義 
にとっても危険をはらんで V 、たのだ。コペルニクスは、啓発と 
真実は選ばれたわずかな者だけの間に留まるべきではなぐ 
全ての人々が共有すべきだという信念を持っていたので、こ 
の学者とテンプル騎上団の協力関係は終わりを告げた。コぺ 
ルニクスの考えは、テンプル騎士団が力を独占するのを危う 
くするからだ。特に彼は、ヴァチカン n 殿の教会長の怒りを買 
った。ヴァチカンのドミニコ教会は彼らの宗教的哲学と一致し 
な t ゝものは認めようとしな V ゝのだった。 

こうしてコペルニクスは、自説を好奇心旺盛なローマ市民 
と十分に議論する間もなぐ彼とその仲間の学者を殺そうと 
送り込まれた番兵たちの襲撃を受ける。コペルニクスにとっ 
て幸運だったのは、その型破りな教えと彼を襲おうとしていた 
兵士たちの動きの両方がエツィオの関心を引 t ゝたことだった。 
コペルニクスは学者仲問宛ての複数の手紙をエツィオに託 
す。そして彼らは手紙を受け取るや否や、番兵の目を逃れるた 
めに身を隠すのだった。エツィオはヴァチカンの番兵と戦い続 
けるものの、テンプル騎士団はさらに増兵し、コペルニクスと 
その同輩を執拗に狙った。 

月蝕の夜、危険は最高潮に達した。エツィオが敵を追い、 
殺そうとしていると、月蝕を観察するため、コペルニクスが大 
明にも隠れ場所から出てきてしまったのだ。エツィオは激戦を 
勝ち抜き、ローマ上空で展開される天体の神秘をコペルニク 
スとともに楽しんだ。互 t ゝに敬意を払い、2人は別れたが、コぺ 
ルニクスは真実を探求し続けるために出発し、エツィオはテン 
プル騎土団をローマから撃退する作戦へと戻った。 
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INFILTRATION 

潜入 

1503年までに、アサシン教団はローマでの地位を確立し、メ 
ンバーたちは新たな人門者獲得に一層精を出した。しかし、口 
ーマの解放はまだ成されておらず、アサシンたちはボルジア ▲ 
家を権力の庵から引きずり下ろす必要があった。チェーザレが 
教皇の豊富な財源から資金を得、ド•ヴァロワ男爵のフランス 
軍から軍事的支援を受けて V ゝるうちは、目的達成までの道のり 
は非常に困難なものであり続ける。そのため、アサシンたちはこ 
れら2つの元凶を排除することにした。そうすればチェーザレの 
力は弱まり、疽接攻撃がしやすくなるはずと考えたのだ。 

ボルジア側は資金の流れを悟られぬよう慎策になっていた 
が、アサシンたちは初老のローマ議員エジデイオ•トローケに 
目をつけた。ボルジアに金を借りている彼から手がかりが引き 
出せる可能性は高かった。議員の借金を肩代わりする代わり 
に、ボルジア家の金庫番で銀行家のホアン•ボルジアをアサシ 
ンが追跡する手伝 t 、をトローケに約束させる。ホアンは、ロドリ 
ゴ•ボルジアの甥で、その放蕩ぶりで悪名を馳せていた。ホア 
ンが催した贅の限りを域くしたパーテイの最中、アサシンはこ 
の銀行家を暗殺。ホアンの死は、すでに彼に辟易して t 、たロド 
リゴでさえ驚かせた。ロドリゴは、まるでアサシンの計 Ifti に合わ 


せるかのように、チェーザレの資金を自身の銀行家アゴスティ 
ーノ •キージに移した。 

チェ ー ザレの資金が底を尽くのを見計らい、アサシンたちは 
フランス人貴族で軍の指揮官オクタヴィアン•ド•ヴァロワ男爵 
を排除することに焦点を当て始めた。男爵の支援は、チェーザ 
レの軍事的命綱だ。事実、ド.ヴァロワのフランス軍はモンテリ 
ジョーニの包囲攻撃の際にチヱーザレの軍力を増強させた。 
さらに彼らの協力関係があったからこそ、ボルジア家はイタリア 
の強大な武装政治を続けることができたのだ。 

ホアンの死後、ド•ヴォロワ男爵はローマのカンパーニヤ地 
区に行軍し、アサシン、バルトロメオ•ダルヴィアーノ率いる傭 
兵部隊を襲撃した。フランス軍に数で優位に立たれ、バルトロ 
メオたちは後退するものの、エツィオの策略が見事に功を奏 
し、彼らはフランス軍の野営地に侵人、男爵を討った。 

その間、ボルジア勢はアサシンたちに対する警戒を強めて 
いた。オクタヴィアン•ド•ヴァロワが暗殺されたことで、彼らはサ 
ンタンジェロ城の防御を囵めていったのだが、アサシン側はル 
クレツィア•ボルジアの恋人で俳優ビエトロ •ロッシが城内へ入 
る鍵を持っているという情報を得るソレクレツィアとの親密な 
関係に嫉妬したチェーザレは、ミケロット•コレーリアと t 、うチェ 
ーザレの腹心をピエトロ抹殺のために送り込む。アサシンはビ 
エトロを剌客から救い、サンタンジェロ城への鍵を人手した。 
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FALL OF CESARE 
BORGIA 

チェーザレ•ボルジアの失墜 

1503年、アサシンたちの活躍により、長きに渡ったボルジア 
支配が遂に瓦解する。ド•ヴァロワ男爵の死により、教皇軍将 
軍チヱーザレ•ボルジアは軍事勢力を大きく欠いてしまった。 
さらに、息子の無謀な武力攻略に不安を覚えたロドリゴ•ボ 
ルジアは、チェーザレの資金をすでに自身の銀行家に移して 
いたのだ。自軍が袞退した上、資金も打ち切られたチェーザレ 
は父ボルジアに直談判し、ェデンの林檎を入手するべくサン 
タンジェロ城へと | f » J かった。この親 f の対決は、チェーザレの 
失墜とボルジアー家の崩壊の始まりとなる。 

衰えつつある力を冋復しようと必死のチェーザレは、彼に 
毒を盛ろうとした父ロドリゴを殺した。だが、エツイオは城に入 
り込み、チェーザレからェデンの林檎を奪還する。林檎なくし 
ては、チヱーザレの選択肢は限られていた。枢機卿会はロド 
リゴ C き後の暫定的な教皇にチェーザレを選ばず、彼は己 
の権力が消えつつあることをすぐに思 V ゝ知らされた。 

枢機卿たちが代わりに選出したのは、高齢のピウス3世だっ 
た。ピウス3世は、彼の後継者となるユリウス2世とともに、傲慢 
かつ放埒だったボルジア色を払拭させようと精力的に教皇庁 
の改革に取り組み、チューザレの逮捕命令を出した。半ば自 
暴自棄になって t 、たチェーザレは、要塞カストラ•ブラエトリア 
を拠点にしようと限られた人数で進軍していたが、ファビオ* 
オルシーニ軍と鉢合わせしてしまう。そして、ファビオはチェー 
ザレを新教皇の命において逮捕した。 

>ヴイアナ 



THE TEMPLE OF 
PYTHAGORAS 

ピタゴラスの神殿 

1503年、エデンの林檎に触発されたレオナルド•ダ•ヴィン 
チは、古代ギリシャの数学者ビタゴラスを熱心に調べるように 
なり、調査を進めていくうちに、ローマに存在する伝説のピタ 
ゴラス神殿の位置を発見した。レオナルドの研究を支援して 
I ゝたヘルメス教闭は、その神殿に人間性を変える完璧な数字 
が隠されて V ゝると知った彼を誘拐する。 

親友が拉致されたことに気づ^ゾこエツィオは、レオナルドの 
弟子サライから、ある手がかりを聞かされる。レオナルドは自身 
の V ゝくつかの絵画に、神殿の在り処を示唆する暗号を隠して 
V 、たと t ゝうのだ。エツィオは各地に散らばった絵を追い、ヘル 
メス教団メンバーの後をつける。そして神殿にたどり着いた 
エツィオは、間▲髪レオナルドを救 I ゝ出し、カルト教団を排除 
した。レオナルドが強大な力を有する伝説の数字を破壊すベ 
きだと主張したので、2人は占代神殿の奥深くへと進み、かつ 
て来たりし者たちが建てていたもう1つの宝物庫を発見する。 
しかし、エツィオには、宝物庫に保管されて I 、た陴標のような 
数字の意味は理解できず、彼らはそのまま神殿を立ち去った。 
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VIANA 

ヴィアナ 

ロドリゴは死亡し、チェーザレはサンタンジェロ城に収監さ 
れ、ボルジア支配の時代は終焉を迎えたかに思えた。しかしな 
がら、この若き暴君の野望はそう簡単に抑えられるものではな 
かった。彼は牢の中からも3ゝまだ忠誠を貫く数少な V ゝ手下や 
右腕のミケロット•コレーリアの協力を得て、権力に返り咲くた 
めの作戦を練り始めていた。 

サンタンジェロ城の檻から逃亡を N ったチェーザレはスペイ 
ンのモタ城に移送されたが、1506年、ミケロットの手を借りてと 
うとう脱獄に成功した。ボルジア家はもともとスペインの出で 
あり、チェーザレは、義弟であるナヴァラ王フアン3逝と手を結 
ぶなどし、弱まってしまった自身の権力の復興にさっそく取り 
掛かった。ナヴァラの軍隊とボルジアの傭兵から成る連合軍 


はフェルナンド2世とイザベル1世の権威に挑戦し、1507年3 
月、チェーザレはスペインの領地ヴィアナを急襲した。 

ヴィアナを掌握し、さらに勢 t 、づくことを欲したチェーザレ 
は、フェルナンド2世とイザベル1世へと立ち向かっていぐだ 
が彼が本懐を遂げることは決してなかった。ローマを脱したと 
きからチェーザレを追っていたェツィオが、戦火の中で宿敵を 
討ち破った。ヴィェナ制圧はボルジアの最後の賭けであった 
が、その一家の力もチェーザレとともに死に絶えることになる。 

ALTA_I_R，S LIBRARY 

アルタイルの書物庫 

ボルジア勢を打破してから4年、ェツィオは個人的に叙矜を 
求める旅に出発、マシャフへと向かう。現地に到着した彼は、テ 
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ンプル騎上の集団から奇襲を受け、捕えられてしまう。彼らはビ 
ザンティン帝国軍の残党で、かつてアサシン教団の本拠地だ 
った山砦を占拠していた縛り首にされる寸前、エツィオは巧み 
な身のこなしで敵の不意をつき、その場から脱出、死を免れる。 
そして、悟られることなくマシャフへと再び人り込むのだった。 

アルタイルの書物庫の人り n までたどり着くものの、鍵がか 
かっていることに気づいたエツィオは、自分の処刑を命じたテ 
ンプル騎士衍揮宵レアンドロスの後を追う峡谷を背景に熾 
烈な戦 t ゝを繰り広げる 2 人だったが、最終的にエツィオがレア 
ンドロスの息の根を止めた^死にゆく彼が告げたのは、ニコ 
口 •ポーロの日記のことだった。レアンドロスの死体を探った 
エツィオは、そこに隠されていたニコロ •ポーロの日記を手に 
入れる。 R 記には、アルタイルの最後の R 々が克明に描かれ 
ており、ポーロ兄弟と会った遠き時代のアサシンが5つの鍵を 
コンスタンティノープルに向かう2人に託したと記されていた。 
その鍵を見つけるため、エツィオはただちにオスマン帝国の 
首都へと旅立った。 


ARRIVAL IN 
CONSTANTINOPLE 

コンスタンティノープルへの到着 

コンスタンティノープルへの航海中、 エツ ィオは学生の若者 
と出会い、沿岸を船から眺めつつ街の様子をいろ V ヽろと聞か 
せてもらう。ガラータ地区へ到着した エツ ィオを待っていたの 
は、ユスフと I 、う名のアサシンだった。陽気で明る t 、ユスフは、 
コンスタンティノープルのアサシンたちの長で、 エツ ィオを現地 
の教団本部へと連れていき、それからオスマン式の新たな武器 
を装備させた。また彼は、コンスタンティノープルにおける紛争 
の性質について語った。ビザンティン帝国流れのテンプル騎 I : 
団は規模も小さぐ取るに足らな V 、存在だったのだが、このとこ 
ろ急激に力を伸ばし、今ではアサシン教 M との微妙な均衡が 
崩れつつあると言う。アサシンたちはこの力関係の変化にでき 
るだけ迅速に対応しようとして t ゝるが、どうやら予断を許さない 
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現況らしい。エツイオはユスフに協力を約束し、アサシン仲間と 
ともに脅威と戦 t ゝつつ、マシャフの鍵を探すことにした。 


SOFIA SARTOR 


ソフィア•サルトル 

マシャフの鍵の捜索の過程で、エツィオはピリ•レイスと出 
くわす。レイスはエツィオをかつてニコロ •ポーロとマフエオ¬ 
ボーロが建てた古 I ゝ交易所の方へと向かわせた。それは、ポ 
一口兄沿が250年前のコンスタンティノープルに据えたアサシ 
ンたちの拠点と同じ場所であった。エツィオはそこで、書店を 
営むソフィア•サルトルという独身女性と会う。エツィオがイス 
タンブル地 F 宵殿に続く隠し扉を書店内部に見つけ出し、ソ 
フイアはひどく驚ぐそして、彼は5つ存在するマシャフの鍵の 
うち最初の1つを発見するのだった。 


鍵に触れた途端、エツィオの脳裏にアルタイルの記録が鮮 
やかに蘇る。それは、アルタイルが マスター •アサシンになった 
H のものだった。エツィオは突然見え始めたヴィジョンに戸惑 
うが、彼はそこから逃れることはできなかった。その鍵には、残 
りの4つを見つけるための指示が書かれた古代の地間も人っ 
ていた。しかし、それが暗号で書かれて I ゝたため、エツィオはソ 
フィアの書店に戻り、彼女に地図の暗号解読を頼む。それが 
解ければ、市内のあちこちに隠された多くの希少本の位置も 
わかるのだ。ソフィアは、見つかった希少本を彼女が持ってい 
てもいいという条件ならば、引き受けると答えた。エツィオは彼 
女の言 V 、分を認め、残る4つの鍵を探し始めた。 
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PRINCE SULEIMAN 

スレイマン皇子 

エツイオと会ったユスフは、彼が書店で得た情報を知りたが 
った ◦ このオスマン人アサシンは、重要な任務でトプカプ宮へ 
行く途中だと言う。なんでも、テンプル騎士がオスマン帝国の 
皇族を襲おうと目論んで t ゝるらしい。この襲撃を未然に防ごう 
と、 エツ イオはユスフに同行する。オスマン人たちに尽くしてい 
れば、街や市民にとのつながりができ、マシャフの鍵探しにも利 
点になると彼は考えたのだ。 


アサシンたちの見事な活躍で、テンプル騎上団の作戦は失 
敗に終わった，そして、エツィオはスレイマン皇子に紹介される。 
なんと皇子は、数週間前に船でエツィオと一緒だったあの学生 
だったのだ。すでにエツィオと信頼関係を築いて I ヽたスレイマ 
ンは、 K 殿遌備賣任者の男と面会する際の監視役をエツィオ 
に頼む。その男は、オスマン帝国の精鋭部隊‘‘イ X ニチェリ”と 
して尊敬を集めており、名前をタリク•バーレティと言った。イェ 
ニチヱリとの議論は D 熱し、伯父のアフメト皇子の味方につい 
たスレイマンは、タリクのスルタンー族に対する警備能力だけ 
でなぐその忠誠心にも疑問を呈した。スレイマンが立ち去った 
後、エツィオはアフメトとタリクの間に緊迫した空気が流れるの 
を見て取る。2人が互 t ゝに憎悪を燃や i / n ゝるのは、明らかだっ 
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た。スルタン、バヤズイト2世を父に持ち、次期後継者とされてい 
るアフメト皇子は、タリクが尊大で不忠な男だと信じていた。一 
方のタリクは、アフメトには良きスルタンになる資質が欠けてお 
り、皇子は弟のセリムに道を譲るべきだと考えていた。彼らは会 
う前以上に敵対心を剥き出しにしたまま、その場は一旦別れた。 

暗殺の危険性を意識したスレイマンは、タリクがテンプル騎 
士団と通じているのか、その真相を見極めて欲しいとエツイオ 
に依頼。マシャフの鍵の1つがテンプル騎上団の手に渡ったこ 
とを知って t ゝたエツイオは、何か有益な情報が得られるかもしれ 
な I 、と考え、スレイマンの頼みを聞くことにした。ほどなくエツ 
イオは2つ目の鍵を回収し、祖先の新たな記憶をたどる。今 M 


は、アル•ムアリムが敗北し、アルタイルが教団を統治ドに置い 
た様子がヴィジョンとして現われた。 


SAVING SULEIMAN 

スレイマンの救出 

続く数ヶ月、エツィオは希少本を探し、暗号解読のためにそ 
れらをソフィアのところに運ぶと t 、う口々を送った。その問も、彼 
はイェニチェリの動问を監視し、彼らの皇族に対する忠誠心 
につ V 、てさらなる惝報を集め続けた。そして遂に、タリクを追跡 
し、 マヌエル•パレオロゴス という 派手な見て くれのギリシャ人 
商人とタリクの密会を知る。巨額の金が取りリ I きされたが、それ 
は、 スル タンの武器庫から マヌエルに 渡されるライフルの積み 
荷の代金だと思、われた。 


エツィオは、タリクとマヌエルのつながりを伝えにスレイマン 
のところへ戻る。その知らせに、若き皇子は衝撃を受けた。エツ 
ィオが盗み聞きしたマヌエルの話しぶりでは、亡きビザンティン 
帝国皇帝の後継者である彼が、テンプル騎士団総長になるこ 
とはほぼ確定しているらしい。スレイマンはエツィオにタリクを 
殺害し、武器の輸送先を突き止めるよう要請した。エツィオは 
ためら V 、がちに引き受けるが、武器はマヌエルに直接運ばれる 
だろうと確信していた。彼こそがテンプル騎士 ba が押さえたマシ 
ャフの鍵の在り処を知って V 、る人間に違 V 、なかった。 


エツィオは遂に3つ目の鍵を入手し、新しいヴィジョンが再生 
される。何 f 年もの歳月が流れた後、モンゴルから帰還したア 
ルタイルを待って^ゝたのは、次男の死と、アッバスとのゝう敵対す 
るアサシンが統治するマシャフだった。壮絶な戦いの結果、マ 
リアは死に、アルタイルはアラムートに逃亡することになる。この 
ときアルタイルは林檎を持って t ゝたが、もう使う気にはなれなか 
ったようだった。 


SEARCH FOR THE 
TRAITOR 


裏切り者の捜索 


エツ イオはイェニチェリの野営地でタリクを発見。マヌエル 
の居場所を示す地図を盗み出すために、タリクを殺さなくては 
ならな t ゝと気づいた。しかし、彼の暗殺は不幸な過ちだったと 
わかる。死に瀕したタリクが漏らしたのは、スルタンに対する忠 
誠の言葉で、テンプル騎士団に向けたものではなかったのだ。 
タリクがマヌエルと接点を持って^、たのは、隠れ家のテンプル 
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騎上を▲掃するという策略の一環だったのだ。タリクは息を引 
き取る前に、敵から得た情報をエツイオに教えた。それは、ビザ 
ンテイン帝围出身のテンプル騎士たちがオスマン帝国カッパド 
キアにある秘密都市で軍隊を谷集して^ゝると t ゝうものだった。 

タリクにつ t 、ての真実を聞かれたスレイマンは崩れ落ち、己 
の軽挙妄動が1人の善人を死に至らしめたと嘆ぐ エツ イオは 
阜子をなだめたが、無駄にする時間がな t ゝことも伝えた。スレイ 
マンは エツ イオに同意し、彼のために船を用意した。 エツ イオが 
退室しようとしたとき、アフメト皇子が部 M に駆け込んできた。ス 
レイマンは、タリクの死は自分のせ I 、かもしれな t ゝと打ちひしが 
れる伯父を落ち着かせようとした。1人取り残された エツ イオは、 
スレイマンは個人的な理由でタリクを殺させたのかもしれない 
と不安を覚えるのだった。 

コンスタンテイノープルを離れる前、エツイオは4つ H の鍵—— 
コンスタンテイノープルに存在する最後の鍵——の在り処を突 
き止めた。4つ目の鍵がエツイオに見せたのは、アッバスを排除 
するためマシャフに帰還した老齢のアルタイルの記録だった。見 



事 R 的を達成したアルタイルは、新たな独裁主義的指導者を生 
み出さな v ゝよう、アサシン教団分敗化の計画を発表した。 


CAPPADOCIA 

カッパドキア 

ソフィアの書店に通うようになって数ヶ月、様々な関わりを持 
ちながら、 エツ ィオは彼女に対する好意を募らせてきた。だが、 
残る鍵はあと1スエツィオはソフィアと過ごせる時間が残り少 
な V ゝことを実感していた。そして彼はソフィアに別れを告げ、港 
へと向かう。そこで エツ ィオは ユスフに 駆け寄った。 ユスフは 力 
ッバドキアで拘束された場合を考慮し、マシャフの鍵を置いて 
V 、くようにと提案する。それも-理あると考えた エツ ィオは、鍵 
を コンスタンテイ ノー プルの アサシンたちに預けた。彼が V ゝざ乗 


船しようとすると、タリクが殺害されて以来、イェニチェリが街の 
門を閉め、港も封鎖して t ゝることを知らされる。タリクの暗殺犯 
を V ゝぶり出そうとしての措置だった。エツィオは機転を利かせ、 
イェニチェリたちの怒りを他に向けさせる。そしてその隙に、街 
から出て、一路東へと向かった。 

エツィオが到着したのは、カッパドキアの丘に佇む小規模で 
陰鬱な雰囲気の街だった。見たところ、軍隊を駐屯させておく 
場所ではない。ところが、彼はほどなく街と住民のほとんどが地 
下に存在して V ゝる事実を知る。それは洞窟のような構造で、優 
に10000人は収容できる非常に広大な空間だった。巾民の格 
好をしたエツィオは、マヌエルを求めて秘密の地下都市を探 
索する。道すがら、膨大な数の武器の隠し場所を発見した彼 
は、その武器庫を破壊し、番兵たちをを閉じ込める。さらにマヌ 
エルの仲間シャクルーを激戦の末に倒し、遂にマヌエル本人 
の居場所を特定した。追跡劇が始まるも、エツィオがこのテン 
プル騎士を捕まえ、殺すのは必然だった。そして、彼はマシャフ 
の鍵を入手した。 

5つめの鍵で映し出されたのは、90歳のアルタイルがポーロ兄 
弟と出会い、彼らに書物庫の鍵を託したときの記憶だった。このヴ 
ィションを見る限り、アルタイルの最期が近 I 、のは明らかだった。 

カッパドキアでの戦 t ゝは終わったかに見えたが、それは エツ ィ 
才に襲 t 、掛かる深刻な出来事の始まりだった。マヌエルが死ぬ 
と、物陰からアフメトが姿を現わしたのだ。油断して死んでしま 
った仲間を悼み、アフメトはマシャフの鍵を渡せと命じた:鍵を 
アサシンたちに預けてきた エツ ィオは、その要求に応じることが 
できな V ゝことに胸を撫でドろす。ところが、アフメトはそれを聞い 
ても驚かず、ならば、鍵を奪うためにソフィアを訪ねて I 、くまでだ 
と エツ ィオを脅す。 エツ ィオは激怒したが、ここでアフメドを 討つ 
ことはできな V ゝと悟り、踵を返すしか道はなかった。 


CONFRONTING 

AHMET 

アフメトとの対峙 

コンスタンテイノープルに戻った エツ イオは、 一目散に ソ フイ 
アの書店へと駆け出した。そこで彼が見つけたのは、激しく荒ら 
された室内とユスフの変わり果てた姿だった。このオスマン人 
アサシンは、己の命を犠牲にしてソフィアをテンプル騎土たち 
から必死に守ろうとしたに違いない。怒り心頭に発した エツ ィオ 
は、アフメトが待つ武器庫へと向かった。アフメトを殺めようとす 
るも、 エツ ィオはすんでのところで思 V ゝとどまる。アフメトを殺して 
しまうと、ソフィアを二度と見つけ出せな t 、のではな V 、かと慄然 
としたからだ。するとアフメトは、実にわかりやす V 、取引を持ちか 
けてきた。マシャフの鍵と引き換えにソフィアを返すというものだ 
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った。アフメトが立ち去ると同時に、スレイマンが姿を見せた。こ 
の若き皇子は一部始終を聞いていたのだ。伯父のアフメトの 
裏切りに、スレイマンはショックを隠せないでいたが、それでも 
エツィオの尽力に感謝し、2人は友人として別れた。 

エツィオがマシャフの鍵を取りに市内のアサシンギルドの本 
拠地を訪ねると、そこはテンプル騎士団の襲撃を受けていた。 
鍵を取り戻したエツィオは本拠地を守り抜き、ユスフの犠牲に 
敬意を表して新たな マスター •アサシンを 任命。 その者にオ スマ 
ン帝国のアサシンギルドを任せた。 

エツィオは、鍵をソフィアと交換するため再びアフメトに会う。 
常に一歩先を行くアフメトは、エツィオの反撃を封じるべくソフ 
ィアを危険な状況 r に置き、まんまと鍵を手に入れた。エツィオ 
はソフィアを救出し、アフメトを追ってともに市内北部へと向か 
う。壮絶な追跡劇の末、エツィオはアフメトを捕まえた。しかしそ 
のとき、アフメトの弟セリムが率 t 、る イェニチェリの軍隊が現わ 
れる。ほとんど無言のまま、セリムは兄アフメトを殺害した。エツ 
ィオの前に立ちはだかったセリムは、二度とコンスタンティノー 
プルに足を踏み入れるなと忠告。そして、ここで剣を抜かない 
のは、一重に息子のスレイマンがアサシンを尊敬して t ゝるから 
だと言 V 、放っ。 この展開にエツィオはひどく落胆したが、命じら 
れるがまま、ソフィアとその場を離れた。 


THE APPLE'S 
MESSAGE 

林檎のメッセージ 

コンスタンティノープルを出発したエツィオとソフィアは、鍵 
で何が明らかにされるのかを知るため、マシャフへと赴ぐ書物 
庫の前に立ったエツィオは扉を開き、1人庫内へと入っていっ 
た。中にあったのは、うずたかく積もった埃の山——アルタイル 
の蔵書の残骸——だった。この状況に困惑しつつも、エツィオ 
は辺りを見回した。そして部屋の奥で、簡素な椅子に座ったま 
まの状態で遺された骸骨を発見する。それはまさしくアルタイル 
だった。エツィオは骸骨に歩み寄り、その手に抱えられていた6 
つ目の鍵に触れた。すると、アルタイルの最終ヴィジョンが再生 
され始める。書物庫の入り口に立つアルタイルは、息子ダリム 
と最後の言葉を交わした。互 V ゝに抱き合った後、ダリムは父を 
残して立ち去った。1人になったアルタイルは、書物庫に入って 
エデンの林檎を取り出す。エツィオはどう t ゝうわけか、アルタイ 
ルの心中を感じることができた。己の運命が文書の形で伝えら 
れるのではなぐ血脈の中に息づき、受け継がれてのゝくことをア 
ルタイル自身は悟っていたのだ。奥まった壁の凹みに林檎をし 
まうと、年老 V ゝたアサシンは椅子に腰かけ、最後の記憶を6つ 
めの鍵に記録していぐ背もたれに身を預けたアルタイルは、 
死が訪れるのを穏やかな気持ちで待つのだった。 


エツ イオは顔を上げ、デズモンド—— アニムスを 通してこの 
記憶を体験して I ゝる者——に話しかけた。自分の使命は果た 
され、アサシンとして生きる日々は終わりを告げたと。今 エツ ィ 
才が望むのは、ソフィアと歩む平和で静かな生活だった。武器 
や防具を全て取り外した彼は、両手を伸ばし、デズモンドに抱 
きしめてくれと頼む。すると突然、 エツ ィオの傍らにデズモンド 
が現われたのだ。2人が抱き合うと、デズモンドはある壮大なヴ 
イジョンにつながったのを感じた。それは、 エツ ィオを通じて伝え 
られたアルタイルの林檎の最後のメッセージ——第一文明終 
焉の真実、大神殿の場所、そこに人るための指示——だった。 


SHAO JUN 

ユン•シャオ 

晚年、フィレンツェのエツィオのもとに、中国人の若い女性ア 
サシン、ユン•シャオが訪ねてくる。嘉靖帝の圧政にどう対処す 
べきか助言が欲 u ゝと言うのだ。嘉靖帝により、中国のアサシン 
は全滅状態に追 v ヽ込まれつつあるらしい。アサシンとしての自分 
を過去のものにしておきた v 、エツィオは、最初ユン.シャオを追 
I 、返そうとしたが、妻ソフィアはシャオを家に寝泊まりさせて、エ 
ツィオが心を決めるのをゆっくりと待つ時間を彼女に与えた。こ 
の件について夫に物申すことはなかったが、それはソフィア流 
の静かな主張だった。シャオは出しゃばらず、もの静かで礼儀正 
しかったが、この若き中国人女性の存在と、彼女が故郷の暴政 
に対する戦 t 、の中で失ったものは、エツィオにアサシンだった 
日々を否応なしに思 t ゝ出させた。そして、これまでの人生で彼が 
何を得たのかを改めて噛み締める。彼にはわかっていた。そう、 
それは愛と叡智だ。中国でアサシン教団を再建させるという彼 
女の最終目標に不可欠なものは、愛に裏打ちされた献身とすぐ 
れた知恵なのだ。 

エツィオはシャオを何十年も前に家族が処刑された場所に 
連れていき、彼がボルジアとの戦 I 、で学んだ全てを彼女に語っ 
た。人を愛し、文化を愛し、 lit 界を愛し、希望をもたらす誰かを 
守るために戦う一。それこそが彼女自身の仲間たちを取り戻 
す手がかりになると。成し遂げるには長 V 、時間がかかるかもしれ 
ないが、結局は最も価値のある道になるはずだと彼は断言した。 

皇帝の手下たちがユン•シャオの居場所を嗅ぎつけてしま 
い、彼女は迫っ手をエツィオに近づけな I ヽよう必死に試みた。 
彼女への教えを実践してみせるため、年老 V ゝたアサシンは戦い 
に加わり、2人は力を合わせて、皇帝の刺客を打ち負かした。故 
郷に戻り、教団再建を始めた t ゝと熱望して I ゝたシャオは、ほどな 
くフィレンツェを発つ。エツィオからの手土産がな V ゝわけではな 
かった J ゝつか彼女が道を見失ってしまったときに開ける、謎の 
小箱を彼は渡じ C いた。 
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CIVILIAN AND 
! MILITARY 
\ OTTOMAN-STYLE 
5 CLOTHING DURING 
THE RENAISSANCE. 

ルネッサンス期のオスマン帝国市民と兵士の服装 



>下層階級市民 



>中流階級市民 


>中流階級市民 



>医者 


>上流階級市民 
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> イエニチェ u 


>剣兵 


>爆弾兵 


>傭兵隊長 


>火縄銃兵 


>火縄銃兵 


>爆弾兵 


>槍兵 


>斧兵 
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THE 

RENAISSANCE: 

LEGACY 

ルネッサンスレガシー 


束し、その見返りとして軍事支援や食料などの供給を取りつけ 
た緊張が徐々に高まると、モンテリジョーニは不穏な空気に 
包まれ、マリオは地元民同士の言い争 I ゝを止めるために仲介 
に入らねばならな t ゝときもあった。誰かが住民のイ^安を煽ってい 
ると確信した彼は、手下に様 f を探らせることにする。すぐに犯 
人は見つかった。ルチアーノ•ペッツァーティだ傭兵たちとぺッ 
ツァーティの番兵を排した後、マリオはペッツァーティと対決し、 
勝利を収めたそして、尋問のために男をヴィラまで連行した。 

しかしながら、マリオには無駄にする時間などなかった。傭兵 
隊 M フェデリコ•ダ•モンテフェルトロ率いるフィレンツェ軍が街 
に迫っていたのだ。マリオの部 F たちは攻撃の第陣をはね 
つけることに成功したが、フィレンツェ軍はモンテリジョーニを包 
囲し始める。マリオは騎兵隊を先導し、敵のトレビュシェット (= 
平衡錘投石機)を破壊した。傭兵たちはフィレンツ X 軍の包囲 
網を打破して相手を圧倒、マリオたちの勝ち戦となった。 


DEFENSE OF 
MONTERIGGIONI 

モンテリジョーニの防衛 

1454年、モンテリジョーニの統治者に任命されたばかりのマ 
リオ•アウデ仆ーレは、フイレンツエからの襲撃を予測して戦闘 
準備を始めた:傭兵隊長でもある彼は、地元の鍛冶屋を指導 
してより強力な武器や防具を作らせ、傭兵たちに最高の装備 
をさせた。マリオはまた個人的に部下たちに訓練を施し、新し 
I ゝ戦闊テクニックを教えた。それだけではなぐ胸壁や街路の 
最も効果的なパトロールの仕方も伝授したのだった。この準備 
期間中、アサシンでもあるマリオは、暗殺対象者のリスト作りも 
行った。その標的たちの死でイタリアの微妙な勢力の均衡が変 
わり、マリオがモンテリジョーニを守るのにプラスになると考えら 
れたからだ。そして仲間のアサシンの協力もあって、マリオはリス 
卜に載った者たちを次々と追討していく。 

モンテリジョーニへの襲擊が差し迫って t 、ると知り、マリオは 
敵軍の動向に関するどんな些細な情報でも人手しようと斥候 
を送った。また、近隣の村々に足を運んで村民たちを守ると約 


ルチアーノ.ペッツアーティを尋問したマリオは、フィレンツェ 
軍の襲撃の最終 H 標がモンテリジョーニ制圧ではなぐ街のど 
こかに隠されているはずの古代のアーティファクトを見つけ出 
すことだったと知る。マリオは地元の建築家に訊ね、アウディト 
ーレ家の日記や記録を研究するなどして、この件を調査し始め 
た。調べを続けるうち、彼は、先祖の1人が井戸を深く掘ろうとし 
たが、水が涸れてしまったと t 、う事例があったことを見っける。 
傭兵と採掘人を伴い、マリオは古井戸の中へと降りていぐ底 
には、秘密の通路が存在していた。内郜の探検の過程で、* 
行は恐ろし^、死のトラップの数々に遭遇するが、遂にマリオは 
探して I ゝた物を発見した。だが、その代償として、彼は片目を失 
うことになってしまう。 

彼らが見っけたのは小さな木箱だった。マリオはその蓋を開 
けようとする部下を阻止する。中に入って t 、るのは靼骸布に違 
いな I ゝと彼は確信しており、その場^ r 、 危険を伴う可能性も否 
めな t ゝと思ったからだ。ところが、秘宝に触っていな t ゝというの 
に、手で触れたいと t ゝう激 u 、衝動に駆られた部下たちは、ま 
るで何かに取り憑かれたかのように豹変したのだ。突然彼らに 
襲われたマリオは、自分の身を守らねばならなくなった。アーテ 
ィファクトを調べてみたいという強い願望に抵抗しっっ、彼は 
木箱をヴィラの奥に隠した。今は見当がっかなくても、 v ゝっかア 
サシン教団はこのような秘宝をどう扱えばい t ゝのかわかるときが 
くると信じ、弟のジョヴァンニに連絡を入れた。 


BATTLE OF 
AGNADELLO 

ア ニャ デッ□の戦い 

ルイ12世のフランス軍がバルトロメオ•ダルヴィアーノとニッ 
コロ.デ.ビティリアーノの合 N 傭兵部隊と戦ったアニャデッロ 
の戦いは、イタリア戦争の中で最も特筆すべき戦の1つである。 

1508年に ローマ 教皇ユリウス2世、神聖 ローマ 皇帝マクシミ 
リアン1世、フランス王ルイ12世、アラゴン王フェルナンド2世の 
間で結ばれたカンブレー同盟は、表向きはオスマン帝国と戦う 
ために作られたものだった。ところが1509年、 M 盟国はオスマン 
帝国ではなぐヴェネツィア共和国と敵対することになってしま 
う。同盟国のヴェネツィア領への侵攻は、まずルイ12世自ら指 
揮を執るフランス軍から始まった。4月15日にミラノを出発した 
ルイは、最初にヴエネツイアの島々へと部隊を上陸させる。ヴェ 


ネツィアの死守は、ほとんど傭兵隊長バルトロメオ•ダルヴィア 
一二と彼のいとこ ニッ コロ •デ.ビティリアーノの部隊に任され 
ていた。数週間に及ぶ衝突は小規模なものだったが、その後フ 
ランス 軍はカッ サーノ .ダッダの街を流れるアッダ川を越えて進 
軍してきた。より強固な防衛線を築くため、バルトロメオは南へ 
の行軍を決めた。 

5月14日、バルトロメオはフランス軍の別働隊とぶつかり合 
う。そのフランス軍隊は、アニャデッロの村を取り囲むように集 
結していたのだ。この激戦でバルトロメオは負傷したにもかか 
わらず、自軍の傭兵たちを鼓舞させ、フランス軍騎兵隊と檐兵 
に突撃を仕掛け、撤退させた。その間、バルトロメオは、わずか 
数キロ離れたところに軍を配していたニッコロに伝令を送る。 
彼は、ニッコロが力を貸してくれば、傭兵たちはフランス軍を打 
ち負かすことができると信じて V 、たのだ。ところが、当時、理由は 
明らかになっても、なかったが、ニッコロは自分の部隊をアニャデ 
ッロに派遣するのを拒絶する。そして、バルトロメオの知らない 
うちに、彼らは南への進軍を続けて V ゝたのだ。 



バルトロメオは、街の北側に t ゝたフランス巡回兵 
を部下に奇襲させる。熾烈だが速やかな戦闘を展 
開した後、バルトロメオの傭兵はフランス兵を討ち 
破った。すぐに今度は別の巡回兵を標的に据え、 
バルトロメオは策略を仕組んだ。傭兵の何人かが 
降伏を装って敵の気を緩ませ、ブドゥ園に潜む別 
の兵が隙をついて一気に攻め込むというもので、 
パ'ルトロメオのこの襲撃も効果を上げた。 

バルトロメオがア ニヤ デッロに戻ると、村は襲撃 
を受けた後で、何軒かの家はまだ赤い炎を上げて 
いた。彼は部下たちに村人の消火活動を手伝うよ 
う命令し、このときの活躍で、この傭兵隊長は村人 
の信頼と尊敬を勝ち得る。アニヤデッロはバルトロ 
メオ軍への加盟を決定し、多くの村民から武器や 
食料、その他支援物資の供給がなされた。 

あいにぐアニヤデッロにやってきたのは、ニッコ 
口の傭兵部隊ではなぐルイ12世率 V 、るフランス軍 
だった。敵は圧倒的に兵数を増やし、3方向からバ 
ルトロメオたちを包囲した。ルイの軍隊に全く歯が 
立たず、バルトロメオは捕虜となり、8000人 I 、た彼 
の傭兵のうち約半数が殺された。残りは敵に拘束さ 
れたか、もしくは逃亡した。 

アニヤデッロの戦 V ヽはヴエネツィア勢の慘敗で終 
わった。この知らせはニッコロ •ピティリアーノの部隊 
まで届き、多くの傭兵たちがごっそり脱走してしまっ 
た。このため、ピティリアーノは残兵をトレヴィーゾま 
で撤退させるしかなくなる。それ以降特に目立った 
抵抗もなかったため、ルイ12世軍は進撃を続け、ヴ 
エネツィア領のほとんどを制圧した。 


ASSASSINATION 
0FNICC0L0 DI 
PITIGLIANO 

ニッコロ •ディ•ピティリアーノの暗殺 

1510年、アサシン教団は、ニッコロ •ピティリアー 
ノ暗殺のため、フランチェスコ•ヴェチェッリオを急 
派。彼の暴政からロニーゴの民を解放するのが表 
立った目的だったが、前年のアニヤデッロの戦いの 
際、軍事支援を要請したバルトロメオ•ダルヴィア 
ーノを裏切ったことへの復警の意味も兼ねていた 
と推測できる。 

ロニーゴに着いたフランチヱスコは地元民の服 
装に着替え、情報収集のために街を探索し始めた。 
通りの市民の会話に耳を傾け、標的が定期的に通 
う酒場に出向き、ひいきにしていた娼婦を聴取し 
た。またフランチェスコは、ピテイリアーノの複数の 
密偵や伝令を捕まえ、尋問を行った。こうして、暗殺 
対象者に関する膨大な情報が集まった。これらの情 
報から、ロニーゴの住民がピティリアーノになんの親 
しみも抱いていな V 、ことは明白だった。 


抜け目がなぐいくぶん慎重なアサシンだったフ 
ランチェスコは、ニッコロとその番兵を密かに追跡 
し、彼らの行動をこと細かに調べ上げた。ビティリア 
ーノに対する民衆の嫌悪感を助長させるようなゥ 
ワサを流した後、彼は暴漢を雇い、他のアサシンに 
後援を要請した。そして手下たちに、怒りに燃えた 
群衆を蜂起させ、ピティリアーノ邸に先導した。フラ 
ンチヱスコは全ての出口を封鎖し、建物の中へと 
侵入する。この暴動騒ぎに気を取られて V ヽるピティ 
リアーノ兵の目を盗み、彼は標的の居場所を突き 
止めると、襲撃をかけた。そして、業火に包まれてい 
く屋敷内にピティリアーノを残し、フランチェスコは 
その場を離れた。 

瀕死の重傷を負ったピティリアーノだったが、 
机の方まで這っていき、床板をこじ開けて聖骸布 
一不思議な治癒能力を秘めたエデンの果実 
一を引っ張り出した。秘宝の効果でどうにか体力 
を回復したものの、激痛が和らぐことはなかった。そ 
れでもピティリアーノは聖骸布を持って燃え盛る屋 
敷から逃げ出す。外に出た彼は激しく喘ぎながら、自 
分の命がそう長く持たな t ゝことを悟り、聖骸布に包 
まった。しかしながら、このアーティファクトは彼を治 
すことはなかった。ピティリアーノは苦しみ抜いたあ 
げくに死んだ。今際の際にその目に映ったのは、彼 
から聖骸布を剥ぎ取るフランチェスコの姿だった。 


A 3 VS 31:33 Nvssivgo: 3 Hi < Ag l— SI CSI 
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IMPERIAL 

RUSSIA 

帝政□シア 


□ シア帝国は、正式には1721年に誕生した。 
西欧の科学的、技術的発展に反応したピョート 
ル大帝が、□シアの近代化を目的として建国し 
たのである。□シア帝国は□マノフ朝に統治さ 
れるが、その君主らは、□ー マ皇帝などが有した 
称号『カエサル」のスラブ語読み「ツァーリ」の称 
号を受けた。ツアーリのもと、□シアは隣接した 
地域を占領することで、史上2番目に大きい帝 
国となった。 


ピョートル1世とエカテリーナ1世が統治者として、ロシアの 
文化と社会基盤の革新及び改善に向けて邁進したものの、 
産業化は少数派の富裕屑と膨大な数の困窮した農民階級 
の二栎化をさらに顕著にしただけだった。かつては貴族の地 
主に縛られていた多くの農民は19世紀に解放されたが、結局 
は高I ゝ税金に苦しめられ、社会的地位を得る機会などほとん 
どな t ゝままだった D 帝国内の労働荇もまた然りで、過酷な労働 
条件で働かされた上、帝国政府には認められず、守られもしな 
かった。貴族と労働者の利益格差が広がって国内情勢は悪 
化の途をたどり、混乱と無秩序に支配されていぐ第1次世 
界大戦終結に向け、ロシア経済は壊滅状態となり、帝国は内 
戦勃発の危機に瀕する。これらの慘状は、ロマノフ朝独裁政 
治の終焉を意味する以外の何ものでもなかった。 


THE FALL 


1800年代末、ツアーリ、アレクサンドル2世——テンプル騎 
士団の協力者——は失嘆し、息子のアレクサンドル3世が台 
頭する。アレクサンドル2世の殺害に関与した革命グループ 
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< 人民の意志 > はロシア人アサシンのギルドで、その使命は 
帝国内のテンプル騎士団の勢力を弱めることだった。アレク 
サンドル3世が皇帝の座に就くとテンプル騎士の力は強化さ 
れ、アサシンたちは皇帝の命を絶つべくニコライ•オレロフを 
急派した。1888年10月29日、オレロフは、ッァーリが乗車した 
クリミア半島からサンクトペテルブルグに向かう高速列車を 
追跡し、車両に飛び乗った。しかし、皇帝一家と出くわした際、 
彼は不意打ちを喰らってしまう。なぜなら、皇帝は単身で旅を 
しているとオレロフは聞かされていたからだ。オレロフが驚い 
た隙にッァーリは攻撃を仕掛け、戦いは五分五分のまま続い 
ていぐオレロフがアサシンブレードで負わせることができた傷 
は、腹部の1ヶ所だけだった。思いがけず列車が脱線するのだ 
が、乗り物が大破してもアレクサンドルはオレロフを襲い続け 
た。このときオレロフは、皇帝の杖がただの権威の象徴では 
ないことを悟る。そう、それは紛れもなくエデンの果実だった 
のだ。さらに、ッァーリは杖を武器にオレロフと戦い、再び優位 
に立つ。しかし、アレクサンドルはオレロフを生かしておいた。 
子供たちの前で人を殺めるのを彼は拒んだのだった。 

1894年にアレクサンドル3世が死に、彼の息子ニコライ2世 
が皇位を引き継ぐ。その間も、アサシンたちは皇帝の杖に関 
する情報を集め続けていた^1908年、テンプル騎士の捕虜ド 
リンスキーを尋問し、遂に杖の所在を突き止めたオレロフは、 
杖を破壊するため、ッングースカ川近くの施設へ仲間のアサ 
シンとともに向かった。彼らは施設内を一掃したが、協力者二 


コラ•テスラが引き起こした爆発に巻き込まれてしまう。テスラ 
は、テレフオースという独自の技術を用い、はるかアメリカか 
ら杖を爆破したのだ。このときの生存者は、オレロフただ1人 
だった。 

9年後、革命の指導者ウラジミール•レーニンがオレロフに 
接触を図る。レーニンは帝政を終わらせるベぐニコライ2世の 
暗殺を要請してきたのだ。オレロフは退陣させられたニコライ 
2世と宮殿で対峙し、秘宝の杖がッングースカの大爆発でも 
破壊されて I ゝなかったのかどうかを問 V 、詰める。ニコライが持 
っていた杖がただの複製だとわかり、オレロフは彼にはとどめ 
を刺さなかった。その後すぐ、アサシンたちは、唯一現存して 
いる秘宝の杖の破片を見つけ出す。それは、グリゴリー•ラス 
プーチンととともに埋葬されていた。アーティファクトの一部を 
回収した後、オレロフは、妻と娘を連れてアメリカに移住した。 


vlssmnvs uuld 莒 < Ayois—Z 
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RECENf 

HISTORY 

現代史 


THE GREAT PURGE 

大粛清 

2000年 10 月、アサシン教団に受け入れられたものの、実は 
テンプル騎士の潜伏スパイだったダニエル•クロスは、導師 
を殺害した。この事件は、教団を混乱に陥れ、テンプル騎上 
団ではメンバーが成し遂げた最も偉大な功績の1つだと考え 
られている。クロスは、敵対組織のリーダーを殺しただけでな 
ぐその後ほどなぐ世界各地——アリゾナ、ニューメキシコ、 
サウスダコタ、テキサスの砂漠の基地を含む——に潜んでい 
たアサシン紺織の在り処を暴露したのだった。 

アサシンたちの居場所を知ったテンプル騎上団は、ただち 
に一斉攻撃を仕掛けた。テンプル騎士たちは、アサシンの拠 
点のほとんどを壊滅状態にし、すでに足もとが揺らいでいた 
教 M に致命傷に近い大打擊を与えることとなった。テンプル 
騎士団は、この作戦を“大谢清”と呼んだ。 

それ以来、アサシン教団にかつての面影はな I ゝものの、大 
粛清を生き延びたアサシンは多数おり、発見されずに済んだ 
隠れ家も多かった。教団再建のために——ある V ゝは少なくと 
も、20世紀末には過去と同様の強靭さを取り戻すべく—— 
地道に努力し、大勢のアサシンが己の信じる道“大義”のた 
めに戦いを続けた。 


DESMOND MILES 

デズモンド•マイルズ 

“ザ•ファーム”と呼ばれる隔離されたアサシンのコミューン 
で生まれ育ったデズモンド•マイルズは、無味乾燥な R 々の繰 
り返しに嫌気がさして逃走し、ニューヨークに落ち着いた。彼 
はコミューンにいる間に培った技能に頼り、新しい生活を築 
いていくが、そこでテンプル騎士団、アサシン、陰謀者と関わ 
ることはなかった。 


ABSTERG0 

INDUSTRIES 

アブ スター ゴ社 

2012年9月、アブスターゴ社は、アニムス計画の17番 II の被験 
体とじ C デズモンド*マイルズを拘束、遺伝子研究部門の長ゥォ 
ーレン•ヴィディックのもとへ送り届けた。彼らがデズモンドに興味 
を持ったのは、その血統が理由だった。デズモンドの血筋をさか 
のぼると、12世紀生まれの中東のアサシン、アルタイル•イブン* 
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ラ•アハドが先祖に V ゝることが判明したのだ。アニムスを用いて 
デズモンドの遺伝記憶を探索し、ヴィディックはデズモンドに先 
祖の人生のある時期を調査させた。それは、エデンの果実と呼ば 
れる古代のテクノロジーの場所を突き止めることが目的であった。 
しかしながら、狙 t ゝをつけた記憶にただちにアクセスことができな 
かったため、デズモンドは目標より早 t ゝ時期のアルタイルの記憶 
から観察を始め、徐々に狙った情報に近づくようにして I ゝった。 

ヴィディックは、意図的にデズモンドがアニムスに留まる時間 
を限界ギリギリまで引き延ばすようになったが、彼の助手ルー 
シー•スティルマンは、デズモンドの前任の被験体16号の例を 
引き合 t ゝに出し、精神的ダメージを引き起こしてしまうと強く抗 
議した。ヴィディックは折れ、毎日デズモンドに予防措置としてア 
ニムスから出て休憩を取らせることにした。その間、デズモンドは 
施設の中を散策でき、ルーシーと話すことも許された。ヴィディッ 
クの厳しぐ何かに取り憑かれたような取り組み方と対照的に、 
ルーシーは何かとデズモンドを気遣い、アブスターゴの裏にある 
真実を見抜く力を養えるよういみゝろと取り計らった。デズモンド 
は、休憩中にルーシーがさり気なく与えたヒントに従い、施設内 
で自由に行き来できる範囲を獲得し、コンピュータにもアクセス 
できるようになっていぐそしてすぐに、アブスターゴ社が、アサシ 
ンの長年の宿敵であるテンプル騎上団の現代の隠れ蓑だと気 
づくのだった。アサシンの残党がデズモンドを逃がすためにアブ 
スターゴを襲撃したが、彼らは施設の警備特殊部隊にあっけな 
くやられてしまい、デズモンドは大きく落胆した。すると、ルーシー 
が自分もアサシンでアブスターゴ社にスパイとして潜人してい 
ると打ち明け、決じ C 1 人ではな t 、とデズモンドを元気づけた。 

翌日、デズモンドの H 標として t 、た記録がアンロックされ、ア 
ルタイルが様々なアーティファクト——まさにヴィディックが探し 
求めて V ゝたもの——の位置を示した地図を受け取るのを目撃し 
た。アブスターゴはエデンの果実を网収するための作戦を開始 
し、ヴィディックの上層部は、用済みと判断したデズモンドの抹 
殺を命令する。だが、ルーシーが、将来、さらなる情報収集のた 
めにデズモンドが必要になってくると説得。ヴィディックは彼女 
に同意し、デズモンドは命拾 t 、をした。 


THE GLYPHS- 
ESCAPE FROM 



ABSTAGO 


謎の文字群:アブスターゴからの脱出 


アニムスを通して得られたものだけではな V 、ことを悟る = アルタ 
イルの記憶をたどって t 、る間、彼はアサシンの第六感ともいう 
べき“鷹の目”の能力を沔得していた。鷹の目によって、デズモ 
ンドは他の人間が肉眼で見られないものを感知できるようにな 
る。それは、アルタイルの子孫として遣伝的に受け継 V 、だ潜在 
能力で、アニムスでの出血効果がきっかけになって引き出され 
たようだった。新たに獲得したこの力を用い、デズモンドは拘束 
されていた研究部門内で奇妙な象形文字に覆われたエリアを 
発見する。壁や床にあったそれらの文字は過去に描かれたもの 
で、通常では日視できな t 、ようになっていた。不可解な落書き 
のようではあったが、彼の監禁部屋の壁が端から端まで記号や 
暗けのメッセージで埋め尽くされた光景は戦慄を覚えるほどだ 
った。接近してよく見てみたところ、それらの象形文字は血で描 
かれており、おそらく彼の前にその部屋に t ゝた被験体16号によ 
るものだと思、われた。 

ルーシーがデズモンドの個室に戻ってきたときその服は返り 
血を浴び、赤く染まっていた。デズモンドの意識内の重要デー 
夕を獲得次第、ただちに逃げなければ I ゝけな V ゝと彼女は語気を 
強め、もう一度アニムスに入るようにと告げた。装置を起動させ 
たルーシーは、被験体16号とデズモンドが遺伝子的に適合す 
る最も近 V 、記憶——ルネッサンスのアサシン、エツイオ•アウデ 
补ーレ——を見つけ出した = エツイオは2人の祖先だったのだ。 


AasGisiHiN 333 CK < Ayoiscsl 
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世界中に散らばったエデンの果実を見つけ出すためアブス 
ターゴの工作員が動員される中、デズモンドは先祖の記憶が、 


遺伝子的なつながりが確立されるや否や、デズモンドはアニ 
ムスから飛び出し、ルーシーは追っ手が来る前にその記録の中 




I# b 


核データを盗み出した。そして彼女に先導されながら、アブスター 
ゴ社の迷宮のような通路を駆けていぐ出くわす雳備員を倒し 
つつ、ルーシーの従業員カードでセキュリティーロックを解除し、 
彼らは逃げ続けた。その間に彼女は、アサシンとテンプル騎士団 
の抗争はほんの一部に過ぎず、その裏にはもっと大きな危機が 
控えて t 、るのではな V 、かと疑って t 、るとデズモンドに打ち明け、 
そしてさらに詳細を知る必要があると語った。アブスターゴの次 
期訓練計幽用のアニムス装置の部屋を抜け、2人は出口へと 
ひたすら走った。ルーシーが驚 L 、たことに、途中デズモンドは新 
たな能力を発揮し、ロックされたドアの暗号を解除したのだ。こう 
して、彼らはアブスターゴの施設からの脱出に成功する。 


THE HIDEOUT- 
MINERVA^ 

MESSAGE 

隠れ家:ミネルヴァのメッセージ 

テンプル騎上団の追跡から逃れるため、ルーシーはデズモン 
ドをイタリアのアサシン教団隠れ家へと連れてきた。彼らはそこ 
で、歴史学者のショーン•ヘイスティングスとアニムス 2.0 ——ア 
サシン側のアニムス装置——を管理する技術者レベッカ•クレ 
インと I 、う2人のアサシン仲間と合流する。ルーシーは、テンプ 


ル騎士団と対峙した際に助けてくれたお礼として、一人前の 
アサシンになるよう訓練を施すとデズモンド申し出る。そして、 
先祖の技能や経験を彼に転送するために、アニムスの使用中 
に起きる出血効果を利用すると説明した。テンプル騎士団の 
勝利を阻止すると心に決めたデズモンドはルーシーの提案に 
同意し、アニムスに入る。その装置はレベッカ自身が組み立て 
たものだった。今回デズモンドは、初めて自らの意志でアニムス 
の被験体となったのだ。 

エツィオの人生を追体験しながら、デズモンドは見事に状況 
に適応し、素隋らし V ゝ兆候を示す。頃合 t ゝを見計らい、ルーシ 
一は彼を装置から出し、アニムス内で体験した技能がどれだけ 
保持されて t 、るかをテストした。今ではフリーランも自在にこなせ 
るようになったデズモンドだったが、隠れ家のセキュリティシステ 
ムを稼働させることで新たなスキルも実践に移してみた。一方、 
ルーシーは、エツィオの記憶によって、エデンの果実の裏にある 
より大きな事態が明らかになるはずだと信じ、さらに念入りな調 
査を進めていく。ところが、デズモンドが先祖の記憶とより同調 
できるようになった結果は、新たな能力を習得しただけでは終 
わらなかった。アニムスの外に t 、てもアルタイルの記憶に完全 
に入り込み、幻覚を見るようになったのだ。 

この過程で、彼らは暗号の中にあった一続きの変則部分を 
発見する。その暗号とは、もとのアニムスのデータの中核に被 
験体16号が残していったメッセージをアニムス 2.0 に転送した 
ものだった。デズモンドがその変則箇所を発見し、さらに調査し 







たところ、テンプル騎士とアサシンの歴史に関する膨大な暗号 
化情報であることが判明した。やがて、2人の人間が未来的な 
複合施設内を走って I ゝく記憶が再生されたが、その映像の日 
付は、キリストが誕生するずっと前になっていた。 

デズモンドは遂にエツィオの記憶の一場曲を目撃す I それ 
は、エツイオが、ローマにあるシステイーヌ礼拝堂の地ドで秘 
密の杗物庫にエデンの林檎を持っていくヴィジョンだった。宝 
物庫に入ったエツィオは、ミネルヴァだと名乗る女神のような 
存在と対面する。ミネルヴァは、人間と“かつて来たりし者”の 
呼び名で知られる稗族との古代の戦いについて語り出した。 
“かつて来たりし者”の1人だという彼女は、その両者間の戦 
I ゝの後、大惨事が続 t ゝたことも明かす。人間を創造したのも、 
エデンの果実を作り出したのも、ミネルヴァたちだった^そして 
彼女は、エツィオではなぐデズモンド自身を名指し、もし防ぐた 
めの行動を起こさなければ、新たな大災害に見舞われるだろう 
と警告した。 

ウォーレン•ヴイディックとともに、アブスターゴ社の人間がデ 
ズモンドたちの隠れ家に押し寄せる前に、デズモンドはこの記 
憶を追体験していた。レベッカとショーンが避難装置を準備し、 


ルーシーとデズモンドはテンプル騎士団を迎え討ち、部下たち 
がやられるのを目の当たりにして逃げようとしたヴィディックと対 
決する。デズモンドたち一行は、やがて新たな隠れ家へと出発 
するが、彼らはそこで、デズモンドに再びアニムスに入ってもらう 
ことを願っていた。 


MONTERIGGIONI 

モンテリジョーニ 

仲間のアサシンと機材を乗せた車を運転し、ルーシーはイタ 
リアのモンテリジョーニまでやってきた。そして、ヴイラ.アウデイ 
トーレの地ドにあるサンクチュアリに新しい隠れ家を設置す 
る。そのサンクチュアリの内部は、アブスターゴ社が所有する 
携带電話基地局からの監視が届かなかったため、皆が安全 
だと信じていた^サンクチュアリの入り口は塞がれてしまって 
いたものの、ルーシーとデズモンドはアウデイトーレ家の墓所 
跡を通って地下道を経由し、別のルートを見つけ出した。人り 


口を確保した彼らは、車を隠し、サンクチュアリの中に活動拠 
点を設置した。そこでデズモンドは再びアニムスのイスに座り、 
エツィオの記憶への冒険を続けるのだった。 

ルーシーたちは、エツィオが持っていたエデンの林檎の位 
馘を掴めればと考えていた。デズモンドは、エツィオがミネル 
ヴァと会った直後の記録とシンクロし、エツィオの人生をたど 
って t ゝった。デズモンドは再度被験体16号が残した暗¥と遭 
遇。それらを集め、アニムスプログラムの実行ファイルとして 
試したところ、デズモンドは奇妙な場所へと移動させられてし 
まう。そこでデズモンドは被験体16号と顔を合わせるのだっ 
た被験体16号はアニムス内だけで存在するイメージで、消 
滅してしまう前に、デズモンドを再び目覚めさせてくれるイヴと 
I ゝう女性を発見しなければならな I ゝとほのめかした。 


COLOSSEUM VAULT 

コ□ッセオの宝物庫 

彼らは持ち物をまとめ、ローマへと向かった。コロッセオの 
遺跡の中を進む途中、デズモンドは、“かつて来たりし者”の 
1人ジュノの声を聞く。ジュノは、ミネルヴァの警告をさらに詳 
しく説明した。デズモンドは、サンタ•マリア•イン•アラチエリ教 
会——神話によれば、ジュノの神殿の上に建てられたという 
一に続く道を見つける。一旦仲間をその場に残し、彼は様 
々なスイッチを操作して現代ではありえない技術が駆使され 
たエレベーターの場所を明らかにした。そして、一行は宝物庫 
へと降りていく。 


やがてデズモンドは、エツイオが秘密の神殿に林檎を隠す 
のを目撃する。その神殿とは、ローマのコロッセオの中にある 
のだった。 


一行は迷宮のような複雑な通路を進んでいった。エツイオ 
がサンクチユアリに残した手がかりからショーンが推測したバ 
スワードを用い、とうとう彼らは林檎が置かれた場所へとたど 
り着ぐ目の前の秘宝に手を仲ばした瞬間、デズモンドは自分 



自身が強大な力に支配されるのを感じた。己の身体をコントロ 
ールできなくなった彼は、恐怖で大きく目を見開いた。ジュノに 
操られるがまま、ルーシーに刃物を突き立ててしまったからだ。 


ジュノと接触した際の大きな負荷が原因で、デズモンドは 
意識を失い、昏倒してしまう。その隣には、変わり果てたルー 
シーの身体が横たわっていた。その後まもなぐウイリアム *M 
が到着し、デズモンドを一時的な隠れ家へと連れて帰った。そ 
こでデズモンドは、ジュノの行動で受けたダメージからの回復 
を試みるベぐ再びアニムスに入れられる。即刻、ウイリアムは 

アニムス-そしてデズモンド-を北米の新たな場所に移 

送する增備を行った。彼はレベッカと出発し、ショーンはルーシ 
一の埋葬が終わるまでしばらくイタリアに留まることになった。 

アニムスの境界内部に意識が閉じ込められまま、デズモンド 
は、アサシン教 hfl の子供として育った過去の真実と向き合うこ 
とになる。自身の子供時代を追体験し、最近の経験を鑑みな 
がら、当時を直視することが、デズモンドが M 復するための出 
発点なのだ。最終的に、彼は自分が誰で、何者なのかを理解 
し始める。被験体16号の助けもあり、デズモンドの意識はいつ 
でも回復できる状態になった。 
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デズモンド•マイルズ 
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アサシン、アルタイル•イブン•ラ•アハド、エツイオ•アウデイ 
トーレの子孫であるデズモンド•マイルズ (1987 年生まれ)は、 
アサシン教団のメンバーであるが、10代のときに教団を離れ 
た。2012年9月、彼はアブスターゴ社に拘束され、アニムスと 
呼ばれる装置を通じ、自身の祖先の記録を追体験することを 
強要される。後にデズモンドは脱走し、アサシンたちの小さな 
組織と一緒に行動するようになった。そして、テンプル騎士団 
の計画を阻止しようとする仲間に協力すべく、再びアニムス装 
置に入るのだった。 


デズモンドは“ザ.ファーム”で生まれた。ザ•ファームは、サウスダコタ州ブラック 
ヒルズの人里離れた場所にある複合施設で、そこで30名ほどのアサシンが暮らし 
ていた。彼の両親は V 、ずれもアサシンで、デズモンドを教団流の方法で育て、訓 
練しようとしていた。しかし、アサシンとして生き抜く術を学ぶための厳し V ゝトレー 
ニングを押しつける両親のやり方は、デズモンドと親の距離を広げるばかりであ 
った。デズモンドにとって、ザ•ファームは家ではなく監獄であり、肉親は看守以外 
の何者でもなかった。16歳の誕生日、彼はこの地を離れることを決意する。 


テンプル騎七団の存在を知り、アサシンが自分を連れ戻しに来るのではな 
いかと怯えつつも、デズモンドはヒッチハイクで大陸を横断し、ニューヨークに 
腰を落ち着けた。本名を決して名乗らず、クレジットカードではなく現金で買い 
物することで、彼は9年の間、テンプル騎士にもアサシンにも所在を知られるこ 
となく過ごした。ザ•ファームで受けた訓練は、大都市で暮らすためにも大いに 
役立ち、実際に独り立ちの準備していたようなものだったのだ。彼はやれる仕 
事は何でも行い、ニューヨークで充実した日々を送っていた。特に、アサシンの 
施設に t ゝたときに常に感じて^、た恐怖や被害妄想から解放された生活は格別 
だった。新たに手に人れた自由を満喫する一方で、デズモンドは家族を恋しく 
思い、自分の行 V ゝを後悔するようになる。しかし、2012年9月、オートバイ免許 
取得のために提出したデズモンドの指紋が、テンプル騎土団の目に留まってし 
まう。そして、彼らはバーテンダーとして働くデズモンドを発見。彼を誘拐し、イタ 
リアにあるアブスターゴ社の施設へと連れ去るのだった。 
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デズモンドは、被験体 17 号としてアブスターゴ社遺伝子研究 
部門のリーダー、ウォーレン•ヴィディックのもとへと涵けられた。 
デズモンドはそこで、ヴィディックと助手のルーシー•スティルマ 
ンから、遺伝子の中に組み込まれて I ゝる先祖の記憶を体験で 
きる装置“アニムス”での実験を施される。アブスターゴの当初 
の意図は、12世紀の中東で活躍したアサシン、アルタイル•イブ 
ン•ラ•アハドのある特定の記憶を探らせることだった。その記憶 
が、エデンの果実と t ゝうアーティファクトの位置を示唆している 
吋能性があったためだ。しかし、デズモンドの潜在意識が桁絶 
してしまい、即座に先祖の記憶にアクセスさせようとしたヴィデ 
ィックの目論みは成功しなかった。そこで、アルタイルの記憶を 
さらに過去にさかのぼり、少し早 V ゝ時点から経験させると V 、うや 
り方が採用された。肩ならしをした上で、徐々に核心に迫るべき 
だと考えられたのだ。翌日からの数 R 間、デズモンドはほとんど 
の時間をアニムスの中で過ごし、第3次十字軍の時代にテンプ 
ル騎十団と戦ったアルタイルの日々をたどっていくこととなる。 

アニムスの外に出るのを許されて t 、る問、デズモンドはルー 
シーの力を借りて研究所の中を内由に歩き固ることができた。 
ペン型のデバイスを拝借してアクセスしたヴィディックの電子 
メールを読むことで、彼はテンプル騎士団の企みに関する情 
報をかき集め、アニムス実験を受けた前任者、被験体16号の 
存在も知った。16号は、出血効果を伴うケースをアニムスで 
繰り返し体験すると I ゝう過度の負拊が原因で、正気を失って 
しまっていた。幾 I I か過ぎた後、実験は銃声によって中断され 
る。アサシンの一団がデズモンドを救出に来たのだ。しかし、 
それは失敗に終わった。ヴィディックの話では、全員始末され 
たという。さらには、救助に来た連中はデズモンドが育った組 
織の最後の生き残りで、彼らの施設もすでに破壊されたと聞 
かされる。ところが、ヴィディックが去った後、ルーシーは、デズ 
モンドの両親は逃げ出せた可能性が高いと教えてくれた。そ 
して、彼女自身も実はアサシンで、アブスターゴ社にスパイと 
して潜入しているのだと明かしたのだった。 

デズモンドはアニムスに戻り、遂に、様々なアーティファクトの 
場所が記された地図——まさにアブスターゴ社が探し求めてい 
たもの——をアルタイルが入手した場面を H の当たりにする。 
ヴィディックはヒ眉部からデズモンドの処分を命令されたが、ル 
ーシーは将来必要になるかもしれな t ゝと考え、それを阻止する。 
ヴィディックはデズモンドの命を奪わなかったが、彼の運命は 
先行き不透明だった。自室に戻ったデズモンドは、突然、部屋 
の壁に描かれた奇妙なシンボルが見えるようになっていること 
に気づぐ血で描かれて t ゝるらし I 、象形文字のような暗号は、 
被験体16蜉の最後のメッセージだったのだ。アニムスで出血効 
果に影響されたデズモンドは、アルタイルの特殊能力の1つが 
使えるようになっていた。それは、“鷹の目”としてアサシンたち 
の間で知られている超感覚的知覚だった。鷹の目のおかげで、 
彼は被験体16号の血文字も冃視できるようになっていたのだ。 


被験体16号が残した支離滅裂な落書きのようなメッセージ 
を分析していたデズモンドのところに、ルーシーがやってきた。 
見ると、彼女の洋服には血糊が着いて I ゝるではないか。彼女は 
デズモンドをアニムスに戻し、被験体16号と遺伝子的に適合す 
る最も近 t 、地点にデズモンドを同調させた。それは、15世紀の 
フィレンツエの貴族、エツィオ•アウデ仆ーレの記憶だった。デ 
ズモンドは、エツィオの誕生を R 撃するや否や、現実に引き返さ 
れるアニムス装置の中核メモリを抜き取ったルーシーは、今す 
ぐ施設から脱出しなければ t ゝけな I 、と言った。2人は、曾備貝た 
ちをと戦 I 、つつ、研究所の中を駆け抜けていぐデズモンドの 
鷹の目のおかげで、彼らはロックされて t 、たドアのパスワードを 
見つけて解除し、車を奪ってその場を立ち去った。 

デズモンドは、倉庫内のアサシンの隠れ家へと迚れて行か 
れた,そこで彼は、歴史学者のショーン•ヘイスティングスと、 
アサシン側のアニムス装砰“アニムス 2.0” を操作する技術 
矜レベッカ•クレインと対曲する。アサシンたちは、デズモンド 
に祖先エツィオの記憶を追体験させ、出血効果を活かして数 
日でアサシンの能力を身につけさせようと計画していたのだ。 
当のデズモンドは、テンプル騎士団の行ったことを許せず、復 
警した V ゝと考えていた。仲間たちに賛同した彼は、再びアニム 
スに入る。そう、今度は自ら望んで被験体になったのだった。 

わずか数時間のうちに、デズモンドはエツィオの人生の大 
半を体験する。テンプル騎上団によって父と兄弟が処刑され 
るのを目の当たりにした後、アサシン教団のメンバーとなり、 
テンプル騎 t : 団総長ロドリゴ•ボルジアとエデンの林檎をめ 
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ぐって対決したのだ。デズモンドの能力は著しく強化されて 
I 、ったが、アニムスで過ごすことが悪影響を及ぼし、彼は幻覚 
に悩まされ始める。あるときは、突然中世のアッカに意識が飛 
ばされ、アルタイルとマリア•ソープが子供を授かるところを目 
撃した。このような副作用にもかかわらず、デズモンドはアニム 
スに戻り、トレーニングを続行した。 

実験の過程で、アサシンたちは、コードの中に一連の変則 
性が生じて V 、ることを発見する。それらは、被験体16号が残し 
たメッセージであると判明。もとのアニムス装匿の中核データ 
にあったものが、アニムス 2.0 に転送されたらしかった。デズモ 
ンドがこの変則データを探し出し、詳しく調べたところ、テンプ 
ル騎十とアサシンの歴史が記された膨人な暗号化情報が発 
見された。全てのメッセージを集めたとき、2人の人間が未来 
的な施設内を駆け抜けていく奇妙な記憶が再生される。映 
像を通じてわかったのだが、それはキリスト誕生よりもはるか 
以前の日付になっていた。 

デズモンドたちは、エツイオの記憶の1つを見た際、さらなる 
衝撃を受けた。 エツ イオは、 ローマに ある システイーヌ 礼拝堂 
の地下にあった秘密の宝物庫へとエデンの林檎を持ってい 
ったのだ。そこで エツ イオは、ミネルヴァと自分を呼ぶ女性のイ 
メージと対峙する。彼女は、人問と“かつて来たりし者”として 
知られる古代の存在の問で繰り広げられた戦いについて言 
及した。ミネルヴァもその古代の種の1人らしぐ2種間の戦の 
後には大災害が発生したと付け加えた。エデンの果実を作り 
出したのは彼女とその仲間たちで、人問同様に創造したのだ 


と思われた。それからミネルヴァは、エツィオではなぐその子 
孫のデズモンドに向け、このまま何も行動を起こさなければ、恐 
ろ U 、大惨事が再び起こると忠告した。 

しかしながら、アサシンたちは、このお告げを熟考して t ゝる時 
問がなかった。テンプル騎七団は追跡の手を緩めてはおらず、 
この隠れ家にも大挙して襲撃を仕掛けてきたのだ。ヴィディッ 
クも攻撃に加わっていた。アブスターゴ社の警備員たちは、デ 
ズモンドを無力化させ、アニムスを被験させようと警棒を振り 
かざして突進。そのときルーシーは、デズモンドにアサシンの秘 
密武器アサシンブレードを手渡した。アニムスを通じて学び取 
っていたスキルを用い、デズモンドは、次々と敵を倒していぐ 
ヴィディックは撤退し、アサシンたちはアニムス 2.0 の装置を車 
に乗せて逃走した。 

それから-行は、モンテリジョーニにあるかつてのアウディト 
ーレ家の邸宅“ヴィラ•アウディトーレ”にやってきた。モンテリジ 
ョーニは、1500年にチェーザレ•ボルジアに陥落させられたとき 
のダメージが残って I ゝたものの、街の大部分と邸宅は当時のま 
まの姿で佇んでいた ◦ テンプル騎士団の携帯電話監視システ 
厶を避けるベぐアサシンたちは、ヴィラの地下にあるサンクチュ 
アリに拠戊を設けることにする。ところが、地下へ通じる道は塞 
がれてしまっていた D そこで、デズモンドは鷹の目を使用し、エツ 
ィオのイメージに導かれて裏口を見つけ出す地 F トンネルが 
存在するそこは、500年前に、エツイオとモンテリジョーニの住 
民が避難するために使った隠し通路でもあった。 
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ルーシーとデズモンドがトンネルを進んでいく途中、デズモ 
ンドには過去の出来事の幻覚がますます見えるようになって 
いた。力を合わせて数々の難所を切り抜けた2人は、遂にサン 
クチュアリへとたどり着ぐその場所に立った途端、年齢を重 
ねたエツイオが人生の晩年にヴイラに戻ってきた様/が、デズ 
モンドの目に映し出された。さらに彼は、暗号のような数字をい 
くつか発見する1419、1420、1421 —— どうやらエツイオが残 
したもののようだが、それも鷹の目を使ったときだけ見えるの 
だった。ルーシーとデズモンドは、封じられていたドアを内側か 
ら開け、外からサンクチュアリへ簡申に行き来できる道をよう 
やく確保した。ショーンとレベッカも地下へと入り、さっそく新し 
I ゝ拠点とすベく機材などの設置を始める。そして用意ができる 
とすぐに、デズモンドはアニムスに再び入るのだった。 


今回彼らは、エツィオが所有して V ゝたエデンの林檎を探し 
ていた。しかしやはり、いきなり目的の記憶にアクセスすること 
はできず、デズモンドはエツィオがミネルヴァと会った後から、 
このイタリア人アサシンの人生をたどっていぐチェーザレ•ボ 
ルジアの手にエデンの林檎が渡るという厳し V ゝ境遇の中、エ 
ツィオはローマをテンプル騎士団から解放すべく奔走する日 
々を送っていった。そこでもデズモンドは、被験体16号が残し 
たコードを発見する。それらを集めてアニムスのプログラム内 
で実行させたところ、デズモンドは不思議な場所へと飛ばさ 
れ、被験体16号の影のようなイメージと遭遇した。16号はア 
ニムスの中で何らかの存在形態を保って t ゝるようだった。16 
号は、消える前にイヴと呼ばれる女性を探せとほのめかす。そ 
うすれば、奇妙な光景はなくなり、デズモンドも再び目を覚ます 
ことができると V 、ラのだが——。 
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それから、デズモンドは、エツイオがローマのコロッセオに通 
じる秘密の神殿に林檎を置くのを y 撃する。彼ら4人のアサシ 
ンはただちに荷物をまとめ、ローマへと向かった。デズモンドが 
遺跡の中を進んでもゝくと、不思議な声が聞こえてきた。かつて 
来たりし者の1人、ジュノの声だった。彼女はミネルヴァがシス 
ティーヌ礼拝堂の宝物庫で与えた警告を、さらに展開させた。 

その直後、デズモンドは長もゝ地下通路に気づぐ道は、サ 
ンタ•マリア•イン•アラチエリ教会へつながっており、神話によ 
れば、その教会はジュノの神殿の上に建って v ゝるのだという。 
デズモンドはドアのかんぬきを外し、他の仲間を中に入れた。 
それから、様々なスイッチを操作し、現代ではあり得な V ゝ技術 
が駆使されたエレベーターの存在を明らかにする。教会の地 


まう。デズモンドは72という数字のバスワードでその扉を開け 
ることに成功したが、どうしてそれが自分にできたのか、説明す 
ることはできなかった。とうとう彼らは中央の大広間へとたどり 
着き、林檎が置かれているのを目の当たりにする。デズモンド 
がその秘宝を掴もうとしたとき、突然抗えな V ゝ力が身体を支配 
した。そして、ジュノに操られるがまま、彼はルーシーの腹部を 
刺してしまう。自分の意に反し、鋭 t ゝ刃が深々と彼女に突き立 
てられる瞬間を、デズモンドは恐怖で凍りつ V ゝた目で見つめる 
ことしかできなかった。 

友人ルーシーを殺した衝撃とアニムスで受けていた精神 
的ダメージが合わさり、デズモンドは昏睡状態に陥ってその 
場に崩れ落ちた。やがて、デズモンドは2人のアサシンによつ 



下深くに降下した4人は、そこに巨大な宝物庫があることに気 
づ<。一行は通路に従って進むも、大きな扉に突き当たってし 


て搬送される。うち1人は、ウイリアム * M という名だった。秘密 
の場所で、ウイリアム . M はデズモンドをアニムスに入れる。そ 
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れは彼を生かしておく唯 * の方法だったからだ。それからデズ 
モンドは、エツイオのさらなる記憶を体験し、彼が説明のつか 
ない座標を有する新たな宋物庫を訪れていた事実を知る。 
その後ほどなくして、デズモンドは完全に迷ってしまった。彼 
の意識は、“ブラック•ルーム”というアニムス•ソフトウェアの 
ある領域に入っていぐそこで彼は、被験体16号の協力のも 
と、バラバラになってしまった自身の記憶を再構築しようと試 
みるのだった。デズモンドが意識不明のままアニムスに横たわ 


っている間、ウイリアムは目の前の彼が#常にまれな例である 
ことを知る。デズモンドの遺伝子は、第-文明の者の DNA の 
含有率が非常に高かったのだ。それは、アブスターゴ社が彼 
の潜在能力に気がつくまで、誰も気づかなかったことで、その 
特殊性のおかげで、先祖たち同様、デズモンドもエデンの果 
実を操れるのだ。 

ウイリアムがデズモンドをニューヨークへ移送する手配をし 
ているとき、アニムスの中に閉じ込められた彼は、アサシン教 
M の供として育てられて V ゝた事実と向き合うことになる。子 
供時代の日々——アサシンとして牛まれたがゆえに、現実の 
世の中も、それに伴う思想も経験しなかった——を思い出し、 
それらを最近の出来事と照らし合わせて見つめ直したことが、 
デズモンドが回復し始めるきっかけとなった。身の安全のため 
に抑制されていた経験や知識を解放し、デズモンドは遂に自 
分が誰で、何者なのかを理解した。被験体16号が最後の犠牲 
となってくれたことで、デズモンドはもう V 、つでも意識を取り戻 
せる段階に来ていたのだった。 
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FRIENDS RALLIES 


友と協力者 


3:A:1 

WILLIAM MILES 

ウィリアム•マイルズ 

ウィリアム•マイルズ（1948年生まれ）は、デズモンド.マイル 
ズの父親である。活気に満ち、知能も高い人物だったが、感 
情表現が苦手で、息子との折り合 V ゝも良くなかった。アサシン 
のコミュニティで生まれたウィリアムは、その全人生を教 R 1 の 
理想のために捧げてきた。ラビッド•シティの郊外、サウスダコ 
夕州ブラック•ヒルズにある“ザ•ファーム”という人里離れた教 
bfl コミューンで息子を育てたウィリアムは、こうと決めたら没頭 
する性格で、アサシン教団とその大義に熔力するあまり、家族 
をなおざりにしてしまうことも多かった。ウィリアムの妻は、夫が 
教団に身も心も全て捧げていることに対処できていたが、若 
I ゝデズモンドは違った。その結果、デズモンドにとって彼は父 
親というより、鬼軍曹以外の何者でもなくなっていく。そして、 
両親がコミューンから離れるなと繰り返し警告していたにもか 
かわらず、デズモンドはとうとう施設から逃げ出してしまう。 

ウィリアムが息子を探すために——もし彼がそうしていたと 
したらの話だが——どんな行動を取ったのか明らかにはなっ 
ていない。しかしながら、彼は世界中に敗らばった様々なアサ 
シン潜伏工作員の統轄者であり、デズモンドが再び姿を現わ 
した場合には、真っ先に情報が得られる立場に t 、たと思われ 
る。ただし、彼が特定の W 的のために自分の立場を利用した 
のか、ただ単に教 Ni に全力で尽くしていただけなのかはわか 
らない。デズモンドがテンプル騎士団に拘束されると、ルーシ 
一•スティルマンがそれに気づき、ショーン•ヘイスティングスが 
ウィリアムに送った報告に、デズモンドの情報が含まれること 
になった。こうして彼は、遠くから事の成り行きを見守るだけで 
はあったものの、再びデズモンドの人生に関わっていぐしか 
し、サンタ•マリア•イン•アラチエリ教会の地下でデズモンドが 
ジュノに操られ、状況は一変した。 

デズモンドは精神的ダメージが大きく昏睡状態に陥ってい 
たが、そのおかげで、ウィリアムが直接この件に関与できるよ 
うになった。そして、壊れた心を修復させられるかもしな v ゝと一 
縷の望みを持ち、息子をアニムスに戻したのだった。アニムス 
は、元来、認知過程をシミュレートする目的で使用される装 ■ 
ではな I 、ため、危険性は内在して v ゝたものの、デズモンドは手 



元にあるツールを使って意識を復元できる心の強さを持って 
いると、ウイリアムは固く信じていた。また彼は、ルーシーの一 
件に対して抑えてもゝた気持ちを吐露し、彼女は非常に優秀な 
女性だったとその死を悼んだ。デズモンドがアニムスで横たわ 
っている問、ウイリアムはチームを結成、メンバーをこれまでと 
違う身元でニューヨークへ向かわせ、新たなエデンの果実の 
正体を探らせることにした。 

ウイリアム•マイルズは、1988年、ポール•ベラミーにニコラ 
イ•オレロフの記録を与えたアサシンでもある。その当時、ダ 
ニエル•クロスはベラミーの施設にいた。これは、アサシンの 
情報網全体を通じて情報を獲得したり、広めたりできるとい 
う彼の能力同様、ダニエルが教団にとってどれだけ重要だっ 
たのかを示すさらなる一例なのだった。 
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3:A:1 


LUCY 

STILLMAN 

ルーシー•スティルマン 


ルーシー•スティルマン（1988年- 2012年）は、現代のアサ 
シンで、長期間、従業員としてアブスターゴ社に潜人し、スバ 
イとして活動していたことでも知られている。テンプル騎士団 
の表向きの顔となって I 、たその企業で、彼女はアニムス計画 
を進める手伝いをしていた。 

ルーシーは大学に入学したものの、結局は退学じ C いる。と 
I 、うのも、教授が彼女の研究はしょせん擬似科学だとし、信 
用がおけな t ゝと決めつけてしまったからだった。しかし、その研 
究は、アブスターゴ社に潜入スパイとして入り込むため、わざ 
とウォーレン•ヴィディック博士の目に留まるような分野が選ば 
れていたのだ。この策略はうまくいき、ヴィディックはルーシー 
にアブスターゴ社でのポストを用意し、際限のない資金と支 
援で研究をさせると提案する。彼女はヴィディックの申し出を 
受け、彼とともにアニムス計両に携わるようになった。その計 
画とは、アニムスと呼ばれる装置を用 t ゝた遺伝記憶の探索に 
焦点を当てるという内容だった。こうして彼女は、その機械と 
オペレーティングシステムの両方の様々なバ'ージョンを設計 
して配備する過程を監督した。一度アブスターゴ社がルーシ 
一の有益性に見切りをつけると、会社はすぐに彼女を始末す 
ベく刺客を送り込んだが、ヴィディックが間に入り、彼女の命 
を救った。だが、このときのなぜ彼がルーシーを助けたのか、 
その動機は明らかになっていない。 

このようなことがあっても、ルーシーはヴィディックの助手とし 
て、 アニ ムスのプログラミング、機能 性、診断、 メンテナンスの 


監督を続けた。同時に、アブスターゴ社内の立場を利用し、ア 
サシンの潜伏スパイとして、テンプル騎士団の活動状況、特 
にエデンの果実の捜索に関する情報も探っていた。 

ルーシーは、この計画の試験対象者の1人だった被験体16 
号の自殺の件を t 、つまで も引きずって V 、るように見えた。被験 
体16号の死と乱心の主な原因は、 アニ ムスの出血効果と呼 
ばれる心理的現象だと信じる彼女は、ヴィディックとのやり取 
りの 中で、 このプロセスのことを、 アニ ムスでの実験が引き延 
ばされた結果生じる“現実と遺伝記憶の浞濁”と表現してい 
る。そして、被験者の精神的な正常さと安定を維持するため 
には、 アニ ムスの過度の使用は控えることが重要だと、ヴィデ 
ィックに訴えていた^適度に アニ ムスを使い、被験者を生存さ 
せ続けることで、ルーシーは自分の説の正しさを証明するのだ 
が、一方で、被験体16号の死が t 、つまで も心にのしかかり、被 
験体17号のデズモンド•マイルズに16号と同じ運命をたどらせ 
ては t ゝけな V ゝと強 V ゝ使命感を覚えるのだった。 

デズモンドが捕まり、施設に連れて来られると、残って V 、るエ 
デンの果実の在り処がわかるのではな V ゝかと、ただちに彼の先 
祖のアサシン、アルタイル•イブン•ラ•アハドの記憶が調べられ 
た。今回の実験では、被験体16号の身に起きた悲劇に言及し、 
デズモンドをアニ ムスの 外に出して十分な休憩を与えるよう、 
ルーシーはヴィディックに掛け合った。この措置は、デズモンド 
がアニ ムスに 長時間さらされることで発生する、せん妄状態を 
予防しただけでなぐ実験そのものの進行を遅らせた。アブスタ 
ーゴがデズモンドの遺伝記憶からエデンの果実の重要な手が 
かりを今にも入手しそうだと察知し、ルーシーはできるだけアニ 
ムス 実験を引き伸ばし、時間を稼ごうとしたのだった。 

アサシンとしてのアイデンティティーをデズモンドに隠したま 
ま、ルーシーはデズモンドにアブスターゴ社を学ばせるため、 
いろいろと工夫を重ねた。例えば、会話の屮にさり気なくヒント 
を含ませたり、研究棟の違う部屋に行けるようパスワードを教 
えたり、あるいは、研究所内の様々なパソコンにアクセスでき 
るよう取り計らったりもした。デズモンドの行動がばれないよう 
に、彼女は会社のセキュリティシステムに侵入し、監祝カメラ 
のモニターで同じ映像が繰り返し流れる細 I :も行った。その傍 
ら、アサシンたちとも連絡を取り続け、デズモンドを施設から逃 
がすための協力を要請するのだった。 

アブスターゴ社へ襲撃をかける作戦は失敗し、作戦に関わ 
ったアサシンは全員殺された^これがきっかけで、ルーシーはデ 
ズモンドに自分の素性を明かすことになる。デズモンドのター 
ゲットの記憶——エツィオ•アウディトーレの誕生——に遂に 
アクセスできたとき、ルーシーはアブスターゴからの脱出を決 
行した。その際、デズモンドがイタリア人アサシン、エツィオ•ア 
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ウデ仆ーレの記憶にアクセスできるようにするため、彼女は 
アニムスの中核メモリを盗んだ。 

デズモンドを車のトランクに押し込み、ルーシーは、アサシ 
ン仲間のショーン•ヘイスティングスとレベッカ•クレインが準 
備を進めていたイタリアの隠れ家へと車を走らせる。そこで、 
テンプル騎士団との戦 t 、に勝つためには、助けが必要だとデ 
ズモンドに説明し、ルーシーは彼をチームの仲間に加え、アサ 
シンとしての訓練を施すことにした。彼は承諾し、ルーシーた 
ちが見守る中、アサシンたちが作ったアニムス装置へと入る。 
先祖の記憶を探索している間、デズモンドもまた出血効果を 
利用し、エツイオの技能を習得するのだった。 


敵に隠れ家の場所がばれ、襲撃されるのには、それほど時 
問がかからなかった。一行はモンテリジョーニにあるヴィラ•ア 
ウディトーレへ逃げ、そこでデズモンドはアニムスでエツィオの 
記憶をたどり続けた。その間、ルーシーは、高位のアサシン、ウ 
ィリアム . M とコンタクトを取っていた。さらに、テンプル騎上団 
の動きを把握するべぐかつてのパスワードを使ってアブスタ 
ーゴ社のコンピュータネットワークに侵入した。そして彼らは、 
エデンの林檎の位置を確定する。ローマのコロッセオに通じ 
る地 T の生物庫に林檎はあったのだ。さっそく一行はローマ 
に出発し、宝物庫の扉の前までたどり着いた。何世紀も前に 
エツィオ•アウデ仆ーレが所有していた秘宝は確かにそこにあ 
ったが、デズモンドが触れようとしたとき、彼はかつて来たりし 
杏であるジュノに支配されてしまう。ジュノに操られた彼はソレ 
ーシーの腹部を刺し、彼女を殺害するのだった。 

その後、ルーシーはローマ郊外の小さな幕地に埋葬された。 
ショーン•ヘイスティングスが葬儀に参列したものの、チームか 
ら出席したのは彼だけだった:他のメンバーは、デズモンドを 
助けるため、すでに他の場所へと発っていた。ジュノとのやり 
取りの結果、デズモンドの精神はバラバラに寸断されてしまっ 
たのだった。 
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レベッカ•クレイン 


他の多くのアサシンとは異なり、レベッカ•クレインは教間で 
生まれたわけではなぐ彼女の技術的なスキルが認められ、採 
用されたのだった。もちろん、アサシンの組織に入るに当たり、 
厳しい戦闊技術の訓練も受けた。チームの中では、ショーン • 
ヘイスティングスと一緒に、現場に出るアサシンをサポートす 
る側に回っている。レベッカは、どんな過酷な環境に置かれた 
ときでも、楽観主義と快活さを失わなかった。仲間たちにはフ 
レンドリーで、頭の回転が早ぐジョークが口をついて出る彼 
女は、自分たちのミッションや仕事に真剣に取り組んでいる 
が、そのくせ、どこか子供っぽ I ゝところがあった。 

アサシン教団に加わる以前、運動神経が良 v ヽ彼女はエク 
ストリーム.スノーボードを好んでよく行って t 、たが、あるとき足 
を骨折してしまう。そして、ケガで動けな t ゝ間に、コンピュータ 
やプログラミングへの興味を深めていき、独学で専門家レべ 
ルにまでなった腕が買われて教団に入ることになった。アブス 
ターゴ社からルーシーが設計図を盗み出した際、彼女はその 
優れた技術を駆使してアニムス 2.0 を自らデザインし、作り出 
したのだった。アサシンに技術的な知識を与えて支援するだ 
けではなぐ装置や機械のメンテナンスも自ら行うので、隠れ 


家でも、アニムスやその他の周辺機器のそばが V 、つも彼女の 
居場所となっている。 

レベッカは、自分自身でもアニムスに入ったことがあるが、 
ペルシャ人の傭兵だった先祖の記憶をたどる経験が退屈で 
何も面白くなかったらしい。アニムスの目的や方法に懐疑的 
なショーンとは異なり、教団が成し遂げようとしていることを心 
から支えようと思っており、アニムスを使用するやり方は理想 
的ではないことを認めつつも、時として人は箏態を変えるため 
に命を犠科:にしなければならないと V ゝう信条が正しいと、彼女 
は信じて疑わないのだった。 

レベッカは、ショーンが教に採用された件にも直接関わっ 
ている。ショーンは、10代の頃からアブスターゴ社、すなわちテ 
ンプル騎上団を追跡しており、その活動についてのウワサを 
拡散しようとしてきた。アブスターゴは彼を逮捕するために警 
備特務部隊を送り込んだが、レベッカがそれを阻止し、彼の 
命を救った。そして、アサシンたちは彼の才能を認め、教団に 
引き抜いたのだ。それ以来、ショーンとレベッカは常に』緒に 
仕事を行っている。 

デズモンド•マイルズをアブスターゴから脱出させた後、彼 
が エツィオ•アウディ トーレの記憶を探索できるよう、レベッカ 
は向分の時間のほとんどを アニ ムスの操作、管理に費やし 
た。彼らが装置内で壊れたファイルや不完全な記憶——被 
験体16号が残したものを含む——に遭遇した際、レベッカは 
バラバラのピースをつなぎ合わせ、デズモンドに力を添えた。 
デズモンドはチームの新参者ではあったが、彼を支援すると決 


mveasoN 3 i < 穿靈 S 3 〇 < su UJiuVMVH 3 —£ 


130 


めたレベッカは、何かと擁護し、アニムス実験の後はその健康 
状態を気遣った。 


ルーシーの 死後、葬儀には出席せず、彼女はデズモンドの 


そばに留まって、アニムスにいる問に彼の意識がさらに壊れて 



しまわな t 、よう細心の注意を払った。何の異議も唱えずに、彼 


女はウイリアム•マイルズとともに移動したのだが、このような 


時期でも感情的に安定して t ゾこことは、アサシンの生活に溶 


け込むことができる彼女の能力をはっきりと示すものなのだ 
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HASTINGS 

ショーン•ヘイスティングス 


ショーン•ヘイスティングスは、現代のアサシン教団の一員 
だ。分析専門家、研究家として働く彼は、様々な知識や情報 
をアニムス 2.0 のアーカイブにまとめ、それを保持する役割を 
拒っている。さらには、世界中のアサシン組織に、戦術的な 
支援と敵に関する情報の提供も行う。仕事の性質！:、ショー 
ンは現場に出るよりもデスクワーク中心の生活に送っている 
が、アサシンとテンプル騎上による残りのエデンの果実の争 
奪戦が進行する中、彼の優れた頭脳は教団の大きな強みの 
1つだった。 

10代の頃に説明のつかな t 、現象や歴史上の謎に強 I ヽ興味 
を示したショーンは、好奇心が旺盛で、無謀な行動を取ることも 
多かった。陰謀説に関心を寄せ、探って t ゝくうち、彼はアブスタ 
ーゴ社にたどり着ぐ調査の結果、その会社は怪しげな活動を 
行っており、真実を公にしていな V 、と確信したショーンは、ハンド 
ルネーム“ガイ •フォークス” ——1605 年、 火薬陰謀事件を実行 
したイギリス人反逆者の名一~■でインターネットの掲示板など 
にこの件の疑念を書き込み、アブスターゴの実態を社会に知ら 
しめようとした。彼はこうして、アブスターゴ社が隠しておきたか 
った重大な情報を暴露したのだ。その情報には、様々な機密プ 
ロジェ 外の名称や責任者、秘密の社内部門が含まれていた。 
その中でも、同社が危険な実験の数々に関わっている証拠が 
最も重要だと思われた。もちろん、ショーンのこの行為は、アサシ 
ン教団とテンプル騎士団の関心を引いた。 


テンプル騎士たちが報復行為に出るのは早かった。2010年 
12 月 10 日、 CEO アラン•リッキンの命令で、アブスターゴ社のエ 
作員たちがショーンを拘束すべく来襲する。しかし、アサシンた 
ちはショーンから目を離さないで I ゝたため、すぐさま駆けっけ、 
すでに教団員だったレベッカ•クレインがショーンを救出した。 

敵の手から逃れた彼は、アサシン教団に連れてこられた。危 
ないところを助けてくれたレベッカに感謝しつつ、ショーンは、 
今後もテンプル騎土団に狙われることを考えると、アサシンに 
なるのが自分の身を守ることにも通じるという結論に達した。そ 
んな実用主義的な考えで、彼は教団人りすることに納得した。 

とはいえ、ショーンはアサシンのやり方を全面的に支持して 
I 、る わけではない。テンプル騎士団とアサシン教団を天秤に 
かけた場合、より悪の要素が低 V 、としてアサシンの方を信じる 
ことにしたのだった^アサシンが簡単に人の命を奪ってしまうこ 
とには疑問を感じて V ゝたし、彼らが殺人の必要性を正当化す 
ることも認めてはいない。このような他のアサシンとは異なる 
哲学を持っショーンだったが、教冏内では貴重な人材であり 
続けている。情報分析の恵まれた才能と歴史的知識の豊富 
さ、積み重ねてきた研究の経験から、彼は教団に膨大な機密 
情報を提供し、現場に出ているアサシンたちを戦略的に支え 
ているのだ。また彼は、世界各地のアサシン組織から信頼で 
きる存在として知られており、少なくともサンパウロのアサシ 
ン集 WJ の戦術的生命線となっている。 

彼はイタリアで、アサシンの少人数グループの一員として 
作戦に参加している。彼と彼の教団仲間——レベッカ•クレイ 
ンとルーシー•スティルマン——は、アニムス 2.0 でデズモンド • 
マイルズのトレーニングを行った。デズモンドは、アニムス装置 
に入ることで、先祖エツィオ•アウディトーレの能力を解き明か 
して I ゝく。歴史学者、研究者としての役割を果たしながら、シ 
ョーンは、デズモンドが先祖の記憶と同調するのを支えるた 
めに、有用なデータベースをまとめ上げる作業も行っている。 
さらに、暗号解読にも長けているゆえ、デズモンドの前任者、 
被験体 16 号がアニムスのソフトウヱアの各所に残した暗号メ 
ッセージの分析でも活躍した。 

モンテリジョーニにあるヴィラ•アウディトーレの地下には、 
打ち捨てられたアサシンのサンクチュアリがあったが、ショーン 
は、アニムス内でそこにたどり着こうするデズモンドに歴史的 
専門知識を与え、サポートを続けた。ときには緊迫する状態だ 
ったにもかかわらず、彼は平然と構え、任務をこなした。また、 
他のアサシン組織へ各種情報を伝達するも彼の役目で、アサ 
シンたちの作戦の進渉状況をモニタリングし、戦術上のアド 
バイスを行っていた。ショーンは、ウィリアム . MB 、うアサシン 
と E メールで連絡を取り合い、世界中、特にサンパウロ、モス 
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クワ、東#のアサシンを統轄するウイリアムの手助けをした。 
彼は他のアサシンチームの居場所や状態を真っ先に知るこ 
とが多ぐそういった情報を同僚に流すべきものと隠しておく 


べきものに選別するという情報のフイルタリングも行っている。 


ローマのコ ロッセ オからつながるサンタ •マリア •イン •アラチ 
エリ 教会地下の宝物庫の存在を発見した際も、 アニムスに 保 
存された歴史データを管理している彼だからこそ、デズモンド 
が先祖の記憶をたどるのに手を貸せたのだ。ゆえに、宝物庫 
に導くバスワードを解読できたのは、ショーンの天性の抽象的 
思考と膨大な量の歴史的知識のおかげである。そして、遂に 
ショーンと仲間たちは、5世紀以上宝物庫に隠されて t ゝたエデ 
ンの林檎を目の当たりにするのだった。 

デズモンドがその手でルーシー•スティルマンを殺した事実 
は、当然ながら、ショーンにトラウマになるほどの大きな衝撃を 
与えた。息子を救うために戻ってきたウィリアム•マイルズと最 
初に会ったとき、ショーンは敵対心を覚えた。しかしそれでも、 
ルーシーの死で暫定的にチームのリーダーとなったウィリアム 
に、ショーンもレベッカも頼らざるを得なかった。だが、ウィリア 
ムはデズモンドしか気にしておらず、ルーシーを剌したデズモ 
ンドはテンプル騎士 btl のスパイではなかったのかというシヨー 
ンの疑念を-▲蹴した。友人の死で悲嘆に暮れて V ゝたショーン 
は、ウィリアムのそんな態度に立腹するのだった。ルーシーの 
埋葬を行うためにイタリアに残った彼だったが、その後ニュー 
ヨークに飛び、他のメンバーと合流する。ウイリアムから新たな 
身分を与えられ、彼らはその都市で安全に行動することができ 
るようになった。 
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ERUDITO 

エルディート 

エルディートが個人名なのか卜力体名なのか定かで 
はな V ゝのだが、これまで得られた証拠により、どうや 
らそれぞれ単独で行動している個々人の集まりだ 
ろうと考えられている。別々に動いていても、彼ら 
は、アブスターゴ社に真っ向から反対すると V 、う共 
通の H 的を有していた。このエルディートという集 
M がアサシン教団と結託しているのか否かは、明 
らかになっていない。 

アブスターゴは最新のコンピュータセキュリティ 
を誇っていたが、この集団は何度かこの会社のシ 
ステムのハッキングに成功している。最近標的に 
したのは、レガシー計幽だった。複数回システムへ 
侵入を続けた結果、彼らは多くの潜在的な被験者 
と匿接接触し、計両の裏にある真の動機につい 
て霄告を受けた。このハッキングが及ぼした参加 
杏への影響は不明で、計画の指導者はセキュリ 
ティに深刻な欠陥は見つかっていないと主張した 
ものの、アブスターゴの上屑部はレガシー計画を 
当分の間保留することにした。 

エルディートがアブスターゴ社のコンピュータに 
実のところどこまで侵入できたかは依然として不明 
のままだが、その組織が会社にとって本当の脅威 
であることが、閲係者にはわかりつつあった。 

現在、アブスターゴ社のセキュリティには、外部か 
らエルディートが接触した場合、それを検知し、追 


跡するプログラムが組み込まれている。これは、技 
術的な要求が検索されると同時に発動されること 
になって t 、た。そして、社のネットワークにアクセス 
する敵のハッキングの手段が研究され、報復手段 
として利用されるのだ。 


>被験体 16 号 



3:A:1 

SUBJECT 16 

被験体16号 

以前はクレイ•カズマレックという名だった被験 
体16号 （1982 年- 2012年）はもはや“人間”では 
ないが、16号の人格は人工知能で再現され、アニ 
ムスの中で存在し続けている。彼は、装置の内側 
からプログラミングを操作し、テンプル騎士団と戦 
うデズモンド•マイルズに協力することが nj 能だ。 

デズモンドがアブスターゴに誘拐される前、テン 
プル騎上たちは別のアサシンの記憶を解明しよう 
と試みた。そのアサシンとは、コンピュータハッキン 
グと工学技術が専門で、被験体16号と呼ばれる 
青年だったが、それ以上の情報は明らかになって 
いない。ウォーレン•ヴイディックの指揮のもと、願 
わくばエデンの林檎の在り処を明らかにしようと、 
騎士団は何ヶ月も被験体16号の遺伝記憶の深層 


部分に潜り込む実験を行った。悲惨にも、アニム 
スに何時間も入っていたために過度の負荷かが 
かかり、16号の精神は先祖と同化して崩壊を始め 
てしまった。 

ヴィディックは彼が聖書に登場するアダムの直 
系の子孫だと発見し、16りには新しい目的意識が 
生まれた。アダムと16号の人格が同化したとき、ェ 
デンの林檎内の知識にアダムがさらされ、その知 
識が被験体16号に引き継がれたのだ。こうして彼 
は、アサシンとかつて来たりし者の古代の秘密を 
見つけ出した。彼は、自分の心が完全になくなって 
しまう前に行動しなければなかった。白身のコンビ 
ュータエ学の技能を用い、16号は アニ ムスに侵入 
した。そして、自分の後任者が発見してくれるよう 
に、アブスターゴ社から盗み出した調査情報と自 
分の現況を、中核メモリの中へ隠したのだった。ま 
た、 アニ ムスと自身を同調させ、彼の人格のコビー 
をネットワーク上にアップデートする。それらのデー 
夕は休 lh 状態で、16号の後任者だけが発見、再生 
できるようになっていた。 

何重もの人格がオーバーラップし、疲れ果て、被 
害妄想になった被験体16号は、遂に発狂し、自殺 
してしまう。命を絶つ前に、施設の個室の壁に血 
液で描かれた手がかりを残したものの、それは後 
に洗 t ゝ流された。しかし、次にその郜屋に入ったア 
サシンのデズモンド•マイルズが、鷹の目によって 
16号の血のメッセージを発見するのだった。 

デズモンドによって復活させられた16号は、自分 
の後任者の発達に影響を及ぼせる機会を探しつ 
つ、注意深くデズモンドの精神状態を監視した。と 
ころが、デズモンドも彼と一緒にアニムス 2.0 の中 
に囚われてしまい、16号は、永遠に続く無限ルー 
プのようなこの世界からデズモンドを解放しようと 
考え始める。デズモンドの精神がその肉体に戻るこ 
とができるのか、16号はこの事態を生き延びること 
ができるのか、まだ誰にもわからない。 
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3:A:2 

52 

DR. WARREN 
VIDIC 

ウオーレン•ヴィディツク 

ウォーレン•ヴィディックは、アブスターゴ社遺伝 
子研究部門の統轄者であり、そこでアニムス計画 
を率いている。遺伝記憶の世界的権威の1人であ 
るヴィディックは、人生のほとんどをこの分野の研 
究に捧げてきた。持論に従ってアニムス装置を作 
り出した彼は、最初からこの実験を主導してきた 
のだ。 

彼の仕事は、被験体17号となるデズモンド•マ 
イルズを捕えたことで、遂に頂点を極めることにな 
る。デズモンドの記憶が、現存するエデンの果実 
がどこにあるかを突き止める最後の鍵となると.ヴ 
ィディックは信じていた。 CEO アラン•リッキンに煽 
られ、被験体17号のターゲットとなった記憶の期限 
が迫る中、リサーチを完成させたいと V ゝう熱意は高 
まっていぐこうしてヴィディックは、前任者16号に 
破滅的な結果を引き起こしたにもかかわらず、17 
号を アニ ムスに入れておく時間を延長させるとい 
う同じアプローチを行い、実験に没頭した。ヴィデ 
ィックは研究結果を出したいがために、被験体に 
人間らし V ゝ対応しなかった。そして、とうとうデズモ 
ンドの肉体的、精神的健康状態に深刻な影響が 
出てしまう。ヴィディックの助手だったルーシー•ス 
ティルマンは、デズモンドを気遣い、博士のやり方 
に反対をした。気は進まなかったものの、結局ヴイ 
ディックは彼女のアドバイスに従った。 


ヴィディックの忍耐はすぐに実を結ぶ。被験体 
17号が目的としていた記憶がアンロックされたの 
だ。だが、ルーシーはまたしてもヴィデ イッ クの#を 
へし折るような行動に出る。今度は、デズモンド抹 
殺を阻1ヒしたのだ。デズモンドを連れ、施設からの 
脱出を図った彼女は、アサシン側の人間だったこ 
とが明らかになる。ヴィディックは警備員に2人を 
追跡させ、アサシンの隠れ家で彼らと対峙した。そ 
して、デズモンドにアブスターゴに戻るようにと命 
じた。しかし、ルーシーとデズモンドはヴィディック 
の手下を倒し、逃亡してしまうのだった。 

会社に戻るとすぐ、ヴィディックは実験の次の段 
階に取り掛かった。それは、アニムスで得られた記 
憶をもとに、新たにテンプル騎上となった者たちを 
兵士のレベルになるまで訓練するというプロジェク 
卜だった。 


3:A:2 

sn 

ALAN RIKKIN 

アラン •>」 ツキン 

アラン.リツキンはアブスターゴ社の CEO で、テ 
ンプル騎士団のメンバーでもある。アブスターゴ 
の活動をめぐる報道を監視し、マスコミに対応す 
るのが主な仕事で、リツキンは、アブスターゴ社の 
公のイメージを保ち、機密情報を外部に漏らさない 
よう注意を払っていた。2010年に、陰謀論者のショ 
ーン•ヘイスティングスがアブスターゴの機密情報 
の詳細を記した手紙をウィキリークスに送り、リツキ 
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ンはヘイスティングスの拘束を命じた。だが、アサシ 
ンに邪魔をされ、ヘイスティングスを取り逃がしてし 
まう。同年、リッキンは、景気が後退する中で、大衆 
の士気を高めるベぐマスコミや芸能プロダクシヨ 
ンをアブスターゴ社と提携させた。この措置で、現 
代のテンプル騎士団が隠れ蓑として頼る会社の 
表向きのステイタスを安定させようとしたのだ。 

2012年、リツキンは数々のスキャンダルの揉み 
消しに奔走した。その中には、自殺したと言われた 
従業員レイラ•マリーノの件、新フッ素化合物を用 
いた違法実験の影響、デンバー国際空港でのエ 
デンの果実をめぐる大惨事などが含まれる。さらに 
リッキンは、ヴイディック博士が行うアニムス計画 
を監督する立場にあり、残存しているエデンの果 
実の拽索を率いるテンプル騎上の1人でもあった。 


3:A:2 

as 

ANSON PEAKE 

アンソン•ピーク 

イギリス、マンチェスターで生まれたアンソン•ピ 
ークは、経営管理と心理学の学位を取得し、その 
後、アブスターゴ社に入った。レガシー計画の責任 
者として、ピークは日々の業務が円滑に行われるよ 
うに配慮した。すなわち、新メンバーの採用状況を 
チェックし、社員が問題に直面したときに解決でき 
るように導き、彼らの発見爭項の日報をまとめると 
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いった仕車をこなしたのだ。ピークは大変真面目 
に任務に取り組んでいたが、このプロジェクトの真 
の目的や、自身の雇い主が実はテンプル騎十団に 
閲わって I 、る 事実には気づいていな I 、ようだった。 

尊人な態度を取りがちだったが、ピークは気さく 
で快活な男で、ペットの猫と過ごし、サッカーの試 
合を観戦するのが好きだった。イギリス出身の彼 
が、英国のサッカーチーム、マンチェスター.ユナ 
イテッド FC の大ファンであっても何も不思議でもな 
い。また彼は、長い什事が終わると、よくソリティア 
に興じて t ゝたが、これには癒し効果があると考えて 
いたからだった。 


エルディートによってレガシー計画が邪魔され 
たと気づ V ゝたピークは、手順に従って、プロジェク 
卜の安全を確保しようと試みたが、アブスターゴの 
標準的なセキュリティ対策の甘さが露呈した形に 
なってしまった。セキュリティの欠陥により、会社は 
プロジェクトの凍結を決定した。その後すぐに、社 
はピークが失踪したと発表し、レガシー計画で採用 
した者たちに、もし彼がコンタクトを取ってきた場合 
は知らせるようにと通達した。 

ピークの行方は現在も不明のままである。 
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AQUILUS 


アクイラス 


デズモンド•マイルズの遠い祖先であるアクィ 
ラスは、3世紀のルグドゥヌム(現フランス、リヨ 
ン)のアサシン教団のメンバーであった。 


6 



3世紀半ば、フランク人とアラマンニ人の戦十は、ローマ帝 
国領内への侵入を試み始め、ガリアまで移動した。帝国の領 
地を守るベぐローマ軍がしばしば送り込まれたが、彼らはこの 
地域の支配権の喪失と奪還を繰り返すことになる。アクイラス 
が、やはりアサシンである t ゝとこのアクシブターと合流するため 
にローマ軍の野営地に派遣されたのは、このような動乱の時 
代だった。しかしながら、将軍グラックスはアクイラスの到来を 
警告されており、¢1身の軍団兵に奇襲させ、彼を捕まえた。そし 
てすかさず、グラックスはアクイラスを剌し、そのまま放匱した。 


アクシブターとアラマンニ人の軍隊はローマ軍を襲撃し、 
グラックスたちを倒した。戦闘の後、彼らはアクイラスを発見。 
看病して何とかアクイラスを网復させた。ガリア征服に燃える 
アクシブターは、アラマンニ人たちはルグドゥヌムには手をつ 
けな^ゝはずだとアクイラスに誓う。その言葉通り、259年にロー 
ヌ•ヴァリーに侵攻した際、アラマンニ軍はルグドウムには攻撃 
を仕掛けなかった。 


だが、アラマンニ人の領地は、アクイラスの故郷とはほど遠か 
った。旅ができるまでに元気になったアクイラスに、アクシプター 
は袋の中に隠していた物体“アンク’’——エジプト十字架とも 
言い、アサシンたちがエデンの果実の1つではな I 、かと疑って 
V 、るもの——を与えた。故郷に戻ったアクイラスは、安全な場所 
に保管してもらおうと、父ルシウスにアンクを渡す。ルシウスは. 
ルグドゥヌムの司祭フォスタンに対する疑念を明かし、自分たち 
が裏切られて I ゝるに違いな V ゝと息子に話した。その晚遅ぐアク 
イラスはフォスタンのヴイラに押し入り、彼に詰問する 2 そして司 
祭は背信の事実を認め、ローマの元老院議員ガイウス•フュル 
ヴァス•ヴァルターと内通して t ゝたことを白状した。その内通の 
相手は、アクイラスの父の古 t 、友だちだった 

だが、自宅に戻ったアクイラスを待って V ゝたのは、父親が殺 
されてもゝる凄惨な光景だった。しかも、アンクは影も形もなくな 
つていた。 
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3:C 

ALTAIR 

IBN- 

LA，AHAD 

アルタイル•イブン•ラ•アハド 



A) 


アルタイル•イブン•ラ•アハド (1165 年-1257年)は、第 
3次十字軍期のシリア人アサシンで、1191年にアサシン教団 
を率いるマスター•アサシンとなる。彼の歴史的重要性は、ア 
サシン教団とテンプル騎士団の戦いで担ったその中心的役 
割だけでなく、アサシンの責重な血筋の一員としての地位に 
起因する。 


ムスリムの父とクリスチヤンの母を持つアルタイルは、アサシン教_に生ま 


れ、マシャフ内のアサシンのコミュニティで成長した。母は出産時に死亡し、若 
年期は教団のリーダー、アル•ムアリムのもとで訓練に勤しむ日々を過ごしてい 
たので、彼は実の父よりもアル•ムアリムの影響を大きく受けていた。1176年、 
マシャフが初めて包囲攻撃に遭った際、アルタイルの親友アッバス•ソフィアン 


の父でアサシンのアフマドがサラセン人に拘束され、サラデインのテントに侵入 


した男の名前を叶けと強要される。その侵入者とは、アルタイルの父、ウマル* 
イブン•ラ•アハドだった。アフマドが処刑される寸前、ウマルは立ち上がり、彼 
の代わりに殺された。自責の念にかられたアフマドは、その後、アルタイルの自 
宅で自殺してしまう。まだ11歳だったアルタイルはアサシンたちにこの出来事を 
打ち明けたが、アッバスは彼が父親アフマドにつ V ゝて嘘を広めて V 、ると 思い込 
み、それ以来、かつての親友に対する憎しみを募らせていく。 


アルタイルが特別に引き継いでいた特殊能力は、“鷹の目”として知られて 
いた。これは彼の直感力を増幅し、入念に研ぎ澄まされた戦闘スキルと相まっ 
て、たちまち彼を25歳と V ゝう若さで マスター •アサシンの座にのし上げた。しかし 
ながら、これらの恵まれた資質ゆえに教団一腕が立つアサシンになったものの、 
アルタイルは次第に思い上がり、傲慢な態度を取るようになっていぐその慢 
心こそ、彼の大きな弱点となることが、後に証明される。 


1191年、アルタイルは貴重なアーティファクトを収するという重要な使命 
を与えられる。アル•ムアリムによれば、それは“テンプル騎士団の秘宝”だと言 




>高齢期のアルタイル 
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う 彼は早速、マリクとカダールのアルシャイフ兄弟とともに、 

路エルサレムへと向かった。一行は、すぐにソロモン神殿 
の地下にある秘宝の位置を突き止める。自惚れと軽卒さから 
アサシンの信条を遵守するという気持ちが薄れたアルタイル 
は、ミッション遂行の過程で锭を破るのだった。さらに愚かなこ 
とに、彼はマリクの警告を無視し、テンプル騎士団総長の口 
ベール•ド•サブレに無謀な攻撃を仕掛けてしまうロベール 
に全く歯が立たなかったアルタイルは、仲間を置き去りにし、 
空手でマシャフに戻らざるを得なかった。重症を負ったものの 
本部に生還したマリクは、アルタイルの落ち度のせ t 、で窮地 
に陥りながらも秘宝を持ち出してきていた。そして、ソロモン 
神殿でのアルタイルの失態を露呈する。マリクは代償として 
片腕と弟カダールの命を失っていたのだ。さらに、アルタイル 
の背信行為は、テンプル騎士団がマシャフに攻め込むという 
事態まで引き起こす。アルタイルの活躍で敵の襲撃は失敗に 
終わったが、アル•ムアリムは他のアサシンたちの前でアルタ 
イルを厳しく非難し、信条に背いた裏切り者だと罵った。そし 
て、大導師は愛弟子の腹に短剣を突き立てた。 

意識を取り戻したアルタイルは、彼の“死”は、贖罪の始ま 
りの象徴としてアル•ムアリムに見せられた幻想だと悟る。彼 
は武具を奪われ、マスター•アサシンから人門者に格 F げされ 


るが、師は彼に名誉と威厳を取り戻すチャンスを与えた：命じ 
られた9人の暗殺を遂行した上で再評価すると、アル•ムアリ 
ムは告げたのだ。いずれの標的も勢力を増しつつあるテンプ 
ル騎士団に関わっており、血なまぐさい事態を悪化させるだ 
けの存在だと言う。レヴァント地方に平和をもたらすために争 
いを助長するこれらの人間を抹殺し、アサシンの同胞たちに 
敬意を持って協力していく過程の中で、アルタイルはそれま 
で自身に欠けていた心の平穏と人間らしさを得るようになっ 
ていぐ 

アルタイルはこの贖罪の機会を受け入れ、標的を求めて、 
レヴアンと地方を横切るようにダマスカス、アツカ、エルサレム 
と訪ね歩いた。現地で他のアサシンに頼らなければならない 
ことに、アルタイルは不満を覚えた特にエルサレムでの仕事 
は、やりにぐゝものとなる。マリク•アルシャイフがそこのアサシ 
ン教団支部の管区長の職に就 V ゝたからだ。かねてから2人の 
関係はどこかギクシャクして t 、たが、ソロモン神殿での一件以 
来、マリクはアルタイルに対してあからさまに強 I ゝ嫌悪感を示 
すようになっていた。しかし、 V 、くらマリクに憎まれても、どれほ 
ど大導師が立腹しようとも、アルタイルはひるむことなぐ澥々 
と任務を実行に移して V ゝった。ところがほどなく、彼の心にある 
疑念が広がっていくことになる。 
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標的を刃に掛けるたびにアルタイルが気づ I * ゝたのは、彼ら 
が典型的な暴君でも犯罪者でもなかったということだった。 
いずれの男たちも実際は、平和という漠然とした目的に向か 
って働 I * ゝて V 、たに過ぎなかった。とうとうアルタイルはアル•ム 
アリムに真実を話すよう要求する。大導師の口から明かされ 
たのは、暗殺の対象者たちは皆ロベール•ド•サブレに従って 
行動していたテンプル騎士で、“新世界”を作り出そうと目論 
んでいたという事実だった。さらにアル•ムアリムは、ソロモン 

神殿から取り戻した秘宝' 林檎-は、複数存在するェ 

デンの果実のうちの1つだと説明す I なんでも、その超古代 
文明の遺産を使用した場合、他者に多大な影響を及ぼすこ 
とができるらしい。大導師の話によれば、エデンの林檎はテン 
プル騎士たちがレヴァント地方、ある I 、はそれ以上を支配でき 
るだけの力を得るため、彼らの計画達成の鍵になるという。ゆ 
えに、アル•ムアリムが林檎の冏収を命じたのは、テンプル騎 
士団の邪悪な野望をくじくためだったのだ。この秘宝の知識 
を得たアルタイルは、己の使命に何かが見えた気がした。彼 
は以前の振る舞いを悔やみ、アサシンが支持すべき大義に 
心から尽くそうと考え始める。野心に満ちた無謀なアサシンだ 
つた彼は、教団とレヴァント地方の民に対する責任にようやく 
気づいたのだ。 


8人の暗殺を終え、残るはロベール•ド•サブレだけとなった。 
このテンプル騎上団総長を探すアルタイルは、マハド•アッデ 
ィーンの葬儀にロベールが参列するとの情報を受け、その足 
取りを追って現地へと向かう。マハドは、アルタイルに殺され 
た犠牲者の1人で、エルサレムに圧政を敷いて t 、た男だ。しか 
し葬儀は、アルタイルをおびき出すためにロベールが仕掛け 
た罠だったことが判明そして、彼はまんまと敵陣へと足を踏 
み入れてしまった。それにもかかわらず、アルタイルは敵兵を 
打ち負かし、ロベールへと迫っていぐところが驚 t 、たことに、 
地面にねじ伏せた相手は本人ではなぐ影武者だったことが 
わかる。替え玉になって t ゝたのは、ロベールが個人的に抱え 
ていたマリア•ソープという女性だった。ロベールはアサシン 
に対してサラセン人と十字軍の力を結託させようとしていた 
らしぐアサシンが両者にとって共通の敵だと知らしめるため、 
アルタイルがテンプル騎士を暗殺していた事実を証拠として 
利用したのだとマリアは明かした。彼女を逃がしたアルタイル 
は、マリクに危機が迫って V 、ることを伝え、この問題を調査す 
るように促した。そして彼は申身、ロベールの後を追った。 

アルスーフの戦場では、イスラム勢と十字軍の戦 t ゝが繰り 
広げられていた。アルタイルは衝突する両陣営の間を進み、 
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十字軍のリーダー、リチャード1世獅: r 心王の野営地に到着 
する。ロベール•ド•サブレは彼に仕えていたのだ。リチャード1 
世はアルタイルとロベールの言い分に耳を傾けはしたが、双 
方の主張は矛盾しており、どちらを信用すればいいのか決め 
かねる。そこで王は、2人に一騎打ちをさせることにした。神は 
正 U 、者の命を救うと信じたからだ。その結果、勝負に勝った 
のはアルタイルだった。死ぬ問際に、このテンプル騎上団総 
長は10人目のテンプル騎士がアル•ムアリムであると暴露す 
る。ロベールの告白によれば、アル•ムアリムは秘宝を独り占 
めするために、アルタイルにエデンの林檎の存在を知ったテ 
ンプル騎士を始末させたらしい。それが、アルタイルの暗殺ミ 
ッシヨンの真の y 的だった彼は平和的にリチャード1世のも 
とから出発し、己の帥と対峙するべくマシャフへと帰っていぐ 


故郷に戾ったアルタイルは、町がアル•ムアリムの支配下に 


あることを知る。大導師は林檎の力を使い、市民を洗脳してい 


たのだ。アサシンたちがアルタイルを倒そうと襲 t 、掛かってきた 
が、マリクが部下を連れて到着し、アルタイル側に参戦した。マ 


リクは、アルタイルが疑う大導師の欺瞞を裏づけるような証拠 
を見つけたと話した。アル•ムアリムの裏切りに衝撃を受けると 
同時に、新たに気づ t ゝたアルタイルの賢明さに感銘したマリク 
は、遂に彼を上官だと認め、全面的な信頼を置くようになった。 


マリクが操られているアサシンたちを食い止めている問 
に、アルタイルは単独でマシャフの城砦に乗り込むが、エデ 
ンの林檎の力に翻弄され、アル•ムアリムの言いなりになって 
しまう。背信者の大導師は、幻想を作り出して人々の心を思 
うままに操れるエデンの林檎の威力を語って聞かせた。人類 
は、この秘宝の力によってのみ真の平和を得ることが坷能だ 
——アル•ムアリムはそう主張した。時折、アルタイルは林檎 
の力に抵抗できたが、暗殺したはずの9人だけでなぐ大導師 
の分身とも戦わねばならなくなる。それらは全て、林檎が生み 
出した幻影であった。アルタイルは全員を討ち、アル•ムアリム 
本人と対決する。そして遂に師を負かし、とどめを刺すのだっ 
た。死にゆくアル•ムアリムは、気高 V 、志を持って V ゝようが、ア 
ルタイルには林檎を破壊できな V 、と言 t 、残した。 

アル•ムアリムの死に伴い、アルタイルがアサシンたちの新 
たな指導者になった。テンプル騎士団との戦 V 、が続く中、ア 
ルタイルは教団の実権を握りつつ、敵の新たな動きに目を光 
らせた。テンプル騎士団の新総長にアルマン•ブシャールが 
就仟し、彼らはアッカからキプロスへ勢力の移動させたのだ。 
その頃から、彼はアサシンとしての自己の人生を回顧し、口記 
をしたため始める。そこには、エデンの林檎の研究結果なども 
書き記していった。かつての師が予言した通り、アルタイルは 
林檎を破壊することができずにいた。敵の追跡のため、彼は 
再びマリア•ソープとの接触を図る。ロベール•ド•サブレの死 



後、彼女はテンプル騎土団内で以前の地位にはいられなくな 
って t ゝたが、アルタイルに協力することは拒絶した。そのため、 
アルタイルは彼女を捕え、キプロスのリマソールの街まで一緒 
に連れていぐブシャールの支配ドにある島で、アルタイルは 
アサシン側の同胞で地元のテンプル騎士 N 1に対する抵抗組 
織のリーダー、アレクサンデルに会う。アレクサンデルは嫌な 
顔ひとつせずにマリアの監禁場所としてリマソールの抵抗組 
織の隠れ家を提供し、テンプル騎士団の保管庫の捜索に協 
力してくれた。アルタイルは、テンプル騎士たちは超古代文明 
の遺物をその保管庫に隠して t 、るに違いな t 、と読んでいた。 

あいにぐテンプル騎上団に隠れ家が襲撃され、保管庫探 
しは中断を余儀なくされてしまう。その戦いに紛れてマリアは 
脱走し、ブシャールのもとへ逃げ帰った。ところが、彼女の忠誠 
心にもかかわらず、新総 M は彼女を投獄するよう部下に命じ 
る。アルタイルはマリアを拘束していた者たちを暗殺し、ブシ 
ャールを追ってキレニアに行く際、取り戻した彼女を一緒に 
連れていた。その道中、彼は野望実現のためには手段を選ば 
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> アルタイルの書物庫 


ないテンプル騎十団の堕落ぶりと、厳命と偽りの平和から解 
放される重要性をマリアに説いて聞かせたが、彼女は頑だっ 
た。2人はキレニアに到着し、アルタイルはまず、現地の抵抗 
組織のリーダー、バルナバスに応援を求めた。バルナバスは 
アルタイルに商人のヨナスの暗殺を依頼どうやらヨナスは、 
組織の裏切り者の疑 t 、があるらしかった。ヨナスはアルタイル 
に、テンプル騎士団キレニア支部の管区長モロフは、アルタ 
イルとマリアの if に賞金を掛け、さらにアルタイルにヨナスを 
亡き者にするよう仕向けたのだと打ち明ける。その頃マリア 
は、モロフの息子シャリムの部ドによって再び捕われの身と 
なってしまう。そしてアルタイルは、バルナバスが偽者だった 
事実に気づぐ実際は、本物はアルタイルがキレニアに到着 
する前日に殺され、テンプル騎士が本人と入れ替わっていた 
のだ。 


シャリムを探していたアルタイルは、拉致されたマリアがな 
んとか敵の手から逃げ出せたことを知る。彼女は変装し、聖ヒ 


ラリオン城に向かっていたのだ。城では、マリアがシャリムの 
双子の兄シャハールに詰め寄り、テンプル騎士 hfl の真の目 
的につ t 、て問 t ゝ詰めていた。シャハールがマリアに真実を明 
かしたとき、アルタイルがシャリムと戦おうと城に到着する。マ 
リアはその場を立ち去り、残ったアルタイルは双子の兄弟と 
対峙した。2人を殺した後、アルタイルはリマソールへ引き返 
す。保管庫の本当の在り処がそこではな V 、かと感じたからだ。 
果たして市内はひど I ゝ状態だった。街中でテンプル騎士が暴 
挙を働き、抵抗組織は混乱に陥っていた。さらに、抵抗組織 
を打倒すべくブシャールの手 T が送り込まれた結果、あちこ 
ちで紛争が起こっていたのだ。それはバルナバスの振りをし 
て v 、た例の男で、今度はヨナス殺害を利用し、抵抗組織を焚 
き付けてアルタイルに敵対させようとしていた。しかし、真相は 
明るみになったものの、時すでに遅ぐアレクサンドルは男に殺 
され、林檎がアルタイルの手にあることも知られてしまう。林檎 
のパワーを悪用しようというテンプル騎士団の吕論みを確信 
したマリアは、ブシャールの手下を殺しに城に舞 t 、戻り、アル 
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タイル襲撃を未然に防いだ。その後、彼を保管庫の地下へと 
導き、テンプル騎士団と一戦を交える。地下の広間で向き合 
ったブシャールは、アルタイルに驚きの事実を暴露した。テン 
プル騎士団は秘宝をキプロスには保管しておらず、アサシン 
から守るために他の場所に移設していたのだ。保管庫が空の 
まま、アルタイルはテンプル騎士団総長ブシャールと戦い、そ 
の息の根を止めた。そして、マリアとともに城を後にする。 

キプロスでの任務を終えたアルタイルは、マリアにこれから 
どういう道を歩みたいのかを話した。林檎や森羅万象に対す 
る理解を深めるベぐ彼は学術的な生き方を追求したいと考 
えていたのだ。マリアは彼についていく決心をし、やがて妻と 
なり、2人の息子を生んだ。アルタイルは残りの人生の多くを 
林檎の研究に費やした。 

彼は新たに得た知識を用い、進化したアサシンの能力を 
増強させる様々な技術や道具を開発した。例えば、敵に毒を 
注入できるアサシンブレードやほぼ無敵と言える防具などの 
斬新なアイデアだ。また、林檎を通じ、彼は遠 V ゝ未来と過去の 
両方を垣間みる。特に過去のヴィジョンでは、かつて来たりし 
者の大半を滅ぼした天変地異を目撃した。これがきっかけに 
なり、アルタイルは来たるべき“預言者”の手引書として写本 
を準備するようになる。 

アルタイルはアサシンの長として、教団を定義づけていた 
儀礼的要素の多くを切り捨て、数々の改革を実施した。こう 
して教団は、地下組織として再生の一歩を踏み出した。その 
うち、モンゴル君主チンギス•ハンの台頭のウワサが彼の耳 
に入る。ハンの飛躍的な勢力の拡大にはエデンの果実が一 
枚嚙んでいるに違いないと踏み、アルタイルとマリアは長男 
ダリムを連れ、差し迫る脅威から人々を守るために東へ向か 
ろことにする。 


マシャフと教団の管理をマリクに任せた彼は、次男のセフ 
を残して旅立った。かつてアルタイルの親友だったが、父親の 
自殺の一件以来憎悪を募らせてきたアッバス•ソフィアンは、 
彼の留守をいいことにセフを殺害し、その罪をマリクになすり 
つけようとした。そしてアッバスはまんまと教団リーダーの座に 
就ぐアルタイルが帰還すると、アッバスはマリクを殺し、アル 
タイルの過去の罪を責め立てた。怒りを爆発させたアルタイ 
ルは、エデンの林檎を使ってアッバスの身体の自由を奪うの 
だが、その結果、皮肉にもマリアが誤って命を落としてしまう。 
打ちひしがれたアルタイルはマシャフを離れ、アサシン教団は 
アッバスの支配下に置かれたままとなった。事態を収拾しよう 
と彼が教団の本拠地に戻ったのは、20年後のことだ。かつて 
のリーダーの帰還を歓迎する砦のアサシンたちは多ぐアッバ 
スの統治に終止符を打とうとするアルタイルを支援した。 

再び教団のまとめ役となった彼は、マシャフに書物庫を建 
設した。1257年、彼は冒険家であるニコロとマフェオのポーロ 
兄弟を招き入れ、彼がたどってきた人生を詳しく話して聞かせ 
た。ニコロは後にそれを書き記し、やがて息子のマルコに渡す 
ことになる。この頃から、アルタイルはマシャフのアサシン教団 
を解体させようと動き始めた。ポーロ兄弟の手を借り、彼はア 
サシン教団を各地に拡散させるつもりだったのだ。その年遅 
ぐチンギス•ハンの死の報復として、モンゴル人たちがマシ 
ャフに包囲攻撃を仕掛けてくる。アルタイルは5つの鍵をニコ 
口とマフェオに託し、2人が街を脱出する手助けをした。その5 
つの鍵は、アルタイルの記憶を封印した記録装置であると同 
時に、彼の秘密の書物庫の扉を開けるキーアイテムでもあっ 
た。また彼は、この冒険家たちならきっと世界中にアサシンの 
組織を築^ゝてくれるだろうと信じ、たくさんの道具や個人的な 
品物の他、写本も2人に委ねたのだった。 


bi : <i1v < ssi 3 vyvH3l£ 
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FRIENDS RALLIES 

3:C:1 

33 友と協力者 


AL MUALIM 

アル•ムアリム 

アル•ムアリム（生年不詳-1191年）は、第3次十字軍の頃に、 
レヴァント地方にあるアサシン教団の大導師を務め、シリアのマシ 
ャフでアサシンたちを統轄した。この当時のレヴァント地方には、卜 
字軍とサラセン人のイスラム勢との争いによって暴力が蔓延して 
いた。平和は外世界と己の内曲の肉'方で稻極的に育まれなけれ 
ばならない、とアル•ムアリムは説ぐさらに彼は、ある特定の者たち 
は取り返しがつかな V 、ほど性根が腐って V 、ると信じていた。そのよ 
うな人間は平和の脅威となるゆえ、滅ぼされて当然だとも訴えた。 
この教えに従い、アル•ムアリムに仕えるアサシンたちは平和の使 
教であると同時に、あまりにも邪悪で生きる価値がないと見なした 
者たちに死をもたらす破壊者でもあった。 

しかし、アル•ムアリムがアサシンたちに向けた教義は、彼がテン 
プル騎上団のイデオロギーに魅了されていた事実の隠れ蓑に過 
ぎなかったのだ。テンプル騎1：たちは、エデンの果実を使い、人々 
の心を支配しようと目論んでいた。1191年にテンプル騎上団総長 
ロベール.ド•サブレによってエデンの林檎が発見され、アル•ムア 
リムは最も有能な弟子アルタイル•イブン•ラ•アハドにその秘宝の 
回収を命じる。大導師の教えに背 V ゝたアルタイルの愚行が、テン 
プル騎士団によるマシャフ奇襲の引き金となり、この任務はあやう 
く破滅的な状況に終わるところだった。それでも林檎は、アルタイ 
ルの同僚マリク•アルシャイフの手でアル•ムアリムのもとに届けら 
れる。マリクに見返りを与える一方で、師はアルタイルを入門者に 
格下げし、9人の男たちの暗殺に成功した場合のみ名誉を回復さ 
せると告げた。この暗殺対象者たちの行いが、十字軍の凶行を持 
続させて V ゝるという。さらにアル•ムアリムは、アルタイルがレヴァン 
卜地方に平和をもたらせば、自身の心にも平和が訪れると説いた。 

暗殺の標的がいずれも高位のテンプル騎士で、レヴァント地方 
を制圧しようと躍起になっていたことをアルタイルが知るには、そ 
れほど時間はかからなかった。この事実は彼の任務を正当化する 
ように思えたのも束の間、衝撃の真相が明るみになる。実は、アル* 
ムアリムはテンプル騎上団の策略にひと役買っており、アルタイル 
のミッションの本当の目的は、エデンの林檎を望みそうな者たちを 
消し、横取りの危険をなくすためだったのだ。マシャフに戻ったアル 
タイルがアル•ムアリムと対峙すると、大導師はすでに林檎を使って 
しまっており、民衆を意のままに操っていた:熾烈な死闘の末、アル 
タイルは教団の指導者を誅殺し、その役職を引き継いだ。 
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6 


3:C:1 

MARIA 

THORPE 

マリア•ソープ 


マリア•ソープは、聖戦に加わるために第 3 次十字軍に参加 


し、聖地に赴いた英国人女性だ。テンプル騎士団総長の口 
ベール•ド•サブレに個人的に仕えて V ゝたが、最終的にアサシ 
ン側についた。 


イングランドで生まれ育った彼女は女性らしくあることを嫌 
い、小さ V ゝ頃から男児のような格好や行動を好み、名誉や栄光 
を夢見ていた.両親に結婚を押しつけられたが、1年と持たず 
に破局し、マリアは聖地を H 指して祖国を離れる決意をした。 


男装の騎士として訓練に励み、十字軍の一員として戦った 
マリアは、すぐに盛名を馳せるようになる。そして、ロベール. 
ド•サブレに秘密を見破られたにもかかわらず、彼女は口べ一 
ルの側近の地位を獲得した。従軍し、夢を実現する機会を与 
えられたことで、マリアはロベールに絶対的な忠誠を約束し、 
必要とあれば喜んで彼のために命を差し出す覚悟であった。 



ロベールに貢献するという彼女の強い意志は、1191年に 
試されることになる。当時、アサシンのアルタイルが標的9人 
の暗殺のために聖地に送り込まれていた。8人の暗殺が遂行 
され、アルタイルは t 、よ V 、よロベール•ド•サブレを捜索し始め 
る。このテンプル騎上団総 M は自分が狙われていることを察 
知し、アルタイルが仲間を殺した事実を十字軍とイスラム軍の 
両リーダーを説得する材料として利用しようと考えた。互いに 


戦 V 、合うのは止め、共通の敵であるアサシン打倒のために両 
組織とも力を合わせるべきだと訴えようとする。 

ロベールは、イングランド王リチャード1世に支援しにアル 
スーフへと向かったが、マリアはエルサレムに残った。アルタ 
イルがロベールを探し回っていると知り、彼女は総長に変装 
し、アサシンの刃に倒れた1人マハド•アツディーンの葬儀に 
出席する。願わくば、アサシンに不意打ちができればと考えた 
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のだ。予想通り、アルタイルはまんまと罠にかかり、テンプル騎 
士たちはすぐにアサシンを追 V ゝ詰めた。しかし、アルタイルは 
瞬く間に兵たちを倒し、マリアをねじ伏せた。それがロベール 
本人だと信じ切って t 、たアルタイルは、兜を剥 t ゝで彼女の顔 
を見て驚愕する。マリアの口から出たロベールの目論みは、 
彼にさらなる衝撃をゲえた。 

ロベール亡き後、騎上団内のマリアの立場は悪化した。新 
しく総長になったアルマン•ブシャールは彼女に敬意を払うど 
ころか、女と行動をともにするのはテンプル騎士の名を汚すこ 
とだと思って V 、たの だ。ブシャールの中では、マリアは口べ一 
ルの弱さを示す虫き た 見本であり、前総長破滅の原因以外 
の何ものでもなかった。彼があまりにもマリアに対して敵対心 
を剥き出しにするので、マリアの同僚が、キプロス島の新しい 
支部へは緒に来ないほうがいいと彼女に忠告する。到底 
納得はいかなかったが、マリアはキプロスには他の手段で行 
こうと決めた。だが、実行に移す前に、アサシン教団のリーダ 
一となったアルタイルに発見されてしまう。 

キプロスにおけるテンプル騎士団の活動情報を漏らすのを 
マリアは拒んだが、アルタイルは彼女をリムソールへの船旅に 
連れていぐリムソールに着くと、彼女は現地の抵抗組織のメ 
ンバ ー、 アレクサンドルに引き渡された。マリアは脱出するも、 
ブシャールに助けを求めると I ゝう失敗を犯す。ブシャールは彼 
女を助けるどころか、拘束しろと部下に命じたのだ。アルタイル 
はマリアを捕えたテンプル騎士たちを襲撃し、彼女を解放す 
る。 しかし、ブシャールにひどい扱 t ゝを受ければ受けるほど、彼 
女の憎悪はアルタイルに向けられるのだった。それでも彼はマ 
リアをブシャールから守ると申し出、目を覚ますように訴える。 
エデンの林檎の情報を別き出せるのはアルタイルからだけだ 
ったので、マリアは、秘宝につ I 、て何か掴めれば再びテンプ 
ル騎士団に認められるかもしれないと考えた。 

ブシャールがキレニアに出航したのを知り、アルタイルはマ 
リアを伴い、敵を追うための船を手配した。反目するマリアの 
態度は頑なだったが、彼は人々が自巾を得る大切さを彼女に 
示し続けた。やがてマリアはテンプル騎士闭に幻滅し、アルタ 
イルを言 V ゝ伝えられて^ゝた騎上団の保管庫に導く。そこで彼 
女はアルタイルの味方につき、ブシャールとその手下に対して 
剣を抜いた。激しい戦 t 、の末、ブシャールは彼女を無力化す 
るが、結局はアルタイルの刃に倒れた。遂に，共通の大義に 
向けて心を合わせたマリアとアルタイルは和解し、互いに助 
け合いながら、崩れ落ちる保管庫から逃げ出した。 


1217年、高まるモンゴル人の脅威に駆り立てられたアルタ 
イルとマリアは、長男ダリムを伴ってマシャフを離れる。チンギ 
ス•ハンの軍勢から抑圧を受けるアサシンたちに手を貸すた 
めだった。10年後、ようやく教団本拠地に戻った彼らを待って 
いたのは、次男セフの釙報だった。アルタイルに長年敵意を 



抱くアッバスがマシャフを仕切って I ゝたのだが、指導者として 
の資質に欠ける彼のもとでは、教 M も市内も混乱状態に陥っ 
ていた。 さらに、セフ殺しの黒幕がアッバスだとわかって逆上 
したアルタイルは、アッバスと手下たちにエデンの林檎の力 
を向けた。激情に任せたアルタイルのこの行為は、乱闘の最 
中にマリアが誤って殺されると t ゝう、思わぬ結果を招 V ゝてしま 
う。彼女は享年67歳だったと考えられている。 
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3: C :1 

22 


MALIK AL-SAYF 


マリク•アルシャイフ 

アリク•アルシャイフ（1165年-1227年）は、12〜13世紀の 
アサシン教 hfl メンバーである。弟カダール•アルシャイフは駆 
け出しだったが、マリクはアサシンとして経験を積んだ中堅ど 
ころであった。 

1191年、マリクとカダールは、エデンの林檎の回収任務を 
命じられたアルタイル•イブン•ラ•アハドに同行して エル サレ 
ムに赴き、ソロモン神殿の遺跡に侵入する。アルタイルの無 
謀な行動とアサシンの锭を軽視する態度によって、兄弟は 
ロベール •ド•サブレ及びその兵士たちと真っ向から勝負せざ 
るを得なくなった。数では圧倒的に不利だったものの、マリク 
は敵の手から林檎を奪うことに成功し、ひど t ゝ傷を負いながら 
もマシャフに秘宝を持ち帰る。しかし、任務完遂の代償は大き 
ぐ弟の命と自身の左腕を失うこととなった。アサシンの仕事 
を誇りに感じていたマリクだったが、片腕の欠損はすなわち 
実戦からの離脱を意味していた。結果、彼は第線から退く 
ことになる。 


マリクはエルサレムに送り込まれ、現地のアサシン教団支 
部——アサシンの隠れ家的拠点——の管理を任される。管 
区長として現役アサシンをサポートする側に回ったマリクは、 
アルタイルが奴隸商人タラル、圧政者マハド•アッディーン、テ 
ンプル騎上間総長 ロベール •ド•サブレを暗殺するのを手助 
けする。はじめのうち、マリクは嫌悪感を隠そうともせず、弟の 
命と己の腕を奪った元凶としてアルタイルを厳しく非難した。 
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しかし、アルタイルが見習いからやり直し、かつての傲慢さを 
悔 V 、改めて成長する様を見るうちに、彼のアルタイルへの信 
頼と尊敬も次第に回復していく。そして、アサシン教団を裏切 
っていた大導師アル•ムアリムと対決する際も、アルタイルを 
支援するのだった。 

何時もアサシン教団の锭と信条を重んじていたマリクは、し 
ばしばアルタイルに辛辣な言葉を投げ、ぶっきらぼうな態度を 
取っていた。とはいえ、彼が指示する内容は、押し並べて賢明 
で健全であった。管区長となった彼は、観察眼を備え、情報収 
集能力にも長けて V ゝることを示していく。さらにマシャフが襲撃 
を受けた際には、片腕がなくても強力な戦闘員であり、素晴ら 
U 、射手だと証明した。たとえ憎しみが心底にあったとしても、 
マリクの忌憚ない批判と的確な指示のおかげで、アルタイル 
は後に教団の指導者になった際に必要となる知恵と洞察力 
を培うことができたのだ。アルタイルが砦を統轄するようにな 
ってからも、マリクは教団の一員として留まり、それまで同様、 
彼に助言を与え続けた。 

モンゴル人とのゝのため、妻と長男を伴って東へ旅立つ 
ことになったアルタイルから、マリクは彼が不在の間のマシャ 
フの統御を一任される。しかし、この期間に、野望に燃えるア 
サシンでアルタイルに敵意を抱くアッバスは、マシャフに残っ 
たアルタイルの次男の殺害を画策。しかも、マリクをその犯人 
に仕立て上げて失脚させ、まんまと教団の支配権を手に入れ 
る。アルタイルがモンゴル帝国から帰還すると、アッバスは手 
下にマリクを始末させ、この一件もアルタイルのせいだと責 
め立てた。 


アと長男ダリムとともにマシャフから離れると、アッバスは権力 
を握るべく大胆な一歩を踏み出す。用意周到に練った策略 
をとうとう実行に移したのだ。まずアルタイルの次男セフを殺 
害し、マリクにその濡れ衣を着せた。この謀略工作は見事に 
功を奏し、評議委員会にリーダーとして認められた彼は、教団 
の指揮権を手に入れたのだった。アサシンたちの支配を確実 
にしようと、アッバスはマリクを闇に葬り、モンゴル帝国より戻 
ったアルタイルに全てはおまえが招いた結果だと非難の言葉 
を浴びせた。 

アッバスと初めて本気で対決したアルタイルを、さらなる悲 
劇が襲った。アッバ'スの策略を終わらせようと躍起になった 
彼は、愚かにもエデンの林檎を使い、思わぬ展開でマリアが 
命を失う結果を招 t 、てしまったのだ。この争 I 、の後、アッバス 
の憎悪の対象であるアルタイルはマシャフから飛び出し、アッ 
バスが教団を統治する歳月が続いた。その支配下で民衆は 
悲惨な生活を強いられ、アルタイルが20年ぶりに再びマシャ 
フに足を踏み入れて、ようやく事態は収拾した。アサシンたち 
は、高齢であっても、かつての指導者を歓迎した。アッバスは 
アルタイルの抹殺を部下に命じたが、宿敵の新 U ゝ武器—— 
アサシンブレードに仕込まれた隠し銃火器——で最初に擊ち 
抜かれた人間となった。 
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ABBAS SOFIAN 

アッバス•ソフィアン 


アッバス（1166年-1247年）は、その人格に難はあったもの 
の、優れた技能の持ち主で尊敬を集めるアサシンだった。真 


面目一辺倒の性格で、妄信的とも言える教団への熱意を有 


する彼は、教義を汚すアル•ムアリムも、捉を軽んじるアルタイ 


ル•イブン•ラ•アハドも忌み嫌っていた。アルタイルが平等主 


義に乗っ取って教団を治めて V ゝる間、アッバスは嫉妬と軽蔑 
を押し殺し、力と尊敬を得るべく熱心にアサシンとしての仕 
事を遂行した。モンゴル人討伐のためにアルタイルが妻マリ 
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j ENEMIES 
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,ALTA_I_R，S 
TARGETS 

アルタイルの標的 



タミール(生年不詳-1191年）はダマスカスの商人で、テン 
プル騎士団の一員だった闇市場で武器売買を行っており、 
聖地での戦況を長引かせる目的で、十字軍とサラセン人の両 
方を相手にじ C いた。テンプル騎士団はその混乱状態を利用 
し、彼らを支配下に置こうと目論んでいたのだ。タミールは仕 
事に関しては全くの無慈悲で、彼の高い基準に叶うことがで 
きなかった者には、躊躇なく鉄槌を下した。彼は、アルタイル • 
イブン•ラ•アハドがアル•ムアリムに命じられた9人の暗殺の最 
初の対象者となる。念入りな調査の末、アルタイルはタミール 
の所在を掴み、ダマスカスの市場で事に及んだ。タミールは、 
自らの行動が招いた死を後悔していないばかりか、崇高な目 
的に役立てたことを誇りに思うと言い残したのだった。 

ガルニエ•ド •ナ プルス （生年不詳-1191年） は フランス人 
騎士で、ホスビタル騎士団第9代総 M であると同時に、テンプ 
ル 騎士 M メンバ'一でもあった。リチャード1世獅子心王による 
アツカ占領に伴い、ガルニエは市内の貧 W 地区に自身の病 
院を建てた。そこで彼は病人や乱心者を集め、心の救済と称 
して人体実験を行った逃げようとした患者は厳罰を受け、 
少なくとも二度と逃亡できないよう脚を折られてしまう。院内 
で残虐行為が繰り返されているのは明らかだったが、ガルニ 
ェは民衆を助けているのだと主張し、_分が理性ある科学者 


だと心から信じて疑わなかった。やがて彼は、アルタイルに病 
院内部で暗殺された。 

タラル(生年不詳-1191年）はエルサレムを拠点とする奴 
隸商人という顔の他に、テンプル騎士としての顔も持ってい 
た。忠実な傭兵部隊によって法からも守られて I 、たタラルは、 
エルサレムの貧民を大勢誘拐し、奴隸として売り飛ばじ a 、 
た。アルタイルはアル•ムアリムの命でエルサレムに赴き、標 
的の居場所を突き止める。ところが、タラルはアサシンの到着 
を予期しており、アルタイルを腐にはめる策を講じていたのだ 
った。アルタイルは送り込まれた傭兵たちを打ち負かし、タラ 
ルの追跡を開始する。しかし、この奴隸商人は驚くほど身のこ 
なしが軽ぐ屋根から屋根へと飛び移って逃走した。通りを貫 
く迫跡劇の後、アルタイルは遂にこの男を捕まえた。死に際に 
タラルはこう訴えた。自分は人々を貧困と劣悪な環境から救っ 
てやっていたのだと——。 

アブル•ヌクド(生年不詳-1191年）はダマスカスの大富豪 
で、聖地で戦う十字軍とイスラム軍の双方を資金面で援助し 
ていた。それは、聖地争奪戦を長期化させ、テンプル騎上団 
の大義を支えるためであった。2つの宗教組織に貢献してい 
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たものの、彼はキリスト教、イスラム教、 V 、ずれの教義も嫌って 
いた。どちらの神にも、自分は忌み嫌われていると信じていた 
のだ。莫大な財力がゆえに表立って敵意は向けられて V ゝなか 
ったものの、肥満体に、あばただらけの顔、そしておそらく男色 
傾向にあったと思われるアブル•ヌクドは、ダマスカスの貴族 
の間では冷笑の対象であった。しかし、周囲から嫌われている 
ことに気づいた彼は深く傷ついた。1191年、アブルはダマス 
カスの上流貴族を招いて大宴会を開催、贅沢な食べ物やヮ 
インを存分に振る舞った。復讐に燃えた商人が飲み物に毒を 
盛ってもゝたことなど夢にも思わな t ゝ招待客に、アブルは嬉しそ 
うに戦慄の事実を告げた^さらに彼は、会場から逃げ出そうと 
する者は1人残らず殺せと番兵に命令し、貴族たちは次々と 
虐殺されていった。アルタイルはこの宴会での浞乱に紛れ、 
アブルを殺害した。 

かつては筆記者だったマハド•アツディーン（生年不詳- 
1191年）はテンプル騎上であり、イスラム軍の司令官サラディ 
ンがイングランド王リチャード1世率 t 、る十字軍との戦 I ゝに出 
ている間、事実上エルサレムを統治していた人物である。サ 
ラディンの不在中、マハドは街を効果的に支配し、何人にも 
邪魔をさせることはなかった=サラデインが寛容と慈悲を説い 


ていたその土地で、マハドは恐怖と威嚇による政治を行って 
I 、たのだ。彼は公開裁判を実施し、賭け事、こそ泥、売春など 
の微罪を犯した者たちにさえ極刑を宣告した。そして自ら大勢 
を処刑したのだった。1191年、マハドはアサシン教団のメンバ 
一を捕まえた。そのアサシンの公開処刑が遂行される寸前、ア 
ルタイルはマハドをアサシンブレードで刺殺した。死ぬ間際、 
彼は個人的な楽しみと優越感のためだけに死刑を行ってい 
たと認める。彼がテンプル騎士団に忠誠を誓っていた理由 
は、ただ単に権力を振りかざす機会が得られるからだった。 

ジュバイル•アルハキーム（生年不詳-1191年）は、テンブ 
ル騎上団に所属していたダマスカスの学者だ。表向きは研 
究熱心な学識者だと思われていたが、咨物や学問は人々の 
目を真実から背けさせるゆえ認められないとし、十字軍とイス 
ラム軍の暴力行為も書物に刺激されたからだというのが彼の 
持論だった。悪魔となる書物から民を解放させるため、ジュバ 
イルはダマスカス屮の卷物や本を M 収し焼却する集団を組 
織、逆らう者が t 、れば容赦なく始末した。この騒動の最中、ア 
ルタイルは同じような格好をした男たちの中からジュバイルを 
見つけ出さねばならなかったが、なんとか本人を特定し、その 
息の根を止めた瀕死のジュバイルは、己とアルタイルを比較 
し、書物を燃やす行為はアサシンが自分を暗殺するのと何ら 
変わらな t ゝと放言。どちらも、同意できな t ゝ主張を葬ろうとする 
試みだからだと言った。 
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| シブラント(生年不詳-1191年）はドイツ人卜字軍兵士で、チュートン騎士 

S 団初代総長だと記録されている。チュートン騎士闭は、第3次十字軍時に聖地 

萑 遠征に参加した数ある騎土団のうちの1つだ:彼はまた、テンプル騎土団の一 

: M でもあった。仲間がアサシンに殺されたことを知ったシブラントは、次第に恐 

§ 怖に囚われるようになり、アッカの船着き場に引きこもる。そこで彼は甲胄に身 

I を包み、少しでも怪 U ゝと思った者を斬り捨て、アサシンの到来を待った:厳重 

な警戒にもかかわらず、アルタイルは船着き場に侵入、シブラントの船に乗り込 
んでとどめを刺した。息を引き取る前、シブラントは、テンプル騎士間の謀略に 
おける己の役割をアルタイルに明かした。彼は、大規模な海上封鎖を行う任務 
を課せられていた。海路を封じ、テンプル騎十団が力を握るべく行動を開始し 
た際に、 ヨーロッパの 王たちに聖地の卜字軍の強化をさせな V 、ためであった。 

モンフヱラート候ウィリアムは （1136 年-1191年）は、第3次十字軍の際、リ 
チャード1世の不在時にアッカの統治を任された人物で、その裏では、テンプ 
^ ル騎 L としても暗躍していた。アッカを支配する中で、彼はアッカ市民を“新 

世界’’の到来に備えさせようと試みた。新世界とは、彼やテンプル騎士たちが 
思 t ゝ描く不可避の未来だ。テンプル騎士団の大義に対するその強固な信念 
にもかかわらず、ウイリムの野望が実現されることはなかった。1191年、アサシン 
教団のアルタイル•イブン•ラ •アハ ドによって暗殺されたからだ j ィリアムは# 
常に厳格な監督者であり、アッカの支配権を掌握して t ゝる間、市民を徴兵し、 
食料を配給し始めた。そして、君主リチャード1世との確執は次第に深くなって 
いぐ1191年、彼はテンプル騎士団の敵にメッセージを送るため、サラセン人 
捕虜約3000人を王に無断で処刑した。捕虜をサラディンとの交渉の切り札に 
使うつもりだったリチャード1世は、ウィリアムの勝手な行動が許せず、公然と彼 
を非難した。彼がリチャードを裏切ろうとしたのは、王がアッカを息子コンラッド 
のものにせんとしたことが原因だと、アサシン教団は確信。教団はウイリアム抹 
殺のためにアルタイルを送り込むが、それは、非道な統治者からアッカを解放 
するという前提のもとであった。 



>ウイリアム候モンフェラート 
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>タラル 





> マハド.アツディーン 


>ジュバイル*アル八キーム 


>アプル*ヌクド 


>タミール 
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S2U 

ROBERT DE SABLE 

□ベール•ド•サブレ 

ロベール •ド•サブレ（生年不詳-1191年）は、アンジュー 
帝国の貴族で十字軍兵士である。1191年、テンプル騎上団 
の総長となった。 

リチャード獅子心王がエルサレム奪還のため十字軍を編 
成した1190年、ロベールは即座に参加を決め、ほどなく王の 
側近の1人に加えられた。しかしながら、彼は単なる卜字軍兵 
土ではなかった。聖地到着後すぐに、前任者が死亡して2年 


間も空いていたテンプル騎士団総長の座に就任。彼の目的 
は、戦いの混乱を利用してテンプル騎上団のために聖地を 
奪取し、“新世界”を築き始めることだった。 

1191年、ロベールと複数の兵士たちは、エデンの林檎を求 
めてソロモン神殿の遺跡へと人り込む。彼らが秘宝を発見し 
たちょうどそのとき、アルタイル•イブン•ラ•アハド率いるアサシ 
ン3人組が奇襲攻撃を仕掛けてきた。ロベールたちはアルタ 
イルを撃退し、アサシンの1人を殺害した。ところが、3人目のア 
サシン、マリク•アルシャイフが、大けがを負ったにもかかわらず 
秘宝を奪い、マシャフのアサシン教団本部まで持ち帰る。口べ 
ールがマリクを山砦まで追跡すると、アサシン教団内部に潜 
入して t 、た内通者がロベール勢のために門を開けた,街にな 
だれ込んだ彼らは、アサシンだけでなく市民も惨殺した。 

城砦にたどり着いたロベールは、そこでアサシン教団の指 
導者アム•ムアリムと対峙する。アル•ムアリムは密かにテンプ 
ル騎士 M にも属していたのだが、林檎を返せとのロベールの 
要求を拒絶，この大導師は、アサシンとテンプル騎上の両方 
を裏切り、秘宝の力を自分自身のために使おうと H 論んでい 
たのだ。アル•ムアリムは、すでにマシャフに戻ってきて t 、たア 
ルタイルに合図を送り、罠を発動させる。こうして、ロベールた 
ちの一行はマシャフからの退却を余儀なくされた。 

一連の出来事の後、アル.ムアリムはアルタイルに各地の 
主要なテンプル騎上の暗殺を指示し、遂にロベールのもとへ 
も差し向ける。しかし、襲撃を予期して^ゝたロベールは、彼の 
甲胄を身につけたマリア•ソープをエルサレムに送り、この影 
武#にアサシンの注意をそらさせた。その間、ロベールはリチ 
ャード1世とともにアルスーフの戦いに参加アルタイルが実 
行した殺人の数々を利用して獅？心王とサラディンを説得 
し、アサシンに対して両軍が手を結ぶよう仕向けるつもりだっ 
た。アルタイルはリチャード1世にロベールの本当の目論みを 
暴露しようとするが、どちらを信じるべきか判断しかねた王は、 
神が正しい方を勝たせると思い、ロベールとアサシンを対決 
させる。そして、ロベールは破れた。致命傷を受けつつも、彼 
は死ぬ前に、アル.ムアリムの背信をアルタイルに明かすの 
だった。 
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OTHERS 



その他 
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52 

SALADIN 

サラディン 

サラディン、正式名サラーフツディーン•ユスフ•ブン•アイユーブ（1138年- 
1193年）は、中世イスラムの政治的および軍事的先導者で、西洋世界では、 
第3次十字軍での役割が最も知られている。父ナジュムツディーン•アイユーブ 
と叔父シール•クーフも兵士で、サラデインも家風に従った。たちまち戦士として 
の頭角を現わした彼は、シリアはアレッポの君主ヌールツディーンのために戦つ 
た1169年にエジプトのスルタンとなり、かつてのシリア君主らに楯突いたサラ 
ディンは、彼らの領十をも獲得する。 


アラビア圏の広大な領地を統治し、彼の関心はアサシンへと向けられ 
た。1176年、対アサシンの軍事行動を指揮、マシャフの城砦を包囲する。ある 
晩、目を覚ましたサラデインは、ベッドの傍らに毒が塗られたナイフと焼き菓子 
が置かれていることに気づぐアサシンのシンボルも見て取れたため、それらが 
“山の長老”アル•ムアリムが残していった物だということは明らかだった。毒 
のナイフと菓子に込められた警告を心に留めたサラデインは、それ以降、アサ 
シンに関わらなくなった。 

1180年、十字軍側も休戦協定に同意したものの、テンプル騎士団の挑発 
行為などもあって、1182年から1187年の間に関係は急激に恶化した。1187年、 
緊張状態は頂点に達し、サラデインは十字軍領地に進軍、ヒッティーンにおい 
て敵に壊滅的な被害を与えてエルサレムの王を捕まえた。さらにキリスト教徒 
の諸地域でも快進撃を続けたサラデインの軍勢は、エルサレムの聖地を奪還 
し、勝利を手にした。 


このイスラム勢力によるエルサレムの奪冏が、第3次十字軍のきっかけとな 
った。イングランド王リチャード1 lit 獅子心王率いる十字軍は、1191年に聖都 
に接近。リチャードはアツカを占領し、アルスーフでサラディンを打ち負かした 
が、エルサレムを取り戻すことはできず、膠着状態が続いた。そして、遂に両軍 
の指揮官は和解に至り、1192年にラムラ条約を結んだ。沿岸都市の平和的 
な維持と巡礼者の安全確保と引き換えに、キリスト教徒側はエルサレムを主 
張するのを断念する。それは、サラディンの大勝利を意味した。しかしリチャー 
ド1世は、敗北しても悄慨することなぐ敵の高貴で尊敬に傾する人格に賛辞 
を送った。 

1年後、サラディンは名声と権力の絶頂期にあったが、病に倒れて没し、ダ 
マスカスに埋葬された。彼は現在でも、イスラム圏の多くで英雄として扱われ 
ている。 
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イングランド王リチャード i 世 

も リチャード ltft (1157 年-1199年）は“獅子心 

王”と称されるイングランド王で、イングランド王国 
のみならず、フランスの大半の領土も父ヘンリー2 
世から相続した。第3次十字軍での活躍が最も有 
名である。 


サラディンがエルサレムを征服してまもない 
1189年、リチャード1世は十字軍への参加を表明 
し、同年9月にイングランド王に即位した。イングラ 
ンドを統治してわずか6ヶ月で、彼は聖地への遠征 
^と出てしま9。 


遠征の道中、彼はシチリアとキプロスの制圧、ア 
ツカの奪還、アルスーフの戦 I 、での 勝利など、数々 
の成功を収めた。しかしながら、彼はほどなぐエル 
サレ厶奪還の望みがないことを悟ってしまう。同時 
に、十字軍とイスラム軍との戦いがテンプル騎士 
団によって利用されていたという驚きの事実も発 
覚する。側近であった ロベール •ド.サブレが、サラ 
デインと和解するように彼を言いくるめようとして 
いたのだ。こうして獅子心王は1192年、帰国の途 
に着いた。 
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EZIO 

AUDITORE 

DA 

FIRENZE 

エツィオ•アウディトーレ•ダ•フィレツンツェ 






エツィオ•アウディトーレ•ダ•フィレンツェ (1 459年-1524 
年)は、フィレンツェの貴族で、アサシン教団の歴史における重 
要人锪である。父ジョヴァンニ伯父マリオといった手本に従 
い、エツイオも人生の大部分をテンプル騎士団との戦いに費 
やした。テンプル騎士暗殺や彼らの計画阻止に幾度となく関 
与した活躍により、彼は最終的に「導師 J の称号を獲得した。 


銀行家ジョヴァンニ•アウデ仆ーレと妻マリアの次男として生を享けた エツ 
ィオは、アサシンの血筋であることは告げられておらず、苦労のない気ままな若 
年期を送った。両親の用事を手伝い、妹や弟の世話をし、他の若 v ゝ貴族(とり 
わけヴィ エリ•デ•パッツィ） と乱闘騒ぎを起こす……そんな毎日を過ごしていた 
エツ ィオはまた、地元の美少女クリスティーナ•ヴエスプッチと恋愛関係にあっ 
た。しかしながら彼の平和な生活は、1476年に父と兄弟が逮捕され、極刑を宣 
告されて唐突に終わりを告げる。 


刑の執行予定日の前夜、 エツ ィオは収監されていた父と接触することができ 
た。ジョヴァンニは書斎に隠された秘密の収納箱の存在を彼に明かす。その収 
納箱には、アウディトーレ家の無実を証明するウベルト•アルベルティ判事宛て 
の手紙の他、父のアサシンローブとアサシンブレードが人っていた。 エツ ィオは 
手紙を判事に届けるが、切実な願 t ゝも虚しぐ彼はアルベルティに裏切られるの 
だった。実は、この一件は筋書きができ上がっており、アウディトーレ家は最初か 
ら陰謀に巻き込まれて t 、たのだ。父と兄弟の絞首刑を目の当たりにしたとき、エ 
ツ ィオは弱冠17歳だった。自分たちを陥れたアルベルティに復讐を近い、彼は隠 
遁の身となる。幸い、 エツ ィオには市内にまだ味方をしてくれる友人がいた^高級 
娼婦パオラが経営する娼館“ラ•ローザ•コルタ”に身を寄せ、人混みに紛れて 
存在を隠す技を彼女から習った恋人のクリスティーナは、彼が処刑された家族 
の遺体を同収し、敬意をもって弔うのを手助けした。レオナルド•ダ•ヴィンチもエ 
ツ ィオに協力した1人であった。この発明家は、アルタイル•イブ ン•ラ •アハドの写 
本を用いて エツ ィオが父から受け継 t 、だアサシンブレードを修理した。その後、 
エツ ィオはアルベルティを追跡し、憎き裏切り者を刺殺するのだった。 

エツィオはスペインへ柯かうため、母と妹を連れてフィレンツエを出た。先祖 
のヴイラに立ち寄れればと考えた彼は、モンテリジョーニを H 指す。ところが、フ 
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ィレンツェの外れで、衍命のライバル、ヴィエリ•デ•パッツィの 
待ち伏せ攻撃を受けてしまう。ヴィエリもエツィオの家族を殺 
した計両に一枚嚙んでいたのだった。問一髪、伯父マリオ•ア 
ウディトーレと傭兵たちが駆けつけ、エツィオは難を逃れた。彼 
らはパッツィの男たちを倒し、マリオは3人をヴィラに迎え入れ 
ャこ。 表向きは普通の傭兵隊艮だが、その実マリオはイタリアの 
アサシン教団のリーダーであった。マリオは甥に教闓の性質 
につ t ゝて説明し、母や妹を皆る際に必费となる戦闘技術を習 
得させるために訓練を施した。1478年、母と妹とともにモンテ 
リジョーニに留まっていたエツィオは、スペインに向かう意志 
に変わりはな V ゝことを伯父に告げる。ところが出発前、マリオ 
がヴィエリ•デ•パッツィと交戦するためにサン•ジミニャーノに 
向かったと知らされ、エツィオの心は大きく揺れた。居ても立っ 
てもいられなくなった彼はマリオに参戦し、パッツィ軍を敗北 
に追 V 、込む手助けをする。そして、一対一の勝負で宿敵ヴィ 
エリを倒した。 

サン•ジミニャーノに I 、る間に、エツィオは、ヴィエリ、その大 
伯父のヤコポ、父フランチェスコが謎のスペイン人——後に 
テンプル騎士団総長ロドリゴ•ボルジアであることが発覚一 
と密会しているところを目撃した。その4番目の男はフィレンツ 
ヱの統治者ロレンツォ•デ•メディチと弟ジュリアーノ殺害計両 
につ V ゝて触れており、彼らはどうやらテンプル騎士団の名のド 
にフィレンツェの掌握を図ろうとして I 、るらしかった。エツィオは 
故郷の街に戻り、アサシンであり、現地の盗賊ギルドの長、狐 
の力を得て、ロレンツォの命を救い、フランチヱスコ.デ•パッツ 
ィを暗殺した。ロレンツォはエツィオの活躍に感謝し、アウディ 
トーレ家の汚名をすすぐことでその恩に応え、彼に今 iHl の暗 
殺計両に関与した共謀者のリストを渡した。それからの2年余 
り、エツィオは陰謀に関わった者たちを1人また1人と消してい 
き、遂にロドリゴ•ボルジアとヤコポ•デ•パッツィのもとへと行き 
つぐ彼が H 撃したのは、フィレンツェ掌握に失敗したことを非 
難してヤコポに刃を向けるロドリゴの姿だった。ロドリゴと一戦 
を交えることはできなかったが、その場に t ゝた第3の男——ヴェ 
ネツィアの豪商エミリオ•バルバリーゴ——の存在が次なる目 
的地の手がかりとなり、エツィオはエミリオを求めて旅立った。 

ヴェネツィアを0指してアペニン山脈を越えていた エツ ィオ 
は、親友レオナルド•ダ•ヴィンチと遭遇する。彼も偶然同じ道 
を旅して V ゾこのだ途中、ボルジアの騎兵隊に襲擊されるも、 
彼らはなんとか無事にフォルリの街に到着した。そこからは海 
路で行くゆえ、船に乗る必要があったのだ。 エツ ィオは波止場 
近くの湖上の岩場で立ち往生じ a ゝた女性を助けるが、彼女 
こそ、後にフォルリ城主となるカテリーナ•スフォルツァだった。 
お礼の印として、カテリーナはヴエネツイア行きの船の乗船許 
可を エツ イオのために取りつけた。 



>エツイオ 


>高齢期のエツイオ 



ヴエネツィアに到着した エツ イオは、エミリオ•バルバリーゴ 
暗殺を企てた。彼はアサシン、アントニオ•デ•マギアニスが営 
む現地の盗賊ギルドに向かった。1485年、アントニオと彼の 
弟子の ローザの 協力を得て、 エツ ィオはテンプル騎上邸の別 
の謀略を暴いた。ヴエネツイアの十人委員会のメンバー、カル 
口 •グリマルディが、側近という立場を利用して総督を殺そう 
としていたのだ。エミリオ.バルバリーゴの親族でテンプル騎 
士のマルコ•バルバリーゴが、総督の座を乗っ取るつもりで 
いた。レオナルドが発明した飛行装置を使い、ドゥカーレ宮に 
侵入した エツ ィオだったが、総督を助けるには一歩遅かった。 
彼は総督に毒を盛ったグリマルディを殺害するが、総督殺し 
の濡れ衣を着せられてしまう。こうしてヴエネツイアのお尋ね 
者になってしまった エツ イオは、街から逃げ出すしかなかった。 


翌年、エツイオはカーニヴァルの时期にヴヱネツイアに戻 


る。素性を隠す仮面を被り、彼はアントニオ、ヴエネツアで娼 
館を経営するテオドラとともに新総督マルコ•バルバリーゴ暗 
殺の道を探る。カーニヴァルの余興の複数の競技を勝ち進ん 
だ エツ イオは、総督主催のバーテイに参加。レオナルドが作つ 
た隠し小型銃で、宴の席の総督を射殺した。こうして、ヴエネ 
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ツィアの陰謀関係者は、シルヴィオ•バルバリーゴとダンテ•モ 
口の残る2人となる。彼らはアルセナーレ (= 海軍造船所）に引 
きこもって V 、たが、 エツ ィオは傭兵隊長バルトロメオ.ダルヴィ 
アーニの支援を受け、アルセナーレの守りを破ってシルヴィオ 
とダンテを倒した。死ぬ問際、彼らはテンプル騎士団がキプロ 
スへ向かったことを示唆するが、その理由は不明だった。 

2年後、28歳の誕生日に、エツィオはテンプル騎士団の船 
が謎の積み荷を乗せてキプロスから帰還するとの知らせを 
受けた。番兵に変装して荷物を追った彼は、ロドリゴ•ボルジ 
アと対峙する。テンプル騎十団の長であるロドリゴは、アルタ 
イルの写本に書かれた預言を実現させるため、この荷——エ 
デンの林檎一一をヴエネツィアに運ばせた。それが“預言者” 
の出現につながる重要な手がかりだったからだ。エツィオと口 
ドリゴが死闘を繰り広げる中、他のアサシン——マリオ、アン 
トニオ、バオラ、テオドラ、 狐、 バルト ロメオ——が参戦した。 
林檎を確保した後、彼らは皆アサシンだった事実を明かす。 


ニッコロ •マ キャヴェリ も加わり、 エツィオは 正式にアサシン教 
団入りを果たした。 

入団儀式の後、マキャヴェリは エツ ィオをフォルリに連れて 
いぐ彼らはフォルリで、カテリーナ•スフォルツァの保護の下に 
エデンの林檎を置こうと思ったのだ。到着したばかりの彼らの 
視界に入ってきたのは、チェッコとルドヴィコのオルシ兄弟によ 
って襲撃を受けて V ゝるフォルリの街だった。カテリーナに続 I 、 
て2人のアサシンもオルシ兵と戦い、 エツ ィオはチェッコを殺し 
た。混乱の中、ルドヴィコは林檎を盗み出すのに成功し、 エツ ィ 
才は後を追 t ヽかけなければならなくなった。ルドヴィコを捕まえ、 
息の根を止めたものの、彼は瀕死の重傷を負い、地面に崩れ 
落ちる。意識を失う前に、 エツ ィオは黒衣の修道僧——ジロー 
ラモ•サヴォナ ローラ ——が林檎を奪うのを見た。 

その後ほどなぐアサシン教団スペイン支部のメンバー、ルイ 
ス•デ•サンタンゲルがエツイオを訪ね、協力を求めてくる。エツ 
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If 


ィオは申し出に同意し、冒険家クリストファー•コロンボをテンプ 
ル騎士団から守ることにした。テンプル騎上団は、クリストファー 
が挑もうとして V ゝる大西洋横断を阻止しようとして t ゝたのだ。サ 
ンタンゲルは、審問官トマス•デ•トルケマダがテンプル騎士団 
に操られ、スペインのアサシン教団を潰そうと両策じ〇、ること 
を彼に説明する。話を聞 V 、たエツィオはスペインに渡り、複数 
のアサシンを救出。そして、計画されて^ゝたクリストファー•コロ 
ンボの西への航海が実現するよう力添えをした。 

イタリアに戻ったエツィオはエデンの林檎の捜索を続 
け、1497年に再びフィレンツエ入りする。そこで彼は、ロレンツ 
ォ.デ•メディチの死後、空欄だった統治者の座に就いたの 
が、聖職者ジローラモ•サヴォナローラだと知った。サヴォナロ 
ーラは林檎を使い、市民の心を操作して V ゝたのだ。また、エツ 
ィオのかつての恋人クリスティーナ•ヴエスプッチとその夫は、 
暴徒と化したサヴォナローラの信者たちに命を奪われてしま 
う。マキヤヴェリの協力のもと、エツイオはサヴオナローラの 


支配力を緩めるべく行動を開始する。まずは、この聖職者を 
妄信する街の権力者を暗殺し、それから林檎を奪還した。鬱 
屈していた民衆は暴徒と化し、サヴォナローラに怒りを爆発 
させる。そして彼を引きずり出し、生きたまま火あぶりの刑に処 
した。しかしエツイオは、サヴォナローラのような罪人でもそこ 
までの苦痛を味わう必要はな V ゝと慈悲を見せ、炎が届く前に 
とどめを刺した。 

エデンの林檎はアサシン側の所有となり、安全に保管され 
ていた。そんな中、アサシンたちは今後の作戦を練るため、モ 
ンテリジョーニに集結する。アルタイルの写本の断片を詳しく 
研究し、林檎の謎の技術的性質を紐解くことで、彼らは秘密 
の宝物庫の位置がローマのシスティーヌ礼拝堂の地 T だと突 
き止めた。残念ながら、この事実はロドリゴ•ボルジアもすでに 
知るところのようだった。と v 、うのも、彼が策略を張りめぐらせ 
てローマ教皇に選ばれ、アレクサンデル6世と名乗るようにな 
ったからだ。1499年、アサシンたちはローマに襲撃を仕掛け、 
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エツイオはシステイーヌ礼拝堂に押し人ってロドリゴと直面し 
た。2人が死闘を展開する中、ロドリゴは教皇の杖^ C れも 
エデンの果実の1つ——をエツイオに使用した。そこでエツイ 
才は、林檎で対抗を試みる。エツイオはロドリゴを圧倒したが、 
とどめを刺すことはしなかった。そして、教皇の杖と林檎が合わ 
さったとき、遂に秘密の宝物庫へ道が開かれた。中に入った 
エツイオは、自らをミネルヴァと呼ぶ不思議な女神のような幻 
影と対面する。彼女は、未来の人類に降り掛かるであろう悲 
劇について滔々と語って聞かせるのであった。 

宝物庫の中で目撃したものに困惑しつつ、1500年、エツイ 
才は モン テリジョー ニに 戻った：他の アサシン たちと会った彼 
は、何が起きたかを説明する。しかし、マキャヴヱリはエツイオ 
がロドリゴを殺さなかったことに落胆し、 ローマへ と発ってしま 
う。マリオの傭兵の支援を得るため、カテリーナ•スフォルツァ 
もたまたま モン テリジョーニに来ていた。久しぶりに再会した 
エツイオとカテリーナは、その日、夜を一緒に過ごした。ところ 


が聚朝、2人は大砲の音で日が覚める。ロドリゴ•ボルジアの 
息子チェーザレが教皇軍を率いて襲撃してきたのだ傭兵 
たちとともに応戦して時間稼ぎをし、エツイオはモンテリジョ 
一二市民が避難するまで敵軍を食い止めることができた。し 
かし、その戦 L 、でマリオは殺され、エツイオも大ケガを負う。さ 
らに、カテリーナ•スフォルツァは捕えられ、林檎も奪われたの 
だった。 

エツイオはまっすぐローマへ向かったものの、ケガがひどい 
ため、途中で昏倒してしまう。気がつくと、彼はローマのある 
家で介抱されていた。なんでも、見知らぬ誰かがここまで運ん 
できたのだという。後に、その命の恩人は、マキャヴェリ以外 
にいないとエツイオは気づぐマリオ亡き後、マキャヴェリが 
事実上アサシンたちのリーダー的存在になっており、身体を 
動かせるようになったエツイオは彼と落ち合うべくコンタクト 
を取った。テベル島の隠れ家を拠点に、彼らはボルジア家に 
対する攻撃を開始する。まずエツイオは、サンタンジヱロ城に 
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潜入し、カテリーナを救出した。それからマキャヴェリとともに、 
ローマに対するボルジア家の支配力を弱体化させるべく数 
々の方法を試みる。ェツィオはボルジアの配ドにあった塔と 
V 、う塔を破壊した。さらに、アサシン教団に賛同する市民を勧 
誘してアサシンとして訓練し、チヱーザレに軍事支援をしてい 
た重要人物を片づけた。また彼は、旧友レオナルド•ダ•ヴィン 
チとも接触レオナルドは、チェーザレのために戦闘兵器の発 
明を強要されていた。保管場所を明かされたェツィオは、次々 
と兵器を壊し、使用不能にしていぐこれらの活躍により、ェツ 
ィオはマキャヴェリによって、アサシンたちの長に任命された。 

1503年、直接攻擊を仕掛けても大丈夫なほどボルジア勢 
力は弱まったと判断し、ェツィオはサンタンジェロ城へ冉度押 
し入った。彼はそこで、チェーザレがロドリゴと口論しているの 
を0撃する。ロドリゴは息子を毒殺しようと試みるが、妹のル 
クレツィアから警告を受けたチェーザレは逆に父親を殺害す 
るのだった。だが、これはチェーザレの大きな誤算を生む。教 
皇の後ろ盾をなくした彼は脆弱化し、新教皇ユリウス2世によ 
って逮捕された。 

林檎を取り戻したェツィオは、その秘宝をボルジア軍の残 
党に使用し、敵をローマから完全に追 V ゝ払った。イタリア各地 
のボルジア支援者を始末しているとき、彼はチヱーザレが教 
皇の拘束から逃がれた事実を知る。チェーザレの逃亡を防ぐ 
ことはできなかったが、ェデンの林檎によって、敵の最終目的 
地がスペインであることは突き止められた。さらにェツィオは、 
林檎を f - 放すべきだと悟り、コロッセオの地下に隠す決意を 
する。こうして、林檎は500年間、誰の手にも渡ることなくその 
場に佇み続けることになった。 

その後、ェツィオ、レオナルド、マキャヴェリの3人はチェー 
ザレを求めてスペインへ渡る。レオナルドが帰還し、マキャヴ 
ェリが重傷を追う一方で、追跡を続けていたェツィオは最終 
的にヴィェナの街にたどり着ぐチェーザレはナヴァラ王に代 
わり、ヴィェナを包囲していた。遂にェツィオは胸壁にいたチ 
ェーザレに追 I ゝつき、宿敵を死へと追 V 、やるのだった。 

ボルジア勢力を永遠に追放し、ェツィオは以前よりもアサシ 
ン教団の運用的側向に目を向け始めた。イタリアの教网の安 
定化を図るため、彼はシシリーからヴヱネツィアまでの伝達網 
を改善し、入門者起用の方法を標增化した。1509年、匕き m 
父が遺した書類や文書を調べて t 、たところ、ェツィオは父ジョ 
ヴァンニ•アウディトーレの手紙を偶然見つける。手紙には、 
マシャフ城砦の地下にある秘密の書物庫のことが書かれて 
いた。マシャフは、アルタイル•イブン•ラ•アハドが生まれ育っ 
た土地だ^興味が湧いたェツィオは書物庫を探すため、1510 
年末、マシャフに向けて出発した。 
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地中海の 10 ヶ月の航海は、エツイオにとって初めての本 
格的な船の長旅で、東方の国を訪ねるのもこれが最初だっ 
た。1511年の半ば、エツイオは遂にマシャフへ到着する。驚い 
たことに、そこは、かつてのビザンテイン帝国の降盛を取り戻 
すべく戦うテンプル騎士たちの拠点となっていた。張り詰め 
た空気の中、エツイオは大勢を相でに激闘し、その結果、テ 
ンプル騎士 bfl の企てを知る。彼らは、コンスタンテイノープル 
のオスマン帝国スルタンの宮殿の地下で隠された5つの鍵の 
うち1つを見つけており、願わくばアルタイルの書物庫へ入ろ 
うとしていたのだ。 

ニコ ロ •ポー ロ ——マルコ•ポー ロの 父で、イタリアにアサ 
シンの信条を持ち込むことになった人物——の書物に導か 
れ 、エツ イオは、テンプル騎士⑷を倒して残りの鍵を見つけ 


るため、コンスタンティノープルに急行した到着直後、エツィ 
才は、オスマン帝国のアサシンで、アサシンギルドの若きリー 
ダー、ユスフ•タジムと出会う。ユスフと友好関係を築いたこと 
で、エツィオの捜索は大きく前進した。ガラータ地区をビザン 
ティン帝国の残党による攻撃から守るユスフを手伝った後、 
エツィオはマシャフの鍵の獲得に精を出す。オスマン帝国の 
地図製作者ピリ•レイスの助けを借り、エツィオはかつてニコ 
口•ポーロの交易所だった場所を掴んだ。そこは、ソフィア•サ 
ルトルというヴエネツィア出身の美しい女性が営む書店となっ 
ていた。エツィオがマシャフの鍵の1つと暗号化された地閃を 
発見したのは、書店の地ドにあったイスタンブル宮殿の中だ 
った。ソフィアの協力で、エツィオはその地図が希少本の在り 
処を示して t 、ることを知る。そして、それらの希少本により、マ 
シャフの鍵がどこにあるかも明らかになるのだった。 


全ての鍵が揃うまであと1つとなり、その最後の1つを所持し 
ているのがテンプル騎上団だと判明する。敵の指導者の手が 
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かりを求めていくうち、エツィオはオスマン帝国の皇族とのつ 
ながりを持つようになった。若き皇子スレイマンをテンプル騎 
士団から救ったエツィオは、彼の信頼を獲得。スレイマンの祖 
父バヤズィト2世の側近たちの忠誠心を見極めるベぐ2人は 
秘密裡に調査を開始した。 

予想外の展開に行き詰まりを見せつつも、彼らの調査結果 
は、ビザンティン帝国最後の皇帝コンスタンティノス11世の甥 
で、かつての大帝国の後継者だったマヌエル•パレオロゴス 
の素情を明らかにした3、くつかの難 M を乗り越え、エツィオ 
はマヌエルを追ってカッパドキアの秘密の都巾まで赴き、彼 
を殺してマシャフの鍵を入手した。しかし、これで全てが終わ 
ったわけではなかった。そして、一連の陰謀は、エツィオが最 
初に想像したよりもずっと規模が大きいものだったことがわか 
る。なんと、スレイマンの伯父でオスマン帝国の皇位継承者ア 
フメト皇子がテンプル騎土だったのだ。 

エツィオが持つマシャフの鍵を狙うアフメトは、驚くべき取 
引を持ちかけ、彼を動揺させた。ソフィア•サルトルの命と引き 
換えに鍵を渡せと t ゝうのだ。アフメトの計画は十分に練られ、 
抜け目がなかったため、激怒しつつもエツィオは不承不承そ 
の提案を受け入れた。敵の思い通りにさせてなるものかと、 
エツィオは抜群の判断力と人並みはずれた戦闘技術でソフ 
イアを救出し、マシャフの鍵も取り戻すことができた。だが、ア 
フメトの弟セリムの登場がなければ、アフメトとの最終対決は 


エツィオにとって最悪の結果になる口 J 能性もあった。セリムは 
兄を殺し、エツィオにオスマン帝国から出ていけと命令する。 
納得はいかなかったものの、エツィオは争う気にもなれず、セ 
リムの要求を受け入れた。そして、セリムは新たに次期スルタ 
ンに任命された。 

1512年の春、エツィオはソフィアを伴ってマシャフに戻る。 
遂に書物庫の扉を開けた彼が見つけたのは、朽ちた本の残 
骸に囲まれたアルタイルの骸骨だった。アルタイルは、まるで 
客人を待っていたかのように椅子に腰かけていた。書物庫 
内部をさらに調べると、エツィオは衝撃的な秘密を発見する。 
アルタイルが300年も前に手に人れたエデンの林檎はそこに 
あり、エツィオが長^、こと所持して t ゝた林檎とは別物だったの 
だ。それを悟った瞬間、アルタイルの林檎が強烈な光と音を発 
し出し、第一文明の存在が遺した占代のメッセージが再生さ 
れた。彼らの言葉を聞 I 、たエツィオは、己の人生の R 的を埋 
解した。彼はパイプ役だった。遠 I 、過去と未来をつなぐための 
— ,そう、エツィオ自身がメッセンジャーだったのだ。 

その後ほどなくイタリアに帰ったエツィオは、アサシン教団 
から抜け、親愛なる女性ソフィアと結婚した彼らはフィレンツ 
ェ郊外の小さな屋敷で、2人の子供を育てた。エツィオはブド 
ゥを栽培し、ワインを作り、同顧録を書 t ゝて残りの人生を過ご 
すつもりだった。アサシン時代に知り合ったレオナルド、マキ 
ャヴェリなどの友人たちとの交流は続けていたが、教団とは 
長いこと距離を罔いていた。1524年に、熱意あふれる中国人 
アサシン、 ユン •シャオが現われるまでは——。 

同年、 エツ ィオ•アウディトーレは、フィレンツエの広場で突 
然息を引き取った。妻ソフィアの傍らで、熾烈な戦いと信じ難 
いほどの英雄的行為に満ちた彼の65年の人生は幕を閉じ 
た。止:確な死因は謎のままだが、 エツ ィオは長年、慢性疾患に 
苦しんできた。アサシン教団が誇る最も優秀で献身的なアサ 
シンの1人として活躍した30年問。その長い歳月の間に被っ 
た身体的負报に、彼はとうとう負けてしまったのかもしれない。 
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GIOVANNI 

AUDITORE 

ジョヴァンニ•アウディトーレ 

ジョヴァンニ•アウディトーレ（1436年-1476年） 
は、フィレンツェの貴族で銀行家であり、アサシン 
教団の主カメンバーだった。エツィオ•アウディトー 
レと他3人の子供の父親でもある。 

幼 t ゝ頃からアサシンとして訓練されてきたジョヴ 
ァンニは、1454年モンテリジョーニを離れ、銀行家 
になるためにフィレンツェに移住した,彼はフィレン 
ツェを統治するメディチ家と親交を深めてきたが、 
あるとき川で溺れかけたロレンツォ•デ•メディチの 
命を救った。それ以来、ロレンツォはジョヴァンニ 
に感謝の念を持ち続けることになる。彼はフィレン 
ツェで妻となるマリアとも出会った。1463年に2人 
は結婚し、フェデリコ、エツィオ、クラウディア、ぺ卜 
ルチオの4人の子供を授かった。 

1476年、ジョヴァンニはテンプル騎士団の長口 
ドリゴ•ボルジアの暗殺を試みる。この企ては失敗 
に終わったものの、彼は、テンプル騎士たちがミラ 
ノ公ガレアッツォ•マリーア•スフォルツァの暗殺を 
目論んでいることを知ったノジョヴァンニは公爵を 
救うべく急行したが、間に合わなかった。テンプル 
騎士団が次にフィレンツェをターゲットにしている 
ことに不安を覚えたジョヴァンニは、独自の調査を 
続けようと決めたが、その行動は敵に気づかれて 
しまっていた。フイレンツエのゴンフアロニエーレだ 
ったウベルト•アルベルティ判事を通じ、テンプル 
騎上団はジョヴァンニと息子2人を反逆罪で逮捕 
する。彼らは死刑を宣告され、シニョリーア広場で 
縛り首にされた。 



3:D:1 

sn 

MARIA 

AUDITORE 

マリア•アウディトーレ 

マリア•アウディトーレ（1432年-1504年）は、イ 
タリア人女性貴族で、ジョヴァンニ•アウデ仆ーレ 
の妻、エツィオ•アウディトーレの母である。 

裕福だが、過保護な両親のもとに生まれたマリ 
アは、16歳になる頃には、制限の多 I 、縛られた生 
活に辟易していた。自宅でパン屋を開く許可をも 
らった彼女が、未来の夫ジョヴァンニと出会ったの 
は、その店内だった。1463年になるまでに、マリアと 
ジョヴァンニの間には4人の子供が生まれ、彼女も 



夫が属するアサシン教団に入団していた。1476 
年、テンプル騎十団の陰謀で夫と息子2人が絞首 
刑になり、彼女は浞乱状態に陥ってしまう。生き残 
った息子エツィオに連れられ、身の安全のため、 
彼女は娘のクラウディアとともにモンテリジョーニ 
のヴィラ•アウデ仆ーレに移動する。しかし、一連 
の事件のトラウマにより、彼女は何年もしゃべるこ 
とができなくなり、日々祈りを捧げて暮らしていた。 

エツィオの助けもあって、1500年までには体調 
は冋復して （ ゝたが、チェーザレ•ボルジアの軍隊が 
モンテリジョーニを破壊したため、彼女は再び移 
動を強いられた。マリアと娘クラウディアはローマ 
に住居を構え、クラウディアは娼館を経営するよう 
になる。マリアは、アサシンの重要な拠点“薔薇の 
館”の管理をする娘の補佐役として働いた。 
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CLAUDIA AUDITORE 

クラウディア•アウディトーレ 

クラウディア•アウディトーレ(1461年-没年不詳）は、フィレンツェの女性貴 
族で、ジョヴァンニ•アウディトーレと妻マリアの第三子で1人娘である。クラウデ 
ィアは人生の大半を、兄エツィオを助けることに捧げた。若 I ゝ頃は、甘やかされ 
て育った気難しい面を持つ少女だったが、不幸な境遇に突き落とされたこと 
で、有益な技能をいろいろと身につけていぐ会計士、娼館のマダムを経て、 
最終的に彼女はアサシンになった。 

1476年、クラウディアはドゥーチョ•デ•ルーカの許嫁だったが、彼らの婚約は 
ドゥーチョの不貞によって解消された。その後まもなぐテンプル騎上の陰謀 
者たちが、父と2人の兄弟を逮捕、処刑し、彼女の波瀾に富んだ人生が幕を開 
けることになる。生き残った兄エツィオは、彼女と母マリアを娼館に潜ませ、ア 
サ シン、パ オラの庇護のもとに置いた。その間、彼は陰謀に関与した者への復 
警に奔走する。事が成され、彼らはモンテリジョーニに建つアウディトーレ家の 


ヴィラへと移動した。モンテリジョーニでは、伯父マリオの下で、簿記を任され、 
長年手入れをされて t ゝなかったヴィラの修繕を手伝ったりした。彼女はその仕 
事に適任だったことを証明し、街の経済は潤うようになっていぐクラウディア 
は1500年までの約20年以上をモンテリジョーニで過ごしたが、ちょうど39歳の 
誕生日に、チェーザレ•ボルジア率いる教皇軍が攻め入り、伯父を殺害してし 
まう。そのため、彼女は街を脱出せざるを得なくなった。ボルジア家と戦う兄エ 
ツィオの手助けをすべくローマへ向かったクラウディアは、“薔薇の館’’という 
娼館の経営を任される。そして、娼婦の広域に及ぶ人脈を利用し、アサシンに 
有効な情報の収集に努めた。 

1503年、兄の推薦もあって、クラウディアはアサシンの仲間入りを果たす。 
左手の指に伝統的な焼き印を押され、忠誠を誓うテベル川への跳躍を行っ 
た彼女は、正式に教団のメンバーとなった。チェーザレ•ボルジアとその軍隊と 
の最終決戦で、クラウディアは仲間のアサシンとともに戦い、敵をローマから 
追放した。 

1504年、ボルジア支援者による襲撃事件の後、彼女は薔薇の館の経営者 
の座から引退したが、アサシンとしての立場は捨てずに兄エツイオの相談役 
であり続けた。 
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FEDERICO & 

PETRUCCIO 

AUDITORE 

フェデリコ&ぺトルチオ•アウディトーレ 

フェデリコ（1456年-1476年）とペトルチオ 
(1463 年-1476年）は、アサシンであるジョヴァ 
ンニ•アウディトーレの息子で、父とともに1476年 
に身の覚えのない反逆の罪を着せられ、絞首刑 
にされた。 

フェデリコはアウディトーレ4兄弟の最年長で、 
ジョヴァンニの存命中に正式にアサシンになった 
のは、兄弟の中では彼だけだった。魅力あふれる 


青年だが、遊び人でもあり、父の銀行業務には全 
くと言っていいほど適性を発揮していなかった。 
弟の エツ イオをよくからかって t 、たが、2人はとても 
仲が良ぐ死ぬ前には、戦闘やフリーランの仕方を 
教えるなど、アサシンのスキルを エツ イオに伝授し 
ようとしていた。 

フェデリコより7歳下のペトルチオは、アウデイト 
ーレ兄弟の末っ子だった。身体が弱ぐ病床に伏 
すことも多かったため、学校に通えなくなっていた。 

フェデリコもペトルチオも、1476年、テンプル騎 
士でもあった判事ウベルト•アルベルテイの命令 
でフイレンツェの番兵に拘束される。彼らの父ジョ 
ヴァンニのアサシンとしての活動が原因で、兄弟 
まで逮捕されてしまったのだ。エツイオの尽力も虛 
しぐ彼らはその翌日に縛り首にされる。エツイオは 
敬意を持って彼らを弔い、家族を死に追いやった 
者たちへの復譬を誓った。 
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MARIO AUDITORE 

マリオ•アウディトーレ 

マリオ•アウデイトーレ(1434年-1500年）は、イタリア人傭 
兵隊長かつモンテリジョーニの統治者であった。アサシンのリ 
ーダーとしての裏の顔も持ち、甥エツイオ•アウデイトーレの訓 
練に携わった。 


マリオの若 V 、頃の詳細はほとんどわかっていないが、弱冠 
6歳でアンギリアーリの戦いに参加したと言われている。そこ 
で彼は、ミラノ軍の接近を傭兵隊長ミケロット•アッテンドーロ 
に知らせると t ゝう小さな役割を担った。人生のほとんどをモン 
テリジョーニで過ごし、1454年に弟ジョヴァンニがフィレンツェ 
に経つと、マリオは街の統治を一手に引き受けた。 


その後すぐに、フェデリコ•ダ•モンテフェルトロが指揮するフ 
イレツンツェ軍がモンテリジョーニを襲擊したが、マリオは敵を 
打倒した。拘束した密偵の話によれば、彼らはヴィラの地下に 
隠されたアーティファクト発見のために送り込まれたという。詳 
しい調査の結果、マリオは数々の恐ろしい買が設置された複 
数の地下部屋を見つけ出す。内部探索の過程で、マリオの 
部下数人が负傷もしくは死亡し、マリオ自身も片目を失った。 
地下菘地の最深部にあったのは、謎め t ゝた箱だった。 I ゝわゆ 
る秘宝と呼ばれる物をむやみに開けてしまうのは危険だと察 
知した彼は、その箱——事実、中にはエデンの果実の1つ、聖 
骸布が入っていた——を持ち出し、安全に保管するようにと 
弟ジョヴァンニに手渡した。 



マリオは見事にモンテリジョーニの独立を維持してはいた 
が、街の資財管理者としては芳しくなかった。1476年にエツィ 
才が到着したときには、街は修繕もされずに放骰されていた 
状態だった。エツィオと姪クラウディア、義妹マリアは、テンプ 
ル騎士団の陰謀によりジョヴァンニたち家族を殺され、モンテ 
リジョーニに避難してきたのだ。マリオは彼らを保護し、エツィ 
才にはアサシン流の訓練を施した。1478年、マリオとエツィオ 
は協力し、テンプル騎士団の一員で、ジョヴァンニの死に関与 
していたヴィエリ•デ•パッツィを討った。 

1488年、マリオと数人のアサシンは、エデンの林檎をロドリ 
ゴ•ボルジアから取り返すべくヴエネツイアに向かった。彼らが 
ロドリゴを見つけたとき、敵は独自にエデンの果実を追ってい 
た エツ イオと一戦を交えている最中だった。ロドリゴは命から 


がら逃げ出し、林檎は無事に奪时される。そして、マリオはエツ 
イオをアサシン教団の正式メンバーとした。 

11年の歳月が流れ、マリオとエツイオ、他のアサシンたち 
は、ロドリゴ——新教皇アレクサンデル6世^—と決着をつ 
け、アルタイル•イブン•ラ•アハドの写本に記されていた宝物 
庫を見つけ出すため、ローマに足を運んだ。マリオたちが市 
内で乱闘騒ぎを起こしている隙に、エツイオはシステイーヌ礼 
拝堂へ忍び込み、ロドリコと対峙する。その後、マリオはエツ 
イオが街から脱出できるように手を貸し、2人は1500年1月旧 
にモンテリジョーニに帰還した。その紫日、ロドリゴの息子チ 
エーザレ率 t ゝる教皇軍が街を包囲。戦火の中で、マリオは負 
傷し、敵に捕えられてしまう。そして、甥エツイオが見て t 、る中、 
チェーザレによって処刑された。 
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ドメニコ•アウディトーレ 

アサシン、ドメニコ•アウディトーレは、 エツ ィオ•アウディトー 
レの高祖父で、アウディトーレ家の礎を築いた人物である。 

ドメニコは 卑しい身分の出で、父親とともにヴ エネ ツィアの 
マルコ •ポー ロの 後援のもと、水夫として生計を立てていた。 
やがて ドメニコは 結婚し、一男をもうけるが、ある日、パトロン 
に呼ばれて会合に出席。謎めいたマント姿の男と待っていた 
父から、自分たち は 古代アサシン教団の血統を引いるのだと 
明かされた。そして、傍らの男——ダンテ•アリギエーリ——が 
帥となってアサシンへの道へと導いてくれるだろうとも告げら 
れる。こうして、 ドメニコは ダンテとともにスペインへ旅立つこ 
とになった。 

ダンテの教えのもと、テンプル騎士団と t ゝう組織や、社会的 
地位や政治を利用して人類を支配しようという彼らの目論み 
について、ドメニコは多くを学んだ。ところが、1321年、彼らが 
スペインに出発する前にダンテは急逝してしまい、ドメニコは 
父とパトロンのところに戻る^そこでマルコ•ポーロは恐ろしい 
事実を打ち明ける。ダンテを殺したのはテンプル騎上団で、ダ 
ンテ亡き後、アルタイル•イブン•ラ•アハドの写本を守る役目は 
ドメニコの仕事となると t 、うのだ。そして、そのためにもスペイ 
ンに行かねばならないと——。そしてポーロは、自分の銀行口 
座の利用をドメニコに許可する。ドメニコは息子と妻を連れ、 
船旅に出発するのだった。 

目的地に着く前に、彼らの旅は思わぬ展開を迎える。オンタ 
リオに立ち寄った際、テンプル騎士団に雇われた海賊がドメ 


ニコの船に乗り込み、彼に写本を諦めさせようとしたのだ。し 
かし、彼はページをバラバラにし、各地へ運ばれる船荷の箱 
に隠すことで写本を守った。海賊たちは酔いと怒りに任せて 
ドメニコの妻に暴行を働き、家族全員を海へと突き落とした。 

ドメニコ とその息子はイタリアの海岸に流れ着き、命拾いを 
したが、妻は帰らぬ人となった。 ドメニコは 息子をフイレンツェ 
に隠し、父とパトロンを探すためにヴェネツィアへと戻る。とこ 
ろが、2人もすでにテンプル騎士団の刃に倒れていた。しかし 
ながら、 ドメニコは その後もポーロの資金を使うことができ、そ 
れを元手に新しい生活を築き上げていく。建築、古典、演説 
法を学んだ彼は、フィレンツェの貴族を装い、アウディトーレと 
いう姓を名乗った。 

彼はやがてモンテリジョーニに邸宅を購入し、ヴィラ•アウ 
ディトーレとして改修。1500年に破壊されるまで、ヴィラはイタ 
リア人アサシンの活動拠点として用いられた。そして、その後 
何世代にも渡り、ドメニコの子孫はアサシンとしてテンプル騎 
士団との戦 I ゝを 繰り広げて V ゝ くことになるのだ。 
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ソフィア•サルトル 

ソフィア•サルトル（1473年-没年不詳）は、若い時期 
にはコンスタンティノープルのヴエネツイア人居住区で過ご 
し、1498年、オスマン帝国とヴエネツィア共和国の戦争が勃 
発する前夜に、両親とイタリアへ出発。そして、両国の対立が 
沈静化してしばらく経った1507年になるまで戻らなかった。状 
況が落ち着いたのを見計らい、ソフィアはコンスタンティノーブ 
ルに帰還し、アナソフィア地区で父が以前営んで^ゾこ書店の 
経営者となった。彼女は知らなかったのだが、この書店は、二 
コロ.ポーロとマフエオ.ポーロ——イタリアをはじめとする西 
側諸国にアサシンの信条を広げた2人の人物^ ^'250 年も 
前に所有し、運営じ CV ゝた交易所跡に建って V ゝたのだ。勤勉 
な大人の女性であるソフィアは、自分と同じ知的レベルの人 
間と関わるのが好きだったが、事業を行いながら気さくな会話 
を楽しむ機会はほとんどなかった j た、-< 見冷淡だと受け取 
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られることも多かったが、その知性とユーモアのセンスに気づ 
けば、皆彼女に魅了されるのだった。ソフィアがエツィオ•アウ 
デ仆ーレに出会ったのは1511年の初頭で、短期間で2人の 
距離は急接近する。とはいえ、彼女はエツィオのアサシンとの 
つながりは知らず、街に広がるテンプル騎士団の脅威にも長 
いこと気づかなかった。エツィオがマシャフの書物庫の鍵を書 
店の地下から見つけたことは、彼女の興味をそそった。街中に 
散らばったマシャフの鍵の隠し場所を発見する手伝いをして 
欲しいとエツィオに頼まれ、ソフィアは知的好奇心からその申 
し出を承諾。アマチュア考古学者として、熱心にそして嬉々と 
しながらこの件に取り組んだ。 

複数の言語を操り、古代文字や暗号に精通して V ゝたソ フィ 
アは、ポーロ兄弟の古代地図に記された手がかりの解読に協 
力し、 エツ ィオの完璧なバートナーであることを立証する。書物 
という父の遣産に埋もれる日々を送ってきたソフィアにとって、 
その知性に挑む難解な古文書や暗号と向き合い、謎めいた 
ハンサムなイタリア人男性とともに宝探しを行うことは、彼女 
の人生に大きな刺激をもたらした。 


ソフィアと親交を深めつつも、彼女がエツイオの仕事には 


付き物の暴力を忌み嫌っていることを知り、彼はアサシンとし 
ての活動から彼女を遠ざけるよう最大限の注意を払ってい 
た。ところが、エツイオの宿敵はその努力を I ゝとも簡単に踏み 


にじってしまう。彼が必死で隠してきた秘密をばらしただけで 


なぐソフィアをアサシンとテンプル騎士の何世紀に渡る抗 
争に巻き込んだのだ。しかし、危険な目に遭ったにもかかわら 
ず、ソフィアのエツイオに対する尊敬は揺らぐことはなかった。 
そして、2人の友情はたちまちロマンスへと進展したのだった。 


コンスタンティノープルでの一連の出来事の後、ほどなく彼 
らはイタリアに戻り、フィレンツエで結婚した。そこで彼らは、生 
涯深く愛し合 t ゝながら残りの人生を過ごし、フラヴィァとマル 
チェッロと t ゝう娘2人を育てた。 
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レオナルド•ダ•ヴィンチ 


レオナルド•ダ.ヴインチ（1452年-1519年）は、イタリアルネ 
ッサンス期の芸術家であり、発明家だ。しかし、このような簡単 
な表現だけでは、彼の才能の幅広さを伝えるには卜分ではな 
V 、だろう。レオナルドの知識の範囲は、解剖学から、彫刻、地 
図製作法、絵両、植物学、工学、建築、数学にまで及び、当時 
知られて t ゝたほぼ全ての分野で専門家の域に達して V ゝたの 
だ。さらに彼は、その生涯を通じてイタリア全土で展開されて 
いたアサシンとテンプル騎士団の闘争においても、非常に琯 
要な役割を担った。そして、その問ずっと、アサシンであるェ 
ツイオ•アウディトーレとの親交と協力関係は続くことになる。 


公証人である父とその農民の愛人との問に生まれたレオ 
ナルドは、フィレンツェ共和国の管理ドにある領地、トスカー 
ナのヴィンチ村で育った。幼少期の彼についてはほとんど明 
らかになっていないが、1466年、レオナルドはフィレンツエの 
著名な芸術家アンドレア•デル•ヴェロッキオに弟子入りす 
る。ヴェロッキオの教えのもと彼はめきめきと頭角を現わした。 
一説では、弟子の才能に驚愕したあまり、ヴヱロッキオは二度 
と絵筆を持たなかったと言われている。20歳でマエストロとし 
ての資質があるとされた彼は、自身の工房を持った。そして、 
アウディトーレ家から仕事の依頼を受けるようになる。彼が最 
初にエツィオ•アウディトーレに出会ったのは、1476年、頼まれ 
ていた作品の引き渡し時だった。家族を殺されてフィレンツヱ 
のお尋ね者になったエツィオがレオナルドに接触し、父から受 
け継 t 、だアサシンブレードの修理を頼んでから、2人は固い友 
情を築き始める。アサシンブレードの奇妙な什掛けに魅 f され 



たレオナルドがその武器を直したほぼ直後、エツィオはそれを 
装着して、好戦的な番兵から友の命を救ったのだった。 

レオナルドの活動の記録の数々——その居場所でさえも 
——は、それからの数年問はまばらになっている。あるとき、顧 
客から絵_2点の重要な依頼をされた彼は、その制作に取り 
掛かったものの、どちらも完成には至らなかったらしい。作科の 
性格的な特徴は、しばしばその作品に反映されるものだが、お 
そらくレオナルドの場合は、アサシンへの協力という極秘活 
動に影響を受けていた部分もあるだろう。1478年、レオナル 
ドは再びエツィオから連絡を受けた。彼の暗号破りのスキル 
で、何世紀もの前に書かれたアルタイル•イブン•ラ•アハドの 
写本を解読して欲 U ゝと頼まれたのだ。それ以降、エツイオは 
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> レオナルドの工房 


写本の新しい断片を見つけるたびにレオナルドのもとを訪れ 
た。写本に書かれて t ゝた設計図をもとに、この発明家は、ボイ 
ズンブレードや小型の隠し銃など、エツィオに有効な武器を 
次々と作り出した。2年後、ヴエネツィアに向かう途中のレオ 
ナルドは、アペニン山脈の山道で偶然エツイオと遭遇，レオ 
ナルドはしばらくヴエネツイアに滞在することになる。彼が飛行 
装匿を初めて試したのも、その街だった。エツィオは彼の機 
械でドゥカーレ宮に侵入し、カルロ •グリマルデイを暗殺した。 

1482年、レオナルドはミラノ公ルドヴイコ•イル•モーロに仕 
えることになり、ミラノ滞在中に複数の芸術作品（宗教画の 
傑作「最後の晩餐」など）の作成に取り組んだ。さらには、科 
学的な研究も進め、ウィトルウィウス的人体図と V 、った有名な 
解剖学的スケッチも残している。彼はまた、ミラノ公のために 
巨大な騎馬像の製作も行っていた。「スフォルツァ騎馬像」と 


して知られているこの作品も、未完のまま終わっている。レオ 
ナルドが作品の多くを完成させることができなかったのは、進 
行中のテンプル騎 I :団との戦いでアサシンに助力するため、 
たびたびヴェネツィアやモンテリジョーニを訪れていたからか 
もしれない。この時期、ピタゴラス主義のヘルメス教団にも興 
味を持った彼は、ピタゴラスの神殿の在り処の地図を、目に 
見えないインクでヴィラ•アウディトーレに所蔵されていた絵に 
書き記した。 

1499年、フランス軍がミラノに侵攻し、第2次イタリア戦争 
の引き金になると、レオナルドはテンプル騎士団の長であり、 
教皇アレクサンデル6世であるロドリゴ•ボルジアの息/チェ 
ーザレに捕まってしまう。チェーザレはレオナルドに、戦电、燿 
擊機、船舶用大砲、機関銃を含む強力戦闘兵器を作り出す 
ことを強要。それだけではなぐボルジア軍の精鋭部隊に装 
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>高齢期のレオナルド 



着させる銃器までも開発させた。それでもなお、レオナルドは 
チェーザレの敵であるアサシンとコンタクトを取り続けた。ア 
サシンたちは、ボルジア家に対する抵抗組織を ローマに 作っ 
たのだ。レオナルドは親友エツイオに、パラシュートや毒矢な 
どの技術提供を行い、彼が無理やり作らされた戦闘兵器の 
保管場所を打ち明けた。その情報をもとに、アサシンたちは兵 
器の破壊に成功する。 

菜食主義者でもある彼は、平和を好む穏やかな性格だっ 
た。しばしばカゴに入れられた鳥を買っては、空へ放っていた 
ことからも、そういった一面がうかがい知れ I レオナルドは、 
自ら作り出した物が害をもたらす目的で使用されることに耐え 
られなかったのだと思われる。 

1502年、レオナルドは、コンスタンテイノープルの街を分か 
つ金角湾の上を行き来できるよう、その入江に架ける橋の設 
計を受けた。土木計画の一環として、スルタンのバヤジイト2世 
に設計図が提示されたが、実行には移されなかった。 
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1503 年にボルジア家が没落した後、レオナルドはフィレンツ 
ェに帰った。翌年、アサシンのニッコロ •マキャヴェリが、街の 
ためにアンギアーリの戦いのフレスコ両を描いて欲しいと頼 
んできた。これは、仲間の芸術家ミケランジェロとの共同製作 
とのことだったが、自分のやり方に忠実であり続けたレオナル 
ドは、やはりこれも完成させることがなかった。フィレンツェにい 
る問、彼はまた、マキャヴェリの新たな市民軍のために兵服を 
デザインしたのではな V ゝかとも言われている， 

1506年、彼は、ヘルメス主義に対する興味を追 t 、かけ、ビ 
タゴラス神殿の調査を続けるため、ローマへ帰着した。ところ 
が運悪ぐ彼の研究がヘルメス教団のメンバーの耳に入り、 
神殿の在り処を聞き出そうとした連中に誘拐されてしまう。彼 
の弟子サライ（一説には恋人とも言われている）とともに、エツ 
ィオはレオナルドの絵に隠された手がかり——神殿の場所を 
示す秘密の地図——を見つけ出した。エツィオは地図に従 
ってレオナルドの居所を掴み、親友を救い出す。2人は神殿 
の奥深くへと進んだが、彼らに説明や理解ができるものは何 
も発見できなかった。 

晩年のレオナルドは、己の興味や好奇心を追究し、イタリ 
ア中を旅して回った。1515年12月、彼はフランス国王フランソ 
ワ1世のために、“機械仕掛けのライオン”を創作した。このラ 
イオンは歩くだけでなぐ座ったり、胸を開いてブルボン王朝 


の紋章であるユリの花を見せたりもできたという。これにいた 
く感銘を受けたフランソワ1世は、芸術家レオナルドを個人的 
に雇うことにした。人生の最後の3年間、彼は国王の後援のも 
とフランスに住んだ。フランソワ1世にとってレオナルドは親友 
でもあり、父親のような存在でもあった。1519年の初め、彼は 
自身の作品の中で最も有名な作品となる「モナ•リザ」を仕上 
げた。これは、レオナルドが完成させた最後の作品群の中の 
1点だ。彼は67歳で永眠するが、一説によると、国王自身の腕 
の中で息を引き取ったと言われている。 

レオナルド•ダ•ヴィンチの才能を過小評価することは不可 
能だ。全人類史の中で、彼ほど頭脳を広範 W の分野で働か 
せ、これだけの結果を出した者はおそらくいないだろう。また、 
彼のアサシンの大義への貢献が等しく重要なものだったこと 
は言うまでもない。ルネッサンス期のイタリアで、テンプル騎十 
団に立ち向かう組織にとって、彼の膨大な知識と比類なき技 
術的知見は、なくてはならな I ゝものだったのだ。 
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CATERINA 

SFORZA 

カテリーナ•スフオルツア 


カテリーナ•スフォルツァ（1463年-1509年）は、1484年か 
ら1509年の I "! 身の死までフォルリ城主の称けを有していた 
イタリアの女性貴族である。しかしながら、後年、彼女はフォル 
リの街そのものを失ってしまっていた。アサシン教団の協力 
者であり、後にアサシン教団のリーダーとなったエツィオ•アウ 
ディトーレとは特に親密な関係にあった。 

カテリーナは、15世紀初めに傭兵隊長から公爵にのし上が 
った有名なスフォルツァ家の子孫で、スフォルツァという姓は、 
「無理強いする」という意味のイタリア語 「sforzare (スフォルツ 
ァーレ)」に由来し、彼女は確かにその名前に沿う女性だったと 
言えるだろう。父ガレアツツォ•マリーア•スフォルツァはスフォル 
ツァ家2代目のミラノ公爵で、母ルクレツィア•ランドリアーニは 
彼の側女の1人だった。庶子であるにもかかわらず、彼女は幼 
少期に贅沢な暮らしを送り、素晴らしい人道主義の教育を受 
けた。当時は、少年と同様少女も戦争や政治の方法論を学 
んだのた。カテリーナは、傭兵隊長の先祖の軍事的伝統に関 
して徹底的な教育を受け、それを有益に利用することになる。 

10歳になったカテリーナは、教皇シクストウス4世の息子と 
ウワサされていた30歳の ジロー ラモ•リア ー リオと婚約させら 
れ る。 シクトウスは ジロー ラモを優遇し、1477年、彼と新しい 妻 
にイ モーラの 領土を与えた が、 彼らは ローマを 拠点にし続け 
た。 カテリーナは ローマ 貴族の生活に腰を落ち着け、 ローマ 
の様々な宮廷を気楽に回って歩いた。1478年に第一子をも 
うけ、それからの9年間でさらに5人の子を産む。 ローマで 暮ら 



す間、彼らは、スペイン出身の有力政治家でテンプル騎士を 
率いる枢機卿ロドリゴ•ボルジアをよく接待した。この時点で 
ジローラモがテンプル騎士団のメンバーだったかどうか、ロー 
マで ロドリゴ•ボルジアに勧誘されたかどうかは定かではない。 

1480年、ジローラモとカテリーナはフォルリの支配を任せら 
れる。この夫婦が ローマに 住居を構えている間は、住民の忠 
誠心を得るため、ジローラモはたびたびフォルリを訪れた。あ 
るときフォルリへ赴く途中、夫にうんざりして t 、たカテリーナは 
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こっそりと逃げ出し、知らないうちに危険な状況に置かれてし 
まっていた。そこで彼女は、エツィオ•アウディトーレに助けられ 
る。2人が-▲緒に t 、られたのはエツィオが出発するまでの短い 
間だったが、互 V ゝの心には何かが響 t 、たようだ。 

1484年、ジローヲモのパトロン、教皇シクストウス4世の死に 
より、彼とカテリーナの生活は揺らぐことになる。カテリーナは 
妊娠7ヶ月だったにもかかわらず、戦略上重要なサンタンジェ 
口城を掌握するため、夫の代わりに剣を手にして馬に乗った 
という。しかし、不運にも次期教皇選挙に影響を与えられなか 
った夫婦は、ローマの政界から追い出され、統治先のフォルリ 
に退くしか道は残されていなかった。 

ジローラモはテンプル騎士団のために働き続け、1488年に 
は、彼らがアルタイル•イブン•ラ•アハドの写本の断片の在り 
処を示した地図を作成する手伝 V ゝをした。しかしながら、カテリ 
ーナはこの時点ですでにアサシンとコンタクトを取り合ってい 
たのだ。ジローラモのテンプル騎士としての活動——同様に、 
ベッドで彼女を満足させられず、良き夫や父親としても振る舞 
えない甲斐性のなさ——は、彼女にジローラモ暗殺のために 
ルドヴィコとチェッコのオルシ兄弟を雇わせるのに、十分な要 
因となった。夫殺しの計画は成功に終わったものの、このこと 
は面倒な事態を引き起こす。実はオルシ兄弟もロドリゴ•ボル 
ジアのために動いていたテンプル騎士で、ジローラモの地図 
だけでなぐフォルリの支配をも狙っていたのだった。 

一方、エツ ィオは、ロドリゴ•ボルジアから奪還した エデン 
の林檎の安全な保管場所を求め、ニッコロ •マキャヴェリとフ 
ォルリに到着した。 エツ ィオ、カテリーナ、マキャヴェリは敵と 
戦いながら、ラヴァルディーノの城塞へと進んでいぐ彼らは 
城塞を死守したものの、オルシ兄弟はカテリーナの子供2人 
を人質にした。睨み合いは続き、オルシ兄弟は子供と引き換 
えにェデンの林檎を渡せと命令する。胸壁の縁の上に立っ 
たカテリーナはスカートをまくり上げ、「子供ならここからいくら 
でも産める!」と叫んだ。だが、それは彼女の虚勢に過ぎなかっ 
た。 というのも、カテリーナは、林檎を守っている間、 エツ ィオ 
を子供たちの救出に向かわせたからだ。 エツ ィオは子供たち 
を無事に助け出し、ルドヴィコ•オルシを殺害したが、チェッコ 
と彼の軍勢が城に攻め入り、林檎は奪われてしまった。ェツィ 
才はチェッコの後を追い、フォルリに留まったカテリーナは才 
ルシ兄弟の協力者を厳罰に処し、彼らの財産を没収して貧し 
い者へと分け与えた。 


11年問、彼女はフォルリを治め続け、2回再婚したが、いず 
れの夫もあまり長くは生きなかった。1494年、フランス王シャル 
ル8世の軍隊がナポリを求めて進軍する際、フォルリを通過し 
ようとしたため、カテリーナは難しい状況に置かれてしまう。巧 
妙にイタリア軍にもフランス軍にもいい顔をしてみせたので、 
彼女は教皇アレクサンデル6世(彼女古い知人ロドリゴ•ボル 
ジア）と疎遠になることなぐこの危機を切り抜けることができ 
た。実は、アレクサンドル6世はシャルルと敵対して I ゝたが、力 
テリーナの伯父のミラノ公ルドヴイコ•スフォルツアはシャルル 
を支援して V ゝたため、彼女は実に微妙な立場に立たされたの 
だ。1498年、カテリーナはヴェネツイア軍に勝利し、“フォルリ 
の女暴君”の異名を取った。こうして、有能な政治家であり、 
軍人であることも証明したのだった。 

1500年、カテリーナは、フォルリの防衛のためにマリオの傭 
兵の力を借りようとしてモンテリジョーニを訪れ、エツイオと再 
会。2人で一夜を過ごすが、後にそれは、政治的な理由で彼を 
利用しただけだったと明かす。翌朝、街はチェーザレ•ボルジ 
アの教皇軍に襲撃され、捕虜にされた彼女はローマに送られ 
る。アレクサンデル6世を毒の塗られた宇紙で殺そうとしたと 
して、彼女はサンタンジェロ城に投獄されるのだった。実際に 
カテリーナがロドリゴ毒殺を図ったのか真相はわかっていな 
いが、彼女とテンプル騎士団との関係を考えれば十分にあり 
得ることで、その容疑は真実なのだろうとマキャヴェリは書き 
綴っている。エツイオが城に侵入し、カテリーナを救い出した 
ため、彼女は裁判にかけられることはなかった。その後すぐ、 
彼女は子供たちの世話をしに、ローマを離れる。フイレンツェ 
に住居を構えたカテリーナは、アレクサンデル6世の後継者 
ユリウス2世に彼女の土地を返還するよう何度か嘆願書を 
書いた。教皇の同情は引いたものの、彼女の願いが叶うこと 
はなかった そして、1509年5月28日、肺炎でこの世を去った。 

「もし私が自分の人生の物語を書くことになったら、世界は 
衝撃を受けるわ」と、彼女は晩年に語っていたという。主とし 
て男性によって仕切られる世界で、カテリーナ•スフォルツァ 
は生涯を通じ、イタリア政界の重要な役割の担 V ゝ手であり続 
けた。向こう見ずな政治家でありながらも、面倒見のい V ゝ母親 
であった彼女は、ボルジア家に対する立場から、勇敢で信念 
を貫く女性だと特徴づけられている。 
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NICCOLO 

MACHIAVELLI 

ニッコ□•マキヤヴェリ 



ニッコロ•デイ•ベルナルド•デイ•マキヤヴェリ（1469年- 
1527年）は、フイレンツェの政治家であり、哲学者であると同 
時に、アサシン教団のメンバーでもあった。 

マキヤヴェリはフイレンツェの比較的裕福な家族に生まれ 
たが、若年期は決して気楽な暮らしではなかった。法律家とし 
て訓練を受けて t 、たものの、父は負債を引き継 I ゝでしまい、そ 
のせ I ゝで法律家ギルドへの参加は阻まれ、正式な取引もでき 
なくなってしまった。代わりに、父は街の郊外にある小さな土地 
の利益から、家計を補充せざるを得なかった。それでも、父は 
古典作品を集めた書斎を息子のために作り、若きマキヤヴェ 
リは豊かな知的環境の中で成長した。 

19歳の誕生日に、マキヤヴェリはアサシン教団に入団し 
た。彼が初めてアサシンだと公言したのは、1488年だった。マ 
リオ•アウデイトーレや他のアサシンたちと一緒に、ヴェネツイ 
アの枢機卿ロドリゴ•ボルジアからエデンの林檎の1つを奪お 
うとして t 、たときのことだ。そこで彼は、マリオの甥エツイオ•ア 
ウデ仆ーレと出会う。個人的な復讐心からロドリゴと戦ってき 
たエツイオは、枢機卿の逃亡を許してしまうものの、林檎の回 
収には成功する。そして、マキヤヴェリと他のアサシンは、エツ 
イオを教団に迎え入れた。 

それからマキヤヴェリは、エツイオとともにフォルリへの旅 
に出る。アサシンの協力者でフォルリ城主のカテリーナ•スフ 
オルツァの保護下に林檎を置くためだった。しかし、テンプル 


騎十 M が先にフォルリに到着しており、カテリーナと一緒だっ 
たエツィオとマキヤヴェリは、彼らを撃退しなければならなかっ 
た。激戦のあげぐ彼らは林檎を失い、それはやがてジローラ 
モ•サヴォナローラの手に渡ってしまう。 

1497年、サヴォナローラを求めてフィレンツエへとやってき 
たマキヤヴェリとエツィオは、彼が林檎を利用して街を支配し 
ていることに気づき、策を講じ I それは、エツィオがこの妄信 
的な修道僧の支援者を暗殺し、マキヤヴェリはその間にサヴ 
ォナローラに反抗する民衆を集めるというものだった。一連 
の出来事で街が混乱状態にあったのを利用し、マキヤヴェリ 
は自身を「自由と平和の十人委員会」という街の執行団体に 
組み込むことができた。また彼はフィレンツェ共和国の第二書 
記長に任命され、数々の外交任務に派遣されるようになった。 

新たな職責にもかかわらず、マキヤヴェリはアサシンとして 
も活動を続け、1499年、ローマでエツィオがロドリゴ•ボルジア 
(教皇アレクサンドル6世となっていた）から林檎を奪网する 
手伝いを行った。このミッションの後の計画を話し合うべくア 
サシンたちはモンテリジョーニに集まったが、その席でエツィオ 
がロドリゴにとどめを刺さなかった事実を聞き、マキヤヴェリは 
ショックを受ける。長 t ゝ付き合 t ゝの中で、エツィオとマキヤヴェ 
リは M 解が違うことも何度かあったのだが、これは2人の最初 
の意見の不一致だった。彼は今度こそロドリゴと決着をつけ 
ようと、早々にローマへ戻る。 



マキヤヴェリは運がよかった。彼がモンテリジョーニを出た 
次の日、ロドリゴの总+チェーザレが街を包囲したのだ。マリ 
才•アウディトーレは殺され、エツィオは重傷を負った。ちょうど 
引き返していたマキヤヴェリが、ローマへの道の途中に倒れ 
x\ 、るエツィオを発見、助け出した。しかし、エツィオがこのと 
きの命の恩人が誰なのかを知るのは、しばらく後になってから 
だった。マリオの死後、マキヤヴェリが実質的にアサシン教団 
の指導者となる。こうして彼とエツィオは、ローマのテベル島 
の隠れ家を拠点に、打倒ボルジア家を行指して動き始めた。 

フィレンツヱのために外交的な仕事を進行させていた 
マキヤヴェリは、やがてチェーザレ•ボルジアと会うことにな 
る:1502年、彼はウルビノでチェーザレと一対一で初めて面 
会した。こうしてチェーザレを監視できるようになったマキヤヴ 
ェリだったが、チェーザレとの結びつきがアサシン仲問、特に 
狐として知られる盗賊ギルドの長に疑念を抱かせることにな 
る。実はマキヤヴェリは、チェーザレの実用主義と政治的な 
手腕に強 t 、印象を受け、1502年から1503年に渡ってチェー 
ザレがどのように反抗的な指揮宮や州役員に対処したかに 
つ V 、て称賛すべき根拠を書き記して V ゝたのだ。後にマキヤヴ 
ェリの潔白は証明され、テンプル騎士団との戦いに欠かせな 
I 、重要なアサシン同胞の1人であり続けた。 

1503年、マキヤヴェリはエツィオにアサシン教団の長の称 
号を授け、正式にリーダーの座を譲った。エツィオの行動に同 
意できな t 、ことは多々あったものの、彼は様々な機会でエツィ 
才を助けてきた事実を明かす。常に教団指揮宮の2番目の地 
位でいたマキヤヴェリは、エツィオの最も信頼できる助言者と 
しての役割をその後も果たしていぐ 

ボルジア失墜後のマキヤヴェリのアサシンたちとの仕事 
は、ほとんど明らかになっていない。フィレンツェに戻った彼 
は、1503年から1506年の問、続行中のイタリア戦争で街を守 
るために市民軍の訓練を行った。しかしながら、それでは街の_ 
由を維持するのは不十分で、1512年、フィレンツェはスペイン軍 
に侵攻されてしまう。こうして共和政は倒れ、メディチ家が復権 
を果たした。メディチ家は、彼らの不在中に共和政のために働 
いて v ゝたマキヤヴェリに m , 彼を逮捕して拷問し、追放した。 

マキヤヴェリは残りの人生を、フィレンツェ郊外でひっそり 
と過ごした。メディチ家に取り入ろうとして本を書いたり、メデ 
ィチ家のメンバーにそれらを捧げたりすることによってかつて 
の名声を取り戻す道を探っていたのだ。マキヤヴェリの代表 
作と言えば、「君主論」であろう。この中で彼は、ルネサンス期 
のイタリアという政治の舞台で権力を掌握し、それを維持す 
る方法のための新しいモデルを提案している。他には「政略 
論」という作品もあり、共和政治と自由への強い信条の重要 


さを説いている。彼は自由を守るためなら暴力行為も必要に 
なると信じて V ゝたようだ。実際これが、マキヤヴェリがもともとア 
サシン教 WI に魅 f された理 m なのかもしれない。だが、専制君 
主と無節操な政治の有効性をマキヤヴヱリが信じているのだ 
から、それはつまりテンプル騎上闭のやり方に同調するような 
もの。ゆえにそんな彼を怪し V 、と思うアサシンが I 、たとしても全 
く不思議ではなかったのだ。 

1523年、ジュリアーノ •デ•メディチがマキヤヴェリにフィレン 
ツェの歴史本を書く仕車を依頼したが、彼がフィレンツェの 
政治の世界に返り咲くことはなかった。そして、街が再度メデ 
ィチ家を拒絶し、共和政治に戻った数ヶ；!後、彼は死んだ。 

今日でも論議を呼ぶ人物であるマキヤヴェリの政治家、そ 
してアサシンとしての役割は多義的で曖昧なものだが、思想 
家かつ行動家だったその重要性は否定できない。 





GILBERTO 
(LA VOLPE) 


ジルベルト(狐） 


狐はフィレツンツエ盗賊ギルドのリーダーかつアサシン教 
団のメンバーで、近しい仲問にはジルベルトという名前で知 
られていた。狐は、フィレンツエでは伝説的な人物と化してお 
り、不可能な仕事も成し遂げる魔力を持つ盗賊の師と信じら 
れている。また、彼の瞳は紫で壁を透かして見ることができる、 
馬車に乗っていた教皇のローブを気づかれることなく盗んだ 
などのウワサも流れた。1476年には、サンタ•クローチヱ壤堂、 
メディチ•リッカルディ宮、ヴエッキオ宮殿の頂で同時に彼の 
姿が見られたとされている。 

狐は自身の評判を慎重に築いてきた。人智を超えた力など 
持たないが、彼は洗練された諜報網を駆使している。情報の収 
集と風説の扱 t ゝに熟達しており、アサシン教団に随時、情報資 
源を提供してきた。彼の教闭における活動は、ロドリゴ•ボルジ 
アの偵察などが含まれる。1478年、彼はメディチ家暗殺計幽を 
暴いた。万が一その〖 I 論みが成功すれば、テンプル騎上団がフ 
オレンツエを支配してしまう恐れがあったため、狐は早 t 、段階で 
エツィオ•アウディトーレに注意を促す狐の助力もあって、エツ 
ィオは敵の会合場所に潜入し、暗殺計両の詳細を人手。ロレ 
ンツオ•デ•メディチの命を守ることに成功した。 

エツィオに気づかれぬよう、狐は彼に教冏メンバーになる 
ための訓練を施し、技能を磨かせた。狐の努力は1488年に 
実を結ぶ。10年の間エツイオを監督、指導した結果、彼は無 
事に教団の入団儀式を受けることになり、狐はその場に参列 
したのだった。 



狐の行動は、その手口をそのまま反映している t 彼は、力で 
押し切るよりも、指示や指導を通じて物事を密かに動かすや 
り方を好む。それゆえ、アサシン教団の戦略では、肉ら攻撃す 
るよりも媒介役を祖うことが多かった。1497年、彼は再び、悄 
報や人の心を操る才能を発揮する。ルネッサンスの知的及び 
文化的発展が社会を頌落させたと妄信するジローラモ•サヴ 
ォナ ローラに 対して、狐は民衆を巧みに煽動し、蛑起させた 
のだった。民と社会が純粋な宗教感情に統御された完璧な 
神権政治を目指していたサヴォナローラは、エデンの林檎を 
使ってフイレンツェ支配を手に入れていた。仲間のアサシン、 
ニッコロ•マキャヴェリの力を借り、狐は怒りに燃える暴徒たち 
を誘導し、この妄信的聖職者に立ち向かわせる:暴走する市 
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民はシニョーリア広場へとサヴォナローラを追 t 、詰め、火あぶ 
りの刑に処した。このサヴォナローラ排除への関与は、狐がフ 
ィレツンツェで行った最後の活動の1つとなった。 

1500年、狐はローマに移動し、ボルジア家に反抗するた 
め、すぐに盗賊、密偵、情報提供者の新たなネットワークを作 
り上げた。ローマはボルジアの強力な支配ドにあったのだ。 
モンテリジョーニの本部を失い、ダメージを受けたアサシン教 
団が、テンプル騎士団に大部分を統轄されている街で活動 
するにあたり、狐は、規模が小さくなったが確かに息づいてい 
る教団を守らなければという使命感を強く抱いた。また彼は、 
事実！:教団リーダーとなっているニッコロ •マキャヴェリに疑 
いの目を问けるようにもなっていぐそれでも、教団がローマ 
での人員を増やし始める中、狐も同様の活動を行った。盗賊 
の拠点を表向きには“眠る狐亨”という宿屋に変えてギルド 
の隠れ蓑にし、アサシン教団の会合や待ち合わせの場所とし 
ても利用した。 

1500年は、狐とその仲間たちにとって騒々 U ゝ1年となった。 
幾度となぐ彼の諜報網は内外から危険にさらされ、ギルドは 
“百 H 団”と呼ばれる敵対組織との抗争で混乱に陥った。“百 
目団”は、ローマで新たに組織されたならず者の集団で、ボル 
ジア家に仕えていた。さらに悪 t 、ことには、狐の情報提供者の 
1人^^ガニーノと I ゝう名のアサシン——が、テンプル騎士 
団の回し者だったことが判明する。パガニーノは、狐の盗賊た 
ちの行動や居場所の極秘情報をボルジア側に内通し、教隨を 
脅かそうとしたのだ。 

パガニーノを始末し、狐はようやくマキャヴェリに対する自 
分の判断が間違 V ゝだったと気づぐそれ以降、彼がマキヤヴェ 


リに不信感を抱くことはなくなった狐の盗賊ギルドがローマ 
にしっかりと根を下ろすと、これまで通り豊富な情報を共有し、 
必要とあれば盗賊を動かしはしたが、彼自身は再び教 W の後 
ろ盾に回って姿を隠すようになった。 

狐が目立たない間接的な行動を好むのは、素姓を知られた 
くなんゝからだろう。しかしそれでも、彼にまつわる伝説はローマ 
でも存続していぐ中でも、紫の瞳の男が、ヴァチカンの悪名 
高 V ゝ教皇の酒池肉林の狂宴に忍び込んだ逸話は有名だ。彼 
は枢機卿たちのほぼ全ての持ち物を奪い、その場には彼らの 
聖書だけが残されて t ゝたという。 
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BARTOLOMEO 

D7\LVIAN0 

バルト□メオ•ダルヴィアーノ 

バルトロメオ•ダルヴィアーノ（1455年-1515年）は、イタリア人傭兵隊長 
で、かつアサシン教団の一員でもある。妻パンタシレア•バリオーニ （1476 年- 
没年不詳)は彼の親友であると同時に仕事上でも良きパートナーで、ボルジア 
家からのローマ解放の戦 I 、では、夫とアサシンたちに協力した。 

早 t 、時期から兵士として生きてきたバルトロメオは、最初のうちは教皇領に 
雇われて戦っていた。ある時点で、アサシン教団に参加することになり、1486 
年、彼とその傭兵たちは、ヴエネツィアでテンプル騎士シルヴィオ•バルバリー 
ゴの部隊と戦いを繰り広げた。バルトロメオはバルバリーゴ軍に捕われたが、 
エツィオ•アウディトーレに救出される。彼は“ビアンカ”と名づけたお気に入り 
の長剣を手にし、エツィオとともにアルセナーレに襲撃をかけ、バルバリーゴの 
息の根を止めた。 

2年後、ロドリゴ•ボルジアからエデンの林檎を奪還するためアサシンたち 
が集結した際、バルトロメオとエツィオはヴエネツィアで再会す I その後すぐ 
に、エツィオのアサシン教団への入団儀式が行われたが、バルトロメオも立ち 
会った。1499年、2度目のロドリゴ•ボルジア暗殺作戦にも、彼は参加している。 

1496年、バルトロメオとその部下たちは、オルシーニ家とともに、対ボルジア 
戦に加わった。やがて彼はバンタシレア•バリオーニと結婚 3 1500年にローマに 
移り住み、テンプル騎士団との抗争を続けた。 

ボルジア軍だけでなぐオクタヴィアン.デ•ヴァロワ男爵が指揮するフランス 
軍も相手にしなければならなくなり、バルトロメオは窮地に立たされる。エツィオ 
が到着し、協力を申し出たので、この傭兵隊長は、万事うまくいくと誇りを取り 
戻すのだった。衝動的に行動してしまうバルトロメオとは対照的に、理性的な 
判断力を持つパンタシレアはそんな夫の性格をよく知っており、彼にかかる圧 
力を軽減させるための仕事をエツイオに依頼するのだった。 
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しばらくして、フランス軍はパンタシレアを拉致し、バルトロメオに降伏させよ 
うと試みる。バルトロメオは、フランス兵のふりをしてド.ヴァロワの要塞に入り 
込むというエツイオの作戦に同意し、彼らは見事成功を。無事にパンタシレア 
を救い出し、男爵を殺害したのだった。 


ボルジア家失脚後もバルトロメオは傭兵隊長を続け、フランス軍同様、順 


繰りにオルシーニ家、スペイン王、ヴエネツィアのために戦った。1509年、エデ 
ンの果実——聖骸布——が隠されているアニヤデッロでの戦いにも参加し、 


市民の信頼を勝ち得た。バルトロメオはブレシアの包囲攻撃の際に死亡。ヴ 
エネツイアのサント•ステファノの教会に埋葬されている。 



PA0LA 


パオラ 


パオラ（1438年-没年不詳）はフィレンツヱの娼婦で娼館の経営者。アサ 
シン教団メンバ'一でもある。 

バオラと妹のアネッタはアサシンだった両親を幼い頃に失い、路上での生 
活を余儀なくされた。20歳のとき、彼女は番兵殺しの容疑をかけられて逮捕さ 
れたが、幸運にもアサシン、ジョヴァンニ•アウディトーレが法廷で証言し、その 
無罪が認められた。その後まもなぐパオラは自分と同じ境遇の女性たちを救 
うため、“ラ•ローザ•コルタ” （= 摘み取られたバラ）という娼館を立ち上げる^ 
彼女はアサシン教団の仲間入りを果たしたが、一方で妹のアネッタはアウディ 
トーレ家のメイドになった。 

1476年、ジョヴァンニ•アウディトーレが拘束され、バオラの妹がジョヴァンニ 
の妻マリアと2人の子供たち——エツィオとクラウディア——を娼館に速れて 
きた。パオラは彼らを迎え入れ、エツィオにはアサシンのように人混みに紛れ 
る技を伝授した。 

12年後、ロドリゴ•ボルジアからエデンの果実を取り戻すため、パオラも他 
のアサシンとともにヴエネツイアに向かった。彼女はまた、1497年、エツイオと二 


ッコロ •マキヤヴェリがフイレンツエからジローラモ•サヴオナローラを追放する 


手伝 t ゝを行い、1499年には、ローマまで赴き、エツイオがロドリゴを暗殺する計 
両にも一役買った。 
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TEODORA 

CONTANTO 

テオドラ•コンタント 

ヴエネツイアの始婦で娼館の経営者のテオド 
ラ•コンタント（1450年-没年不詳）はアサシン教 
団のメンバ'一でもある。 

宝石商の娘だったテオドラは、家族が営む店で 
働いていたが、17歳のときに既婚男性と不倫関係 
に陥り、懲罰として修道院送りにされてしまう。その 
修道院で、彼女は5年間を過ごすことになる。 

テオドラは、神の愛は人問の愛を通じてのみ 
得られると信じていた。その方法で救いを実現す 
るという一風変わった理由から、彼女は娼館を開 


くことを決意。 A 身と同じ、かつて修道女だった 
女性のみを雇い、“ラ•ローザ•デッラ•ヴイルトゥ” 
(= 美徳のバラ）を始める:教会側は彼女の行動 
を決して良く思わなかったが、商売は順調だった。 
テオドラの娼婦による情報網はアサシンにとっても 
魅力で、教団は彼女をメンバーに加えた。 

1486年、テオドラは、テンプル騎士でヴエネツイ 
ア総督のマルコ•パ'ルバリーゴをエツイオが暗殺 
する際に協力し、1488年に彼が最初にロドリゴ•ボ 
ルジアと対決したときも、入団儀式でもその場にい 
た。さらに、1499年、エツイオとロドリゴの2度 H の 
対決でも彼を支援した。 

1516年、彼女の娼館ラ•ローザ•デッラ•ヴイルト 
ゥは、無料のサービスを要求し、それを拒まれたこ 
とを恨んだ司祭に放火され、焼け落ちてしまう。テ 
オドラに何が起こったかはわかっていない。 


3 ： D：1 

ANTONIO DE 
MAGIANIS 

アントニオ•デ•マギアニス 

アントニオ•デ•マギアニス（1443年-没年不 
詳）は、アサシンかつヴエネツイアの盗賊ギルドの 
リーダーである。 

若 V 、頃から富を熱望して t ゝたが、身分の低い靴 
職人とメイドの息子では、出世の機会などないに等 
しかった。その結果、彼は盗賊になる道を選ぶ。そ 
の世界であっという間に名を馳せたアントニオは、 
アサシンとなり、ヴエネツイア盗賊ギルトも仕切るよ 
うになっていぐ彼の指導のもと、盗賊たちは道徳 
規範を守り、金持ちだけを盗みの対象とした。 

1481年、アントニオはエツイオと出会い、彼のバ 
ルバリーゴー族打倒計豳に力を添える。1488年、口 
ドリゴ•ボルジアからエデンの林檎を奪うためにア 
サシンが一堂に会したが、そこで再びエツイオと会 
った。その後、彼が正式に入団する場にもアントニ 
才の顔があった。 


1491年、アントニオは、助けを必要として t 、たス 
ペイン人アサシン、ルイス•デ•サンタンゲルをエツイ 
才に紹介し、彼がバルセロナの盗賊ギルドとも接触 
できるように取り計らった。1499年、アントニオはヴ 
ァチカン襲撃を計幽するアサシンの会合に出席す 
るため、モンテリジョーニ入りし、その後、エツイオが 
ロドリゴと対決する際、ローマのあちこちで騒ぎを起 
こして番兵たちの気を引くと t ゝう作戦を実行した。 
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3:D:1 

CRISTINA 

VESPUCCI 


クリスティーナ•ヴエスプッチ 


クリスティーナ•ヴエスプッチ（1459年-1498年） 
はフィレンツェの女性貴族だ。彼女の美貌は有名 
で、多くの男性から求愛されたが、その1人がエツィ 
才•アウデ仆ーレだった。最初はエツィオを相手に 
しなかったものの、彼がヴィエリ•デ•パッツィから救 
つてくれたことで氣持ちが変化し、交際が始まった。 


1476年、エツィオの父と兄弟が処刑されたこと 
で2人を取り巻く状況が一変、彼らは運命に引き 
裂かれてしまう。クリスティーナはエツィオが家族 
を弔うのを手伝ったが、その後、彼は街から逃亡せ 
ざるを得なくなる。1478年までに、エツイオの汚名 
はそそがれるが、クリスティーナはマンフレード•ソ 
デリーニと婚約してしまっており、エツイオと彼女 
の関係が元通りになることはなかった。 


その後クリスティーナはエツィオと 2 lHl 再会す 
る。1度 R は1486年のヴエネツィア、そして次は、12 
年後のフィレンツヱだった。2人が最後に会ったと 
き、エツィオは彼女の命を救うために最善を尽くし 
たが、彼の願 t ゝは叶わなかった。 


クリスティーナは、彼の腕の中でその生涯を閉じた, 


191 
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3:D: 





3:D:1 

ROSA 

□ーザ 


ローザ(1460年-没年不詳)は、ヴエネツィア盗賊ギルドの 
メンバーである。貴族の男性と娼婦の間に生まれた非嫡出子 
のローザは、若年期のほとんどを路 h で暮らして過ごした。15 
歳で見知らぬ男性にスリを働こうとしたものの、捕まってしま 
う。それがアントニオ•デ•マギアニスとの出会いだった。この 
ヴエネツィア盗賊ギルドの長は彼女を哀れに思い、面倒を見 
ることにする。時が流れ、アントニオはローザに惹かれていく 
が、彼女にとってアントニオは父のような存在だった。 


YUSUF TAZIM 

ユスフ•タジム 

コンスタンテイノープルのアサシンのまとめ役ユスフ•タジム 
(1465年頃-1512年）は、気さくなオスマン帝国のアサシン 
で、偵察と内密行動の才能に患まれ、ときには潔く、ときには 
大胆な方法でアサシンの指導と戦略に取り組んでいた 3 おし 
やべりで笑い上戸、そして気のいい彼だったが、対峙したこと 
がある者には恐ろしい相手として認識されていた。友を愛し、 
敵を震え上がらせる男ユスフは、 1 FI の半分を戦いに費やし、 



残り半分を自分が収めた勝利に尾ひれをつけて話して回って 
過ごすことが多かった。 

自 d 鍛鍊もできるだけ楽しめる方法で行う傾向にあったも 


1481年、ヴエネツイアの盗賊たちは、テンプル騎士団のエミリ 
才•バルバーゴと衝突するようになる。ローザは盗賊たちの手を 
借りてエミリオの宮殿に侵入しようとするも、企ては失收し、彼 
女は足を負傷してしまう。このときローザを救ったのがエツイオ • 
アウデ仆ーレだった。やがて2人の関係は親密さを増していく。 


のの、彼はオスマン帝国のアサシン教団のカリスマ的なリー 
ダーであり、困難な時期でもアサシンギルドを無傷のまま維持 
してきた。いつでも彼らは粛々と任務——罪のない者たちを 
権力から守り、力を伸ばしつつあるスルタンに目を光らせるな 
ど——をこなすが、ユスフ自身、大規模な数のテンプル騎士 
団と戦った経験がほとんどなぐ彼はオスマン帝国のアサシン 


ローザは様々な機会でエツイオを助けることになる。エミリ 
才•バルバリーゴの暗殺时には一役買い、1488年にはロドリ 
ゴ•ボルジアと彼のエデンの林檎に通じる手がかり——アル 
セナーレ港の入港予定簿——をエツイオに渡した。1504年、 
エツイオの妹クラウディアがローマの娼館“バラの館”のマダ 
ムを退いたとき、ローザが経常を引き継ぐことになった。 


たちを新たな脅威に備えさせる機会を持たないままであった。 
そうなゝう点は不利だったものの、彼らはどこからともなく現われ 
る敵の戦略にも瞬く間に対応するのだった。 

1511年、コンスタンテイノープルに到着した際、エツイオは波 
止場でユスフが自分を待って t ゾこことに驚いた。この地域に張 
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りめぐらせた複雑な情報網で、ユスフはかなり前もってイタリア 
人アサシンの訪問につ t ゝて知らされて I 、たのだった。彼はオス 
マン帝国の首都にやってきたエツイオを温かく出迎え、歓迎の 
挨拶をする。出身地コンスタンテイノープルをこよなく愛するユ 
スフは、この街の大使か守護者のようだった。 

エツイオほどの“導師”レベルのアサシンと対面する場合、 
大抵の人間は恐縮し、畏怖を覚えるものなのだが、ユスフの 
自信は揺らぐことはなかった。それどころか、相 T - が与えてくれ 
る知識をできるだけ多く得ようと v ゝう強 t ゝ信念を持って、権威 
と叙智に満ちた相の前に立つのだった。エツイオがユスフ 
に協力して戦う見返りに、彼は堂々とした態度でエツイオに 
新 U ゝ技や道具などを教えた。エツイオはそんなユスフに感心 
し、彼とのやり取りを大 v ゝに楽しんだ。 





PRINCE SULEIMAN 

スレイマン皇子 

やがて两洋ではスルタン•スレイマン“壮麗帝”として、仲問 
内では“立法帝”として知られることになる若きスレイマン皇子 
(1494年-1566年）は、1511年にエツィオ•アウディトーレと 
初めて出会ったときは、弱冠17歳だった揺るぎのない自信と 
冷静な態度のスレイマンは、利口で真面0な青年だ。穏やか 
で控えめでありながらも、理知的で、ユーモアのセンスも持ち 
合わせた人間性が皆に称賛されている。彼は、あからさまに横 
暴な振る舞 I ゝを嫌い、静かに機転を利かせることを好んだ。 


10代の最初の頃は、様々な学者から学問を学ぶ日々を送 
っており、精神を鍛錬し、知恵を培うことを常に心がけていた。 
街を騒がせ、祖父バヤズ仆2世の王座を脅かす反乱者の攻 
撃は激化しており、スルタンが己の帝国を安定させる助けに 
なればと、スレイマンは政治と戦闘技術についても学んだ。 

庶民が忌憚なく話すゥヮサの類 t ゝや正直な政治的意見を 
聞きた t 、と望み、スレイマンは早 t 、時期から、訪れる先々で平 
民の格好をして市場やバザールを歩き回っていた。彼がアサ 
シン、エツィオと出くわしたのは、そんな密かな外出時のことだ 
った。2人は、コンスタンティノープルに向けてボスポラス海峡 
を航海する同じガレー船に乗っていたのだ。正式に自己紹介 
をした後、彼らは、テンプル騎士間に敵対して t ゝると V 、う共通 
の大義を持っていることに気づぐ最初こそ都合のいい協力 
者と I ゝう関係であったが、互 t ゝに深 V 、尊敬の念を抱くようにな 
り、2人は厚 I 、友情で結ばれて I ゝくのだった。 

スレイマンにとってはウワサに過ぎなかったアサシンとテンプ 
ル騎十団の長きに渡る過去の戦争は、エツィオの教えを通し 
て事実だったと学び、最近のビザンティン兵の流人の背 M を知 
る。そして、両組織の熾烈な戦 t ゝは彼の周囲で現実になってい 
C しかし、別の面倒ごとがスレイマンを悩ませていた。彼の父セ 
リムと伯父アフメトの激し t 、権力争いは、内側から帝国を崩し 
かねない脅威でもあり、この肉親の I 、がみ合 t 、をスレイマンは 
快く思って t ゝなかった。皇族に近し V 、誰かが帝国に対抗するテ 
ンプル騎上団に積極的に協力しているとの証拠が明らかにな 
ったとき、彼の不安は一気に膨れ上がる。 

スレイマンは答えを見っけるべく何ヶ月も費やし、敵の失敗 
した暗殺計画の標的が自分自身だったという驚愕の事実に 
行き着いた。彼はもはや、家族や周囲の人間を誰1人信じら 
れなくなっていた。そこでスレイマンは、ビザンティンの指導者 
の情報をたどり、渦中にいる内通者を一掃するべくエツィオ 
に助けを求めた。 

祖父の王座に対するテンプル騎士団の企みを阻止してから 
10年後、スレイマンはオスマン帝国第10代皇帝に就任し、約50 
年間に渡って国を統治した。彼は文化や文明の偉大なパトロ 
ンとなり、帝国の法制度を成立させる。社会、教育、課税、刑事 
裁判に適用される法律は、広範囲に及ぶ変革を成し遂げた。そ 
してそれらは定着し、何也紀も長らえる規則となった。 
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PIRI REIS 


ピリ•レイス 

ピリ•レイス（1468年頃-1555年頃)——フルネ 
-ムはハツジ•アフメド•ムツデイン•ピリ——は、才 
スマン帝国海軍提督であり、地図製作者である。 

10代半ば、オスマン帝国の海賊、叔父ケマル • 
レイスに加わり、帝国の外れで活動していた。や 
がて2人は犯罪行為に用いていたその#門知識 
を真っ当な職業に生かそうと、1490年にスルタン、 
バヤズイト2世の海軍に参加した。 


20年以上を海で過ごした後、彼は陸に上がり、 
静かに情熱を傾けてきた関心事、すなわち地図 
製作に精を出すようになった。彼がエツイオと出 
会ったのは、それから数年後のことである。その頃 
には、小さな工房をグランバザール内に構える地 
図製作の熟練者となっていた。知る者こそほとん 
どいないが、ピリ•レイス自身、爆弾作成に特化し 
たマスター•アサシンだった。エツイオのコンスタン 
テイノープル滞在中、彼は複雑な爆弾作りのノウ 
ハウや製作拠点を提供利口で機知に富んだ人 
物だが、作業を中断されるのを嫌うやや気難しい 
一面もある。しかしながら、ピリは、エツイオは耳を 
傾けるべき男だとわかり、彼なりに善処した。 
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SHAO JUN 


ユン•シャオ 


ユン•シャオ（1505年-没年不詳）は、第11代正徳帝が支 
配する中国明王朝時代に、皇族の檻の中で生まれた。正徳 
帝の統治は精彩を欠いて I ゝたが、これは、彼の放蕩たる生活 
ぶり、幼稚極まりな t ゝ性格、政治の変化に対する無関心が反 
映して I 、たからだ。この時期、ユンは10代で、約10年間、皇帝 
のお気に入りの妾の1人として暮らしていた。正徳帝が旅や 


外国との交流が好きでなかったならば、この立場にユンは到 やがて、新皇帝が先帝よりもはるかにひどい支配者だとい 


底耐えられなかっただろう。皇帝は、当時の自由な男性以上に うことが判明する。正徳帝の死後、彼の甥であった朱厚熄が 
彼女に広い世界を見る機会を与えてくれたのだ。非常に嘆か 皇帝の座に就き、嘉靖帝と呼ばれるようになったのだが、彼は 


わ U 、妥協ではあったものの、このような状況に置かれた少女 
にとって、見聞を広められる待遇は理想的にすら思えたのだ。 

1521年4月、正徳帝が死去したが、取って代わる跡継ぎが 
おらず、官僚たちが慌てて後継者探しを始める始末だった。 


正徳帝の悪 V ゝ資質を全て受け継ぎ、良 I ゝところは何も継承し 
ていなかった。前帝はカリスマ性があり、海外にも目を向ける 
好奇心旺盛なところがあったが、嘉靖帝は冷酷で、他国には 
興味を示さなかった。 


ユンがアサシンと接触したのは、この混乱期だ。前皇帝の死 
から次期皇帝が即位するまでの空白期間を利用し、アサシン 
の一紐が皇帝の屋敷に押し人り、妾の何人かを解放した。ユ 
ンはこのときの1人であった。彼女はすぐに、自分を救ってくれ 


アサシンに邪魔をされて激怒した嘉靖帝は、自分に歯向か 
う者全員を仕留めると決意。中国東方でアサシンの大粛清 
が行われた。生き残ったほんの一握りのアサシンは、グループ 
ごとに地下に潜ることになる。ほとんどが確かな足がかりを求 


たアサシンたちに忠誠を誓うようになる。最初の1年に思う存 めて西へ逃げ、ユンと彼女の師は、暴政に対抗して勝利を収 


分自由を味わったユンは、その生涯をアサシン教団に捧げる めた仲間から知恵を与えてもらおうと、はるばるイタリアまで足 

と決めた。 を伸ばしたのだった。 


しかし彼女は、解放されなかった宮廷の女性たちのことを片 
時も忘れたことはなかった,，彼女たちとは人生の大半をともに 
過ごしてきたのだ。数年後、ユンは師とともに宮廷に戻り、残り 
の妾たちを救おうとしたが、そのほとんどが殺されていた。彼女 
たちは、「千刀万削」という少しずつ肉を削いでいくという残 
虐非道な拷問の末に死んだのだ。これを命じたのは新皇帝嘉 
靖帝で、ユンたちの脱走がこの惨殺の直接の原因になったの 
は間違いなかった。 


彼らがヴエネツイアまで来たとき、嘉靖帝の手下に追 I ゝつか 
れてしまう。戦 t 、の中で、ユンの師は彼女を逃がすために自ら 
の命を犠牲にする。新たな決意を胸に、ユンはフイレンツエに 
たどり着き、彼女が探じ C いた人物の1人エツイオ•アウデイト 
ーレの居場所をとうとう突き止めた。しかし、気だてのいい60 
代半ばのエツイオにとって、アサシン時代の日々は遠い過去 
の話で、彼は当時の記憶を胸にしまったままにしておきたいと 
願っていた。 
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ボルジア家とその一派 
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RODRIGO 

BORGIA 


ロドリゴ•ボルジア 


ロドリゴ•ボルジア（1431年-1503年）は、テンプル騎士団 
総長と、のちに教皇アレクサンドル6世となるカトリック教会の 
重鎮と t ゝう2つの顔を持ったスペイン貴族だ。彼はキリスト教 
会史の中でも、最も物議を釀した人物の1人で、現代に至って 
も、生活の放蕩ぶりや性格の邪悪さに触れずに彼が語られる 
ことはない。しかし、その悪評にもかかわらず、ロドリゴは、ルネ 
ッサンス期のイタリアにおける混沌とした権力争いの中で成 
功した、優れた政治手腕の持ち主であった。 

本名はロドリゴ•ランソルだったが、伯父アルフォンソ•デ•ボル 
ハが1455年にカリストゥス3世の名で教皇に就任したので、ロド 
リゴはより知名度のある名字に変えることにした （ 「ボルジア」は 
r ボルハ」のイタリア語読みである）。甥のその行為に t ゝたく感 
心した教皇は、ロドリゴを複数の重要な地位に就かせた乂し 
て、3年もしな t ゝうちに、彼は枢機卿の階位にまで出坦したので 
ある。巨大な富と影響力を獲得したロドリゴだったが、それから 
数卜年間、彼の背景には常に黒 V ゝ巨悪が渦巻くことになった。 

1476年、ロドリゴはテンプル騎士 bfl 総長になり、イタリア全 
土をその旗の下にまとめようと画策する。最初の標的をミラノ 
に据えた彼は、ミラノ公ガレアッツォ•マリーナ•スフォルツァ暗 
殺計画を陰で操った。アサシン教団のメンバー、ジョヴァンニ. 
アウディトーレに嗅ぎつかれたものの、公爵の殺害には成功し 
た。ロドリゴはそれからフィレンツエに舞い戻り、パッツィ家と手 
を結んでフィレンツエの統治者ロレンツォ•デ•メディチを亡き 
者にしようと目論んだ。もっとテンプル騎士団の息のかかった 


人物にフィレンツエを牛耳らせるつもりだったのだ。再度ジョヴ 
ァンニ•アウデ仆ーレが計画の阻止に動き出したため、ロドリ 
ゴは裏で糸を引き、ジョヴァンニとその家族に反逆罪の濡れ 
衣を着せた。そして、彼らを拘束、処刑した。 

しかしながら、ジョヴァンニの息子の1人エツィオ•アウディト 
ーレは逮捕を逃れ、家族の仇討ちを誓う。復讐のために行動 
する中で、エツィオはテンプル騎士団の企てを知り、ロレンツ 
才の命を守って彼らの政変の野望をくじいた。計画の失敗に 
立腹したロドリゴは、陰謀の首謀者の1人だったヤコポ•デ. 
パッツィを自ら始末し、ヴエネツィアへ向かう。そこでは、テンプ 
ル騎士マルコ•バルバリーゴをヴエネツィア総督の座に就か 
せるというロドリゴの最後の策略が進められており、彼は様子 
を確かめに行くことにしたのだ。ところが、再びエツィオの手に 
よって、彼らの努力は水の泡と化してしまう。 

それでも用意周到なロドリゴには、いざというときの奥の手 
があった。彼は長年の問、超占代文明のアーティファクト—— 
エデンの林檎——を探し続けていた。1480年代、彼はその在 
り処を突き止め、ヴヱネツィアまで運んでくるよう船を送り込ん 
だ。そして願わくば、アルタイルの写本に書かれた古代の預言 
を実現できればと考えていた。1488年、林檎はヴエネツィアの 
街に到着 ◦ しかし、その秘宝を手にしたちょうどそのとき、彼は 
エツィオと初めて対峙する。他のアサシンたちも参戦したた 
め戦況が不利になり、ロドリゴは林檎を手放してローマに逃 
げ帰ることになった。 

1491年、ロドリゴはスペイン異端審問所長官トマス•デ•卜 
ルケマダを操り、スペインのアサシンを追い詰めていぐ彼は 
また、クリストファー•コロンボの大西洋航海をやめさせようと 
もした。アメリカ大陸が発見されてしまうと、そこに存在する宝 
を独り占めできなくなるからだ。ところが、どちらの計画もやはり 
エツィオによって失敗に終わってしまう。とはいえ、ロドリゴは 
それほど動揺しなかった。娘のルクレツィアを二度も政略結婚 


S 3 m<£s UJHi oa svs oc o co 3Hi <GiZ3 < s 3132 V5—CO 


196 




させ、欧州の様々な組織に目をかけて丸め込むなど、彼は巧 
みに策を弄した。ロドリゴの権謀術数が最大の効果を生んだ 
のは、1492年、彼がローマ教皇に選ばれたときであろう。このと 
きのコンクラーヴェは、教皇の歴史の中でも最も不正に満ち 
た選挙の1つだったと言われている。アレクサンデル6也を名 
乗るロドリゴは、息子のフアン•ボルジアを教皇軍総司令官に 
任命。フアンに力ずくでイタリアを制圧させようとしたが、1497 
年、フアンは R 身の弟チェーザレに殺されてしまう。ロドリゴに 
気に入られての、た兄に嫉妬したチェーザレが、その役職を我 
がものにしようと目論んだ末の犯行だったようだ。悲しみに打 
ちひしがれたロドリゴは教会の改革を宣言するが、この公約 
は長くは守られなかった。1498年、チェーザレがフアンの称号 
を受け継いだ。教皇の資金——ロドリゴが毒殺した枢機卿や 
政敵から没収した財産によって補われていた——を用い、チ 
エーザレはイタリアの天下を取るべく動き出す。 


教皇の地位がロドリゴに与えたのは、強大な権力の庵だけ 
ではなかった。エデンの果実の1つ、教皇の杖とシスティーヌ 
礼拝堂を利用する権利も許されていたのだ。システィーヌ礼 
拝堂の地下には秘密の宝物庫が存在し、そこには何かとて 
つもない力が隠されていると彼は信じていた。宝物庫に入る 
ために、ロドリゴはどうしてもエデンの林檎を入手する必要が 
あった。フォルリではアサシンから、そしてフィレンツエではジロ 
ーラモ•サヴォナローラから林檎を奪おうと試みたが、成功し 
なかった。1499年、ロドリゴの野望を今一度、そして永遠に断 
つため、エツィオが林檎を持って目の前に現われた。彼は教 
皇の杖を使ってアサシンに対抗したが、エツィオはエデンの 
林檎で杖の力を防御し、2人の一騎打ちは熾烈さを m してい 
った。一度は優位に立ち、エツィオにケガを負わせ、林檎も手 
にしたロドリゴだったが、彼は宝物庫の扉を開けることはでき 
なかった。負傷しつつも執拗に追ってきたエツイオとの死闘が 
再び繰り広げられたが、勝者になったのはロドリゴではなかつ 
た。宝物庫に入れなかった己に深く失望し、ロドリゴは死を請 
うが、 エツ イオはその場で彼にとどめを刺すことはしなかった。 


宝物庫に秘められた力を手に入れるというロドリゴの夢は 
崩れ去り、胸に抱えて V ゝた大きな野望もしぼんで V ゝった。彼は 
観念して単に教皇の地位を維持することに専念しようと努 
め、アサシンたちと関わろうともしなくなった。しかし、その後も 
ロドリゴの振る舞いはローマを混乱させ、アレクサンデル6世 
は悪名を轟かせ続けた。 

ロドリゴの息子チェーザレがかつてのロドリゴの欲動を引 
き継ぐ。教皇である父の支援がなかったとしても、教皇軍を駆 



使することで彼は H 標逵成を目指すことはできた。チェーザレ 
は、モンテリジョーニのアサシン教団の本拠地に攻撃の矛先 
を向ける。そして、アサシンのリーダー、マリオ•アウディトーレ 
を殺害し、エデンの林檎を獲得。ロマーニャの大部分を支配 
下に収めた。しかし、チェーザレの横暴ぶりは目に余るようにな 
り、彼と距離を置く者は増える一方であった。チヱーザレに抗 
うイタリアの領主からも、アサシンたちからも反撃を受け、ボル 
ジア家のローマ支配は深刻なダメージを被った。 


1503年、隆盛を極めて t ゝたボルジア家の崩壊は、もはや時 
問の問題だった。ロドリゴの財源は底を突き、フランス軍は撤 
退、アサシンはすぐ近くまで迫っていた。息子の野心に脅かさ 
れ、脇に追 V 、やられて t 、たロドリゴは、チェーザレを始末しよう 
と決意する。そう、得意の毒を用 V 、るやり方で——。こうして、 
ロドリゴはリンゴに毒を盛り、息子が口にする瞬問を待った。 
だが、チェーザレが果実を喃んだちようどそのとき、ルクレツイ 
アが秘密をばらし、教皇の計画は失敗に終わってしまう。少量 
の毒を摂取し弱って V ゝたものの、チ x —ザレが父を殺す妨げ 
にはならなかった。怒りに任せ、チェーザレはロドリゴのノドに 
リンゴの残りを押し込んだ。そして数分もしないうちに、ロドリ 
ゴは絶命した。享年72歳であった。 
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チェーザレ•ボルジア 



チェーザレ•ボルジア(1475年頃-1507年)は、ロドリゴ•ボ 
ルジアと彼の愛人ヴァノッツァ•デイ•カタネイの間に生まれた 
非嫡出子だった。父のもと、教皇軍総司令官として、チユーザ 
レは ロマー ニャの 大部分を制し、イタリア政界で重要な役割 
を担うようになんテンプル騎士団総長という組織の重鎮を 
父に持つ彼は、アサシン教団の強敵でもあった。 

チェーザレは驚くべき速さで台頭した。教皇である父の影 
響力のおかげで、彼は15歳の若さでパンブローナ司教とな 
り、それからわずか3年後には、枢機卿の緋の衣を着ることを 
許された。この決定にローマ教皇庁は憤慨したとも言われて 
V ゝるが、枢機卿になったことで満足するチェーザレではなかっ 
た彼は軍事的な地位も望んで I 、たのだ。しかし、1942年に 
教皇となったロドリゴが教皇軍総司令官に任命したのは、長 
男のフアンだった。 

5年の間、チェーザレは待ち続けたが、兄が自分の道に立 
ちふさがる邪魔者以外の何者でもな V 、と悟った彼は、フアン 
の暗殺を企てる。チェーザレは、取り巻きの1人でフイオラ•力 
ヴァッツァと t 、う娼婦を使ってフアンをテベル島へ誘い出し、 
殺害したのだった。教皇はいたく悲しんだが、フアン亡き後に 
教皇軍の指揮を執る新たな人材は必要だった。1498年、チェ 
ーザレは晴れて教皇軍の総司令官となり、北イタリア制圧の 
ために出陣した。初めのうちは順調だった。ロマー ニャの 狭量 
な君主たちは弱ぐ法治回復を約束するチエーザレは民衆を 


魅了した。彼はアサシン教団の本部があるモンテリジョーニに 
攻め入り、リーダーのマリオ•アウディトーレを処刑した。そし 
て、前の年に父が奪われたエデンの林檎を、息子である彼が 
取り戻したのだった。それからすぐに、フォルリ、リミニ、ファエ 
ンツァ、ピオンピーノが次々と チヱ ーザレ軍の前に陥落した。 

1502年、ロマーニャの住民たちは、新たな統治者とその過 
酷なやり方に苛立ちを募らせ始め、遂に反乱を起こした。だ 
が、チェーザレの対処策は実に見事だった。措揮官の1人ラミ 
才•ドル コを 身代わり にして 処刑し、人々の怒りを鎮めたのだ。 
こうして彼は暴徒たちを落ち着かせ、自身をイタリアの民の守 
り手だと信じ込ませた。安定した地位を手に入れたチヱーザ 
レは意気揚々と進軍し、ウルビーノとカメリーオも掌握した。 

チェーザレに対する恐れや憎悪が入り交じる中、彼の軍隊 
の傭兵隊長たちは反旗を翻し、獲得した領地の V K つかを占 
拠してしまった。チェーザレは彼らの要求を呑み、最終的には、 
その反逆した指揮官たちに好条件下で自軍に戻るよう提案 
する。しばらくは全てが丸く収まったかに見えた。だがチェーザ 
レは、宴会に招待した傭兵隊 M のヴイテロッツォ•ヴイテッリと 
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オリヴェロット•デ•フェルモを取り押さえ、腹心であり暗殺者 
でもあるミケロット•コレーリアに自分の目の前で絞め殺させ 
たのだ。このチェーザレの大胆な計略は、大勢を震え上がら 
せると同時に感心させた。あのマキヤヴェリでさえも、称賛を 
持って、チェーザレの反逆者への見事な対処法を書物にし 
たためている。 

チェーザレが統制を強化させたのは、何もロマー ニヤ だけ 
ではなかった。彼の帝国の中心であるローマもまた、彼の権 
力欲をくすぐったのだ。ボルジアの塔を市内のあちこちに建 
て、オクタヴィアン•デ•ヴァロワ男爵率いるフランス支援部隊 
を導入することにより、ローマにおけるチェーザレの力は目に 
見える形で強固なものになっていく。また彼は、軍事勢力にと 
どまらず、ならず者集団の百目団、テンプル騎士の暗殺者や 
密偵の組織、熟練した伝道者など、より広範囲から協力者を 
雇った。 

チェーザレの独裁者ぶりは、家族の生活に干渉する場面で 
も発揮された。チェーザレの妹ルクレツィアが2番目の夫アル 
フォンソ•ダラゴーナに夢中になったときには、彼はミケロットに 
アルフォンソを殺害させた。さらにチェーザレはレオナルド•ダ • 
ヴィンチを捕え、その才能を軍事力強化のために利用する。こ 
の発明家に自軍の兵が装着する最新式の銃火器や様々な 
戦闘兵器を開発させることで、イタリア統一実現へ大きく前進 
しようと目論んだのだ。 

しかしながら、1500年にアサシンがローマに拠点を作ると、 
彼らはチェーザレの支配機構の切り崩しを図ろうと動き始め 
た。資財を管理する銀行家たちを襲撃し、フランスとの協力 
関係を崩壊させ、市内にいた彼の密偵などの手下のほとん 
どを始末したのだ。1503年、チェーザレは父ロドリゴにさらな 
る支援を要請すべくローマに戻る。そして、それができない場 
合は、エデンの林檎を持ち出し、そのパワーを利用するつもり 
でいた^チェーザレ自身とテンプル騎士団を率いたいという 
彼の強欲さに脅威を感じ、ロドリゴは息子の毒殺を企てる。 
ところが間一髪、ルクレツィアの警告で、チェーザレは難を逃 
れた。そして彼は、腹立ち紛れに父を襲い、その息の根を止 
めた。 


あいにぐチェーザレは口にしてしまった少量の毒のせい 
で、身体がかなり弱ってしまう。アサシンがエデンの林檎を奪 
還し、残った自軍の兵をローマから退けようとするのを止める 
力はもうなかった。さらに惡 I ゝことには、次期教皇選挙に影響 
を及ぼすことも不可能だった。1503年11月1日、コンクラーヴェ 
は、ボルジア家の天敵とも言えるジュリアーノ •ザ"ッラ•ロヴェー 
レを教皇に選出。すぐさまチェーザレは逮捕され、その領地は 
没収された。ほどなく逃走を図るも、再度捕われの身となり、今 
度はアラゴン王国のモタ城に移送された。 

1506年、ミケロット•コレーリアはチェーザレの脱獄のお膳 
立てをし、彼らはともにヴァレンシアへ逃げる。そして、そこで 
新たな軍隊を編成し始めるのだった。だが、その準備は、現地 
入りした エツ イオとニッコロ •マキヤヴェリによって台無しとな 
る。アサシン2人がチェーザレ軍の野営地と船を破壊したから 
だ。この出来事でチヱーザレはミケロットを責め、その言い争 
いはやがて暴力へと発展。チヱーザレは自分の右腕だったミ 
ケロットを殺してしまう。そして、アサシンから逃れるために、義 
弟フアン2世が治めるナヴァラ王国を横断する。 

ナヴァラでは、フアン2世が軍を率いてヴイアナ城へ行軍し 
TV ゝたが、兵の数は10000人を上っていた。1507年3月、彼の 
軍隊は砦塞を包囲し、そこでエツイオはチェーザレと顔を突き 
合わせる。激 U ゝ一騎打ちの末、チェーザレは胸壁の下へと 
落とされ、遂にその野望は潰えた。 
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3:D:2 

LUCREZIA BORGIA 

ルクレツィア•ポルジア 

ルクレツィア•ボルジア（1480年-1519年）は、テンプル騎土団総 M で教 
皇アレクサンデル6世の非嫡出の娘で、チヱーザレ•ボルジアの妹である。彼 
女は5力国語を話す高 I ゝ知能の持ち主だったものの、その人牛のほとんどを父 
と兄に支配され、利用されて生きることとなる。本当の性格はほとんど知られて 
いないが、15世紀のイタリアで、彼女が甫要な役割を果たした出来事は多か 
った。とはいえ、そのほとんどで、彼女はボルジア家の策略を進める駒に過ぎ 
なかった。 

ルクレツィアの父ロドリゴは、政治的陰謀に娘を使うのに余念がなぐルクレ 
ツィアは13歳になるまでに、2度も婚約させられていた。しかし、そのどちらも婚姻 
にまでは至らなかった。1493年、彼女は、ミラノの有力貴族ジョヴァンニ•スフォ 
ルツァと結婚するが、このミラノ人との縁組みに重要性がほとんどなくなったた 
め、アレクサンデル6世はスフォルツァに性的不能だと無理やり公表させた。そ 
して、1497年、性的関係を伴わない“ノッツェ•ビアンカ” （= 白い結婚)だとし 
てこの結婚を無効にした。 


1498年、ルクレツイアは、ボルジアに仕える密偵になりましていたアサシン、 
ペロット•カルデロンと関係を持つ,彼女が妊娠したことで、2人の仲が露呈。こ 
のときの子供の父親が兄のチェーザレなのか、恋人のペロットなのか今日まで 
真相は明らかになっていない。だが、生まれた赤ん坊が重病を患って t ゝることが 
わかり、その命を救うべくペロットは息/ともに逃走した。子供は助かったもの 
の、ペロットはアサシンの信条に反したとして殺されてしまう。その男児——ジ 
ョヴァン ニ •ボルジア——はボルジア家に引き取られた。 

後にルクレツイアは、アルフォンソ•ダラゴーナと再婚この2度目の結婚も長 
くは続かなかった。1500年、妹の新し V 、夫に嫉妬したチェーザレが、ミケロット • 
コレーリアを使ってアルフォンソを暗殺させたのだ。それからほどなぐモンテリ 
ジョーニが教皇軍の包囲攻擊によって陥落した際、ヴイラ•アウデ仆ーレから 
盗み出されたレオナルド•ダ•ヴインチの絵画の数々は、ルクレツイアの手に渡 
った。ローマに戻った彼女はサンタンジェロ城に住むようになり、そこでエツイ 
才と対面する。彼は、カテリーナ•スフォルツァを城内の牢から救出すべく侵入 
したのだ。ルクレツイアはそれを阻止しようとしたものの、エツイオの前では全 
くの無力だった。 

1502年、今度は、フェラーラ公爵アルフォンソ•デステの妻となった。翌年に 
父ロドリゴ•ボルジアが死去し、兄チェーザレはイタリアから逃げ出してしまう 
が、ルクレツイアは大とフェラーラに腰を落ち着ける。その後も、浮き名を流し、 
エツイオとも再会するが、彼女の残りの人生はそれほど起伏のな t 、ものとなっ 
た。そして、8人目の子供を出産してまもなぐ彼女はこの世を去った。 
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3:D:2 

S3 

GIOVANNI 

BORGIA 

ジョヴァンニ•ポルジア 

“インファンテ.ローマ” （= ローマの子）としても 
知られるジョヴァンニ.ボルジア（1498年-1548 
年）は、ルクレツィア•ボルジアの子供である。ジョ 
ヴァンニの父親が誰なのかは謎のままだが、ルク 
レツィアとペロット•カルデロンとの不倫閲係でで 
きた子だとウワサされ、あるいは、兄チェーザレと 
の子供だともささやかれている。また、アサシン教 
団のメンバーでもあるジョヴァンニは、エデンの果 
実との奇妙なつながりを持って t ゝることで有名だ。 

深刻な身体的欠陥を持って生まれたジョヴァン 
二は、数日も生きられないだろうと言われていた。 
子供を救いたいという気持ちに突き動かされて脱 
獄したアサシンのペロットは、 J 3、 子をアニヤデッロ 
に連れていった。そこでペロットは、同じアサシンだ 
った兄弟に逆らい、エデンの聖骸布——不思議な 
治癒力を有するアーティファクト——をジョヴァン 
二の身体に掛ける。ペロットは十分承知していた。 
秘宝の私的使用などと I ゝう逸脱行為は、死に値す 
る重罪だと。ジョヴァンニは助かったが、聖骸布に 
触れたことが、彼の残りに人生大きく影響を及ぼ 
すことになる。子供の頃、ジョヴァンニは鮮明な夢 
と幻影に悩まれていた。マルクス•ユニウス•ブルト 
ゥスなど、過ぶ-の人物の記憶を追体験するのだ。 
また彼は、 H には見えない不思議な存在——到 
底現実とは思えなかったのだが——の姿を捉え、 
意志を疎通させることができた。ジョヴァンニはこ 
の存在をコーンススと呼んだ。 

かつての仲間にペロットが殺された後、チェ ー 
ザレ•ボルジアはジョヴァンニを養子にする。ミケロ 
ット•コレーリアの助けを借り、チヱーザレは彼を鍛 
え上げようとしたが、彼らの冷酷さは子供を萎縮さ 
せ、その心に2人に対する憎悪と恐怖を植えつけ 
た。その間、ジョヴァンニは、“叔母”のルクレツィ 
アと絆を深める。ルクレツィアは、そのような過酷 
な状況下で育たねばならない彼を見て悲しむのだ 
った。ジョヴァンニの祖父ロドリゴ•ボルジアは、時 
折彼にエデンの林檎で遊ぶのを許した。林檎を 
用いて、彼は自身の考えを実現することができた。 
これはロドリゴも見たことがなかった能力だった。 


ルクレツィアやロドリゴになついていたにもかか 
わらず、フランチェスコ•ヴェッチェリオがジョヴァン 
二にボルジア家を離れる機会を申し出た際、彼は 
喜んでこの提案を受け人れた。フランチェスコは 
ペロット•カルデロンの弟子だったので、こうしてジ 
ョヴァンニは、早い時期からアサシンとしての訓練 
を受けることになる。 

1519年、年代記編者と航海士のふりをしたジョヴ 
ァンニは、スペイン人探検家エルナン•コルテスの 
航海に参加し、新大陸を目指した。アステカの首都 
テノチティトランで、彼はエデンの果実1つである水 
晶髑髏を回収し、それをヨーロッパに持ち帰った。 

1527年、ジョヴァンニは水品髑髏をスイスのバ 
ーゼルに運び、パラケルススとして知られる学者ボ 
ン バスト ウス •フ オン •ホー エン ハイムのところに持 
っていった。しかし、ボンバストゥスはその秘宝の 
潜在的な力は鼻にもかけず、ボンバトゥスが所有 
していた“本’’を読むジョヴァンニの能力に強い 
興味を示した。この“本”は#常に危険なアイテム 
で、それを見たボンバトゥスの助: F : の1人は気がふ 
れてしまったほどだった。本の中の何も書かれてい 
な V 、ページから、ジョヴァン ニ は、銀を金に変える公 
式を読み取ったのだった。 

ボンパトゥスの本は水晶髑髏の力を解明する手 
がかりになるとジョヴァンニは考えたが、ボンバトゥ 
スは本が未完成であることを認めた。それでもこの 
学者は、この本の残り半分に彼が求めて t ゾこ答え 
が書かれており、それをジョヴァンニが見つけられ 
ると自信を持っていた。ジョヴァンニは、ボンバトゥ 
スの助手マリア•アミエルとともに本の半分を探す 
旅に出発し、やがてバリへと行き着ぐそこでジョヴ 
ァンニは、ニコラ•フラメルのグリモワール （= 魔導 
書）を発見。その本こそ、まさしくボンパトゥスの本 
の失われた部分の翻訳書であった。エデンの果実 
と通じる不思議な力のおかげで、ジョヴァンニはフ 
ラメルの翻訳が意味をなさないことに気づぐジョ 
ヴァンニとマリアがバーゼルに戻るとボンバトゥス 
はすっかり正気を失っていた^そこで2人は彼の研 
究所に押し入り、例の本を盗み出した。 

後にジョヴァンニはマリアと結婚し、子供を1人 
もうける。彼は水晶髑髏の研究を続け、それからの 
20年、 1 H に少なくとも1時間は秘宝を眺めて過ご 
彼のそんな献身的な努力は、1542年、遂に報 
われる。アーティファクトがジョヴァンニにあるヴィジ 
ョンを見せたのだ。そこには、中国人の格好をした 
男性がおり、自分自身の髑髏を持って t ゝたという。 


3:D:2 

as 

UBERT0 

ALBERTI 

ウベルト•アルベルティ 

ウベルト•アルベルティ（1416年-1476年）は、フィ 
レンツェの法律家、政治家で、1476年のテンブル騎 
士団のフィレンツェ制圧の企てに一枚嚙んでいた。 

ウベルトは独孕で法律を習得したにもかかわら 
ず、イタリアで最も優れた犯罪専門の弁護十の1 
人となる。彼は裁判で負け知らずだった。その結 
果、アルベルティはフィレンツエのゴンファロニエ 
ーレという一流の地位を与えられた。長いこと、ア 
ルベルティはロレンツォ•デ•メディチとジョヴァン 
二•アウディトーレの親友で協力者だったが、メデ 
ィチ家の銀行がアルベルティの邸宅を差し押さえ 
て、家族を立ち退かせて以来、彼らの仲はぎくしゃ 
くしたものになってしまった。そんな折り、テンプル 



騎十団はアルベルティに近づき、土地、金、権力を 
提供すると申し出る。その見返りは、長年の友人た 
ちを裏切ることだった。最初、アルベルティは躊躇 
したが、愛する者たちの安全が守られることを条件 
に、この提案を受け入れた。 

アルベルテイの仕事は、テンプル騎士たちの口 
レンツォ•デ•メディチ暗殺計_を秘密にしつつ、彼 
らの仲間の1人とすり替わることだったが、ジョヴァ 
ンニ•アウデ仆ーレが陰謀を嗅ぎつけてしまったた 
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め、アルベルテイはジョヴァンニと息子 2 人を反逆 
罪で逮捕することになった。翌日、3人は死罪を宣 
告され、その場で刑は執行された。しかし、アルべ 
ルテイの勝利は M く続かなかった。処刑後ほどな 
くして、彼はジョヴァンニの唯一生き残って V 、た息 
子エツイオに暗殺された。 


3:D:2 

OCTAVIAN DE 
VALOIS 

オクタヴィアン•ド•ヴァロワ 

フランス貴族のオクタヴィアン•ド•ヴァロワ 
(1448年-1503年）は、ヴァロワ朝の男爵であ 
り、テンプル騎土団の一員でもあった。軍事経験 
はほとんどなかったものの、フランス国王ルイ12世 
とつながる遠緑のッテもあって、彼はミラノやナポ 
リを目指す遠征隊の指揮を任される。1499年、彼 
はチェーザレ•ボルジアと出会い、協力関係を結ん 
だ。1500年にチェーザレがモンテリジョーニに侵攻 
した際、ド•ヴァロワ男爵も現地におり、その後はボ 
ルジア家のローマ支配の手助けをした。 

1500年から1503年にかけて、彼のフランス軍 
は、バルトロメオ•ダルヴィアーノの傭兵部隊との 
戦 t ゝに巻き込まれ、その攻防戦に多くの時間を費 



やした。最初は彼の軍隊が優勢だったが、エツイ 
才•アウデ仆ーレが同地域でのボルジア支配を崩 
壊させてしまうと、バルトロメオたちへの圧力が緩 
み、膠着状態が続いた。この事態を解決させるベ 
ぐド•ヴァロワは傭兵隊長の妻パンタシレアを誘 
拐。人質の命と引き換えに、バルトロメオの降伏を 
要求した。しかし、バルトロメオとエツイオは傭兵た 
ちとともにフランス部隊の野営地に押し入り、激し 
い戦闘が展開される。ド•ヴァロワはパンタシレアを 
盾にしようとしたが、エツイオに殺された。 


3:D:2 

MICHELETTO 

C0RELLA 

ミケ□ット•コレーリア 

傭兵隊長であり、テンプル騎士でもあるミケロッ 
卜•コレーリア（1470年-1506年）は、チヱーザレ • 
ボルジアの一番の右腕として活躍した。彼はチェ 
ーザレと-‘緒にローマで育ち、チェーザレの最も 
忠実な腹心の1人だった。また彼は、監督者として 
チェーザレの養子ジョヴァンニに厳格な態度で接 
したため、ジョヴァンニは冷酷非道なミケロットを嫌 
うようになっていった。 

1503年、ミケロットは、コロッセオでの演劇の最 
中、ルクレツイアの恋人ビエトロ •ロッシを暗殺しよ 
うと試みたが、エツイオ•アウデイトーレに殺害の邪 
魔をされてしまう。 

同年にチ x —ザレが失脚し、逮捕されても、ミケ 
ロットは生き延びた。フイレンツェの法執行機関に 
よって収監され、拷問を受けたものの、彼はスペイ 
ンに逃げ、1506年にはモタ城に幽閉されていたチ 
ェーザレの脱獄を手助けした。さらに、ヴァレンシ 
アでチヱーザレが軍を集めるのにも協力したが、 
アサシンによって計画は台無しにされる。この大失 
態に激昴したチェーザレに激しく非難されたため、 
カッとなった彼はチェーザレを殺そうとしてしまっ 
た。乱闘の末、相手の力に及ばなかったミケロット 
は、長年仕えたチェーザレの刃に倒れた。 
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THE PAZZI CONSPIRACY 


パッツィ家の陰謀 



3:D:3 

THE PAZZI FAMILY 

パッツィ家 

パッツィ家はトスカーナの貴族家系だったが、フィレンツェ 
の政界に進出するため、1381年に貴族の称号を返上し、銀 
行業務に深く携わるようになる。テンプル騎上団とつながり 
を持った彼らは、1478年、フィレンツェ掌梶のためにロレンツ 
才とジュリアーノのメディチ兄弟の暗殺計画を主導した。この 
歴史的出来事は、“パッツィ家の陰謀”として知られている。 

ヤコポ•デ•バッティ(1421年-1480年）は、陰謀のあった当 
時のパッツィ家、パッツィ銀行の中心的存在だった。やや考え 
方が古ぐ実際に貴族の身分を取り戻せな V ヽかと嘆願したこ 
とがあったという。フィレンツェ市内では大変尊敬されていて、 
パッツィ家賛同者を集める役口を任されていた。計両失收後、 
ヤコポはフィレンツェから脱出し、共謀者の中では最も長く逃 
亡していた。しかしながら、彼は陰謀の不成功を理由に、テン 
プル騎士団総長のロドリゴ•ボルジアに殺害されてしまう彼 
の遺体は埋葬されたが、民衆によって掘り起こされ、冒浇され 
る。ヤコポのような罪人を肉分たちの土地に埋めておくと、自 
然災害を引き起こすと彼らは信じていたのだった。 

フランチェスコ.デ•パッツィ（1444年-1478年）はヤコボの 
甥で、家族ぐるみの陰謀の一番の立役者であった。貴族出身 
であることを誇りに思っていたフランチェスコは、メディチ家の 
台頭を快く思って t 、なかった。アサシンであるジョヴァンニ•ア 
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>ヤコポ•デ•パッツィ 




ウディトーレの活躍で、彼は一時逮捕されて t ゝたものの、ジョ 
ヴァンニが死刑になった後に釈放され、ロレンツォ•デ•メディ 
チの弟ジュリアーノを殺害した。その点では、部分的に陰謀は 
成功だったと言える。フランチヱスコは、メディチ兄弟襲撃後 
の混乱の中、シニョーリア広場を制圧しようとしたが、エツィ 
才•アウデ仆ーレに仕留められ、建物の屋根から W るされた 

ヴィエリ•デ•パッツィ （1459 年-1478年）はフランチェスコ 
の息子で、バッツィ家の陰謀関与者の中で最年少だった。極 
めて競争心が強ぐ10代になってからは特にエツィオ•アウデ 
ィトーレに並々ならぬ対抗意識を燃やしていた。そして、2人 
の対立は次第にエスカレートしていぐヴィエリは、1476年に 
テンブル騎十団に父と兄弟を殺されてモンテリジョーニへと 
向かうエツィオを待ち伏せし、殺そうとした。その後彼は、自軍 
を率いてサン•ジミニャーノに攻め込み、マリオ•アウディトー 
レの傭兵部隊と衝突。最終的には、宿敵エツイオの手で死ぬ 
ことになった。 




S3 


THE PAZZI 
CONSPIRATORS 

パッツィの共謀者 

1478年のフィレンツヱ君主ロレンツォ•デ•メディチと弟ジュリアーノの暗殺計画 
-パッツィ家の陰謀-の共謀者は、テンプル騎士団に属する一派だった。 

フランチェスコ•サルヴイアーテイ•リアーリオ （1443 年-1479年）は、フィレ 
ンツェでは知られる家の出身で、この街の大司教になることを望んでいた。し 
かし、その役職にはロレンツォの義弟が任命され、教皇はフランチェスコをピ 
サ大司教に就かせた。ところが、この決定を事前に相談されて V 、なかったロレ 
ンツォは立腹し、フランチェスコがピサ大司教になるのを許さないと言い出し 
たのだ。この一件がきっかけで、フランチェスコは陰謀に参加した：他の共謀 
者のため、彼はシニョリーア広場を占領する筋書きになって t 、たが、彼の傭兵 
が部屋の1室に逃げ込み、鍵をかけてしまったため、フランチェスコは路線変 
更を余儀なくされる。大旬教のローブを脱ぎ捨てたフランチェスコは、なんとか 
トスカーナの 村へ 逃亡することができた。しかしその後、 エツ ィオ•アウディトー 
レに発見され、始末された。 

ベルナルド•デイ•バンデイーノ•バロンチヱッリ （1453 年-1480年）はパッツ 
イ家の銀行員の1人で、メディチ家がいとこを追放したことを根に持ち、陰謀に 
加わった。後に彼は街を離れ、コンスタンティノープルを目指そうとしたが、サン • 


ジミニャーノでエツィオ•アウディトーレに阻止された,彼はフィレンツェに引き 
戻され、絞首刑に処された。 

修道僧のステファノ •ダ•バニョーネ （1418 年-1479年）は、パッツィ家以外 
の陰謀参加者の1人である。彼はテンプル騎士でもあり、ローマで殺害方法 
を訓練して t ヽるところだった。陰謀に関わった聖職者は2人 V ゝたが、彼はその1 
人。彼以前に参加していた教皇軍傭兵隊長のバッティスタ•モンテセッコは、 
陰謀にあまり乗り気ではなぐ教会内での殺人を拒んだため、その後ステファ 
ノが声をかけられたとも言われている。ロレンツォ暗殺に失敗した後、彼はトス 
カーナのモンテオリヴェート•マッジョーレ修道院に避難していたが、他の者た 
ちと N 様、エツィオに追跡されて、命を奪われた。 

最後の共謀者はアントニオ•マフヱイ （1450 年-1478年)で、彼もまた修逍 
僧だった。フィレンツェ軍に故郷のヴォルテッラが破壊されたことでメディチ家 
を恨んでいたマフェイは、テンプル騎士団への支援を決意。この件を詮索して 
いるアサシン、ジョヴァンニ•アウデ仆ーレを妨害するべぐフィレンツェのゴン 
ファロニエーレ、ウベルト•アルベルテイに協力した。ステファノと同じぐマフェ 
イもモンテセッコが作戦から退いた後に正式に陰謀に加わった。ところが、計 
両が失敗すると、彼は正気を失ってしまう。エツイオに見つかったとき、彼はサ 
ン•ジミニャーノの最も高い塔の上から延々と説教を垂れていたのだ。そして、 
その口はアサシンによって永遠に封じられた。 
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THEXENETIAN 

CONSPIRACY 

ヴエネツイアの謀略 


3:D:4 

THE VENETIAN 
CONSPIRATORS 

ヴェネツィアの共謀者 

ヴェネツィアの第72代総督ジョヴァンニ•モチェニーゴを殺害し、街を乗っ取 
るというロドリゴ•ボルジアの計画に関与した共謀者たちは、皆、テンプル騎士 
団に属していた。 

エミリオ•バルバリーゴ (1421 年-1485年）は、ヴヱネツィアの豪商で貴族 
だった。彼は、商才とバリバルーゴ家のコネクションをうまく利用して大きな成 
功を収め、1485年までにヴェネツィア商業地区のほとんどを牛耳り、街の番兵 
の多くを金で買収していた。エミリオは街の盗賊ギルドと揉めており、少なくと 
も1度は彼らに命を狙われた。しかし、エミリオの守りの固い宮殿は盗賊たちを 
寄せつけなかった。それでも、団結した盗賊たちとアサシン、エツィオ•アウディ 
トーレによって鉄壁の防御態勢は崩され、エミリオの命運は尽きた。 

カルロ•グリマルディ（1445年-1485年）は、ヴヱネツィア政府の中枢機関 
“十人委属 会”のメンバ' 一である。 コンタリーニ 家へ忠節を尽くして この 地位 
にのし上がった彼は、表向きは総督と親交を深めていた。しかしその友情を利 
用し、グリマルディはドゥカーレ宮内で総督に致死量の毒を持ったのだ。しかし 
その直後、彼自身もエツィオによって殺される。 

マルコ•バルバリーゴ（1413年-1486年）は、テンプル騎士団がモチェニ 
ーゴの後釜にと考えて t ゝた人物だった。無事に総督に選ばれたマルコだった 
が、在任期問わずか1年で、自分が主催した力ーニヴァルの宴の席でエツィオ 
に暗殺された。 
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> エミリオ*パルパ l >— ゴ 













> カル□•グリマルディ 


ダンテ•モロ （1460 年-1486年）は、元来ヴエネツィア警備隊の隊長であっ 
た。ダンテの妻カルロッタを欲したマルコ•バルバリーゴは、ダンテ殺害を計 
画:彼はかろうじて死を免れたものの瀕死の重傷を追い、精神的にも大きなダ 
メージを受けた。ダンテに記憶が残っていな t 、ことをい t 、ことに、マルコはカル 
ロッタを奪っただけでなぐ彼を自分の護衛として雇ったのだった。ダンテはマ 
ルコよりも生き長らえたが、結局、アルセナーレでシルヴィオ•バルバリーゴと船 
に乗ろうとしたときにエツィオに殺された。 

シルヴィオ•バルバリーゴ （1435 年-1486年）は、イル.ロッソとして知られる 
ヴエネツィアの尋問官で、マルコ•バルバリーゴのいとこに当たる。若い頃、ソ 
ランツォ家が伯父を狙っていると勘づいた彼は、その一家をイースターの復活 
祭の際に始末させ、暗殺計画を木然に防いだ。しかし10年後、シルヴィオはか 
つて命を救ったその伯父を、財産を独り占めにした V ゝがために、死に迫 t ゝやる 
のだった,総督ジョヴァンニ•モチェニーゴの暗殺では、使用された毒を調達す 
る役目を担っていた。マルコ•バルバリーゴが死んだ後は、要塞化されたアル 
セナーレに移り住んでいたが、バルトロメオ•ダルヴィアーノの傭兵部隊に襲 
撃されてしまう。シルヴィオは船に乗って逃げようと試みたが、遂にはエツイオ 
に捕まり、鉄槌をドされた。 


>ダンテ•モロ 


>シルヴィオ*バルパリーゴ 
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THE CONSTANTINOPLE 

CONSPIRACY 

コンスタンティノープルの対立 



3:D:5 

22 

PRINCE AHMET 

アフメト皇子 

アフメト皇子（1465年頃-1512年）は、スルタ 
ン、バヤズィト2世に正式な後継者として指名さ 
れ、オスマン帝国次期皇帝と目されていた。アフメ 
卜は、外見 h は人当たりが良ぐ父の戦争への嫌 
悪感を井有する息子であった。その点で、彼はス 
ルタンの必要条件——すなわち、スルタン貞属の 
イェニチヱリ部隊の支持を得ること^—を果たせ 
るとは思われて V ゝなかった。しかしながら、実のとこ 
ろアフメトは高位のテンプル騎士であり、ビザンテ 
ィン帝国の残党のテンプル騎士たちが父の帝国 
に対して論む反乱を、誰にも知られぬよう強力 
に支持していたのだ。その結果、オスマン帝国の 
れっきとした皇子である彼は、自国とテンプル騎士 
団、どちらを優先させるかの板挟みに陥ることも多 
かった。 

実は、アフメトは別な計画も温めていた。マシャ 
フの鍵の1つを発見し、調べていくうちに、アルタ 
イルの謎の書物庫に封印されているとウヮサされ 
る第一文明の知識を得たいと強く願うようになっ 
ていたのだ。アサシンの山砦に隠された情報を手 
に入れさえすれば、オスマン帝国を支配しながら、 
テンプル騎士団の方へ導かせることができ、国が 
混乱状態にならずに済むとアフメトは考えていた。 
スルタンの座を狙う弟のセリムがイェニチェリの 
後押しを得たことで、マシャフの鍵の獲得は、彼に 
とってますます不可欠となっていた二の結果、兄 
弟の対決は避けられなくなり、アフメトが帝国を裏 
切ってもゾことして、セリムが彼を死に追 t 、やった。 
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3:D:5 

PRINCE SELIM 

セリム皇子 


“冷酷帝”とも呼ばれたセリム皇子（1465年- 


1520年）は、気性が荒ぐ意志の岡 I ゝ男だった。詩 
人のような感性と信心深さを兼ね備えつつも、常 


に戦いに飢えた大胆な戦士であり、過剌ともいえ 
る出世欲の持ち主でもあった。その繊細でありな 
がらも激しい性格は、チェーザレ•ボルジアを彷彿 
とさせる。しかし、セリムはテンプル騎士ではなかっ 
た彼は生粋のオスマン人で、父の帝国が世界中 
に広がるのをこの目で見たいと願っていた。 


スルタン、バヤズイト2世の一番末の息子という 
こともあり、セリムが正当な手段でスルタンの座を 
継承するのは絶望的だった。そこで彼は、イエニチ 


エリの支持を密かに獲得し、力づくで皇位継承者 


の権利を奪おうと決意。そして、父親に対して本気 
で戦 t ゝを挑むべく準備を始めるのだった。数年に 
渡る衝突の末、軍配はセリムに上がった。1512年 
の初め、バヤズイトは退位し、皇帝の座をお気に 
入りの息子アフメトではなぐセリムに渡すこととな 
る。それから1ヶ月もしないうちに、バヤズイトはこの 
世を去ったが、その死が病気によるものだったの 
か、それとも、もっと非道な死因だったのかは今も 
わかっていない。 


セリムは、オスマン帝国の歴史の中で、現職の 



スルタンではなぐイェニチェリ自身が選んだ初め 
ての指導者となった。 
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3:D:5 

25 

MANUEL 

PALAIOLOGOS 

マヌエル•八 ° レオ□ゴス 

幼少の頃、マヌエル•パレオロゴス（1454年頃-1512年） 
は、一家の失脚の悲劇的な話と、ビザンティン帝国がオスマ 
ン帝国の属国となった屈辱に、深 t ゝ影響を受けた。青年とな 
った彼と兄のアンドレアスは、祖国を取り戻すためにテンプル 
騎士団に参加 3 しかし、直接的な軍事手段で訴えようとするア 
ンドレアスとは異なり、マヌエルはもっと穏やかに、だが巧妙な 
駆け引きで目標を達成させる方を好んだ。彼はオスマン帝国 
の首都に移り、潤沢な年金と引き換えに自分のビザンティン 
帝国皇位の権利をバヤズィト2世に売ったのだった。その後 
まもなく、彼はオスマン帝国海軍に入り、イスラム教に改宗し 
た。こうしてマヌエルは、教養があり、好奇心旺盛で、第2の祖 
国を誇りにする、まさに現代オスマン人の見本となる。しかし、 
これは表向きの顔であって、その下には腹黒さが渦巻いてい 
た。毎月大勢の忠実なビザンティン帝国の人間を市内に入 
れるという、バヤズィトの寛大な移民政策を利用しようとした 
のだ。1500年半ばまでに、マヌエルはオスマン帝国に流入し 
たビザンティン帝国軍残党のテンプル騎士を掻き集め、相当 
規模の軍隊を編成していた。 

狡猾ではあったものの、富への執着と道楽を好む強 I ゝ傾向 
が優先され、マヌエルは真のテンプル騎 h 団指導者にはなれ 
なかった。他の言葉で言 I 、換えれば、彼はすでに手に入れた 
高い地位を仕方なく乱用していたのだ。1509年頃、スルタン 
が気に入っている長男のアフメト皇子は、他のどんな文化を 
強要されるよりもテンプル騎士団の思想に興味を持った。そ 



して、マヌエルがテンプル騎上団とつながっており、組織に 
参加し20年経って t ゝる事実を知る。若くカリスマ性を持つア 
フメトは難なぐ J ーダーの位置に入り込み、一方の60歳近い 
マヌエルは、すでに将来スルタンの座が保証されているこの 
青年に指挿を取らせ、自分は気楽に2番目の地位で I 、るのを 
心地よく感じていた。マヌエルが最終的にアフメトに反旗を翻 
し、皇位を奪うつもりだったのかどうかはわかっていない。その 
前に、カッパドキアでエツイオ•アウデイトーレに暗殺されてしま 
ったからである。 
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SHAHKULU 


シヤクルー 


東アナトリアにある抑圧を受けていたトルクメン 
人民族の生まれだと t ゝう以外、この冷酷な兵士の 
人生についてはほとんど何もわかっていない。帝 
国の国境近くで脊った彼は、オスマン人の襲撃で 
孤児になった後、若年期にテンプル騎士たちと出 
会った。テンプル騎土団の思想に反対する者は 
全て抹殺すると V ゝうすさまじ t ゝ彼の決意は、もはや 
オスマン帝国への憎悪を超えていた。尊敬を集め 
るリーダーでもあったが、シャクルーは冷徹な戦略 
家かつ人を震え上がらせる戦士で、軍隊の中でい 
かに部下に恐怖を植えつけ、忠誠心を強化させる 
かを知っていた。 


マヌエルのもとでは、ビザンテイン帝国から呼び 


寄せた者や、オスマン帝国生まれでマヌエルに仕 


えるようになった者もテンプル騎士として活動して 


おり、シャクルーは最初彼らに対して頑なな態度 


を取っていた、しかし、団に対する恭順と献身を誓 


い、同じ思想を信じる者同士として、彼の中に仲 


問意識が芽生えていぐカッパドキアの洞窟で、彼 


とマヌエルは大規模軍隊に武装をさせ、オスマン 


帝国襲撃の增備を進めていたが、エツイオ•アウ 


デイトーレによって、そこが彼の死に場所になって 


しまった。 
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OTHERS 

その他 



3:D:6 

GIROLAMO 

SAVONAROLA 

ジローラモ•サヴオナ□ーラ 

ジローラモ.サヴオナローラ（1452年-1498年） 
はドメニコ会の修道士。彼が思う完璧な宗教的共 
和制を目指し、1494年から1498年の問、エデンの 
林檎を使用してフィレンツヱを統制した。 

フェラーラで生まれたサヴオナローラは、1475年 
に修道僧となり、1480年の大部分をフィレンツェで 
魂の浄化を説 V 、て過ごしたが、ほとんど効果はなか 
つた。1487年にフィレンツェを離れ、翌年にはフオル 
リに移動した。そこに到着した際、サヴオナローラ 
は、強力なアーティファクト——エデンの林檎—— 
が街に持ち込まれていることを耳にする。ゥヮサを 
頼りに探しまわった彼は、とうとうアサシン、ェツイ 
才•アウデイトーレからエデンの林檎を盗み出した。 


フイレンツエに 戻ったサ ヴォナローラは 林檎の力 
を 借り、重要組織の指導者をはじめ民衆の心を操 
り、街を支配下に収めた。ルネッサンスは道徳の 
退廃を招いていると妄信した彼は、全ての絵_、 
書物、その他の贅沢品を没収、焼却せよと呼びか 
ける。しかし1498年、アサシンが不満を抱えていた 
民を動かしてサ ヴォナローラを 失脚させ、彼は火あ 
ぶりの刑に処された。だがエツイオは慈悲を見せ、 
業火で生きたまま焼かれる苦痛を味わうよりも速 
やかな死をこの修道僧に与えた。 


3:D:6 

s 

CHARLES DE 
LA MOTTE 

シャルル•デ•ラ•モット 

フランス人侯爵シャルル•デ•ラ•モットはテンプ 
ル騎士団の一員で、教皇軍指揮官チェーザレ•ボ 
ルジアの協力者であった。熟達した戦士である彼 
は、フランス傭兵部隊を率いていた。 

デ•ラ•モットが最初にチェーザレとアサシンの抗 
争に巻き込まれたのは、1503年のことだった。イタリ 
ア南都部のバルレッタで、彼はフランス人騎士がイ 
タリア人騎士よりも優れて^ゝることを示す勝ち抜き 
試合に出場する。 

アサシンたちはこのイベントを利用し、フランス 
人騎士の弱さを見せつけてチェーザレを幻滅さ 
せ、彼とフランスとの紳を揺るがせようと tl 論む。 
そこで彼らは勝负会場に潜り込み、フランス騎士 
たちの食料に毒を仕込んで彼らを弱らせた。こうし 
て、イタリア人騎士が勝利を収めることになった。 

ところが、アサシンたちの 工作 にもかかわらず、こ 
のバルレッタでの催しは、チェーザレとデ•ラ.モット 
の閲係にほとんど影響を与えなかった。同年、チヱ 
ーザレはアサシンを隠れ家からおびき出すために、 
デ•ラ•モットとその軍隊を ローマに 招ぐ策略は成功 
し、 M 結したフランス軍と教皇軍の力の前に、アサ 
シン側は多くの犠牲者を出すこととなった。 


3:D:6 

SB 

GIULIAN0 & 
LORENZO DE' 
MEDICI 

ジュリアーノ & □レンツォ•デ•メディチ 

ロレンツォ•デ•メディチ（1449年-1492年）は、 
“イル•マ ニーフィコ” （= 豪華王)とも呼ばれるイタリ 
ア人外交家、政治家、芸術のパトロンである。20歳 
でメディチ家当主となり、フィレンツェ共和国の支配 
権を受け継 t ゝだ彼は、この街の黄金期を導 I ゝたとも 



言われている。ロレンツォの統治下で、フイレンツエは 
ルネッサンスの中心、そして、レオナルド•ダ•ヴインチ 
やサンドロ •ボッティッチエリといった芸術家の活動 
拠点となった。 

ロレンツォが少年だった頃、ジョヴァンニ•アウディ 
トーレがアルノ川で溺れた彼を救った。この出来事 
がきっかけで、ロレンツォとアウディトーレ家の長い親 
交が始まり、彼はアサシン教団の協力者となったの 
だった。1476年、テンプル騎士団がジョヴァンニを処 
刑し、2年後、彼らはロレンツォの命を狙おうとした。し 
かし彼は、ジョヴァンニの息子エツィオに助けられる。 

ジュリアーノ.デ.メディチ（1453年-1478年）は 
ロレンツォの弟。端正な顔立ちで魅力的な彼は、市 
民に愛される存在だった。不幸にも、1478年、フィレ 
ンツヱ制圧を西的としたテンプル騎上団の陰謀に 
より、ジュリアーノはベルナルド•バロンチ ヱッ リとフ 
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ランチ エスコ •デ•パッツィに刺殺されてしまう。サン 
夕•マリア•デル•フィオーレ大 1 g 堂で息絶えた彼の 
身体には19ケ所も刺された痕が残って t ザこという。 


3:D:6 

ss 

LUDOVICO & 
CHECCO 0RSI 

ルドヴイコ&チェッコ•オルシ 

ルドヴイコとチェッコのオルシ兄弟は、15世紀後 
半のフォルリの貴族である。小さな街での暮らしに 
退屈して t 、た2人は、金貸業を始めた。彼らは事業 
に成功するが、それは借金を返済しなかった者を 
容赦なく殺して V 、たからだとも言われている。1488 


年、カテリーナ•スフォルツァがフォルリ城主の夫ジ 
ローラモ•リアーリオの暗殺をこの兄弟に依頼後 
に彼女は、ジローラモがテンプル騎士だったことを 
知る。4只14口、2人は城内に侵入し、白昼堂々とジ 
ローラモを殺害した。 

その後、テンプル騎上団総長のロドリゴ•ボルジ 
アが、フォルリを掌握してジローラモが作成した地 
図——アルタイル•イブン•ラ•アハドの写本の在り 
処をホす——を人手すベぐ兄弟を雇った。彼らが 
包囲攻撃を什掛けたとき、エデンの林檎の隠し場 
所を求め、ニッコロ •マキャヴェリと エツ イオ•アウデ 
イトーレの2人のアサシンがちようどフォルリに到着 
したところだった。ルドヴイコとチェッコはこの機会 
に飛びつき、カテリーナの子供たちをさらって、林 
檎と交換しようと試みた。結局2人は エツ イオに暗 
殺されるのだが、チェッコは エツ イオに重傷を追わ 
せた。そして、エデンの果実はジローラモ•サヴオナ 
ローラの手に渡ってしまうのだった。 


3:D:6 

PEROTTO 

CALDERON 

ペロット•カルデロン 

ペロット•カルデロン(生年不詳-1498年）はア 
サシン教団のメンバーで、ジョヴァンニ•ボルジア 
の父親だと言われている。 

ペロットの人生の多くは謎に包まれたままで、彼 
に関して残存している記録の最初の記述では、 
彼は、若い_家のアサシン、フランチェスコ•ヴェッ 
チェリオの指導者をしていた。1498年、彼はロドリ 
ゴ•ボルジアの密偵になりすましてスパイ活動をし 
ていたのだが、当時修道院に閉じ込められていた 
ルクレツィア•ボルジアと連絡を取る任務を任され 
ていた。時が経つうちに2人の距離は縮まり、やが 
て恋愛へと発展する。 

しかし、 M 恶の事態が起きてしまう。ルクレツィア 
は奸娠し、生まれた子供——ジョヴァンニと名づけ 
られた息子——は深刻な欠陥を持っていたのだ。 
ペロットが本当の父親な のか どうかは明らかでは 



>ルドヴイコ•オルシ 



>チェッコ•オルシ 


な V ゝものの、ジョヴァンニが誕生したことで、2人の 
関係が露見。ペロットはボルジア兵から暴行された 
あげくに収監される。ジョヴァンニを助けたいという 
気持ちに突き動かされ、彼は脱獄し、子供を取り戻 
す。どの医者もジョヴァンニの治療にさじを投げた 
が、ペロットはアサシンが所有する、あるアーティフ 
ァクトの存在を知っていた。不思議な治癒能力を 
持つ聖骸布だ。彼はアニヤデッロに赴くが、秘宝の 
番をしていたアサシンたちからそれに触れることを 
拒絶される。必死だったペロットは彼らを倒し、ジョ 
ヴァンニを治すために塑骸布を使った。 

しかしながら、信条に背 V ゝたペロットの行為は許 
されるべきものではなかった。アニヤデッロに集結 
した教団メンバーに、彼は巧みな弓矢の技で対 
杭して v ゝたが、最後には彼らに M し、処刑された。 


215 









DANIEL 

CROSS 


ダニエル•クロス 



-■: rfkf^ 


艺 8 i i 8 


ダニエル•クロス （1 974年生まれ)は、□シア人アサシン、 
ニコライ*オレノフの20世紀の子孫である。先祖の記憶の幻 
影に悩まされた彼は、ドラッグとアルコールに依存するように 
なり、あげくの果てには犯罪者になってしまう。2000年/彼 
は現代アサシンの指導者だった導師の暗殺に関与し、その結 
果、アサシン教団はほぼ壊滅に近い状態となった。 


ダニエルは、幼 t ゝ頃にアブスターゴ社に誘拐された。被験体4号となった彼 
は、ウォーレン•ヴィディックに遺伝記憶を探られ、意識には実験が施されること 
となった。ヴィディックはダニエルに偽のアイデンティティーを埋め込み、アサシ 
ンの導師を探し出し、殺害するという衝動も意識の奥に隠し込んだのだった。 

初期の段階で完璧に設定されたダニエルは、実験施設の外へと放たれた。 
車で通りかかった夫婦がダニエルを発見したが、彼はロシア語しか話せなくな 
っていた。実はダニエルは、ロシア語を話す知らない人々のヴィジョン——実 
際には、彼の祖先ニコライ•オレロフの遺伝記憶だった——に取り憑かれてい 
たのだ。そして、やがて彼はドラッグとアルコールに手を出し、依存症になって 
しまう。不安定で暴力的になり、刑事上の有罪判決も受けた釈放された後、 
ダニエルは裁判所から治療を受けるよう命じられるが、頭を麻痺させるような 
投薬治療を嫌がるようになる。精神分析医の不快な面談の後、彼はドラッグと 
は手を切ったものの、酒を飲んでは大騒ぎするようになった。薬なしでは、ダニ 
エルの幻覚は堪えがたくなる一方で、彼は、祖先が1888年にアレクサンドル3 
世の殺害を試みた現場までをも目撃する。混乱したダニエルは、通りに転がり 
出た。たまたま外にいた人が手を貸そうとすると、おまえはテンプル騎士だとダ 
ニエルは責め立て、あやうくその人物を刺してしまうところだった。アサシン教 
団のメンバー、ハンナ•ミュラーがダニエルの凶行を未然に防ぎ、彼を車に乗 
せて走り去った。 

ハンナはダニエルを路上で見かけたとき、テンプル騎士の名前を挙げてい 
たので彼も自分のようなアサシンだと信じたのだが、実際は彼が教団や敵に 


ついて何の理解もしていなかったことにショックを受ける。その後、ダニエルは 
気を失い、目覚めたときには自分がアサシンのトレーニングキャンプにいること 
に気づいた。ハンナはダニエルを、キャンプの監督官ポール•ベラミーのところ 
へ連れていぐ彼らはダニエルが誰なのか探したものの、アサシンの個人ファ 
イルのどこにも彼の記録はなかった。しかし、ダニエルの手首にはアサシン教 
団のシンボルのタトゥーが彫られおり、教団に関する幻覚を見ていることも間 
違いなかった。ダニエルが新たなヴィジョンを見、祖先の言葉を話し始めたと 
き、彼は“ツングースカ”という言葉をつぶやいたので、ベラミーはもっと情報を 
寄こすようにとダニエルに催促した。ダニエルは悪態をつき、逃亡しようとした 
が、2人のアサシンに連れ戻されてしまった。ところが、あっと t ゝう 間にダニエル 
はその2人を無力化してしまったので、ベラミーはこれ以上暴力を振るわないよ 
う、アサシンブレードで彼を脅した。ベラミーはダニエルを部屋に閉じ込め、そ 
の間に彼の調査は進められた。 

同じ晩、ダニエルはハンナに、治療薬を取りに自宅アパートに戻りた V ゝと懇願 
した。ハンナは仕方なく彼を家に連れていったものの、最後の錠剤もすでにダニ 
エルは捨てて^ゝたことがわかった。ダニエルの精神が崩壊し、ハンナは彼をなだ 
めようとしたが、そのとき、そこにべラミーが突然現われる。なんでもべラミーの上 
位のアサシン、ビル•マイルズから、アサシンの一行が1908年にツングースカに送 
り込まれたことがあると聞かされたと t ゝうのだ,そして、そのときの唯一の1人生き 
残ったが、ダニエルの曾祖父ニコライ•オレロフらしい。その先祖の名前を耳に 
した途端、ダニエルは別の幻覚に襲われる。ベラミーがそのヴィジョンを解明し 
ようとしたとき、ダニエルは彼を殴り、屋根の上に上がって逃げ出してしまった。 
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ベラミーとハンナも急 t ゝで後を迫った。追跡劇が展開される 
傍ら、ダニエルは1908年のミッションのその後の様子を目撃し 
ていた。やがて、そのイメージに圧倒され、ダニエルは崩れ落ち 
るのだったが、混沌とした中で、彼は突如として“目的”を悟る。 
ハンナに取り押さえられながら、ダニエルは自分がしなければな 
らな V 、ことが判明したと明かす。それは、導師を探すことだった。 

2年もの間、ダニエルはどこにいるかわからない導師を求 
め、世界各地を歩き回った。探し出せたアサシン組織は全て 
訪ねていき、あちこちで助けを求めた。そして2000年11月、ダ 
ニエルが導師を探して t ゝることを聞きつけた2人の男が、アバ 
一卜に押し人り、彼を鎮静剤で黙らせた。翌朝、目を覚ましたダ 
ニエルは、自分がドバイに I 、ることに気づぐそして、目の前に 
は探し求めていた人物がいた。 

導師はダニエルのヴィジョンの話を聞いて、ずっと関心を 
持っていたと話す。そして、ダニエルに教団に入ってほしいと 
思っていることを明かし、さらに、ゆくゆくは自分の後継再にし 
たいとまで言った。導師はダニエルに自身のアサシンブレー 
ドを贈り、儀式的なものになってしまったが、今でも武器とし 
ての機能は十分に果たすと説明した。ダニエルがアサシンの 
秘密の武器を腕に巻 V ゝた瞬間、その行為が引き金になり、意 
識の奥に隠されていた“衝動”が目を覚ました。そして、すかさ 
ずアサシンブレードの刃を導師の首に突き立て、殺害したの 
だった。彼は即座に我に返り、激いゝ罪悪感に襲われて混乱 
してしまう。部屋の外から声が聞こえ、ダニエルは慌てて窓か 
ら海に飛び込んだ。 


道に迷い、1人きりになったダニエルは、結 R アブスターゴ 
社に戻った。そして、アサシンの隠れ家の居場所について詳 
細な情報を打ち明けた。彼はアニムスに再び入らせてくれと 
頼み、先祖の記憶を探索する。現実と自分が起こしてしまっ 
た恐ろし V 、事実から逃れ、ダニエルはようやく安堵することが 
できた。ダニエルから与えられた情報に基づき、アブスターゴ 
社は人粛清を開始する。こうしてアサシンはほぼ全滅に近い 
状態になってしまう。 

しかし、ダニエルの現実逃避は M く続かなかった。彼が今、ど 
のような状態にあるのか不明だが、テンプル騎士団の支配 M 
の中にその名前があったと報告されている。ただし、こう t 、っ f こ 
ウワサが正 U 、のか、アサシンたちもその裏は取れていない。 
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FRIENDS VALUES 


友と協力者 


3:E:1 

S 

HANNAH 

MUELLER 

ハンナ•ミュラー 

現代のアサシン、ハンナ•ミュラーは、1998年に 
ダニエル•クロス ——テンプル騎士の潜伏工作 
員——を発見し、教団に紹介した。多くのアサシ 
ン仲間と同様、彼女もまた教団で生まれた。彼女 
の専門はコンピュータ技術と諜報活動で、その仕 
事の性質は暴力的なものではなかった。 

ハンナは、ある夜、フィラデルフィアのナイトクラ 
ブ、エイミー•コープの外で起きた騒ぎを調べてい 
るときにダニエル•クロスを発見した。ダニエルは 
酒に酔い、しかも幻覚を見ており、ナイフを振りか 
ざして通行人を脅していたのだ。ダニエルを無謀 
なアサシンだと勘違いしたハンナは、その場から彼 
を連れ去り、街の近くにあるアサシンの秘密のトレ 
一ニングキャンプへと向かった。 

ダニエルの自滅 的なふるまいに最初は愕然と 
したものの、彼女は次第に彼の状態に同情を覚 
えていぐ彼が強迫観念から解放されるよう手を 
貸していたハンナは、やがて ダニエルの 信頼を勝 
ち得た。症状が徐々に改善されて V ゝった彼が教団 
に参加した裏には、ハンナの影響があったのだ。そ 
れから2年以上の間、ハンナは、導師を探し続ける 
ダニエルの そばに t 、続けた数少な V ゝアサシンの1 
人となる。 

2人は親しい間柄であったにもかかわらず、ハン 
ナは ダニエルのミッションの 本当の目的を予測す 
ることはできなかった。まさか殺すために導師を探 
して t ゝたなど、夢にも思わなかったのだ。 
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PAUL BELLAMY 

ポール•ベラミー 

ポール•ベラミーは、 フイ ラデル フイ ア近郊のアサ 
シントレーニングキャンプの監督官で、 ダニエル • 
クロスと最初に接触したアサシンの1人である。ハ 
ンナ•ミュラーをはじめ、近場に配されたアサシンに 
影響を与える立場の彼は、組織の管理者と V ゝう顔 
の他に、熟達した戦士としての一面も持っており、 
アサシンブレードを装着していた。 

ベラミーは、初めて会ったときから、ダニエルに 
疑念を抱いていた。質問をしていくうちに、どうし 
ても暴力沙汰に発展してしまうのだ。特に彼が幻 
覚を見て V 、るときは、近くに t ヽる者たちに襲 L 、掛か 
ったりもした。このとき、ベラミーはダニエルの状況 
に興味を覚えた。ダニエルのように、先祖の記憶 
の出来事を幻覚として体験している人間はこれま 
で見たことなかったからだ。ゆえに、ベラミーはダニ 
エルがアサシンの過去を理解する鍵を持っている 
に違いないと確信した。 

彼はハンナとは違い、ダニエルを信頼していな 
かったが、ダニエルの状態を良くしたいと真剣に 
思っていた。しかし、ダニエルの裏切りはアサシン 
教団を根底から揺るがす結果となった。導師の死 
後すぐに、ベラミーは フイ ラデル フイ アのトレーニン 
グキャンプの撤退を命じた。 
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THE MENTOR 

導師 

20供紀より前、「導師」の称号は、技能と叡智 
の並外れたレベルに達し、自身の弟子を取ったア 
サシンリーダーなら誰にも与えられていた。20世紀 
の間に、この称号は、教団が正式に定めた1人だ 
けが冠することができるものに変化していく。つま 
り、アサシン教団の中で最高位の権威として君臨 
するわけだが、導師は、今の世代から次の世代へ 
と積み重ねられてきた全ての知識を後継者に伝 
授するのだ。 

ところが、20世紀の終わりまでにアサシンの階級 
制度は壊れ、導師は推測だけに留まる存在へとな 
ってしまっていた。多くのアサシンは、導師など実 
在せず、アサシンの階級制度の誤解から生まれた 
伝説でしかな t 、と思っていた。一方、導師が t 、ると 
信じている者は、謎に包まれたままアサシン教団を 
率いて^、く戦術の天才だと考えて^ゝるのだった。 

導師になった者は皆、自由意志を通じて調和が 
促進されると確信している。ドバイにある複合施設 
から、彼は世界のパワーバランスの維持を手助け 
するため、教団の動きを監視、調整して I ヽたのだ。 

2000年11月、導師は、自分の後を継がせられる 
逸材が見つかったと思 t ゝ込んだ。その若者の名前 
は、ダニエル •クロス。 彼はダニエルを秘密の施設 
に招き入れ、教団の内部構造について教えた。教 
団への参加の証として、導師はダニエルにアサシ 
ンブレードを授けた。アサシンブレードが、テンプル 
騎士団がダニエルの潜在意識に埋め込んだ衝動 
の引き金になって蘇るなど、導師もダニエルも想像 
などして t ゝなかった。ダニエルは意に反して導師を 
暗殺してしまい、ドパ'イから逃げ出した。 
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NIKOLAI 

ORELOV 

ニコライ•オレ□フ 

△ 



19 世紀後半に生まれたニコライ•オレ□フは、アサシン教 
団□シア支部のメンバーで、く人民の意志〉という革命グル 
ープを陰で操つていた。彼はまた、ダニエル•クロスの曾祖父 
でもある。 


アサシンであったニコラスの父は、息子を小さいうちから教冏のやり方で訓 
練してきた。アサシンたちを通じて、オレロフはウラジミール•イリイチ•ウリヤノフ 
(後のレーニン）とその兄アレクサンドルとコンタクトを取るようになった。アレ 
クサンドルが、テンプル騎士団の協力者ロシア皇帝アレクサンドル3世の命を 


狙ったとして、1887年に処刑された際、オレロフは友人の死に大きく影響され、 
自分を責めた。 


1888年、オレロフはアンナと V 、う女性と結婚。彼女はほどなく第一子を奸娠す 
る。同年10月、彼はアレクサンドル3世暗殺のミッションのため、クリミア半島から 
サンクトペテルブルグまで移動することになった。皇帝と同じ列車に乗り込むこ 
とに成功したものの、途中で脱線事故が起き、ミッションは失敗に終わる。列車 
は線路を外れて大破したが、その混乱の中、オレロフはアレクサンドル3世に取 
り押さえられてしまった。しかし、皇帝は彼の命を奪うことはしなかった。そのとき 
オレロフは、アレクサンドル3世がエデンの杖——巨大なパワーを有するアーテ 
イファクト——を所持して t ゝる事実を知り、その秘宝を奪うことを誓うのだった。 


20年後、オレロフはまだ杖を探し求めていた。アサシンたちがドリンスキーと 
呼ばれるテンプル騎士に捕えられた際、オレロフはまた杖を発見する機会を 
与えられる。数年前に子供を失った傷が癒えず、精神的に荒んで I ゝた彼は、情 
報を吐かせようとドリンスキーに厳し t 、拷問を加えた。そして、とうとう、杖がシ 
ベリアのツングースカにあることを引き出した。電気技師で発明家の ニコラ- 
テスラから盗んだ技術を用 t 、る実験に、杖が使われようとして t ゝるらしかった。 


アサシンたちは杖を破壊することにし、テスラは彼らへの協力に同意す 
る。1908年、オレロフはアサシンたちを率いてシベリアの施設に襲撃をかけ 
た。テスラはアメリカの研究所にいながらにして、シベリアに向けて強力な電 



気武器を発動させる。その威力で杖は粉砕されるも、猛烈な爆発が発生。生き 
残ったアサシンは、オレロフただ1人となった。 

1917年、10月革命の最中、レーニンはオレロフに、先代アレクサンドル3世か 
ら皇帝の座を受け継 I ゝだニコライ2世の抹殺を依頼する。オレロフは皇帝を殺 
した I 、とは思って V 、なかったが、ニコライ2世が1908年に壊れてしまったはずの 
エデンの杖を発見したのではな V 、かと疑 V ヽをかけていた。皇帝が所有してい 
るのは単なるレプリカであると発覚し、オレロフは標的を生かしておこうとした。 
そして、皇帝は衝撃の事実を打ち明ける。皇帝のアドバイザーだったグリゴリ 
一•ラスプーチンが最近死んだのだが、その男がエデンの杖の小さな欠片を首 
にかけていたというのだ。 

オレロフはその後、ラスプーチンの墓を掘り起こし、杖の破片を回収した。そ 
れからまもなぐ妻のアンナと2番目の子供を連れ、アメリカへと旅立った。 
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FRIENDS & FAMILY 


仲間と家族 


ANNA ORELOV 


アンナ•オレ□フ 

アンナ•オレロフは、ロシア人アサシン、ニコライ•オレロフ 
の妻であり、ダニエル•クロスの曾祖母でもある。1888年、彼 
女は最初の子供を身ごもって数ヶ月だったが、最終的に子供 
は死んでしまう。その不幸な出来事は、オレロフ家に大きな衝 
撃を与えた。 

1917年のロシア革命前、アンナは娘を出産。オレロフがグ 
リゴリー•ラスプーチンの遺体を掘り起こした際、彼女と娘は 
オレロフと一緒だった。その後まもなぐオレロフー家は革命 
で混乱するロシアを離れ、渡米した。 

アンナは夫がアサシンであることに気づいており、教団の仕 
事も知っていた。オレロフが罪の意識に苛まれ、アサシンとし 
ての至らなさに苛立ちを覚えているとき、アンナは夫に寄り添 
い、安らぎ与えて心が平穏であるよう努めた。 


リカに渡った彼は、交流電流、リモートコントロール、無線トラ 
ンスミッタ ー、 有名なテスラコイルをはじめとする数々の発明 
品を作り出し、科学における大躍進を成し遂げた。テスラは、 
無線通信とエネルギーの転送における持論を証明すベぐ大 
スケールなプロジェクトに着手する。そして、このプロジェクト 
の目玉であるウォーデンクリフ•タワーを建設した。ウォーデン 
クリフ•タワーは、世界に無償のパワーとコミュニケーションを 
提供すると t ヽう地球規模のエネルギー及び情報のネットワー 
クを作り出すための第一歩だったのだ。 

1903年、テスラは、テンプル騎士だった発明家トーマス•エジ 
ソンの関心を引いた。エジソンはテスラの信用を傷つけ、資金 
を断つことに成功しただけではなぐエデンの林檎も奪ってしま 
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NIKOLA TESLA 

ニコラ•テスラ 

ニコラ•テスラ（1856年-1943年）は、発明家、科学者、電 
気技師など複数の顔を持っていた。オーストリア帝国のセル 
ビアで誕生したテスラは、現在のクロアチアでエデンの林檎 
を発見した。林檎を所有することにより、テスラは驚くべき知 
識を得、その遺物からの情報が彼の発明の源となった。アメ 


う。5年後、テスラはアサシンから連絡を受ける。テンプル騎士 
団がウオーデンクリフ•タワーを真似てツングースカに建てた巨 
大な塔を処分するので、手を貸してほ U ゝと頼まれたのだ。テ 
スラのもとものプロジェクトはまだ未完だったものの、テスラの夕 
ワーは、テレフオースと呼ばれるパワフルな粒子線を有してい 
た。1908年6月30日、テスラはテンプル騎士闭のタワーに狙い 
を定め、テレフオースを発動させた。テレフオースは強烈なエネ 
ルギーを放出し、テンプル騎士の施設を破壊した。しかし、エジ 
ソンが流した誹謗中傷によりテスラのキャリアに泥が塗られて 
しまい、彼は死ぬまでマッドサイエンティストとして扱われること 
になる。言うまでもなぐテスラの地球を網羅するエネルギーネッ 
トワーク構想も実現されずに終わった。後に、ニコラ•テスラは、 
ニューヨークのホテルでひっそりと死んでいるのが発見された。 
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TSAR 

ALEXANDER III 

アレクサンドル 3 世 

ロシア帝国末期の皇帝の 1 人、アレクサンドル3 
世 （1845 年-1894年）は、ロシアのアサシン教 WJ 
によって父親が死んだ後、1881年に皇位に就い 
た。その治世中、革命グループ < 人民の意志 > の 
裏で暗躍して V ゝるアサシンたちにとって、彼は常に 
脅威の存在であった。 

アレクサンドル3世は勢力の中央集権化を強く 
望んでおり、自身を中世の専制君主のようだと考 
えていた。テンプル騎上団の協力者であり、ヨーロ 
ツバを牽引する強大なパワーを有する1人として、 
彼はエデンの杖を授けられ、ロシア皇帝としての 
力を強めていぐアレクサンドル3世は、ロマノフ朝 
の独裁政治の中でロシア帝国を新しい“エデン” 
に変えたいと V ゝう大きな野望を持って V 、たため、ア 
サシンがこの皇帝に対して動き出すことになった。 


1888年10月29日、彼が家族とともにクリミア半 
島からサンクトペテルブルグへ戻るのを知ったア 
サシン教団は、ニコライ•オレノフを送り込む。アレ 
クサンドルの乗る列車にオレロフを忍び込ませ、 
彼を暗殺させようとしたのだ^ところが、襲撃作戦 
中に列車は脱線事故を起こしてしまい、この結果 
暗殺は遂行されなかった。このとき、アレクサンドル 
はオレロフを組み伏したものの、皇帝はその命を 
奪わなかった。 

アレクサンドル3世は人民主義運動を抑え込ん 
で政権を維持したため、教団は政治改革を引き起 
こそうとした。しかし、彼が存命の間、その努力は実 
らなかった。 


3:F:2 

TSAR 

NICHOLAS II 

ニコラィ2世 

ロシア帝国最後の皇帝ニコライ2世 （1868 年- 
1918年）は、消えつつあるロシア専制政治の象徴 
だった。彼は国の急速な産業化に対応できず、ウ 
ラジミール•レーニン率いる左派の一派ボルシェヴ 
ィキの暴力的革命によって、皇帝の座が奪われる 
のは避けられなくなっていた。そして、そのレーニン 
はアサシンの共鳴者であった。 

ニコライ2世は、父アレクサンドル3世の崩御に 
伴い、皇帝になった。彼は父親を強大なパワーと 
皇帝の権力を持っ絶対的な存在だと崇拝してお 
り、父の統治政策を大部分引き継いだ。しかし、 
彼らの血筋の政権には、暴力的な行為が常につ 


きまとっていた。祖父アレクサンドル2世はテロ集 
団< 人民の意志 > が仕掛けた爆弾によって死 
に、父アレクサンドル3世は1888年の列車脱線 
事故に遭遇し、かろうじて生き延びた。その際、父 
はアサシンのニコライ•オレノフと対峙していた。 

1908年6月30日、アサシンたちがシベリア、ツン 
グースカの大爆発で、エデンの杖を破壊した。杖 
がなくなると、皇帝の力はたちまち衰退を始めた。 
大衆主義者の台頭で皇帝の独裁政治が覆される 
ことを強く願っていたアサシンは、革命の炎がいっ 
そう大きくなるよう手を貸した。そして、もはやニコ 
ライ2世が太刀打ちできな V ゝほどに、集結した民衆 
の勢力は増大されていった。 

アサシン たちからも圧力をかけられ、 ロマノフ ー 
家は軟禁状態となり、ニコライ2世は1917年に正 
式に皇位を放棄した。しかしながら、 アサシン でさ 
え、この ロシア 革命の勢 Vゝを 制することはできなか 
った。1918年、ニコライ2世とその家族はエカテリ 
ンブルグに送られ、処刑された。 
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GRIGORI RASPUTIN 

グリゴリー•ラスプーチン 

グリゴリー•ラスプーチン（1869年-1916年）は、ニコライ2 


が伝説に残るほど有名なものになったのは、エデンの杖の木 


世に仕えた人物で、その存在は様々な物議を醸してきた。彼 
は、ロマノフー家に多大な影響を与えたとして悪名が高いが、 
有していたと言われる神秘的な力についてもあれこれ憶測が 
飛んでいる。しかし実際は、ラスプーチンの不思議なパワーは 
エデンの杖から得て Ir ゝたものだった。 

ラスプーチンは、シベリア、ポクロフスコエ村で生まれた。生 
家は小規模な農家だったが、暮らしぶりは恶くなかったという。 
そのカルト集団の教祖を彷彿とさせるような立場にあったせ 
いか、ラスプーチンの若 I ゝ頃の詳細は、ウワサによって曲解さ 
れて t 、ることが多い。彼は近所にあったヴェルホトゥーリエ修 
道院に出入りしており、そこで謎めいた夢想家としての人格 
を引き出して V ゝったと考えられている。 


片を入手してからだった。所有して I ゝたのは、杖のほんの小さ 
な一片だったにもかかわらず、ラスプーチンは圧倒的なカリス 
マ性を備えた人物へとのし上がったのだ。そして、若きアレク 
セイ皇太子の血友病を奇跡的に N 復させた彼は、皇帝夫妻 
の絶大なる称賛と信頼を勝ち得たのだった。 

ラスプーチンは、ロシア皇帝一家の堕落のシンボルと見なさ 
れ、とうとう暗殺の対象になる。1916年12月、ロシア貴族フヱリッ 
クス•ュスボス率 t ゝる 共謀者たちが、 ラスプーチンに毒を盛り、 
その身体を刃物で刺し、しま V 、にはネヴァ川に放り込んで彼を 
溺死させた。エデンの杖の破片を回収するため、後にその遺体 
は、アサシン、ニコライ•オレロフによって掘り起こされた。 


1905年、サンクトペテルブルグに到着した彼はロマノフ家 
に取り人り、ロシアの政治の世界にも首を突っ込むようにな 
る。やがて彼は“神の人”として評判になっていくが、その力 
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MASYAF 

マシヤフ 


两シリア、オロンテス川峡谷に位置するマシャフ 
には、レヴァント地方のアサシン教団本部が置かれ 


主要拠点となったのだった 2 城砦の高 t ゝ壁は、サラ 
セン人や十字軍の侵入者を防ぐと同時に、アサシ 
ンの存在を堂々と公言する表われでもあった。 

11世紀末、アサシンの長であるハサン•イブン•ア 
ル •サツ バー フは教団の活動を外へと向ける動きを 
見せ、地域での確岡たる勢力を獲得するべぐ政 
治的な手法も導入した。マシャフの山砦を本拠地 
とし、教団はレヴァント地方一帯にアサシン、情報 


ていた。エルサレム、アッカ、ダマスカスに近 t 、こと 提供者、密偵のネットワークを拡大したのだ。こうし 
から、自然とこの地域にアサシンが及ぼす影響の て、第3次十字軍の頃までには、マシャフはアサシ 



ンたちの政治的、文化的、地理的な中枢として確 
立した。 

訓練場、難攻不落の城砦、異国情緒あふれる美 
しい庭、広 I ヽ書物室、教団の作戦本部と、マシャフ 
には、世間の関心を引く全てが揃っていた。しかし 
それでも、砦は謎に包まれて V ゝると t ゝうのが一般の 
認識だった。マシャフの城砦も住人も意図的に孤 
立していた。秘密に行われるアサシンの訓練儀礼 
がウワサになったりもしたが、それはマシャフの神秘 
的な雰囲気を損なわな I ゝよう、教団側が慎重に広 
めたものであった。事実、砦の高 t ゝ壁の内側の生 
活は、常に戦闘と隣り合わせで、統制が取れた厳 
格なものであった。アサシンたちは外部から雇用す 
るのではなぐマシャフで生まれた人間で構成され 
ており、彼らは幼 V ゝ頃から信条に従い、訓練を受け 
ているのだ。 

1191年は、マシャフとその住民にとって騒乱の1 
年となった。まずは、十字軍兵士でテンプル騎上団 
の総 M であるロベール•ド•サブレが街に攻め込んで 
くる。彼らの襲撃は失敗に終わったが、同年、アサシ 
ンの捎導者 アル •ムアリムが教団を裏切り、エデン 
の林檎の力を利用して一時的にマシャフを制圧し 
た。アルタイル•イブン•ラ•アハドの手で大導師は倒 
れされたが、これがアサシンの思想における転換点 
となった。アルタイルがマシャフの統治を引き受け 
た際、彼はアル•ムアリムが導入して t 、た儀礼的習 
憤の多くを廃止した。そして、マシャフを学びと癒し 
の場所に変えようと試み、世界中からアサシンを募 
るために、砦の門戸を解放したのだった。 
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JERUSALEM 

エルサレム 


ユダヤ山地の丘陵にあるエルサレムは、地中海と死海に 
挟まれたイスラエルの中心部に位置する。波乱に満ちた長 
い歴史に耐え、世界最占の街に囲まれて佇む土地である。こ 
こは、ユダヤ教、イスラム教、キリスト教の“アブラハムの三宗 
教”が聖地と見なす、それぞれの宗教にとって非常に重要な 
場所なのだ。一説には、エルサレムとの、う名前は、へブライ語 
で「平和の町」を意味するとも言われている。ここでは多くの 
戦V、が繰り広げられ、その歴史の中で、街は何度なく襲撃さ 
れ、包囲攻撃を受け、破壊され、占領され、奪還されてきた。こ 
うして、何世紀にも渡って戦地となってきたエルサレムの街 
並みと建造物は、激しい変化を強いられてきた。数々の戦い 
と複数の宗教に支配されてきた影響が、市内には今も色濃く 
残っている。 


エルサレムには、歴史的、宗教的意義を持つ建物や旧跡 
が多く存在する。ローマ帝国皇帝コンスタンティヌス1の母 
フラウィア•ユリア•ヘレナが325年頃に建てたと言われる、聖 
墳墓教会もその1つだ。この教会は12世紀のエルサレム占 
領期に、十字軍によって破壊と再建が幾度となく繰り返され 
てきた。 

岩のドームも驚くほど美しい構造を有している二の建物 
は、神殿の丘に建つイスラム教聖地の1つで、691年に完成 
した。十字軍がエルサレムを制圧した1099年、このドームは 
教会堂にされ、名前も 「Templum Domini(= 主の神殿）」 
と変えられる。そして、1187年にサラディンがエルサレムを奪 
[BI するまで、テンプル騎士団の本拠地として使用されていた。 

神殿の丘の下にある古代遺跡ソロモン神殿は、紀元前950 
年頃に建設されたと信じられている^当時“第▲神殿”と呼ば 
れたこの神殿は、ソロモン王がモリヤ山の上に作ったとされて 
おり、実はその地下には、神殿そのものより古V、部屋が存在し 
TV 、るのだ。それは、かつて来たりし者が建てた秘密の宝物 
庫で、エデンの林檎が置かれていた。1191年、ロベール•ド- 
サブレがこの宝物庫と中にあったエデンの林檎を発見。 同様 
に、アサシン、アルタイル•イブン•ラ•アハドとマリクとカダール 
のアルシャイフ兄弟もこの場所を見つけたのだった。 
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2E 


DAMASCUS 


ダマスカス 

占代シリアの酋都ダマスカスは、世界で最も占 
くから人が住み続けて t ゝる街だと言われている。ア 
ンチレバノン山脈の東側の麓に位置するこの都 
市は、紀元前3000年から形成されてきたと信じられ 
ており、バラダ川のすぐ近くにあるロケーションが、 


占代より街を繁栄させてきた。文化の中心地ダマ 
スカスは中東の交通の要衝であり、シルクロード 
の两の基点にもなっている。その長い歴史の中 
で、新バビロニア、ペルシア、マケドニア、ローマと 
数々の大帝国の統治下に賻かれてきた。636年、 
ハーリド•イブン•アル•ワリードによって征服され、 
ダマスカスはイスラムアラブ世界の一部となる。 

ダマスカスの重要な特徴は、街の青空市場だ。 
これらの大きなスーク（市場）がある地区は、古代 
ダマスカスの貿易の中心としての役割を担ってお 
り、現代まで続いている。スーク•サロウジャは、か 
つてダマスカス最大のバザールとして知られてい 
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た。そして、広大な貿易の中心地でもあったスーク • 
アルシラーンは、一時期、テンプル騎士タミールに 
牛耳られていた。 

おそらくダマスカスでことのほか見事な建物は、 
ウマイヤド•モスクであろう。第6代カリフ、ワリード1 
世によって建設されたこのモスクは、“グランド•モ 
スク”とも呼ばれ、イスラム世界の最も神鸮な場所 
に数えられる。かつては、ローマのユピテル神殿 


跡、キリスト教の洗礼者ヨハネ®堂であり、洗礼者 
ヨハネの聖遣物が収められている他、サラディン 
の墓も隣接して建っている。 

アサシン、アルタイル.イブン•ラ•アハドは、1190 
年と1191年の間に、ダマスカスを訪れた。その際、 
彼はアラート•タミール、アブル.ヌクド、ジュバイル- 
アルハキームというテンプル騎士を暗殺したのだ 
った。 



ift 
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2E 


ACRE 


アツカ 

アツカは、イスラエル北部の西ガラリヤ地方に位 
匱する街だ。ハイファ湾北の外れにある港湾都市 
で、長い間、この地域への戦略上重要な入り口だ 
った。12世紀にこの街のあちこちで十字軍とイスラ 
ム軍の衝突が起きるなど、アツカは多事多難な歴 
史に耐えてきた。襲擊と侵略が繰り返され、アツカ 
の統治者も何度も変わった。 

多くの手に占領された形跡が、市内の建物に残 
っている。街を治める集団が変わるたび、要塞、教 
会、城などの形でどんどん建築物が増えてVゝった。 
その中には、本土の勢力からアツカを守る巨大な 
防護壁の他、ホスピタル騎士団によって建てられ 
た総合施設などが含まれる。イスラム軍に時的 
に占領されていた1187年から1191年の間を除き、 
この建物は約200年に渡ってホスビタル騎士団の 
本部であり続けた。アツカ最大の建築物の1つは、 


聖十字教会だろう。本来はモスクだったが、アツカ 
で最も大規模な十字軍の教会となった。尖塔の頂 
にある十字架は、この街で実際に登ることができる 
一番高い地点だ。 

1190年と1191年に、アサシン教団とテンプル騎 
士団はアツカの地で密かな戦いを繰り広げた。こ 
の期間、アルタイル•イブン•ラ•アハドはウィリアム 
候モンフヱラートというテンプル騎士の暗殺を命じ 
られる。モンフエラートは、君主であるイングランド王 
リチャード1世を裏切ってVゝたのだった。 
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FLORENCE 

フイレンツエ 


紀元前80年頃に建設されたと言われるフィレンツェは、ローマの小さな植民 
都市から、急速に活気あふれる商業の中心地へと成長した肥沃な土地に建 
ち、ローマと北イタリアの間の主要交易路上に位置するなど、都巾発展の条 
件が揃っていたからだ。しかしそのため、ローマ帝国崩壊後は、フィレンツェの 
支配をめぐって東ゴート王国ゃビザンティン帝国が争うなど、不安定な時期を 
迎える。だが7世紀に入ると、ランゴバルド王国の支配ドでフィレンツェは再び 
栄え、その繁栄は、1世紀後のカール大帝の統治のもとでも続いた。 

中世後半、フィレンツェは貿易と金融の中心地となり、さらに毛織物業でも利 
益を上げ、街は大きく潤った。13世紀半ば、フィレンツェは独自の通貨フローリ 
ンを作り出し、多くの著名な銀行家一族がここを拠点に力を伸ばしていぐ経 
済の繁栄により、様々な商人ギルドが生まれ、多くの移民たちが流入。15世紀 
末には、フィレンツェはヨーロッパで最も大きぐ最も裕福な街の1つとなった。 

ジヨット•ディ•ボンドーネ、ダンテ•アリギエーリ、ドナテッロといった芸術家を 
有したフイレンツエで、イタリアルネッサンスは発祥した。メディチ家が街を治め 


る中、ロレンツォ•デ•メディチが芸術、哲学、科学の発展をパトロンとして支え 
たことで、フィレンツェ文化は大きく花開いていぐミケランジェロ、マキャヴェ 
リ、ボッティチェッリ、ラファエロ、レオナルド•ダ•ヴィンチ、そして著名なアウデ 
ィトーレ家など大勢が、この時期のフィレンツェで活躍し、後世に残る足跡を刻 
んだ。こうしてフィレンツェの学問、芸術、文化の一人革新は16世紀まで続き、 
街の評判も広がる一方であった。 

しかしながら、ロレンツォが亡くなると、街の支配はジローラモ•サヴォナロー 
ラの手に移る。サヴォナローラはエデンの林檎を用い、民衆が彼の意志に沿 
うよう心を操った。幸運にも、アサシン、エツィオ•アウディトーレが1498年にフ 
ィレンツェ市民を圧政から解放。その過程で林檎はアサシンに戻り、サヴォナ 
ローラは十字架の上で最期を迎えることになった。このように政情不安の時期 
があったにもかかわらず、フイレンツエはルネッサンス期の問、隆盛を極めた街と 
してずっと存在し続けた。 
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八 




ROME 


□ーマ 

ローマは、その建国から常にヨーロッパの政治的、文化的、宗教的発展にな 
くてはならない存在であった。紀元前509年から紀元476年まで、この都市は共 
和政ローマでもローマ帝国でも疗都であった。その起源までさかのぼると、もと 
もとは北方より移動してきた民族が定住した土地で、“ローマの七 ft” として 
知られる低い尾根群からなっていた。ローマはテベル川の両岸で飛躍的に成 

長。共和政ローマ-のちのローマ帝国-が拡大するにつれ、隆々たる発 

展を遂げていぐパンテオン、コロッセオ、アウグストゥス広場、トラヤヌスの市 
場といった重要なランドマーク——これらはほんの数例に過ぎないが——が建 
てられ、街の裕福さを象徴する建造物となった。 

西ローマ帝国が滅 C すると、この“永遠の都”はゲルマン民族やビザンテイ 
ン帝国に属することになり、そのたびに人口が著しく減少していった。そして、 
ビザンテイン帝国の支配は、751年まで継続する。756年、ローマ教皇はローマ 
とラヴエンナを結ぶ地域を献上され、これが教皇領の礎になった。また中世で 
は、聖地巡礼が盛んとなり、キリスト教の主要聖地の1つであるローマには、多 
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くの巡礼者が訪れるようになる。ルネッサンス期には、ローマはアサシンとテン 



プル騎士聞の極めて重要な戦場となった。 


1492年、ロドリゴ•ボルジアが教皇アレクサンデル6世になると、テンプル騎 
士団はヴァチカン地域の支配権を握った。しかし、純粋な権力欲だけが彼らを 
突き動かしているのではなかった。テンプル騎士団の U は、システイーヌ礼拝堂 
の地下に隠された第一文明の宝物庫に向けられていたのだ。ロドリゴ•ボルジ 
アは、この宝物の秘密を明らかにすることはできなかったが、その後もボルジア 
一家はローマで幅を利かせた。しかし、彼らの存在はローマの首を絞め続け、 
街の成長の停滞、経済的発展の阻害の要因となっていく。 


1500年から1503年の間、アサシン教 R 1 はボルジア家からローマを取り戻すベ 
ぐ作戦を展開した。アサシンは圧政を強^ゝられた民衆の不満の高まりを利用 
す I 憤る市民を後押ししてボルジア家を退かせ、ローマの街を復興させようと 
目論んだのだ。アサシンたちは、ローマの4つ地区の中で最も人口が多ぐ彼ら 
にとっても位置的に都合のい V ゝチェントロ地区(中心街)から、行動を起こした。 
テベル島に本拠地を置き、娼館“バラの館”を改装したアサシンたちは、さらに 
ローマ全域に拠点を築いていぐカンバーニャ地区のバルトロメオ•ダルヴイア 
ーノの 兵舎は、アサシンの軍事機関としての役割を果たし、アンテイコ地区の宿 
屋“眠る狐亭”は、教団に信頼できる密偵や機密情報を提供する場となった。 
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MONTERIGGIONI 



モンテリジョーニ 


♦ モンテリジョーニの過去 

イタリアのシエナ県に位置するモンテリジョーニは、ぐるり 
と高い城壁に囲まれている。領地拡大を狙ったフィレンツェ 
との戦いでの戦略防衛拠点として、1213年に建てられた街 
なのだ。14世紀、エデンの果実の1つである聖骸布を隠すた 
め、街の井戸は水を抜かれて深く掘り下げられ、隠しトラップ 
が什掛けられた。 


1454年、フイレンツヱはこの秘宝を狙って街を襲ったが、失 



敗に終わった。モンテリジョーニの新し t ゝ統治者であり、アサ 
シン教団のリーダー、マリオ•アウディトーレがフィレンツエの 
襲撃計画を事前に暴き、街が攻撃に耐えられるよう念入りに 
準備したおかげだった。その後彼は、聖骸布を探しに、兵士の 
一 M を率いて地下深く降りていぐ M 収した秘宝は、遠方の 
弟ジョヴァンニのところに送られ、彼の管理下に置かれること 
になった，エデンの果実の件が落ち着き、マリオは再びテン 
プル騎士 M との争いに集中する。しかし、統治者が戦闘に夢 
中だったため、街の維持管理はすっかりおろそかになってしま 
い、財政や市民生活の質は悪化する一方だった。 

ありがたいことに、1476年にエツィオ•アウディトーレがモン 
テリジョーニに到着し、流れが変わった。この若者が多くを投 
資し、街は再び栄えていぐ1500年のチヱーザレ•ボルジアに 
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> サンクチユア u 

よる包囲攻擊やマリオの傭兵の裏切りなど、テンプル騎上団 
との衝突は激化していくのだが、少なくともこの時点では、マ 


♦ サンクチユア li 

ヴイラ•アウデイトーレの地下にある秘密のエリア、サンクチ 
ユアリは、ドメニコがモンテリジョーニを治めていた時代に彼 
が作った場所だ過去の最も偉大なアサシンたちに敬意を表 
して、7体の彫像が置かれている。 

アミュネット 

古代エジプトのブトレマイオス朝時代に生まれたアサシンで、紀元前30年のクレ 
オノ f トラ7世の苑に関与し t し敗。 


今 ダリウス 

紀元前465年にクセルクセス1世を殺害したペルシア人アサシン e これは、記録 
が残っている中では、アサシンプレードが使用された最杏の暗殺事例だ。 

+イルタニ 

バビロニアのアサシン教団メンバーで、アジア広域の征服を§論み、エデンの果 
実 —— 職杖 —— を使ったアレクサンドロス大王を始末し匕 

-> レオニウス 

41年、"カリグラ"の呼び名で知られる第3代 □— マ窒帝ガイウス■ユリウス‘カエ 
サル，アウグストゥスを刺殺したアサシン 0 

+クラン•ガル 

モンゴルのアサシンで、暴君チンギス‘/\ンに立ち向かった:。彼とアルタイルの息 
子が'、チンギス * ハンの暗殺を実行した。 

+ウェイ*ユー 

紀元前210年、中国戦国時代の秦王、始皇帝を殺した中国人アサシン。 


リオたちは敵に屈せず、モンテリジョーニはアウデイトーレ家 
の統治下にあり続けた。 


-> 

たらしたことで有名な アルタイル•イブン•ラ•アハ ドめものである。 


令ヴィラ•アウディトーレ 

1290年、アウディトーレ家の創始者ドメニコ•アウデ仆ーレ 
は、高い城歷に囲まれた街にヴィラを購入し、修繕したこの 
邸宅は住居としても要塞としても機能するように改築が施さ 
れ、複数の隠し部屋と兵隊たちの訓練場も設けられた。ドメニ 
コと彼の子孫は数世代に渡り、この屋敷を対テンプル騎士 
団戦の作戦拠点として活用した。数 tit 紀が経過し、マリオの 
管理下にある問、ヴィラは修繕もされずに放置されていたため 
ひど t ゝ状態になってVゝたが、エツィオが街に来て、状況はすぐ 
に改善されていった。 

♦ アウディトーレ家の墓所 

アウディトーレ家の墓所は、ヴィラ改築後ほどなく建てられ、 
万が一襲撃された場合を考慮して、外への避難ルートにつな 
げられた。ドメニコの死後、彼の遺体はこの墓所に埋葬され 
た。そして、壁には、アウディトーレ家の起源を描いたフレス 
コ画が飾られた。それから数世紀に渡り、ジョヴァンニ•アウデ 
ィトーレ、エツィオ•アウディトーレ、そしてデズモンド•マイルズ 
と、子孫が何人も墓所を探検することになる。秘密のエリアと 
されているサンクチュアリにたどり着くには、誰もが墓所を通ら 
ねばならないのだった。 


伝説のアサシンたちのサルコファガス （= 壮麗な装飾が施 
された棺）は他の場所へと分散されてしまうが、7体の彫像 
は、今日までこのサンクチユアリに立てられたままになってい 
る。2012年、このサンクチユアリは、テンプル騎 i: 団に追われ 
たルーシー•スティルマンと彼女のチームが、隠れ家として使 
用した。 

命モンテリジョーニの現往 

モンテリジョーニは、ほぼルネッサンス時代のままの形で現 
存しており、当時をうかがV、知ることができる人気の観光地と 
なっている。デズモンドはこの地域に滞在中、本来聞こえるは 
ずのなI、奇妙な声を聞いた。そして、実際には初めて訪れた 
土地であるのに、見覚えのある場所がいぐ3もあった。それは、 
彼がアニムスでエツイオ•アウデ仆ーレの記憶に同調した際 
に見ていた場所だった。 
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ヴエネツイア 


イタリア北東部に位置するヴエネツイアは、アドリア海に流 
れ込むラグーナ （= 潟）の鳥々の上に気づかれた都市である。 
ルネッサンス期、この街は“最も高貴なる共和国ヴエネツイ 
ア”——通称ヴエネツイア共和国——の文化、政治、金融の 
中心地であった。経済的優位性に加えて強力な海軍を持っ 
TI 、たヴエネツイアは、テンプル騎士団にもアサシン教団にも 
理想的な作戦拠点だったため、両者はこの街の支配権をか 
けて争った。 

ヴエネツイアの“セステイーレ” （=6 区）は、特定の歴史的 
建造物の周りに建てられており、政治情勢の変化に対応して 
それぞれが出現したのである。6つの地区で最も大き V ゝカステ 
ッロは、6世紀後半頃、ランゴバルド人の侵攻から逃れた人々 
が建て、定住した。1320年、テンプル騎士団がアルセナーレ 
を修復した際、この地区はアルセナーレを中心に発達した。 
共和国が世界に及ぼす経済的、政治的影響が大きくなるの 
に比例して、ヴエネツイアも拡大していった。 
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13 世紀と 14 世紀は、ヴェネツィアの勢力が最頂点に達した 
時期だった。1309年、街はドゥカーレ宮の建設を開始する。こ 
の宮殿は総督の住居であり、ヴ x ネツィア政府の中核でもあ 
った。サン•ピエトロ•ディ•カステツロ教会から離れ、聖職者た 
ちの影響を受けないサン•マルコ地区に位置するドゥカーレ 
宮は、総督の教皇支配からの独立を象徴していた。15世紀、 
この建物は、アサシンとテンプル騎士の熾烈な戦いの場とな 
り、1485年に、テンプル騎士団は総督ジョヴァンニ•モチェニ 
ーゴをこの宮殿内で毒殺している。 

モチェニーゴの死をきっかけに、ヴェネツィアは政情不安に 
突入し、アサシンとテンプル騎士はドゥカーレ宮を掌握しようと 
激闘を繰り広げた。テンプル騎士団がモチェニーゴの代わり 
に総督の座に据えたのは、仲問の1人マルコ•バルバリーゴだ 
った。しかし、マルコの総督就任は1年も続かなかった。1486 
年、アサシンがマルコ•バルバリーゴを暗殺すると、彼の弟ア 
ゴスティーノ•バルバリーゴが後継荇となった。アサシンの協 
力者に思えたアゴスティーノだったが、総督になってすぐにボ 
ルジア家の愛顧を求め始める。1501年、アサシンは信用でき 
なくなった彼に毒を盛り、抹殺した。 

16世紀になり、ヴェネツィアの政治的発展は失速する。フ 
ランス、スペイン、ハブスブルグ家、教皇国で結ばれたカンプ 
レー同盟国が、ヴエネツイアに対して兵を動員したのだ1509 
年の春、わずか15日で同盟国がアニヤデッロの戦いでヴエネ 
ツイアを破り、その本十を制圧した。 
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CONSTANTINOPLE 


コンスタンティ ノー プル 

「Kostantiniyye コスタンテ ィ_ニーイエ」 （オスマン語)、 
「Istanbul イスタンプル」（トルコ語） 


コンスタンティノープルは、325年〜330年頃に古代ギリシャのビュザンテイ 


オンの地に建てられた街で、黒海と地中海の両方に合流する海路に通ずる港 
を持ち、ヨーロッパとアジアを粘ぶ交易路の中心に位置していた地域の防衛 
ゝう面でも有利なこのロケーションに、街の創設者で皇帝のコンスタンティヌ 
ス1世は満足していた。そして、彼を皇帝に選んだことが賢明だったと、何世紀 
も後に証明される。西ゴート族とフン族が侵攻してきた際、四ローマを治めて 
いたコンスタンティヌス1世は征服の手から街を守ったのだ。やがてコンスタン 
ティノープルは、キリスト教の象徴であると同時に、ローマ帝国で最も重要な 
都市となった。 


15世紀半ば、スルタン、メフメト2世が率いるオスマン帝国軍が街を占領し 
た。これによって東ローマ帝国は終焉を迎え、同時に、キリスト教世界は人打 
撃を受けた。この地に住んでいた多くの知識人はイタリアへ亡命したが、彼ら 
がイタリアに持ち込んだ知識や書物によって古代文化研究が進み、ルネッサ 
ンスを促したと言われている。 

長年の戦争によって衰退はしたものの、コンスタンテイノープルはオスマン 
帝国の新首都になった。15世紀と16世紀、積極的に領土拡大を続けた結果、 
オスマン帝国はヨーロッパと北アフリカにも広がり、献身的で有能なスルタン 
に先導された帝国は繁栄した。その事実は、テンプル騎十団の気を引くことと 
なる。アサシンの介人は、この地域にテンプル騎〖:団が重大な足がかりを築く 
のを防いだ。スルタンのセリム1世とスレイマン“壮麗帝”は、領地拡大に突出 
した才能を見せた。彼らは帝国海軍の育成にも熱心で、強大な海軍はやがて 
他 W にその存在力を見せつけていぐ軍事的功績だけでなぐ彼らの統治の 
間に成し遂げられた社会文化的、官僚的進歩も同様に目を見張るようなもの 
だった。 

何世紀にも渡り、この街の名前は論争の的になってきた。“コンスタンテイノ 
ープル”はビザンテイン帝国時代の呼び名で、20世紀まで四欧では最もよく使 
われてきた。メフメト2世の征服後は、“イスタンブル”と呼ばれ、それが現代トル 
コ語の名前となった,他の伝統的な名称もいまだに残っており、多くの言語で 
今日まで使われている。そして、その各々に、多くの文化がこの古代都市に対 
して抱く崇拝の念が込められて V ゝるのだ。 
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CAPPADOCIA 

カッパドキア 

カッパドキアの歴史は青銅器時代に端を発する。当時、この土地はヒッタイ 
卜人の本拠地となり、長い歴史の中で統治権が様々な者の手に渡ったが、15 
世紀にはオスマン帝国が領有することになった。カッパドキアは、アナトリアと 
いう占代地域に位置して V 、るが、アナトリアは現在ではトルコとして知られてい 
る。そこにはいくつもの地ド都巾や村が存在し、その数は何百にも上るという。 
この地区では、建設に木材が使われることはまれで、民たちは住ま t 、を確保す 
るのに他の方法に頼らなければならなかった。柔らかな火山岩で建てられた地 
下空間は、この地域の最初の住民たちが避難所として作ったものだったが、や 
がては ローマの 迫害から逃げ出したキリスト教徒の隠れ家となった。 

これらの地下都市は、外からの攻舉にも耐えられるよう建てられている。それ 
ぞれの部屋は石の扉を転がして封じることができ、侵入者を寄せつけない構 
造なのだ。通気孔があるため、新鮮な外気が安定して循環し、深 t 、井戸を掘る 
ことで水も確保できた。それだけではない。ブドウ絞り摇、風呂、厨房、穀物庫、 
馬屋、さらに礼拝所など、様々な設備が壁に掘られて備わっており、住民が生 
活に快適さを求めた工夫の数々をうかがい知ることができる。 

1512年の初め、 エツイオ •アウデ仆ー レが 発見した秘密の都市の1つは、才 
スマン 帝国のせいで コンスタンテイ ノープルが陥落し、多くの ビザンテイン 帝 
国の 人間が 移り住んだ避難所となって いた。マヌエル•パレオロゴス も、家族 
がコンスタンテイ ノープルの支配権を失った後、 ここに 住んでいた。おそらぐ こ 
の惨めな生活は、何がなんでも贅沢な生活を取り戻すと t ゝう彼の気持ちに火 
を点けたのだろう。 
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真実はなく、許されぬことなどない 
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